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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　榎宮祐











目　次









プロローグ《幸福》の学校――




第一章　人の世の外へと旅行


第二章　日常を管理する思考


第三章　深く絡み付く呪じゆ咬こう


第四章　夜よ逃にげする生徒会室御一行


第五章　闇の中を潜行


第六章　世界のひどさを消し去る機構




エピローグ　――《絶望》の学校







あとがき









[image: ]
















　　　プロローグ《幸福》の学校――










　放課後――という言葉が嫌きらいだ。


　それはどこか安あん穏のんとしていて、あまりに簡単に平和な響ひびきを感じさせるから。


　実際にはこんなにも絶望と苦痛ですべてが満ち満ちているのに、なにも知らない子供たちが日々を楽しそうに過ごしている。


　晴れた空。


　教室。


　机。


　黒板。


　人ひと気けが少なくなった廊ろう下かに、生徒が減っても途と切ぎれない笑い声。


　それを見るたびに、思いだす。


　それを見るたびに、あの日のことを思いだす。


　彼かれが。


《軍フイリエル・クロス》がこの場所にしよう、とそう、言いだしたときのことを。


　彼は突とつ然ぜん、


「……おかしいと思わないかい？」


　なんてことを言った。


　いつだって彼は、そんなふうに唐とう突とつに、話を始めた。勝手に語りだして、勝手に終わるのだ。それに口を挟はさむ余地はない。どんなときも、どんなことも。


　だけどそれを私は好きだった。クロスが微笑ほほえんで言う。愛いとおしそうな目まな差ざしをこちらに向けて話し始める。


　だから私も笑って、


「なんの話？」


　と聞く。


　すると彼はうなずいて、


「この国には絶望が少なすぎる」


「それが問題？」


「少なくとも、平等じゃないだろう？　海の向こうじゃ毎日人が死んでる。少女が犯おかされ、まだ年とし端はのいかない子供が売り買いされてる。なのにさて、いまこの国にいる奴やつらの悩なやみはなんだと思う？」


「なにかな」


「毎日が退たい屈くつなことさ」


「あはは。平和でいいじゃない」


「ああ。そうだ。平和でいいね。だけどその平和はなにを基もとにして作られてると思う？　この歪いびつな世界はいったい、なにを基にして作られてると思う？」


　とそう、彼は言った。


　そして空を指差す。私はその彼が指したほうを見上げる。あの日も空は晴れていて、陽ひの光がとても眩まぶしかったのを覚えている。


　私は人とは違ちがって太陽の下では力を失うから、その眩しい陽の光を見上げながら少し、クロスはいじわるだな、と思った。


「私になにを見せたいの？」


　と聞くと、クロスは答える。


「誰だれかが魔ま術じゆつを使ってるのはあきらかだ。この国の絶望が減るように、誰かが仕組みを弄いじってる」


「そう？　私は感じないけど」


　するとクロスはまた、笑った。そして言うのだ。君は優やさしいから、と、そう言うのだ。


　そのときの彼の笑え顔がおを思いだす。


　そしてその後の。


　その後に起きたあの出来事を――








　とそこで、悲鳴が聞こえた。


　その悲鳴で現実に呼び戻もどされる。


　彼女は声のほうを振ふり返る。


　いま、彼女がいるのは学校の屋上にあるフェンスの上だった。


　宮みや阪さか高こう校こう、と人間たちが名づけた学校の、一番高い場所。


　その上に彼女は立っている。


　年のころは十一、二歳さいに見える。だが、その顔はなにもかもに退屈しているかのように、無表情だった。膝ひざまである長い、真まっ直すぐな黒い髪かみに、やはり黒い、着物のような服。


　そして雪のように白い肌はだ。


　その白と黒は、放課後の学校の屋上とはいまいち釣つり合っていなかった。


　彼女が振り向く。すると背後では三人組の気の強そうな少女たちが、小こ柄がらな少女の髪をつかんで、屋上に引きずりこんできていた。


　小柄な少女がごめんなさいごめんなさいと何度も叫さけぶ。


　そのたびに三人の少女たちが笑う。小柄な少女の顔をたたき、あやまってすむ問題かよと言って、笑う。


　その彼女たちの間にどういった事情があるのか、それはわからない。わからないが、結局のところそこにはなにもないのだ。


　髪の毛をつかまれ顔を床ゆかに押しつけられている少女も。その上で笑っている少女たちも。それどころかこの晴れた空も。放課後の気け怠だるい空気も。なにもかもに、意味がない。


　ただ少し、やかましいな、とは思うけど。


　少女の一人がこちらに気づく。


「あれ、なんだあいつ」


　と、呟つぶやく。


「ガキじゃん」


「すげぇ顔かわいいんだけど。外人？　外人なのに着物きてるよ。ねぇ君、そこ危ないよ～。降おりてきなよ～」


　続いて床に顔を押しつけられていた少女が、


「た、助けて！　先生を、先生を呼ん……」


「黙だまれよ」


　そう言って、顔をまたはたかれる。それに少女の顔が苦痛に歪ゆがむ。


　その顔に涙なみだと絶望がじわりと広がる。


　絶望。


　絶望。


　絶望。


「絶望、ねぇ……」


　小さく呟いて、彼女は眉まゆ根ねを寄せる。


　そしてまた、別のことを思いだす。


　それは少し前にこの学校で起きた事件のこと。


　ある日学校に、魔ま女じよがやってきたのだ。


　サイトヒメアという名の魔女。


　自分とはまた種類の違う、魔女だ。


　そして彼女の中には絶望があるのだという。なんでも永遠に続くような孤こ独どくの中で裏切られ続け、さらに九年間もどこかに閉じ込められていたという話だった。


　だが、それに少し思う。


　もしもそれが絶望だというのなら、そんな話はどこにだって転がっているじゃないの、と、彼女は思う。世界のどこかでは毎日、誰かが死んでいるのだ。犯おかされ、嬲なぶられ、殺され、理り不ふ尽じんさを強要されているのだ。


　なら、別にサイトヒメアが経験したことは特別なことでもなんでもない。


　でもなら、時雨しぐれ遥はるかのほうはどうだろう？


　とそんなことを思いかけて、それから、


「……いったい、あなたたちはなにに絶望を感じるの？」


　とそう、聞いた。


　するとそれに少女たちは、


「はぁ？　なに言ってんだあのチビッこは？」


「ねぇね、絶望ってなに？」


「おまえそんなんも知らねーのかよ」


「あたし勉強できねーし」


「そういう問題じゃないでしょ」


「助けて。お願い。この子たちに私殺され……」


「人聞き悪わりぃこと言うんじゃねーよ。まじで顔ぐちゃぐちゃにしちゃうぞ？」


「えええ～そりゃマズイって～。顔やるとチクられっからやめとこーよ」


「そうじゃなくても真ま澄すみはチクりだからなぁ」


「私チクってない！　私じゃな……」


「うるせーって」


　そう言って、少女が少女を殴なぐる。


　人間が人間を殴る。


　それを彼女はしばらく見つめてから、呟く。


「クロスの言ってたことは本当かもしれない」


　と、呟く。


　この国には魔術がかけられている。


　なにか異お常かしな力で、なにかが弄られている。


　そんな気がする。


　クロスがいなくなってからはそれに、彼女も少しずつ気づき始めていた。


　安売りされている絶望に、永遠に続くんじゃないかと怖こわくなるほど退たい屈くつな、安穏とした空気。


　放課後。


　チャイム。


　教室。


　机。


　黒板。


　部活に。


　いじめに。


　あと、なんだろう。


　とにかく、この国のすべてがなにか、特別な魔術の支配下にあるように、思える。


　そしてクロスが。


「……彼が私の上にこの学校を建てた理由が、ようやく私にもわかりそうな気がする」


　と、彼女は呟つぶやく。


　そして手を上げる。下げる。目め障ざわりだから、消えてと呟く。それでいま、屋上で起きていた出来事はすべて終わる。


　少女たちは全員、ここでの記き憶おくを失って、学校の外に出される。


　だが、そんなことをしてもなにも変わらないことを、彼女は知っている。


　記憶を失ってさえ、明日にはまた、彼女たちは誰だれかをいじめるだろう。誰かを殴るだろう。誰かを傷つけるだろう。いじめられた側は自殺するかもしれない。


　でもやはり、そこにはなんの意味もない。


　この国は恋こいが破やぶれただけで死ぬことができるほどに、優やさしい国だから。


　でも、それはあきらかに……





「……あ」





　とそこでまた、異変が起きる。


　この学校の生徒が、この学校の外へ――いや、この世界の外へと連つれ去られていくのを、感じたのだ。


　時雨遥という名前の少女が、別の世界へと連れ去られた。


　しかしまだ誰も、それに気づいていない。


　それはこの学校の護ご人じであるあの生徒会長すらも。


「……お馬ば鹿かな月げつ光こう。また私がその尻しり拭ぬぐい……？」


　そう言いながら、彼女は少しだけ微笑み、目を閉じる。


「時雨遥に、ノロマな人間たちが気づけるよう、目印アンカーをつけます」


　そう呟く。


　それで時雨遥に目印がつく。


　運がよければ、そのアンカーに誰かが気づくだろう。


　運が悪ければ、これで終わりだ。


　時雨遥は消える。


　そして消えたところでやはり、なにも変わらない。


　母親の目の前で娘むすめが犯おかされて殺されようと、子供の目の前で両親が殺しあいをしようと、何千、何万もの人間が戦争で腑はらわたと憎ぞう悪おを大地に撒まき散らそうと。


　なにも変わらない。


　なにも変わらない。


　なら、なにに《絶望》を感じて、なにに《幸福》を感じればいいというのだろう？





　狂くるったサイトヒメアは《幸福》の魔ま法ほうを創つくりたいのだという。


　幸福。


　幸福。


　幸福。


　だがその幸せを叫さけべば叫ぶほど、その言葉の響ひびきのあまりのもの哀がなしさに、彼女は薄うすく、口くち許もとに笑えみを浮うかべてから、


「…………」


　消えた。


















　　　第一章　人の世の外へと旅行










　晴れた空。


　教室。


　机。


　黒板。


　そして校舎に、朝を始めるチャイムが鳴り響ひびく。


　時刻は八時四十分。


　今日最初の授業が始まる合図だ。


　それでもしばらくの間は、生徒たちが席に着く音や、ロッカーに忘れものを取りにいく音、やってきた教師に挨あい拶さつする声などで騒さわがしいが、やがてさっきまでの騒がしさが噓うそだったかのように、校内は一いつ斉せいに静まり返る。


　もう、昨日きのう夜よ更ふかしした生徒にとっては地じ獄ごくじゃないかと思えるほどに静かに、落ちついた雰ふん囲い気きが世界を支配してしまう。


　響くのはチョークが弾はじける音と、退屈な教師の声だけ。


　その、異様なほど静まり返った学校の廊ろう下かを、


「ぐわぁあああああもう最悪だぁあああああああ！」


　と、鉄くろがね大たい兎とは叫さけびながら走っていた。


　もう全力で走る。死ぬ気で走る。というか実際に走っている途と中ちゆうで死ぬ。死にながらも走る。


　茶色がかった髪かみに、宮みや阪さか高こう校こうの制服。中学までやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた中肉中背という姿。


　彼はここ、宮阪高校の一年生で、当然、この時間は教室で授業を受けていなければならないはずなのだが、


「ああああやばい！　まじやばい！　あと一回死んだら……死んだら、もう生き返れねぇえええええ！」


　などとわけのわからないことを叫びながら、走る。必死に走る。


　そしてその彼の体を、真っ赤な炎ほのおが包んでいる。炎が髪の毛を焦こがし、制服を燃やし、皮ひ膚ふを溶とかしていく。溶けたはしからその皮膚は彼の――七回死ぬまでは死なない――などという奇き妙みような能力によって再生していくが、しかしそれにも限界がある。炎が消えていないので、体が再生されてもそれがまた燃えてしまい、体が燃えだしてからすでに、四、五回くらい死んでいるのだ。


　なので、


「は、早く、早く火を消さないと、まじで死ぬぅうううう!?」


　と全身を火だるまにしながら、彼は普ふ通つうの、学校の廊下を走る。


　そのままトイレに駆かけ込こむ。手洗いの蛇じや口ぐちを全開にして頭を突つっ込むが、


「頭の火しか消えねぇじゃねぇか！」


　と、大兎は叫ぶ。


　そのまま右みぎ腕うでを流水に浸つけながら、後ろを振り返る。二つある大のほうの個室の隣となりにある、掃そう除じ用具入れを見る。


「バケ～ツ！」


　と叫ぶ。


　用具入れを開き、バケツを取る。全開で水を流している蛇口の下に設置し、


「早く早く早く早く溜たまれよ馬ば鹿か！」


　と、誰にともなく、怒ど鳴なる。半分水が溜まったところでそれをかぶる。すると上半身の火がそこそこ消える。と、同時に、焼け爛ただれた皮膚、髪、制服が、急速に再生を始める。


　それを見つめ、


「よっしゃ～！　あと一回で全部消える！」


　と言って、バケツを蛇口の下におく。下半身が少し燃えているが、もう気にしない。


　この程度の火では死なないだろうし、上半身の火を消したせいか、いまでは再生スピードのほうが速くなり始めている。


　なので、一発で全部の火を消すために、バケツ一いつ杯ぱいに水が溜まるまで、待つ。


「…………」


　じっと水が出ている蛇口を見つめて、しばらく、待つ。水が溜まったのを見はからって、それを頭からかぶろうとした、その瞬しゆん間かん。


「お、おまえ、いったいなにやってんの？」


　という声が、トイレの入口から上がった。


　それに大兎は、


「へ？」


　と、そちらを向く。


　するとそこにいたのは、宮阪高校のセーラー服を着た、少女だった。というか、その顔を知っている。金色に染められたショートカットに、限界まで短くされたスカート。


　確か隣の隣のクラス、一年五組にいる子だ。名前は碧あお水み泉いずみ。けっこう美人なのだが、違う学校の不良仲間とばっかりつるんでるらしい、との噂うわさで、学力が高い、真ま面じ目めな子ばかりが集められている五組では少し浮ういている。


　その、不良な碧水がアイメイクばっちりな目でこちらをぱちくり見つめているので、それに大兎は慌あわてて、


「あ～、ええ～と、おまえ、碧水、だよね？　おまえこそ、なによ？　もう一時間目始まってんぞ？」


　と言うと、彼女は手に握にぎり締しめていたものをこちらに見せる。するとそこに握られていたのは煙草たばこで。


「あ～」


　と、大兎はうなずく。


　すると碧水はこちらを見つめ、


「んじゃこっちの質問に答えて。あんたはなにやってんの？」


「え？　俺おれ？」


「うん」


「お、俺はあのぉ～、普通にトイレだけど」


「女子トイレで？」


「へ!?　女子トイレ!?」


　と、思わず大きな声を出して、大兎は周囲を見み回まわす。すると確かにそこには、男子用の例のあれがなくて、ああこれはまずい、もの凄すごくまずい、と、思う。


　なにか、なにかいい言い訳をしないと、あとあと変態君として学校中に指名手配されかねないぞ、と思う一方で、


「…………」


　じわじわと、下半身が痛くなってくるのを、感じる。水がかかったせいで大半が消えたはずの残り火が、少しずつ、少しずつその勢いを増し始めていて、大兎はそれを見下ろす。ズボンの中で、皮膚を燃やしている炎に意識を向けてから、


「あ！　後ろに先生がいる！」


　と、叫ぶ。


　するとそれに碧水が、


「うおまじで？」


　と叫んで振り返る。


　その隙すきに彼はもう一度、こっそりバケツに溜ためておいた水をかぶる。こっそりかぶったはずなのに、ジャバーンという大きな音がトイレに鳴り響く。
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　それに碧水がこちらを向き、まるで変態でも見るような目で水みず浸びたしになっている大兎を見つめて、


「……なんか、さっきからあんたの変態っぷりが凄すぎて、なにがしたいのかわかんないんだけど？」


　と、もっともなことを言った。


　それに大兎はうなずき、


「だよね～」


　と答える。


「あんたなにやってんの？」


「いや、一言では説明できないくらい、いろんなことがありまして」


「いじめられてるとか？」


「いじめ？　あ～、うん。じゃあそれで」


　と言って、大兎は碧水の横を抜ぬけて、トイレを出ていこうとすると、後ろから肩かたをつかまれ、


「っと待てって。女子便でこそこそなんかやっといて、説明なしで出ていけると思ってんのかよ？」


　なんてことを言われる。


　それに大兎はめんどくさそうに顔をしかめ、


「俺は煙草のことを黙だまってる。なので碧水も俺のことは黙ってる、っていうのでどう？」


　すると碧水は笑って、


「お～、いっちょ前におまえ、あたしのこと脅おどすの？」


「…………」


「あたしがクラスでなんて呼ばれてるか知ってる？　ヤンキー女だってさ。いまどきヤンキーってどうよって思うけど……でも、そんな奴やつがいまさら煙草吸ってましたとバレたとこで、困ると思う？」


「…………」


「さてさてじゃあ、説明してもらいましょうか。いまここで、あんたなにやってたの？　おもしろいことなら、交ぜてよ」


　それに大兎は碧水のどこかわくわくしたような顔を見て、言う。


「おもしろいことなんてなんもねーよ」


「うそうそ。女子便で水かぶるとか、絶対なんかおもしろいことやってるって」


「やってないから。ってかもう、俺いくから」


　と、大兎はトイレを出ていく。


　するとその後ろから、


「ばっくれてもあたし調べちゃうよ～？　中学までは空手部で、いまは生徒会委員の鉄大兎君」


　なんてことを、言われる。


　この宮阪高校に入る前の、大兎の素性プロフイールを突然言われてしまい、彼は少しだけ驚おどろいたような顔で振り返る。


　すると彼女は学校の廊ろう下かで、堂々と持っていた煙草に火を点つけて口にくわえ、嬉うれしそうに笑う。


「あ、やっぱ生徒会委員の仕事なんだ。そうだと思ったんだよね～。この学校の生徒会、なんかあきらかにおかしいもんねぇ。授業に出なくても生徒会委員は全単位免めん除じよとか、ね。ちょっと羨うらやましすぎ」


　という言葉に、大兎は肩をすくめる。


「羨ましいことなんて、なんもないけどね」


「そうかな？」


「そうだよ」


「でもあたし、生徒会に入りたいんだけど。会長に推すい薦せんしてくんないかな？　じゃないと火だるまで君が廊下走ってたこと、みんなにバラすよ？」


「ってそっから見てんのかよ！」


　と、大兎はうめくように言った。それから小さくため息をつく。いまはこんな、普た通だの女に子ん高げ生んと無む駄だ話ばなしをしている暇ひまは、ないはずなのだ。もっとずっとまずい状じよう況きようで、急いでそれに対処しなければならないのだが。


「…………」


　とか、そんなことを一いつ瞬しゆん思いかけて、しかし、碧水泉のことを『ただの人間』だなんて思った自分に、思わず苦く笑しようしそうになった。


　ほんのついこの間まで自分も平へい凡ぼんな人間だったはずなのに、いまは碧水のことをそんなふうに思ってしまう自分に、思わず苦笑しそうになった。


　それほどここ最近彼の周りに起きている出来事は、異常なことばかりで。ちょっとうんざりするほど疲つかれるようなことばかりだったから。


　だから大兎は、少しだけ不良っぽくてクラスからは浮いてるけれど、それでもちゃんとしたまともな人間の世界にいる碧水泉を見つめて、


「おっけ、わかった」


　と、言った。


「月げつ光こうの奴やつに、言っとくよ。生徒会に入りたがってる奴がいるって」


　すると碧水が顔を輝かがやかせる。


「ほんと!?」


「うん」


「絶対だよ？」


「うん。でも、あれだぜ？　そのかわり俺が火だるまだったことは……」


　とそこで、碧水は大だい丈じよう夫ぶとばかりに、煙草をくわえた唇くちびるに、指を一本立てる。


「大丈夫。黙っとく」


　それに大兎は、うなずく。


「んじゃ、今日は俺、忙いそがしいから、また今度」


　そう言って、踵きびすを返す。


　すると後ろから碧水が言う。


「お誘さそい待ってるかんね～」


　それに大兎は手を振ふった。


　そして、思う。きっと生徒会長に――あの、俺さま主義で横暴なことばかりやっている紅くれない月光に、火だるまで大兎が廊下を走っていたのを一いつ般ぱん生徒に見られた、なんて言ったら、


『なんでいつもいつもおまえは俺に迷めい惑わくばかりかけるんだ？　雑ざ魚こ。カス。クズ』


　とかなんとか言いながら、速行碧水の記憶を消すだろう、と。


　だからここでは結局、誰も、なにも見ていないのだ。


　こちら側では一時間目の授業が始まって、普通の、平凡な日常が淡たん々たんと続いている。


　そして大兎がこれからいこうとしているのは――


「…………」


　と、彼は廊下を歩いていき、再び生徒会室へと戻もどる。一度生徒会室から廊下側へと顔を出し、誰だれもついてきていないことを確かく認にんする。それに彼はうなずき、扉とびらを閉め、そして再び生徒会室へと目を向ける。するとその生徒会室も、一見日常の延長上にあるように、見える。


　宮阪高校、中央校舎五階の隅すみにある、生徒会室。


　部屋にあるのは書しよ類るい棚だなとホワイトボード。長方形の会議用の机に、月光が飲み残した紅茶セット。


　本当にごく普通の、生徒会室だ。


　部屋にはいま、誰もいない。それぞれがそれぞれの仕事で出で払はらってしまっていて、生徒会室に戻ってきたのは、大兎だけだった。


　そしてまたすぐに大兎も仕事に出る必要があった。


　いま、この第十二代紅月光生徒会室が全力であたっている仕事に。


「…………」


　と、彼は生徒会室の白い壁かべに空いている、奇き妙みような穴を見つめた。


　その穴の向こう側には、青々とした草原が広がっていて――


「…………」


　って、もうその段階でかなり異お常かしいのだが。


　普通の学校の生徒会室の壁に空いた穴の先が、草原っていったいそれどういうことよ？　といまだに大兎も思うのだが、しかし、ここはどうやらそういう場所らしかった。


　さっき碧水が言ったとおり、この生徒会は、ちょっとおかしいのだ。


　ありとあらゆる異常な世界、次元、場所へと、《道み程ち》を繫つなぐことができる、特とく殊しゆな場所。


　大兎もまだ詳くわしい話は聞いていないのだが、なんでもここは《聖せい地ち》とかいう名前の特別な『力』を持っている場所で、もの凄すごく便利だから他国に見つからないように管理しよう～とか、《軍》とかいうよくわからない組織が言いだして、で、カムフラージュのために学校を建てた、という話だった。


　なぜ学校にしたかというと、この《聖地》を使って《道み程ち》を行き来できるのが十八歳までの子供だけだったので、じゃあ子供を使ってこの『力』を管理しよう、みたいなことで、現在、この場所は生徒会が管理することになっている。


　もちろんこんな力がここにあることは他ほかの生徒や教師は知らないし、それどころかこの学校が、《軍》とかいう組織の実験場っぽいことも誰も知らないのだが。


「ま、知らぬが仏ほとけっていうしねぇ」


　なんてことを大兎は一人、呟く。


　そういう彼だって、ほんの数週間前までは知らなかったのだ。


　自分が行っている学校が日々、次元に穴を空けて異世界へいって強力な兵器やなんかを奪うばったりしていたら、逆に向こう側から悪あく魔まや怪かい物ぶつが侵しん入にゆうしてきちゃって、全校生徒が殺されかけたりしてる、なんてことは全然知らなかったのだ。


　にもかかわらず、いつの間にやらそんなよくわからない異常な世界へ巻き込こまれてしまって。


　おまけに幼おさな馴な染じみの、一番仲がよかった友達を異次元に棲すむ化け物に拉ら致ちされてしまって。


　そしていま、その彼女を救うために、生徒会の面々は必死にその化け物が棲む世界へと、攻こう撃げきを仕し掛かけている最中だった。


　彼はそのまま、ポケットからケータイを取り出す。開く。そして画面に浮うかびあがった時間を確かく認にんする。


　時刻は八時五十一分。


　向こう側の世界で化け物に炎を吹ふきかけられ、殺されかけたのがたぶん八時三十九分くらいだったので、最初に死んだところからあと三分くらいたてば、十五分過ぎる。そうすれば再び、彼の能力は復活する。


　十五分以内に七回死ななければ本当には死なない、という、不死の能力が。


　なので彼はケータイを見つめながら、一人呟く。


「……なんもしないで待つ三分って、けっこう長いよなぁ」


　なんて言ってる間にも、時間は進む。


「カップラーメン待つ時間とかさ。あれけっこう辛つらい」


　さらに時間は進む。


　あと一分たてば再び、彼の再生能力は元に戻るだろう。なので彼はもう一度、壁に空いている穴を見る。その穴の先がいったいどんな世界なのか、まだいまいちわかっていない。ただその世界にいる何者かが大兎の幼馴染みである時雨しぐれ遥はるかを連れ去り、監かん禁きんしているという情報をヒメアが魔法で見つけてくれたのだった。


　ヒメアはそれに、


『遥ちゃんの行方ゆくえにこれみよがしな目印アンカーがついてたから、もしかしたら罠わなかも』


　なんてことを言っていたのだが、それがどういう意味なのかはいまいちわからなかった。


　だがとにかく、遥はその異常な世界に拉致されていて、一刻も早く救出する必要があるのだった。


　そして。


「……十五分、たった」


　と、大兎は呟く。自分の体に不死の能力が戻る。それから、


「さて、もう一戦、いこうかね」


　そう言って、彼は歩きだす。向かうは穴の向こうに広がっている異世界だ。


　他の生徒会の面々も穴の向こう側がいったいどういう世界なのかを調査している。


　生徒会長である紅月光が、穴から北側を。


　その部下の悪魔、安あん藤どう美み雷らいが東を。


　大兎に不死の力を与あたえてくれた《最古の魔術師ヴアンパイア》沙さ糸いとヒメアが、西側を。


　そして大兎が、


「…………」


　と、彼は生徒会室から異世界へと続いている穴をくぐる。そのまま彼が任されている、南側へと目を向ける。


　すると彼の目に入ってくるのはやはり、普ふ通つうの、草原だった。


　照りつける陽ひの光に、晴れ渡わたる空。きらきらと輝かがやく草原が、どこまでも広がっているという景色。まるでそれは、よくある漫まん画がやＲＰＧロープレなんかで出てくるファンタジックな光景で。ここに馬車でも走ってくればもう、なんかもう、本当にまんまな感じだった。


　しかしつまりそれは、現代っぽくない、というだけで、どこかスペインかどっかの田舎いなか町まちとかにいけば、いまもこんな風景があるんじゃないか？　と錯さつ覚かくしそうになるほど、普通の光景で。


「ま、東京生まれの俺は見たことないけどさぁ」


　なんてことを呟きながら、この場所にきたばかりのとき、大兎はまるで緊きん張ちよう感かんを持たずにこの草原を歩いていた。


　そしてその緊張感ゼロな大兎を、恐きよう怖ふが襲おそってきたのだ。


「あれぇなんか、全然普通じゃん？」


　と言いながら南側へと向けて歩いていると、ここからもう、ほんの数百メートルいったあたりに、真っ赤な皮膚をした、広こう辞じ苑えんくらいの大きさのでかい蜥蜴とかげが草の上に立っていて。


　そいつの赤い瞳ひとみがこちらを見る。


　大兎が「うお、すげぇでかい蜥蜴」と呟つぶやく。


　蜥蜴が牙きばの生えた口を開く。


「やべぇ、嚙かみつかれる!?」と、大兎が一歩後ろに下がる。


　しかしその後に起こったことは、嚙みつかれるどころの騒さわぎじゃなかった。蜥蜴の口から、炎が噴ふきだす。それもやはり、アニメやなんかで見たことがあるような、竜りゆうの吐息ブレスとかなんとか、そんな勢いの炎がぶわーっと噴きだしてきて。


　で、大兎はそれをまともにくらい、上半身が一いつ瞬しゆんで炭化し、しかし不死なので再生し、でも火が消えなくてそのまま何度も死んでしまってぎゃあああああやべぇえええ速行七回死んじゃう！　七回死んじゃうから！　なんてことを叫びながら学校のトイレまで逃にげた――というのが、ついさっきまでの状じよう況きよう。


　で、いまからこの調査ゲームの２プレイ目が始まるのだが。


「……あんなバケモンがそこらじゅうにいるんじゃ、もう死にゲーだよな、これ」


　と、大兎は少しだけ嫌いやそうな顔で、呟く。


　ちなみに死にゲーというのは、あれだ。もう理り不ふ尽じんな展開の目め白じろ押おしで、何度も死にながら展開を暗記していかないと進めないような、いわゆるクソゲーのことだ。


「まあ現実はたいていクソゲーばりに危険がいっぱいだけどね。突とつ然ぜんトラックに轢ひかれたりするし。でも蜥蜴が火を噴いちゃだめでしょ？」


　なんて言いながら彼は振り返り、


「しっかしこんな物ぶつ騒そうな場所で、ヒメアたちは大だい丈じよう夫ぶかね」


　と、少し心配する。


　といっても他ほかの生徒会のメンバーはみんな自分よりも強いので、自分が一番心配されている可能性もあるのだが。


　ま、ここがどれくらい危険かってのがわかったから、次はそう簡単に殺されたりしないだろう、と、彼は思う。


「次あの蜥蜴見つけたら、速行ぶっ飛ばすしね」


　なんて言いながら、彼は再び歩き始める。さっきよりは慎しん重ちように、いつでも戦せん闘とう態勢に入れるよう体を緊きん張ちようさせながら草原を進んでいく。


　さっき蜥蜴に遭そう遇ぐうした場所を越こえて、さらに前に進む。


　さらに進む。


　さらに進んだ先で、がさがさっという、なにかが草原の草を揺ゆらしたような音を、大兎は聞く。


　それに足を止める。音のほうへと目を向ける。


　するとそこに、女が立っていた。


　膝ひざまで伸のびた細い金色の長い髪かみ。白い肌はだ。青い瞳ひとみ。どこかの民みん族ぞく衣い裳しようのような服。手には弓――という姿。


　ゲームとかでいえばシャーマンとか、狩人かりゆうどとか、そんな職業っぽい感じ。


　でもなんにせよ彼女は、人に見えた。ロシアかどっかの美少女みたいな、そんな感じに見える。


　その美少女に大兎は、


「あ～、君、日本語わかるかな？」


　なんて馬ば鹿かなことを言ってみた。


　するとそれに美少女が答える。なぜか険悪な瞳でこちらをにらみつけ、口を開き、


「＋×/・・・＊＋＝～～～」


　なにかを、言った。でもそれがなんなのかは、わからない。あきらかに聞いたことのない言葉。というよりも、あきらかに聞いたことのない種類の、音。耳鳴りがするほどに甲かん高だかい、キィンという、人間では聞きとれそうにない声で。


　それに大兎は、


「あ、やっぱ人間じゃないのね」


　と、言ったときにはもう、彼女はこちらへ向けて弓を構えている。


「うおうおうお、おまけに友好的じゃねぇのかよ。でも、こんなに人間に似た見た目されてちゃ、攻撃できな……」


　が、言葉はそこまで。


　美少女がなにかを叫ぶと、彼女の額から二本の角がめりめりっと生えだしてくる。そしてその角の中央に光の玉が生まれ、玉の中央にさっきの、炎を吐はきだす蜥蜴が現れる。その蜥蜴が炎を吐く。するとその炎が少女の矢の先に力を与あたえ、こちらに向けてその矢が、


「やっば」


　放たれる！


　大兎はそれを、とっさに横に跳とんでよける。目標を外した矢は彼の背後の草原に突つき刺ささり、ガァアアアアンとかいう、ダイナマイトかなにかが爆ばく発はつしたような轟ごう音おんを響ひびかせて、地面に大穴を開あける。


　それを大兎は呆ぼう然ぜんと見つめ、


「……おいおいうそだろ？」


　と呟いてる間にも、少女は二の矢を弓に番つがえ始める。聞きとれない甲高い声で呪じゆ文もんのようなものを唱え、角の間に今度は、小さな羽の生えた、蝶ちようのような少女が生みだされる。もう見た目まんま妖よう精せいのようなそれが両手をあげると、周囲の風が呻うなりをあげ始め、それを大兎は見つめ、


「うわ、炎の次は風って、そういうの俺、知ってる！　召しよう喚かん魔法とか、そういうやつだろっ!?」


　なんてことを言ってみるが、別に知っていたところでどうにもできない。


　妖精が生みだした風がまた、矢の先に宿る。少女が弓の弦つるを弾はじく。今度は矢が、飛んでこない。しかし音が迫せまってくる。ゴオオという目に見えない音が迫ってきて。


　ズバンっとかいう奇き妙みような音が、自分の体の数か所から鳴った。


　それに大兎は、


「……あ～」


　と、言う。


　そのまま自分の体を、見下ろす。胸と、右足と、左足首が、なにか鋭えい利りなもので輪切りにされて、ズレていこうとしている。もちろんすぐに修復が始まるので、そのままバラバラになったりはしないが。


「鎌鼬カマイタチとか、そういうやつ？」


　その言葉に、少女が驚おどろきの表情を浮うかべる。まあ、当然だろう。ズバンとかいう完全に攻こう撃げきが成功した音がして、一瞬体がズレていこうとしたのを、彼女は見たのだ。きっともう、戦せん闘とうが終わってほっとしていたところだろう。


　だがしかし、大兎は笑えみを浮かべ、


「死にゲーは、一度死んでから始まるんだぜ？」


　と、言った。


　そのまま体を沈しずめる。戦闘態勢を取る。右みぎ拳こぶしを握にぎり、そこに『貂魔テンマ』の火を宿らせて、ヒメアにもらった力が発動できるかどうかを、確認する。この力は自分の上半身を吹ふっ飛ばしてしまうかわりに、信じられないほど大きな破は壊かいの力を生みだすことができる魔法だった。


　これを使ったらきっと、目の前の少女は死ぬ。だからできれば使いたくないのだが、


「…………」


　とそこで、少女が再び、頭に角を生やし始める。なにか、魔法を使おうとする。


　それを大兎は見つめて、


「まあ、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってらんねーよな」


　と、呟つぶやいた。


　もう、少し前の平和ボケしたような学校生活の中にいるわけじゃないのだ。


　向こうはあきらかにこちらを敵視して殺しにきているわけだし。


　おまけにいま、遥が拉ら致ちされている。


　それもこの世界に棲すむ奴らに拉致されている。


　つまりは、


「……おまえらが遥を連れてったってことだろ？」


　と、言ってみるが、もちろんそんな言葉は通じない。少女の頭に生えた角が、激しく明めい滅めつを始める。


　それを大兎は見つめ、思う。


　この二週間の間にいったい、遥がこいつらにどんなことをされて、どんな思いをしているのか、それは見当もつかないし、考えるのも怖こわいほどなのだが。


　でも、それを考えると、


「……俺、けっこうちゃんとやれちゃうかもよ？」


　と、言う。


「おまけに俺ってばあんま強くないから、そっちがその気なら手て加か減げんできねぇし。それでもやるってんなら……」


　そのまま彼は拳を握り締しめる。するとその拳に宿る貂魔テンマの光が、さらに強く輝き出す。


　人間と同じような姿をした化け物と戦うのは、ヒナタとかいう名前の、月光の双ふた子ごの弟と戦ったとき以来だった。


　もしかしたら殺してしまう可能性がある。


　人に似た生き物を、殺してしまう可能性がある。


　それにはやはり、胸の奥おくで引っ掛かかりを感じる。本当についこの間まではただの高校生で、平和な国に生まれた、甘あまちゃんだったのだ。


　でもそれでも。


　それでも、仲間や家族をさらわれたら、話は別だ。


　ひどく殴られればどんな甘ちゃんだって、どんないじめられっ子だって、どんなにひ弱な鼠ねずみだって、殴り返すのだ。


　だから。


「…………」


　少女が角の間に、小さな尾おヒレのついた、魚のような、竜りゆうのような、蛇へびのような奇妙な生き物を生みだす。その竜が回転して、周囲に水を撒まき散らし始める。


　その水が少女の構えた矢の先に集まり、そしてこちらに放たれようとする。


　と、同時に。


「んじゃいくぞ、こら！」


　大兎もそう叫んで、右拳を前へ、押しだした。





　　　　　◆





　その少し前。





　生徒会室からこの世界へと空いた穴から、北側に広がっている森の中に、


「…………」


　紅月光はいた。


　漆しつ黒こくの髪に、冷たい瞳ひとみ。細身の体に宮阪高校の詰つめ襟えりの学生服。腕うでには生徒会委員であることを示す腕わん章しように、ベルトからはフェンシングの剣けんのようなものを吊つり下げている。


　その、彼の学生服姿は、鬱うつ蒼そうと茂しげるこの森の中ではいまいち違い和わ感かんがあるが、しかし彼はもう、宮阪の制服姿で異世界に侵入することに、慣れてしまっていた。


　そのまま彼は鋭するどい瞳を細めて、森の中を見み据すえる。


　見たこともない種類の巨きよ大だいな樹木が繁はん殖しよくしているその森の中には、あきらかに人間界に存在しているものとは違う、動物が棲せい息そくしていた。


　それがどんな動物だったのかは、人間の世界に存在しているものと比ひ較かくすることができないほどに奇き妙みような貌かたちをしていたのでいまいちきちんと説明はできないのだが、とにかく肉食のようで、森の中に入ってきた月光に襲おそいかかってきた。


　そして当然、クズの分際で身の程ほどもわきまえずに天才に牙を剝むいてくるような下等な生き物は、剣で斬きり捨てた。


　つまりあの名前も知らない奇妙な生き物の名前は、


「……雑ざ魚こだな」


　なんてことを思いながら、背後を振り返る。背後で倒たおれている、正体不明の化け物の死体を見下ろし、ふんっと小さく息を吐はく。


　それから再び歩きだそうとする。彼が会いたいのは、こんな下等な生き物ではなかった。それよりもこの世界を統すべる、この世界でもっとも優位に立っている種に会う必要があった。


「……まあ、こんな森が残っている時点でそれほど知能が高い相手ではないだろうが」


　と、彼は呟く。


　ちなみにサイトヒメアが見つけた、時雨遥の居い場ば所しよを示す目印アンカーは、ここらへん一帯のどこかにいる――ということを示していた。


　つまり時雨遥はこの世界の、このあたりに拉ら致ちされているはずで。


　その拉致された場所がこんな、なんの文明もない森の中だとすると、


「……ちょっとまずいな」


　と、月光はうめくように言った。


　そうなると、本当に知能なんてたいしてない、肉食の化け物に時雨遥は連れ去られたことになる。知能の低い、人間の肉が好きな異次元の化け物。


　そんな化け物にさらわれたらおそらく、彼女が生きている可能性はもう、ほとんどないだろう。なにせ拉致されてから二週間もたっている。なら、骨すら残っていないかもしれない。


　だからむしろこの場合、どこぞの異世界の高い知能を持っている種族が、生徒会の力かなにかを奪うばうために、この森で罠わなを張っていた、なんていう展開のほうが、都合がよかった。


　そしてそこで、


「…………」


　月光は背後に気配を感じて、笑みを浮かべた。背後から少しずつ、少しずつ近づいてきている何者かは、あきらかにその気配を月光に気け取どられないようにしていたから。


　しかしその動きは、野生の動物がするような完かん璧ぺきなものではない。四つ足で忍しのびよってくる肉食動物のものではない。


　それは人型のなにかが迫ってくる音だった。おまけにどこかぎこちなく、さらには落ち葉を踏ふむ音まで聞こえてしまっているほどに間ま抜ぬけなその気配に彼は笑みを浮かべ、


「……罠か。だがそれなら、話は簡単だ」


　そう言って、剣を引き抜いた。そのまま振り返る。自分の後を尾つけ、なにかを探さぐろうとしている相手を逆に捕とらえるために、走りだそうとする。


「…………」


　すると振り返った先には、一人の少女がいた。


　異様な姿をした、少女。


　この、どこかファンタジックな森の中にはまるでそぐわない、奇妙な恰かつ好こうをした少女。


　その少女は金色の髪をしていた。まるで意思があるかのように、うねうねと宙空を舞まう金色の髪。たれ目なのにどこか強気そうに見える瞳に、子供っぽい顔。


　そして十三、四歳さいにしか見えない小こ柄がらな体を包んでいるのは、宮阪高校のセーラー服と、赤のプリーツスカートで。


　その、森にはまるで似合わない女子高生な恰好の少女の姿に、


「なんでおまえがここにいる！」


　と、月光は怒鳴った。


　彼女の名前は安藤美雷――いや、アンドゥのミライという、月光と契けい約やくした雷かみなりの悪魔で、彼女には《道み程ち》から東側の探たん索さくを命じてあったはずなのだ。


　なのにいま、彼女はなぜかこそこそ彼の後を尾けてきていて。おまけにあきらかに見つけてくれといわんばかりの稚ち拙せつな尾び行こうだったにもかかわらず、見つかっちゃった!?　と叫さけばん勢いの驚おどろいた顔でこちらを見てきていて。


　その、間抜けな見つかっちゃった顔の美雷をにらみ据すえ、月光は言った。


「……俺は最初、なんて言った？」


　すると美雷はびくびくと、答える。


「時間がないから、それぞれ別の方角を探索するぞって」


「で、おまえの担当はどの方角だ？」


「ひ、東」


「そうだ。東だ。おまえの探索する方角は、東だ。なのにいま、おまえは北側にいる。その理由を言え」


　と言うと、美雷は困ったような顔になってから、なぜかちょっと照れたようにえへへと笑い、


「ま、真まっ直すぐ歩いてたら、なぜかゲッコーの後ろ姿が……」


「ほう」


「い、いや、ほんとなんだよ？　あたし精いっぱい真っ直ぐ歩いたんだよ？　でも途と中ちゆうでね、なんかすっごい綺き麗れいな蝶ちよう々ちようが飛んでてね、こっちおいでよーって言うから……」


「で、間抜けがふらふらついていったと？」


　が、それには美雷がなぜか誇ほこらしげにこちらに手の平を向け、


「いえ！　そこはあたしえらい子で、任務がありますから！　と、きっぱり断りました」


「そうか。ではならなぜ、おまえはここにいる？」


　と、月光が聞くと、またも彼女はびくびくした顔になり、


「え？　だから真っ直ぐ歩いてたらなんでかゲッコーが……」


「噓うそだな。ついていったろ？」


「その……」


「蝶についていったろ？」


「あの、に、二匹ひき目までは断ったんだよ？　でもさすがに、仏の顔も三度までっていうか……」


　なんて言葉に、


「そのセリフは俺のセリフだ馬ば鹿か悪あく魔ま」


　と言って、月光は地面の石を蹴けりあげる。


　するとその石が美雷の顔面へと飛んでいくが、美雷はそれを稲いな妻ずま状に宙空を漂ただよわせている髪の毛で弾はじき飛ばす。そしてその髪の毛の先をＶの字にして、


「いえい！」


　と、ポーズを取る。


　そのポーズを見つめ、月光は心の底からうんざりしたようなため息をつく。


　そしてそれと同時。


　彼の周囲で突とつ然ぜん、


『＋×/・・・＊＋＝～～～▼◆[image: ]』


　などという、いまいちうまく聞きとれない奇き妙みような声があがった。


　それも一つじゃない。複数だ。


　それに月光は振り返る。するといつの間にか彼は囲まれていた。


　美しい姿すがた貌かたちをした、人型の男たち。だがそいつらが人間ではないことが、一目でわかる。なにやら甲かん高だかい、呪じゆ文もんのようなものを唱えるごとに、彼らの頭から角がめりめりと生えていくから。


　その姿を見て月光は顔をしかめた。


「ああ、くそ。せっかく慎しん重ちように進んでいたのに、馬鹿のせいで囲まれた」


「え～、あたしのせいじゃないよ～」


「じゃあ誰だれのせいだ？」


　と言う月光の言葉に、美雷も怒おこったような顔で背後に向かって、


「そうだぞ！　いったい誰のせいだ！　反省しろ反省！」


　なんてことを言う。こんな切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようで、なにやら楽しそうに言う。


　それに月光はもう頭を抱かかえたくなるが、まあ、こいつが使えないのはいまに始まったことではないので、もう放ほうっておく。


　それよりも。


「…………」


　と、再び彼はいまの状況へと目を向ける。はっきり言っていま、彼らがおかれている状況は最悪だった。いやもう、最悪どころの騒さわぎじゃなかった。


　彼はこの、角を生やした人型の男たちがなんという名前の、どんな種族なのか、知っていた。こいつらがどれくらい強くて、どんな力を持っていて、なんていうのも、ほぼ理解していた。


　というか、宮阪高校の生徒会長に就任するときに一通り《軍》からなされる異世界や異種族とのつきあい方の試験の、一番初めのほうにでてくる相手なのだ。


　こいつらの名前は、エルフ。


　いまは休戦協定を結んでいるが、いつだってこいつらは人間の敵で、なにかきっかけがあればすぐに戦争を仕し掛かけてくるような、好戦的な化け物だった。人間でいうところの核かく兵へい器きのようなものを平然とこちら側の世界に放り込んできたりするような、ちょっと関かかわりあいになりたくない、嫌な奴らだった。


　つまり、


「……おい美雷」


　と、月光は緊きん張ちようした声こわ音ねで言う。


　すると美雷は相変わらず楽しそうな顔で、


「あれでしょ～？　こいつらぶっ飛ばすんだよね？　いいよ！　今日はゲッコー最初っからあたしの封ふう印いん解いてくれてるから、あたしが偉い大悪魔なんだぞ～ってところを、どかーんと見せちゃうよ！　さてさてどーする？　稲妻ビリビリの雨、降らしちゃう？」


　そんなことを言って、両手をあげる。


　その両手に、バチバチと激しく弾はじける雷らい光こうが宿る。


　しかしそれに月光は、


「いや、逆だ。絶対に手を出すな。そして、逃にげるぞ」


　と、言う。


　それに美雷は驚おどろいたような顔で、


「へ？」


　と言うが、しかしもう、いちいちこの馬ば鹿かに説明している暇ひまはなかった。だから彼女の雷が宿っている髪かみの毛をぎゅっとつかむと、そのまま彼女の小こ柄がらな背中に馬乗りになる。


　それに美雷は、


「え？　え？　なにこれなにこ……」


　が、その頭をはたいて、


「いいから黙って俺の言うことを聞け。いまから全力で逃げる。だがおまえのほうが足が速い。稲いな妻ずまのような速さで、きた道を戻れ！」


　と、怒ど鳴なる。


　そのときにはもう、エルフどもの魔法は完成している。精せい霊れいの世界から死し獣じゆうを呼びだし使う魔法だ。それに美雷が慌あわてて、


「わわわわ、攻こう撃げきしてきた！　とりあえず反撃……」


　しかし反撃しようとする美雷の頭を殴なぐる。


「ぎゃ」


　と叫んで半泣きでこちらをにらむ彼女に、もう一度言う。


「反撃も禁止だ。戦争になる。攻撃はよけるだけだ。そしていい加か減げん俺の言うことを聞け！」


　それでやっと、う～っとちょっと不満そうな声をあげながらも彼女は走りだす。


　悪魔の力を解放した彼女の足は、信じられないほどに、速い。


　それに月光は素す直なおに、


「おお、いいぞ。これだけ速ければ、あいつらも追ってこれないだろう」


　と言うと、美雷は急に得意気な顔になって、


「えへへ、美雷すごい？　すごい？」


「ああ。すごい。だが走る方角が違う」


「え？　でもあたしこっちからきたよ？」


「おまえがきたのは東からだろうが」


「へ？　で、これはどっち？」


「北だ」


「えええええ、それ、月光が進んでたほうじゃん」


「そうだ」


「全然反対方向じゃん」


「だからそう言ってるだろうが。だが、まあいい。そのまま大おお廻まわりで敵を迂う回かいして、元の場所に戻るぞ」


「うかいうかい～、うかいってなに～？」


「馬鹿にはわからない言語だ。おまえはもう、難しいことは考えずに走ればいい。俺が指示を出してやる。さあいけ、馬」


　という言葉に美雷は顔をしかめ、


「あ、あ、なんかそれ、やだ」


「馬は嫌いやか？」


「うん」


「じゃあさっさといけ、駄だ馬ば」


「駄馬ってなに？」


「ペガサスみたいなもんだ」


「おおおお～、ペガサス！　なんか、なんかそれいいね！」


「だろう？　ならさっさといけ、駄馬が」


「お～！」


　と言って、美雷は全開で走る。


　目指すは部下の鉄大兎のいる場所だ。


　サイトヒメアは人間ではないからまあ、エルフに攻撃を仕し掛かけたところでぎりぎり問題にはならないだろうが、あの鉄の馬鹿は人間だ。


　そしてその人間がエルフに攻撃を仕掛けた、なんていう事実がこの世界で起こった日には、


「……もう、人間の世界に戻る場所がなくなるぞ」


　と、彼はうんざりしたような顔で、うめいた。





　　　　　　◆





　そしてまた、場所は移る。





　生徒会室へと続く次元の裂さけ目から見て、西側に広がっていた湖のほとり。


　そこにサイトヒメアはいた。


　陽ひの光の加減によって七色に輝いて見える、薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。陶とう器きのように白い肌はだと、少しだけ吊つり気味の、悪戯いたずらっぽい真しん紅くの瞳。


　まるでお伽とぎ話ばなしに出てくる女め神がみかなにを思わせるほどに美しい少女なのだが、なぜか宮阪高校のセーラー服を着ていて、それがいまいち似合っていない。


　それどころかいまのこの、底まで見えてしまいそうなほどに澄すんだ綺き麗れいな湖さえ、彼女とは不ふ釣つりあいに見える。


　いやそもそも、彼女と釣りあいがとれるものなどこの世には存在しないのだ。


　この世界とは相あい容いれない存在として彼女は生まれてしまったから。


《最古の魔術師ヴアンパイア》と呼ばれる孤独な化け物として、彼女は生まれてしまったから。


「…………」


　そのまま少しだけ目を細め、彼女は湖の底へと目を向ける。


　するとその湖底から、なにかが上がってくるのが見える。水をかきわけ、渦うずを巻きながら真まっ直すぐにこちらへと向かってくるのが、見える。そのなにかが飛びだす。水面の水が弾け、水みず飛沫しぶきがヒメアにかかりそうになる。


　それを彼女は手で払はらう。払っただけで、自分にかかろうとしていたすべての水が、弾けて消える。


　そしていま、湖面から飛びだしてきたなにかへと目を向ける。


　現れたのは、人間によく似た姿をした、生き物だった。性別は、男だろう。


　その男が、湖面の上に立っている。


　金色の長い髪に、半分閉じたような、瞳。顔にはいくつか赤い筋が入っていて、それに魔ま力りよくが巡めぐっているのが、わかる。


　男は腕うで組ぐみをしたままこちらをにらみつけ、


「……………………」


　なにかを言うが、その言葉をヒメアは理解できない。


　だから彼女は待ってとばかりに手をあげて、それから指で自分の頭をぽんっとたたく。相手の意思を翻ほん訳やくするための魔法を脳内に起動する。するとその術じゆつ式しきはすぐに動き始めて。


「いいわよ。話して」


　それに男は少しだけ驚いたように瞳を開き、


「……他者の意識を汲くみとる魔法か。ずいぶんあっさりと、高度な魔法を使う」


　と言う。


　しかしヒメアは肩をすくめ、


「そんな難しいものでもないわよ？」


「そうか？」


「うん」


「なら……ならおまえは我々にとっては、ひどく脅きよう威いだな。我々よりも遥はるかに強大な力を使う……おまえ、《最古の魔術師ヴアンパイア》だろう？」


　その問いかけに、ヒメアはうなずく。


「ええ」


　するとそれに男は表情を曇くもらせて、


「伝説の中に出てくるような化け物が、いったい我々の世界になんの用だ？　我々はおまえを歓かん迎げいしない」


　という言葉に、ヒメアは笑った。


「あはは。私はどこにいっても、歓迎されないわ」


「だろうな。最悪の魔法を使う、狂くるった魔ま神じん……そんな奴やつを歓迎する奴がどこにいる？」


「それ、悪わる口ぐち？」


「恐きよう怖ふだ」


「私に怯おびえてるの？」


「おまえにこの世界が害されることを、怖おそれている」


　それにヒメアはまた笑う。そのままひょいっとしゃがみこみ、細い、華きや奢しやな指の先を湖に浸ひたして、


「……この世界の水をすべて、毒に変えられちゃうとか？」


　その言葉に、男が緊きん張ちようしたのが、わかった。実際にはヒメアにはそんな力はないのだが、あきらかにいまの言葉に、男が反はん応のうしたのがわかった。


　そして男が言う。こちらをにらみつけ、


「……脅おどして我々からなにを奪おうとしている？　いったいおまえはなにをしにきた？」


　が、それにヒメアは男を見上げ、


「それよりもあんたたちの素す性じようをさきに明かしなさいよ。自じ己こ紹しよう介かいもなしに、話は始まらないわ」


「うん？　我々が何者なのか、知らずにここにきたのか？」


「そう」


「なら、ここを訪おとずれたのは偶ぐう然ぜんか？」


　が、それには首を振る。


「きたのは偶然じゃないわ。でも、あなたのその反応からすると……」


　大兎が心配して、心配して、あんなにうろたえまくった大切な遥ちゃんに目印アンカーを打ったのは、こいつらじゃないのかもしれない、と、ヒメアは思う。


　それから一いつ瞬しゆん、


「…………」


　一瞬、嫌いやなことを考える。とても嫌なことを考える。遥ちゃんが失しつ踪そうしたと知ったときの大兎の顔を。泣きそうな、うろたえきった顔を。


　私以外の女の子を心配して、おかしくなってしまうんじゃないかと思うほどにうろたえた彼の表情を思いだしてしまって。


「…………」


　しかし、それをいま考えても仕方がないので、彼女は無理矢理顔に虚きよ勢せいの笑えみを浮うかべ、嫌な思考を振ふり払はらった。


　こんなのには慣れているはずだから。結局は自分が、誰だれからも愛されていないと思い知る、なんてのには、慣れているから。


　それに向こうが自分を好きでいてくれなくても、彼女が大兎を好き、という気持ちは変わらないのだ。


　だから、


「あなたたち、人間を誘ゆう拐かいしたでしょう？」


　と、彼女は聞いた。


　その言葉に男の態度が、さっきよりずっと険悪なものになる。


「ほう。《最古の魔術師ヴアンパイア》は人間に与くみするのか？」


「私は誰とも手は組まないわ」


「ならなぜそんな質問を……」


　が、彼女は湖に浸している指先を動かす。するとその先に緑色の光が生まれ、そこを中心に、毒が広がり始める。


　もちろんそれで、この世界すべての水分を毒に変えたりはできないが、しかし、この湖を毒化することは、簡単だ。


　それを見て、男が慌あわてて、


「な、なにを……」


　しかしその言葉を遮さえぎり、ヒメアは続ける。


「さっきからあなたばかりが喋しやべって、私の質問に全然答えてくれないから、とりあえずはどっちが優位に立っているのか、教えてあげようと思って」


「ま、待て。わかった。なんにでも答える」


「本当に？」


「ああ。だからやめてくれ」


　それに、ヒメアはうなずく。指先を湖から引き抜いて、立ち上がる。そして、


「あなたの名前を」


　そう聞いた。


　それに男は答える。


「……ベストロだ」


「何者？」


「この湖の精霊を支配するものだ」


「精霊を支配……？　ああ、あなた『精霊遣いエルフ』？」


「そうだ」


　と、男はうなずく。


　そしてそれで、どうしてさっき、人間、という言葉が出たときにあれほど嫌けん悪お感かんを示したのかが、わかった。


　エルフは昔から人間が嫌いなのだ。ついこのあいだ、といっても、数千年前のことなのだけど、人間が《聖せい地ち》を使ってエルフの世界に侵入してきて、大量にエルフの子供を連れ去っていって以来、その確かく執しつは続いている。


　エルフの子供たちは解かい剖ぼうの犠ぎ牲せいになったり、高い魔力を有しているエルフに人間とのハーフを生ませて、新たな種を作れないか、なんていう馬鹿な実験が繰くり返されたりと、かなりひどい事件が起きた。


　さらにエルフの見た目の美しさに注目した人間たちによって、金持ちの愛あい玩がん品や、性欲の対象として扱あつかわれたりもした。


　もちろんそれにエルフが怒おこらないわけがないのだが、当時人間はまだ、《聖地》のきちんとした使い方がわかっていなくて、自分たちだけが向こう側にいけると思っていたから、怒ったエルフが向こう側から戦争を仕し掛かけてくるだなんて、思ってもいなかったのだ。


　そして殺しあいになった。


　お互たがいの種が死し滅めつしてしまうんじゃないかと思うほどにひどい殺しあいになった。


　まあ、《最古の魔術師ヴアンパイア》の彼女にとっては人間が絶ぜつ滅めつしようが、エルフが絶滅しようがどうでもよかったので気にもとめなかったのだが、しかしいま考えてみると、あのとき両者の間で停戦協定が結ばれてよかったと、心の底から思う。


　だってあのときにすべての人間が死滅していたら、大兎は、生まれなかったのだから。


　大兎。


　大兎。


「…………」


　と、小さく呟つぶやいてみて、彼女は少しだけ、緩ゆるんだ笑えみを浮うかべそうになる。うふふと、馬鹿みたいに笑いそうになる。いま、なんか遥ちゃんと自分の間をいったりきたりしそうになってる浮うわ気き者ものの馬鹿の顔を思い浮かべて、にへらと笑いそうになる。


　そしてそんなあまりに弱い自分に、ため息をつきたくなる。


　しかしそのため息をこらえて、彼女は言った。


「エルフが人間を誘拐するのはちょっと、まずいんじゃない？」


　するとそれに、ベストロと名乗ったエルフは、難しい表情のまま、


「その質問について答える権限を、私は与あたえられていない」


「ふぅん。それでも無理矢理にでも答えろと言ったら？」


「殺せ」


「あーそうくるか～」


「ああ」


「じゃあ、それに答えられる奴やつの居場所を教えてよ」


　するとベストロは南側へと目を向ける。草原が広がっている、大兎がいったはずの南側。


　そして、


「……王国へいけ。私よりも位の高いエルフがいる」


「そいつが事情を知ってる？」


「それについても……」


「ああはいはい。答えられないのね。わかった。じゃあそこにいってみる」


　そう言って、ヒメアはくるりと踵を返す。するとスカートがふわりと回る。そのまま彼女が歩きだそうとすると、背後からベストロが、


「……言い伝えで聞いていたほど、《最古の魔術師ヴアンパイア》は狂くるった化け物じゃないな。おまえの必要な答えを言わなければ、拷ごう問もんされて殺されると思っていたが……」


　なんてことを言ってくるので、それにヒメアは振り返り、悪戯いたずらっぽく笑った。


「油断しないで。がおーっていまから襲おそうかもよ？」


　それに、ベストロも微笑ほほえむ。


「そうは見えない」


「あはは。じゃあね。情報ありがと」


「ああ。殺さずにいてくれて、感謝する」


　そう言って、ベストロは水の中へと戻もどっていく。それを確認してから、


「……よし。それじゃとりあえず、大兎のところに戻もどろっと」


　と、ヒメアは言って、歩きだした。





　　　　　　◆





　場所は再び南に戻る。





　目の前では弓を持った少女が、頭に生やした角の間に小さな竜りゆうを呼びだし、水の塊かたまりを矢の先に集めている。


　そしてそれを、放とうとする。


　それと同時に、


「んじゃいくぞ、こら！」


　そう叫んで、大兎は右みぎ拳こぶしに宿らせた貂魔テンマの力を解放しようとした。


　それに。


「馬ば鹿かが！　いくぞこら、じゃない！」


　と、突然背後から聞き覚えのある、嫌いやな奴の声がして。


　それに大兎は、


「へ？」


　と言って、振り返る。


　すると背後にはやはりあの、嫌な奴がいる。人を人とも思わない、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな俺さま生徒会長、紅月光がどういうわけか美雷の背中に乗ってこちらに迫せまってきていて。


　さらにその月光が、言う。


「美雷、俺をあの馬鹿に向かって、投げろ」


「ほ～い」


　とそのまま、美雷が月光を両手で持ちあげる。思いっきり投げる。すると凄すさまじい勢いで月光がこちらに飛んでくる。さらに空中で彼は腰こしの剣けんを引き抜ぬき、それを構える。


　一いつ瞬しゆんそれに、


「お～月光、おまえ、俺のこと助けにきてくれたのか？」


　なんてことを言いかけたが、しかし、どうやらそうではなさそうだった。月光は剣を突つき出してくる。思いっきり突き出してくる。


　それも、大兎の胸に向かって突き出してくる。


「って、なんで!?」


「いいから死ね」


「え、え、ちょ、待てって。全然状況が理解できな……」


「雑ざ魚こはなにも理解しなくていい」


　そう言って、月光の剣が胸に刺ささる。それも心臓に刺さる。しかし月光は止まらない。そのまま大兎の足を払い、そのまま地面に彼を縫ぬいつける。


　当然一回それで死ぬ。心臓を剣で貫つらぬかれて、一度鼓こ動どうが止まる。続いてその心臓の修復が始まり、刺さったままの剣のせいで胸に激痛が走る。


「って痛いてぇええええええ、おまえ、ふざけんなよ！　早く剣抜……」


　が、その言葉を、


「美雷。この馬鹿の口を塞ふさいで黙だまらせろ」


「ほ～い」


「いやだから、ほ～いじゃなく……ふがふごご」


　と、口を美雷に塞がれてしまって、なにも言えなくなる。


　もう、なにがどうなっていて、いまどういう状じよう況きようなのか、まるで見えないのだが。


　しかし少女のほうの魔ま法ほうも、まだ止まっていないのだ。こちらに向けて、水でできた渦うずのようなものをまとった矢を、放とうとしているのだ。


　あれをまともにくらうのはまずい、と、そう思うのだがしかし、胸を月光に刺され、口を馬ば鹿か力ぢからの悪魔に押さえられている状況では、どうにもできない。


　だからああもうまずいぞおい、と、言おうとした。すると口からは、


「ふぐぐぐ、ふぐいぐぐご」


　なんて、くぐもった音だけが漏もれた。


　そんな間にも少女の魔法が完成する。矢を放とうとする。


　しかしそれに月光は、まるで降参するとばかりに両手をあげて見せ、


「待て。我々はおまえらに危害を加えにきたのではない。だから武器を収めろ。協定では、我々がおまえらに攻こう撃げきをすることは禁じられているが、おまえらのほうも我々を攻撃するのはまずいだろう？」


　と、言う。


　するとなぜか少女のほうも切せつ羽ぱ詰つまったような、動どう揺ようしたような顔になって、


「…………………………」


　しかし、やはりなにを言っているかわからない。魔法を解除する様子もない。


　それに月光は顔をしかめて、


「くそ。人語が通じないか……なら」


　そう言ってから、彼は一度周囲を見回して、


「こいつだけ拉ら致ちして、殺すか。そうすれば、鉄の馬鹿とエルフが交戦した事実を、目もく撃げきした者はいない」


　なんて物ぶつ騒そうなことを、言いだす。


　そのまま月光が大兎の胸に刺さっている剣に手を伸のばそうとしているのが、見える。


　さっきまで大兎も少女と戦おうとしていたのだが、しかし、一対三となると、ちょっと話は別だった。


　あきらかに角の生えた少女は怯おびえたような顔をしていて。おまけにそれを、月光は拉致して殺すとか、言いだしていて。


　いやそれはまずいでしょ、と思う。それじゃこいつらと、遥を拉致したこいつらと一いつ緒しよになっちゃうじゃねぇか、とか、思う。


　だがそこでさらに、


「あら、なんか盛りあがってるね～」


　なんて声が、あがる。


　ヒメアの声だ。


　それに大兎は、目をそちらに向ける。目の前で弓を構えている少女よりもさらに美しい、とてもこの世のものとは思えないほどに綺き麗れいなセーラー服姿の女の子が、そこには立っている。


　そのヒメアが、月光に押し倒たおされてる大兎の姿を見て、


「いつも言ってるけど、大兎を乱暴に扱あつかって、私が許すと思ってるの？」


　と、言う。


　するとそれに月光が、


「サイトヒメアか。ちょうどいいところにきた。おまえ、異種族の言葉を魔法で翻ほん訳やくして話してるんだろう？　その、エルフの言葉を翻訳してくれ」


　と言う。


　しかしそれにヒメアは笑って、


「もうしてる。というか、あなたたちの頭の中にも翻訳の術じゆつ式しきをいま打ちこんだから、会話できると思うんだけど……？」


　と、言う。


　するとそこで、


「……お、応おう援えんを要よう請せいします！　現在『人間』と交戦中！　座標はフィレウス平原の南西。『人間』どもが、『人間』どもが協定を破って、進しん攻こうしてきました!?」


　なんてことを、誰だれかに向かって喋しやべっている。その声がひどく震ふるえている。いまにも泣きだしそうなほどに震えている。まるでとんでもない化け物を見ているかのような目でこちらを見つめてきていて。


「……え～」


　と、思う。


　なにやら状況は、大兎が思っていたものとは、だいぶ違うようだった。


　大兎は手をあげ、口を塞いでいた美雷の手をどけると、ヒメアに向かって聞く。


「これ、どゆこと？」


　するとヒメアは微笑ほほえんで、


「あとで説明してあげる」


　なんて言っている間にも、事態は進む。


　月光がきた北側から、数人の、やはり少女と同じような北ほく欧おう系っぽい顔だちの男たちがやってきて。


　さらに少女の後ろのほうにも大勢の仲間たちが集まってこようとしていて。


　ぶっちゃけ、絶体絶命っぽい雰ふん囲い気きだった。四方八方を敵に囲まれ、完全にぶっ殺される直前な感じ。


　しかしそれに月光が言う。


「早まるんじゃない！　攻撃してるのは、おまえらだけだろうが。こちらは一度も手を出していない。話しあいにきただけだ！」


　なんてことを言う。


　ほんの数十秒前に、こいつだけ拉致して、殺すか、なんて物騒なことを言っていた奴とは思えないほど、百八十度反対なことを言う。


　すると仲間が集まってきて強気になったのか、魔法を使おうとしていた少女がこちらをにらみつけ、


「でもそいつは私を殴なぐろうとした！」


「で、実際に殴ったのか？」


「な、殴ってはないけど……」


「ならこちらは協定を破っていない。破ろうとしているのは、おまえらだ。これは問題になるぞ」


「そんな……」


　が、その横から応援にきた男が、


「黙だまれ『人間』。おまえらが俺たちにしたことを、忘れたとは言わせないぞ。おまえらの存在事態が、我々にとっての攻撃だ」


　なんて言葉を、月光は鼻で笑う。


「くだらない感情論を口にする奴とは、会話をする気にはならないな」


「なんだと!?」


「いいからおまえは黙れ。そしてもう少し冷静な奴はいないのか？」


　という言葉に、さらにその後ろから、背の高い、おそらくは百九十センチくらいはありそうな、綺麗な女が出てくる。その女がこちらを見つめ、


「冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきできていないのは、どちらでしょうか？　私たちがあなたがたをここで始末したところで、誰も見ている者はいない。ここであなたがたと私たちの間でなにが起きようとも、なんの問題にもならないでしょう？」


　という言葉に、しかし月光はそれも笑う。


「俺たちは《軍》からの特使としてここにきている。《軍》は知っているな？　《教会》やテンペロン・クローリーなんかと一緒に、エルフとの停戦協定に調印した組織だ。その《軍》が俺たちをここに送りこんで、そして話しあいをして戻ってくるのを待っている。だがもし、俺たちが戻らなかったら、どうなる？　おまえらが俺たちを殺したと、《軍》はそう思うぞ？」


　が、それに長身の女も笑う。


「しかし証しよう拠こはないでしょう？　証拠がないという理由であなたたち人間は、いまでも我々エルフを攫さらい、犯おかし、壊こわし、食い物にしている。それと同じですよ」


「同じとは思えないな」


「そうですか。見解の相そう違いですね」


「そうだな。おまえらが血の気の多い、闘やる気満々な馬ば鹿かなのは、わかった。なら……」


　と、言う。それから小声で、


「鉄。おまえ、もう一度殺されろ。それをケータイで撮さつ影えいする。正当防衛ならまあ、問題ないだろう」


　なんてことを言ってきて。


　しかし大兎がそれに返事をする前に、


「あ～ちょっと、その前に私から話があるんだけど」


　と、ヒメアが言った。


　それに月光がヒメアをじろりと見て、


「でしゃばるからには、なにかいい案があるのか？」


　と、聞く。


　すると彼女は笑って、


「無能な生徒会長サマが困ってるから、助けてあげちゃおうかな～と思って」


「殺すぞ」


「あはは。できるものならね」


　言いながら、彼女は一歩前に出る。


　するとその彼女を、エルフとか呼ばれている男女の集団が見る。


　そしてそれに、大兎は思う。エルフって、あれじゃないの？　耳が尖とがってたりしないの？　こいつら魔法使うときに、角とか生えてるんですけど？　とか、馬鹿なことを質問しようかとも思ったが、しかし、どうもいま、そんな質問ができるような状況じゃなさそうだったので、黙っておく。


　その、エルフの集団に向かって、ヒメアが言う。


「ちょっと私に注目しなさい」


　すると長身のエルフの女が、


「今度はなんだ、人間」


　と、言う。


　するとそれにヒメアが微笑む。


「さっきのエルフは私の素す性じようをすぐに見破ったけれど、あなたたちにはそれほどの力はないのね」


「いったい、なんの話をしている？」


「私は人間じゃないのよ。そしていま、あなたたちは頭に血がのぼっているようだから、人間じゃない私が横から調停してあげましょう、って言ってるの」


「余計なお世話……」


　が、それを遮さえぎって、ヒメアは言う。


「西の湖を支配していた、ベストロとかいう名前のエルフは、私にそんな態度は取らなかったけど……」


　その言葉で、エルフたちが一いつ斉せいに静まる。そして少しだけ驚おどろいたような顔で、エルフの女が、


「……おまえは、ベストロ侯こう爵しやくの知りあいなのか？」


「侯爵？　そんなに偉えらいんだ。でも、その侯爵は私に敬意を表していたわよ。なのにあなたたちはどうして私の前に跪ひざまずかないのかしら？」


　という言葉に、エルフたちはますますうろたえる。いったい目の前にいるのが何者なのか、計りかねているという様子で。


　エルフの中の一人が言う。


「人間の言葉に騙だまされるな」


　さらにもう一人が言う。


「適当なことを言って、俺たちを誤ご魔ま化かそうとして……」


　しかしその言葉の途と中ちゆうで、


「おまえ、ちょっとうるさい」


　ヒメアが言った。そして手を前に出した。その手の先に光が生まれ、飛びだす。そのまま文句を言っていたエルフの男の顔面にぶつかり、男は悲鳴をあげて吹ふっ飛ぶ。


　瞬しゆん間かん、
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「こ、攻こう撃げきしたな!?」


「協定違い反はんだ！」


「戦争だ！　戦争になる！」


　なんてことを叫さけぶが、ヒメアはあくまで落ちついた口調のまま、


「だから私は人間じゃないと言っているでしょう？　人間とエルフがどんな理由で争って、どれほど死のうと私は気にしないけれど……戦争にしたいのなら、好きになさい。でも、いまは私の言葉を聞くべきよ」


　それにエルフの女が、言う。


「いったいあなたは、何者なんですか？」


　そしてその問いかけに、ヒメアは答える。


「《最古の魔術師ヴアンパイア》よ」


　するとまた、背後のエルフの男たちが笑って、


「やっぱり噓うそだ。そんな伝説の化け物が、こんなところにいるはず……」


　しかしその言葉を制し、長身の女が言う。少しだけ緊きん張ちようしたような顔で、


「……黙だまりなさい、レンク。偽にせ者ものの魔ま神じんの前に、ベストロ侯爵閣かつ下かが姿を現すはずがない。あの方はいま、湖底で百年の眠ねむりについていたはずなのよ？」


　という言葉に、今度こそエルフたちは静まり返る。


　それにヒメアがうなずいて、


「やっと話が進む？」


　すると女もうなずき、


「失礼いたしました。ベストロ侯爵様のお客人とは知らずに、我々は無礼な振ふる舞まいを……」


　しかしヒメアはそれに、


「下等なエルフや人間がどれほど無礼なことをしても、私は気にしない」


「それでは我々は……」


「消えなさい。あなたたちに用はない。ああ、でも王国に遣つかいはだしておいて。ベストロからの紹しよう介かいで、王族に会いにいくことになったから」


　その言葉に、長身の女が少しだけ困ったような顔になり、


「王国、といわれましても、この世界には四つの国と、九人の精せい霊れい王おうが……」


　しかしそれに、ヒメアは指を真まっ直すぐに伸のばす。


「こっち側にある国よ。ベストロは南側にある王国って言ってた。ベストロが所属しているのも、その国でしょう？」


　という言葉に、エルフの女はヒメアが指差したほうへと、振り返る。そして。


「……わかりました。フォーハイムキングダムへ、遣いをだしておきます」


「そう？」


「はい」


「よかった。では消えなさい」


　その言葉で、エルフたちは解散する。いまいち釈しやく然ぜんとしない表情をしている者もいるが、しかし、なんとかこの場の騒そう動どうは、おさまったようだった。


　それに大兎はエルフたちがいなくなったのを見はからってから起き上がり、


「な～んか、ヒメアってすげぇ偉えらいのなぁ」


　と言うと、ヒメアはそれに嬉うれしそうに笑う。


「大兎も偉いよ～」


　などとわけのわからないことを言って、こちらにしなだれかかってくる。


　それに横から月光が、


「世界中に厄やく災さいを撒まき散らした迷めい惑わくな犯罪者を見て、憶おく病びよう者ものどもがびびってるだけだがな」


　なんてことを言う。


　するとヒメアは大兎の胸に頭を押しつけながら、月光に向かって、


「自分は怖こわがってもらえなかったから、嫉しつ妬としてる？」


「はっ」


「あはは」


　とそこで、美雷がなぜか頰ほおを膨ふくらませて、


「も～、美雷だってすごい悪魔なのに、なんでみんな気づかないかな～」


　と言う。


「チビだからだ」


　と月光が言う。


　それになにを～！　と、美雷が両手をあげて怒おこる。


　だがまあ、そんなことはどうでもいい。


　大兎は月光のほうを見て、


「んで、いまの状況って、どうなってんの？　奴やつらがエルフで、人間とエルフは停戦協定を結んでるから戦っちゃうとまずい……ってところまでは会話からわかったんだけど、結局あいつらが遥をさらったのか？」


　と、聞いた。


　するとそれに、なぜかヒメアが突とつ然ぜん大兎の胸から離はなれる。ちょっとつまらなそうな顔でそっぽを向く。


　それに大兎は、


「ん？」


　と言うと、ヒメアが、


「……ベストロは、その件について答える権利を与あたえられてないって、言ってた。で、それに答えられるのはもっと位の高いエルフなんだってさ」


　と、ちょっと投げやりっぽい口調で言う。


　そんなヒメアに大兎は、なにかちょっと声をかけようとするが、しかしそれを遮さえぎって月光が言った。


「エルフどもの階級制度がどうなっているのかは知らないが、侯爵が答えられないとなると、話はずいぶん大きくなってきたな。つまりこの時雨遥の拉ら致ち事件は、王族を巻き込むような、でかい話ということか？」


　それに、ヒメアは肩かたをすくめて答える。


「わかんない。ベストロはそれ以上の情報は落とさなかったから」


「ってちょっと待ってって。なんだ？　つまり遥は、エルフの王国に捕とらえられてるってことか？」


　その問いに、月光がうなずく。


「そのようだな」


「なんで？」


「知るか」


「いや知るかって、遥は普ふ通つうの人間なんだぞ？　別に妙みような力を持ってたり、化け物だったりしない、普通の女子高生なんだぞ？　その遥を、なんでエルフの、それも王族が拉致……」


　が、その大兎の顔面を突然、月光が殴なぐる。


「ぎゃ」


　とうめいて、大兎は体をのけぞらせる。口の端はしが切れて血が出て、しかしその傷はすぐに修復する。そのまま月光をにらみつけ、


「ぶっ殺すぞてめぇ」


「ぶっ殺されるのはおまえだ馬ば鹿かが。少しは落ちつけ。まだここにいる誰も、いま起こっている状況をきちんと把は握あくできていない。だから必死に情報を集めてるんだろうが。それともなにか？　やかましく騒さわぐだけで答えが見つかる魔法でもおまえは持っているのか？　ならそれを使え。さっさと使え。使えないのなら雑ざ魚こは黙だまってろ」


　と、一気に言われる。


　もう、大兎は殴られたあげくにこてんぱんに言われて、


「う～、こいつまじでぶん殴りたい……」


　と、呟つぶやくが、とりあえずはこいつが言っていることが正しいので、黙っておく。


　そのままさっき、ヒメアが指差した方向。フォーハイムキングダムとかなんとかいう場所があるほうへと、目を向ける。


　王国キングダムっていうくらいだから、なんかきっと、お城とかなんか、そんなようなものがあるのだと思うのだが、しかし、ここからは見えない。


　ここから見える景色は、延々と綺き麗れいな草原が広がっているだけで、城や、街のようなものはまるで見えない。


　ということはつまり、ここからは相当離はなれた場所にあるのか、それともなにか、また例によって魔法とか魔術とか、普通の高校生活には出てこないようなよくわからない力によって、隠かくされているのか。


　どちらにせよ、そこに遥は捕とらえられているらしい。


「…………」


　それがわかっただけで、ちょっと前までとはもう、だいぶ気分が違った。


　遥が失しつ踪そうして、その消息も、安否もわからなかったこの二週間はずっと暗くて、辛つらかったのだが、ヒメアが遥の消えた先を見つけてくれてからのこの数時間で、なにもかもが変わってきていた。


　とそこで、月光が言う。


「これは一度、学校に戻もどる必要があるな。エルフの王族を相手どって交こう渉しようするとなると、《軍》に報告する必要がある」


　そして次元の裂さけ目がある方向へと、さっさと歩きだしてしまう。それに美雷もついていきながら、


「お腹なかも空すいたしね！」


「朝飯食わせたばっかりだろうが」


「そーだけど、そーだけどなんか、力解放するとお腹減るんだよね～」


　なんてことを言いあいながら去っていこうとする。


　それに大兎は、


「いやあの、そんな悠ゆう長ちようにしてて、いいのかな？　遥のこと早く助けないと……」


　と言いかけるが、月光はそれにあっさり、


「ここまできたら、今日助けても明日助けても、同じだ」


「いやさすがにそんなことは……」


「エルフは人間に手を出してはいけないことになっている。にもかかわらず、時雨遥を拉致した。おまけに拉致したのは、王族だ。となれば時雨遥がいまどうなっているのか、推測できる結果は二つしかない。拉致したことがバレないよう、もうとっくに殺されているか、もしくは人間となにかしらの交渉に使うために、大事に保護されているか」


　その言葉に、大兎は少しだけ震ふるえる。月光の言葉の中には、大兎が考えないようにしていた言葉が入っていたから。


　――遥がとっくに殺されている。


　その可能性を彼は、必死に考えないようにしてきたのだ。もしそのことを考えたら、辛くて、辛くて、動けなくなってしまいそうだったから。


　しかしそれに、月光が続ける。


「おそらくは後者だろう。もしすでに殺しているのなら、ベストロ侯こう爵しやくとやらはサイトヒメアに王族に会いにいけなどと、言わないはずだ」


　という言葉に、大兎は少しだけ力のない口調で、


「そうかな？」


　と、聞いた。


　すると月光はうなずく。


「だがそれも俺たち次し第だいだ。俺たちがミスれば、すぐにでも証しよう拠こを消すために、時雨遥は殺されるだろう。だからミスらないための準備をしに、学校に戻もどる。文句があるか？」


　その問いに、大兎は首を振る。


「ありません」


「じゃあ黙って俺に従え、奴ど隷れいが」


　そう言って、再び月光は歩き始める。


　そして遥がさらわれて以来、暴走し気味の大兎に、いつになく親切に説明してくれるこの生徒会長の後ろ姿を大兎は見つめ、


「……おまえ、実はけっこういい奴やつ……」


「それ以上言ったら殺す」


「はは」


　と、そのまま、月光と美雷は去っていく。当然大兎たちも戻る必要があるのだが。


「んじゃヒメア、俺らも一度戻ろっか？」


　と、振り向く。


　しかしどういうわけかもう、ヒメアはそこにはいなくて。


「あれ、ヒメア？」


　と、彼はきょろきょろ周囲を見回す。しかしやはり彼女の姿はなくて。


　それに、


「えええ～、さきに、帰っちゃったのか？」


　と、大兎は言う。


　それからさっきまでの、急につまらなそうな顔になったヒメアの顔を思いだす。そしてなぜ、彼女がそんな顔をしたのか、それも、彼にはわかっている。


　ヒメアとつきあうって決めたはずなのに、ここのところずっと遥のことでいっぱいいっぱいになっている大兎に対して、彼女は少し怒おこっているのだ。


　にもかかわらず、ヒメアが遥を見つけてくれて。さらに今回の情報も、ほとんどヒメアが手に入れてきてくれたのだ。


　それに、


「……お礼言ったら、ますますヒメア怒るかな……」


　なんてことを、呟つぶやく。


　そのまま彼は歩き始める。


　向かうのはとりあえず、学校だ。ポケットからケータイを取り出すと、もう、二時間目の授業がとっくに始まってる時間だった。


　それに、


「……今日の二時間目って、なんの授業だっけ？」


　なんてことを言いながら、彼は学校へと戻っていった。

















　　　第二章　日常を管理する思考










　定期的に暗くなったり、明るくなったりする。


　それがその場所のせいなのか、それとも自分のせいなのか、それはわからない。


　ただ、なにもかもが明るく、楽しげに見えたり、暗く寂さびしい気分になったりする。


　いまは明るい時間だ。


　狭せまいけど真っ白な部屋の中。


　天てん井じように開いた明かり取りの四角い穴から、光が射さしてきている。しかしその穴は小さいから、この部屋全体を明るく見せているのはやはり、別の力だ。


　おそらくは、自分の気分の問題なのだろうと、思う。気分が明るいときはなにもかもが明るく見え、そして暗いときは、なにもかもが暗く見える。


　部屋自体は、ずっと暗い。いま部屋を照らしているのはおそらく、星明かりだ。外の世界は夜なのだろう。だが、そのかすかな星明かりを見つめ、それをとても明るく、綺き麗れいだな、と、


「…………」


　時雨しぐれ遥はるかは思った。


　綺麗な黒くろ髪かみのミディアムに、いつも優やさしそうに笑う顔。宮みや阪さか高こう校こうのセーラー服を着た彼女は、いま、両手を鎖くさりに繫つながれている。


　いや、繫がれている、という言葉は、間ま違ちがっているかもしれない。


　自分で繫いだのだ。


　大たい兎とを裏切り続ける自分が許せなくて、彼女は自分で自分を繫いだのだ。


　そしてやっと、彼女は自分を、許してもいいような気になっていた。彼のことを好きだという気持ちと、彼のことを裏切っているという後ろめたさの間でずっと泣き叫さけんでいたのだが、しかし、いまはとても、穏おだやかな気分だった。


　それに、


「……あなたたちのおかげ」


　と、彼女は言う。


　そしてかすかな明かりの向こう側にいる、二人の男に、目を向ける。


　するとその中の一人が笑う。


「僕らもあなたがたを利用しますから、お互たがいさまですよ」


　もう一人が言う。


「だけどいいのか？　あんたの願いはあまりにも……」


　が、遥は首を振ふる。嬉うれしそうに微笑ほほえんで、言う。


「これが私にとって、一番幸せな選せん択たくだから……でも、迷めい惑わくかけて、ごめんね。事情を忘れちゃうもう一人の私は、泣き叫んでうるさいでしょう？」


「それは問題ありませんよ。その叫び声も、私たちは消せますから」


「そうなんだ」


「ええ」


「じゃあ、よかった」


　そう言って、遥は微笑む。


　その彼女の微び笑しようを見て、穏おだやかに話すほうの男が、言う。


「本当にあなたは、綺麗に笑う。あなたに好かれている男がうらやましいな」


「あはは。そうかな？」


「ええ」


「なら私、頑がん張ばらないと。ずっと、彼のことを裏切ってたから」


　が、男は首を振り、


「あなたは頑張ってますよ」


　と、言う。


　それに遥はまた笑い、


「でももっと……もっと頑張らないとね」


　そう言ってからまた、遥は天井を見上げる。するとその景け色しきがうっすらぼやけていくのを感じる。記き憶おくが、消えるのだ。大切な記憶が消えるのだ。自分は監かん視し者しやで、大兎を裏切っているだけの存在だという大切なことを、忘れようとしているのだ。


　いつもはそれが、怖こわかった。なにもわからないまま楽しそうに笑って、ずっと大兎を裏切り続けていくことが、怖かった。


　でももう、その心配もない。いまはもう、鎖で繫がれているのだから。


　大兎から遠く離はなれた場所で、鎖に繫がれているのだから。


　だから。


「…………」








　とそこで、遥は目を覚ます。


　そして周囲を見回す。


　するとそこは暗い、ほとんどなにも見えないほどに暗い、狭い部屋の中で。


　おまけに自分がなぜ、こんなところにいるのか、わからない。


　それに、


「な、なに……？」


　と、呟つぶやく。そして立ち上がろうとする。だが、立ち上がることすらできない。


　両手両足を鎖のようなもので繫がれてしまっていて。


「な……これは……」


　するとなにも見えない部屋の向こう側から、男の声がする。


「心配はいりませんよ。あなたに危害を加えるつもりはありません」


　と、優しげな声で言ってくる。


　だがその声に、


「誰だれ？」


　と、遥は言った。


「いったい、いったいなにをしようとしてるの？」


　と、彼女は言った。


　それから自分の胸の部分を押さえる。意識を失っていた間になにかされたんじゃないかと思い、体が震ふるえるほどの恐きよう怖ふを覚える。


　するとそれに、さっきとは違う、もう少し男らしい声の男が、


「ちっ、見てらんねぇな。俺はこういうの苦にが手てなんだ」


　なんてことを言う。するとそれに優しげな声の男が、


「ハスガは優しいからね。じゃあ、あとは私が……」


「いや、いいよ。兄貴は女に甘いから、逃にがしかねない」


「はは。さすがにそれはしないよ。そんなことをしたら、彼女自身が悲しむから。だから……」


　そう言ってから、誰かがこちらに近づいてこようとする。それに遥はまた、身を震わせる。


　こんな暗くら闇やみで、よくわからない男二人に囲まれてしまって、遥は恐怖に身を震わせる。


　助けて、と叫びそうになる。


　誰か助けて、と叫びそうになる。


「……た、大兎……助け……」


　が、そう叫ぼうとしたところで、男が言った。





「その恐怖を消してあげましょう」





　やはりそれは優しい声。


　穏やかな声。





　そして。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　大兎が教室の扉とびらを開くと、生徒たち全員と、授業真っ最中で因数分解の問題を黒板に書きこんでいた数学の教師、金かね丸まる肇はじめが同時に彼のほうを向いた。


　そしてそのまま生徒たちは驚おどろいたような顔でこちらを見て静まり返ってしまい、時間が止まってしまったんじゃないかと思えるほど、なんとなく居い心ごこ地ちが悪い感じになってしまう。


　とそこで金丸が、


「……これはまた、ずいぶんと重役出勤だな、鉄くろがね」


　なんてことを言って、生徒たちがどっと笑う。


　それに大兎は照れたような苦く笑しようを浮かべ、


「いや～、ちょっと社長と会議があったもんで」


　なんて言うと、金丸は笑い、


「馬ば鹿か言え。さあさっさと座すわれ。ただでさえおまえは生徒会の仕事で授業から落ちこぼれてるんだ。勉強しないと、落第するぞ？」


　そう言ってから、再び黒板のほうを向く。因数分解の問題の続きを書き始める。


　そして大兎はその問題を見て、うわ～全然わかんねーとか、思う。まあ、元からそんな頭がいいほうでもなかったけれど。


　そのままひょいひょいと自分の机へと向かう。


　彼の机は教室中央の、後ろから二番目の席で、そしてその右みぎ隣どなりが、遥の席のはずだった。だがいまそこには、誰も座っていない。荷物も入っていない。当然だろう。もう二週間も行方ゆくえがわからないのだ。机の中の荷物やロッカーの中の荷物は警察が調べてから、まとめて遥の家に送られてしまっていた。


　だからそのぽっかりと空いた遥の机を見ると、つい昨日まではひどく胸が痛くなってしまい、なにも手につかなくなってしまっていた。


　いや実際、ここ数日はほとんどこの教室にもきていなかった。


　今日だって月げつ光こうが、


『俺は《軍》にエルフの王族に会いにいくことについて報告してくる。準備ができるまで数時間、いやもしかしたら数日かかるかもしれないから、おまえらは普ふ段だんの生活に戻もどってろ』


　なんてことを言いださなければ、授業を受けようだなんて思わなかったかもしれない。


　だからこの教室に戻ってきた瞬しゆん間かん、


「…………」


　なぜか妙みような気分になってしまった。


　まるで普通の、平凡な日常に帰ってきたような、そんな感じ。遥が見つかるかもしれない、それも生きているかもしれない、なんてことがわかってからここに戻ってきたせいか、ちょっと、


「…………」


　ちょっと、よくわからないが、とにかく少し、楽な気分になっていた。そのまま彼は小さく微笑む。そして机に向かおうとする。


　するとその途と中ちゆうで、彼のお尻しりがばんっと、けっこうな強さでたたかれる。大兎はその、お尻をたたいた奴のほうを見る。するとそこにいたのは、ゲーム好きの、眼鏡めがねの田た中なかだった。


　その田中がなぜか、楽しそうにこちらを見て笑ってきていて。さらにその近くの席のやはりゲーム好きな斉さい藤とうも笑っている。


　もう、なにがそんなにおもしろいのかはまるでわからないが、二人はこちらを見て笑っていて、


「なんでそんな笑ってんの？　金丸の重役出勤とかいうつまんないギャグが、ツボだったのか？」


　と、大兎は呟つぶやく。しかし小声すぎて二人には伝わらない。ただなぜか二人はにこにこ笑っていて。


　それに大兎は肩をすくめ、自分の机に着く。座る。そして黒板を見つめ、それから数学の教科書とノートを出そうとするが、そういえば今け朝さ、月光に《道み程ち》を使って学校に呼びだされたので、鞄かばんごと全部家に置いてきてしまったことを、思いだす。


　するとそれに横から、


「鞄、生徒会室においてきちゃったの？」


　と、女の子が小声で聞いてくる。それに大兎はそちらを向く。髪かみの毛を綺き麗れいなボブにしている、山やま下した香かおるがやはり嬉しそうな顔でこちらの顔をのぞきこんできていて。


　それに大兎は、


「あ～、うん。忘れてきちゃった」


　と、答えた。


　すると彼女は笑って、


「教科書見せたげる」


　そう言って机を寄せてくる。そのまま教科書を大兎の机におき、ノートも近づけてくる。そしてやはり小声のまま、


「あ、あとね、鉄君が教室にきてなかった間のプリントとか、全部私が持ってるから、あとで渡わたすね？」


「へ？　そうなの？」


「うん。ロッカーに入ってるんだ。もうかなりいっぱいあるんだよ～。溢あふれそうだから、思わずファイル買っちゃった」


「うそ？」


「ほんと」


「ごめん。ファイル代、払うよ」


　が、山下はそれに笑う。そして、


「いいよいいよ。欲しかったかわいいファイルにしたから。でも……」


　と、言った。


「でも、鉄君が笑ってくれて、よかった」


　とそう、彼女は言った。


　それに大兎は、ちょっとだけ驚いて、彼女の顔を見る。するとなぜか彼女は心配そうな顔をしていて。


「もう、クラスのみんなで心配してたんだよ～。あヽのヽこヽとヽがあって以来、鉄君全然笑わないし、ずっと上の空だから……」


　なんてことを、言う。


「教室にもあんまりこなくなっちゃうし。狩かり野や先生もね、一度鉄君の家にいこうかとか、言っててね」


　なんてことを、言う。


　とそこで突然、チャイムが鳴る。まだ戻ってきたばかりなのに、もう授業が終わってしまって。


　教師の金丸が言った。


「よーし、今日はこれまで。はい礼」


　と言うが、誰だれも礼をしない。それどころか教師のほうさえ見ていない。生徒たちは一いつ斉せいに立ち上がり、こちらを向く。


　そして田中が、


「おまえさっき笑ったろ!?」


　とか、言う。


　さらに斉藤が、


「ったくもう、クラスメイトがいなくなって寂さびしいのはおまえだけじゃないんだぞ？　なのにおまえばっか暗い顔しやがって」


　とか、言う。


　さらに他ほかの男子たちが、


「おまえなぁ、俺おれらに相談とか、しろよ」


　とか。


「相談されてもなんも言えないけど、でもさ、俺ら、仲間だろ？」


　とか、なんか一斉に、責めるように言われて。それも嬉うれしそうな顔で、言われて。


　そしてその中の一人。クラスの中ではちょっと不良気味な先せん輩ぱいたちとつきあってるので有名な、バスケ部の庭にわ野のがこちらをにらんで、


「……おまえ、時雨のこと捜さがしてんだろ？　そういうこと、一人でやんなよな。俺らも手て伝つだうから、馬鹿みたいに一人で思いつめんなよ」


　なんてことを言われてしまって。


　それに大兎は。


「…………」


　まだこのクラスに入って、二か月くらいしか一緒の時間を過ごしていないはずのクラスメイトが、ちょっともう、おまえら馬鹿じゃないのか？　と言いたくなるほどいい奴やつばっかりだったのをいきなり眼前に突つきつけられてしまって、


「……あの、おまえらそういう青あお臭くさいの、やめてくれねぇ？　俺、泣きそうなんだけど」


　なんて、言った。


　すると教室中の生徒たちが、一斉に笑う。楽しそうに笑う。それからみんなが遥の席のほうを見て、


「警察はもう、あきらめたっぽいよね」


　と、女子の一人が言った。遥の友達の、酒さか井いさとみだ。


　さらに他の女子が、


「遥のお母さん、入院したんでしょ？」


「まだ二週間なのに、普ふ通つう捜すのやめたりする？」


「私他の学校の子に友達いるから、聞いてみようか？」


「鉄君ずっと捜してたんでしょ？　もしやってほしいことがあったら、なんでも言ってみて。写真つきの貼はり紙とか、いっぱい作ろうか？」


　なんてことを口々に言いだす。


　それに。


「…………」


　それに大兎は微笑ほほえんで、大だい丈じよう夫ぶ。生徒会がもう、遥の行方をつかんだから、と、そう答えようとした。


　だから絶対に俺が、遥を助けて、連れ帰ってくると、そう答えようとした。


　でもいま、それを言うわけにはいかない。そんなことを言ったら、大おお騒そう動どうになってしまうから。それに、妙みような期待を持たせて、あとでがっかりさせるわけにもいかない。特に遥の母親には。いま、入院している母親には、不確かな情報を知らせるわけにはいかなかった。


　だから、


「ありがと」


　という言葉だけ、言った。


「みんなありがとな。じゃあ貼り紙、作ってくれるかな？　俺ももっとちゃんと捜すから、みんなで遥を取り戻もどそう」


　と、言った。


　それにみんなが任せとけとか、今日の放課後からやるか？　とか言いだす。


　それを大兎は見つめ。


　本当にちょっとだけ泣きそうな気分になりながら、


「……絶対に遥を、ここへ連れ帰らないと」


　と、思った。


　だって、こんなにもみんなが、心配しているのだ。ハタ迷めい惑わくなことに毎日笑わなくなってしまってネガティブを振ふりまいていた自分のことまで、心配してくれていたのだ。


　なら、その気持ちにちゃんと応こたえないと、と、彼は思った。


　そのまま立ち上がる。


　するとクラスの面々がまた、こちらを向く。隣となりの席の山下が、


「どこいくの？」


　と、聞いてくる。


　それに大兎は笑って、


「生徒会室に忘れてきた鞄かばん、取りいってくる」


　と答える。


　すると眼鏡の田中が、


「とか言ってまた、戻ってこないつもりだろ？　俺らも連れてけよ。おまえいったい、どこに時雨さんを捜さがしにいってんだ？」


　なんて言ってきて。


　しかしそれに大兎は、


「いやいや、今日は戻ってくるよ。さすがにこれ以上授業サボると、もう学校にいらんなくなっちゃうしさぁ。さっきの因数分解、なにあれ？　まるで理解できなかったんだけど？」


　と言うとそれに斉藤が、


「ああ、それは大丈夫。俺もわかんなかったから」


　続いて庭野が、


「俺おりゃ数学は寝ねることにしてんだ」


　と言って、みんなで笑う。


　それに大兎も笑ってから、


「ほんとに鞄取って、戻ってくっから。ってかそんなに心配されてたのな。なんかほんと、ありがたいような、申もうしわけないような」


「申しわけねぇよ！」


「全員にジュースおごるレベルの申しわけなさだよ！」


　が、それにはきっぱり、


「俺そんな小こ遣づかいもらってないから」


　と、言った。そして大兎は教室から出ていこうとする。


　すると背中から、


「おまえまた戻ってこなかったら殺すかんな？」


　なんて声がかけられて、彼はうなずく。


「わーかってるって。ほんと申しわけなく思ってるから、ちゃんと戻る」


　と言いながら、教室を出る。


　そしてもう、遥を取り戻すまでは、ここには戻ってこないと、誓ちかう。心配してくれていたクラスメイトたちの気持ちに応えるためにも、必ず彼女を連れて帰ると、誓う。


　そしてそのまま、彼は廊ろう下かを歩きだす。


　するとその廊下の向こう側から、今朝会ったばかりの不良少女がやってくるのが見えた。


　本当にこれが他の生徒たちと同じ制服なのか？　と疑わしくなるほどに短いスカートに、綺き麗れいに脱色ブリーチされた金きん髪ぱつ。


　碧あお水み泉いずみだ。


　さすがの彼女も、休み時間の廊下で煙草たばこを吸ったりはしていないが、こちらの姿を見つけてひらひらと手を振る。


「お～大兎～」


「ってなんでもう呼び捨てなんだよ」


　という言葉に彼女はけらけら笑って、楽しそうに近寄ってくる。


「な～によ、同じ生徒会の仲間じゃない」


　なんて言葉に、ついさっき彼女が生徒会に入りたがってると、月光に紹しよう介かいしてほしいと言っていたのを、思いだす。まあ、エルフの世界で死にかけまくっていた大兎は、そんなことはすっかり忘れていたが。


　その大兎の顔を見て、


「ああ～！　その顔はまだ、私のこと会長に言ってないでしょ？」


「ええと」


「もうちょっと、ちゃんとしてよねぇ～。ちゃんと言ってくれないとみんなにあんたが今朝、火だるまだったこと話……」


「あ、あ、ちょ、待てって。わかった。ちゃんと言うから、そういうの言い触ふらすの、やめて」


「やめてほしかったら早くしてよ」


「う～ん」


「はいそーですか。みなさーん！　ここにいる鉄大兎くんは朝から女子トイレで……」


「おおおおおい！」


　と、大兎は慌あわてて彼女の口を塞ふさぐ。もちろんそれに周囲の注目が彼に集まるが、それはもうどうにもできない。


　それに大兎は彼女の顔をにらんで、


「わかったから！　いまから生徒会室戻ったらすぐ月光におまえのこと言うから、もうあんま騒ぐな」


　と、言う。


　すると彼女は満足気に笑えみを浮かべ、こくこくうなずく。それを確かく認にんしてから大兎は口から手をはずす。薄うすいピンク色のリップが手についていて、それをズボンで拭ぬぐう。


　その大兎の姿をにやにやしながら彼女は見て、


「じゃあ今度こそ私たち生徒会の仲間だね～。私のことは泉さんって呼んでいいよ」


「って、なんで俺が呼び捨てで、おまえはさんづけなんだよ」


「ん？　呼び捨てにしたいの？　なら私の彼かれ氏しになる？」


「ならねぇよ」


「じゃあ、さんつけといて。私彼氏以外に呼び捨てにされるの嫌きらいだから」


　なんてことを言う。


　そのままくるっとこちらに背を向け、


「じゃあ放課後にでも生徒会室にいくから、ちゃんと話通しといてよ～」


　とか、言う。


　その、彼女のあまりの強ごう引いんさに呆ぼう然ぜんとしながら、


「はいはい」


　と、大兎は言った。


　それから小声で、


「今日の放課後に、俺らが学校にいられたなら、話しとくよ」


　とそう、言った。


　そして再び歩き始める。


　生徒会室に戻るのだ。


　それからもう一度、エルフが棲すむ世界へと向かうのだ。


　もしかしたらまだ月光が《軍》のお偉えら方がたと準備中かもしれないが、それならその準備にも参加させてもらおう。


　大兎はまだ《軍》とやらに会ったことはないのだが、遥の救出に手を貸してくれるというのなら、そいつらにも一度、頭を下げにいくべきだと思う。それにもし、本当にまだ出発できないのだとしても、大兎がやるべきことは他ほかにいくらでもあった。


　だからひとまず。


「…………」


　ひとまずまた、この平へい凡ぼんな日常とはお別れだ。


　次にここに戻ってくるときには、遥を連れてくる。


　彼は一度振り返る。


　すると廊ろう下かにはもうすぐ始まる授業に備えて、慌あわただしくロッカーと教室をいききする生徒や、友達と話して、なにがそんなにおもしろいのか爆ばく笑しようしている生徒がいて。


　平和で平凡な、普通の高校生活がそこにはあって。


　それをほんの少しの間だけ見つめ、それから、大兎は再び生徒会室へと戻っていった。





　　　　　　◆





　生徒会室に戻ると、全員が揃そろっていた。


　会議用の長い机を囲むように、ヒメア、美み雷らい、会長の月光。


　ヒメアが最初にこちらを見つけ、一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔になりかけたあと、なぜか慌ててその嬉しそうな顔を消して、そっぽを向く。


　続いて美雷が、


「あ！　不死身君おかえり。ドクターペッパー買ってきてくれた？」


「え？　いや、頼たのまれてないんだけど」


「ええ～、買ってないのか～。じゃああたし自分で買ってこよ。月光、お小こ遣づかい！」


「俺にはコーラを買ってこい」


「ほいほーい」


　そう言って、彼女は月光から小銭を奪うばい、部屋を出ていく。


　それに大兎は苦く笑しようしてから、


「戻ったけど」


　と、言う。


　すると月光がそれに、


「戻れと言ってない」


「いやそりゃそうだけど」


「まだしばらく準備に時間がかかる。俺たちがエルフに会いにいくといったら、奴やつら大慌てだ」


　そう言って、彼は机の上においたケータイに目くばせをする。そのケータイのバイブが鳴り続けている。


「出ないの？」


　と聞くと、月光はそれに笑い、


「お偉えら方がたが出てくるまで、焦じらす。どうせこの問題についての決裁権は、下したっ端ぱにはないからな」


　なんてことを言う。


　そのへんの駆かけ引きについては、《軍》と会ったことすらない大兎にはいまいちわからないから、とりあえず月光に任せることにする。


　出会った日からずっと、なんでこいつこんなに性格が悪いかね、と思い続けているが、それ以上にこいつの優ゆう秀しゆうさを何度も目まの当たりにしているのだ。


　今回も、任せておいて大丈夫だろう。


　なので彼はそっぽを向いたままのヒメアのほうを見る。


「ねぇヒメア、ちょっとお願いがあるんだけど」


　と大兎が言うと、


「聞いてあげなーい」


　とか、言う。


　それに大兎は苦笑する。彼女の気持ちは、すごくわかるから。自分だって好きな女の子が他の男のために必死になっていたら、やっぱり気分が悪いだろう。


「やっぱ、怒おこってる？」


　と大兎が聞くと、彼女は首を振る。


「ううん」


「じゃあ、なんでそっぽ向いてるの？」


　するとそれに、ヒメアが言う。


「……不安だから」


　と、小さな声で言う。


　それに大兎はまた笑って、なにかを言おうとしたところで、


「だからそういうメロドラマは他の場所でやれと言っている。たたき出すぞ？」


　と、月光がイライラしたような声こわ音ねで言った。それから彼は机の上のケータイを取る。着信のボタンを押して、


「俺だ。そろそろ上層部が面会の用意を始めたか？　うん？　ふざけるな。雑ざ魚こに用はないと伝えろ。もっと上だ。こちらにはあまり時間がないんだ」


　なんて会話を始める。


　それに大兎は、さっき言いかけた言葉を呑のみ、ヒメアの側そばに寄って、


「……あのヒメア、ちょっと、月光には内ない緒しよで、聞きたいことがあるんだけど」


　と、言う。それに彼女はやっとこちらを振り向いてくれて、


「ん？」


　と、言う。


「内緒の話？」


「うん」


「なに？」


　それに、彼は言う。電話中の月光には聞こえないくらいの、小声で、


「俺さ、ヒメアが俺を生き返らせてくれた奴に、会いにいったんだけどさ……」


　と、そう言った、瞬間。


　ちょっと怒ったような顔をしていたヒメアの顔色が変わる。まるでにらむようにこちらを見上げ、


「それって、エデルカのこと？」


「ああ～、うん。たぶん、そこ」


「ちょっとそんな話、私聞いてないよ？　あそこは……あそこは人間なんかがいっちゃいけない場所なのに」


　という言葉に、大兎は少しだけ、その、エデルカとかいう奇き妙みような場所のことを思いだす。


　それはたぶん、遥が誘ゆう拐かいされた日のことだ。大兎は《天てん魔ま》からヒメアを守るための力を手に入れようと修しゆ業ぎようの仕方とかを月光に相談したりして。


　そしたら月光が、その場所へと《道み程ち》を繫つないでくれたのだ。


　そこは奇妙な場所で、代だい償しようを差し出せばなんでも願いを叶かなえてくれるのだという。


　しかしなにを差し出すかをこちらで選ぶことはできない。エデルカの主あるじと名乗る化け物が勝手に願いを叶え、そして勝手に代償を奪うばっていく。


　その代償は、とにかくひどい。願いを叶えたことを後こう悔かいするほどに、ひどい。


　にもかかわらずヒメアは大兎を生き返らせて欲しいと願い、力を奪われた。


　決して奪われてはいけないはずの力を奪われた。


　そのせいで《天魔》が現れ、ヒメアは殺されかけた。いや、本当なら殺されていたはずなのだ。そしてそれを、ヒメアはわかっていたのだ。


　自分が死ぬ。消える。それがわかっていて、なのに彼女はまったく躊ちゆう躇ちよせずに、彼を生き返らせたのだ。


「…………」


　それに、大兎は困ったな、と、思う。そんなことをされたら、どうやってその恩を返したらいいか、普ふ通つうの高校生には、思いつきもしないから。


　でもそれでも、少しでも彼女の役に立てるようになればと、彼は力を手に入れようとした。


　次にまた、彼女に危機が迫せまったときは、今度こそ守ることができるように。


　彼の知らないところで泣いたりせず、ちゃんと頼たよってもらえるように、力を手に入れようとした。


　そして月光にあの、七色の光が揺ゆれる、ちょっと奇妙な場所を紹しよう介かいされたのだった。


　まあエデルカにいってぎゃーぎゃー騒いだわりには結局、力を手に入れることはできなかったのだが。


　しかしその代わりに、力や魔法、武器の在処ありかの情報を、手に入れることができた。


　そのために自分が払った代償がいったいなんだったのか？　それすらまだわかっていないのだが、とにかくいま、彼の頭の中には大量の情報が蠢うごめいていた。


　まるで数千枚に及およぶ宝の地図を無理矢理暗記させられたような、そんな状態。


　するとその大兎の胸にヒメアが心配そうな顔で触ふれ、


「まさか、まさかあいつになにか、願いごとをしたの？」


　という問いに、大兎はうなずく。


　するとヒメアはもう、泣きそうな顔になって、


「噓うそ？　噓でしょ？　なんでそんなことを……」


「いやでも、思ってたよりたいしたことなかったんだ。別に俺の体はなんともな……」


　が、それを遮さえぎって、


「なんともないはずないじゃない！」


　と、ヒメアが叫ぶ。


　それに月光が、


「うるさい！　電話中だ」


　なんて怒ど鳴なってくるが、彼女は気にしない。


「あの怪かい物ぶつは、無た償だじゃ絶対に願いを叶えてくれないんだから……どうしよう。大兎が死んだら私……」


　そう言ってもう、その場にくずおれそうになる彼女を支えて、大兎は慌てて言った。


「いやいやいや、ほんと、全然なんともないんだって。それに俺が叶えてもらった願いも、そんなたいしたもんじゃなかったし……」


　と、言った。


　しかしまあ、それは噓だった。


　なにせエデルカの主は願いを叶えるときに、こう言ったのだ。


『もしもあなたが、その願いの代償が軽いと思って願ったのなら、それは大きな間ま違ちがいよ』


　そして彼にも、その言葉の意味がすぐにわかった。


　契けい約やくするべき魔ま物ものが棲すむ場所。


　修めるべき魔法が隠かくされた場所。


　見つけるべき武器が隠された場所。


　そんな無数の『力』の在処の情報が脳に送られてきて。


　その代わりに、彼はなにかを失ったのだ。それもひどく大切ななにか。それが自分ではまだなんなのかわからないが、すごく大切なものを失ってしまったのは、わかった。


　そしてそれを彼は、当然だと思う。それだけ重要な情報を、彼は手に入れてしまったのだから。


　この学校を管理している《軍》や、いや、世界中の組織が喉のどから手が出るほど欲しがっている『力』の情報を、大兎は大量に手に入れてしまったのだから。


　そしてだからこそ、そのことを月光にバレるわけにはいかなかった。《軍》にバレるわけにはいかなかった。


　その『力』は、大兎がヒメアを守るためだけに欲ほつしたものだから。


　そうじゃなけりゃこんなものは、誰だれにもバレないままひっそりと隠されていたほうがいいのだ。


　こんな、人や、世界を害するために存在する『力』なんて、誰にも見つからないほうがいいのだ。


　だから彼は聞く。


「それよりヒメア、あのさ」


「ちょっとなに話を終わらせようとしてるのよ。大兎、ほんとに自分のしたことが、わかってる？」


「いや、うん。わかってるから、だからヒメアに聞きたいことがあるんだ」


「聞きたいのは私のほうだから！　と、とりあえず私の部屋にいこ。大兎の体を魔法で調べ……」


　が、それを遮って、大兎は言った。


「月光に内ない緒しよで、《道み程ち》を使う方法、ないかな？　俺、エデルカで、世界中に隠された魔法や武器を手に入れる方法を、聞いたんだ。でも、そこにいく方法がない……」


　と、言った瞬しゆん間かん、彼女の動きが止まった。彼女は吊つり気味の、真しん紅くの瞳ひとみでこちらを見上げ、


「……魔法や武器を、手に入れる方法？」


「うん」


「それって」


「うん」


　と、大兎はうなずく。でもそのうんが、ちょっと恩着せがましく響ひびいたら、嫌やだな、と思う。


　君を守るために、エデルカにいったんだ、なんて、恩着せがましく言いたくなかった。


　でもやはり、そううまくはいかなかった。ヒメアはますます泣きそうな顔になってしまい。彼の胸をぎゅっとつかんで、


「なんで私なんかのために、そんな……」


「ヒメアだって俺なんかのために、勝手にエデルカにいったじゃん？　その仕返し」


「そんな……」


　と、彼女は言う。そしてそこで彼女は言葉を詰つまらせる。そのまま彼の胸に、抱だき着いてくる。


　するとその向こう側から、月光が机の上においてあった熱湯の入ったポットを投げつけてくるが、しかしそれをヒメアが手で払はらう。すると魔法でポットは吹ふっ飛び、天てん井じようにめりこむ。


　月光は怒おこった顔でこちらに指で出ていけ、とやりながら、《軍》とケータイで話している。


　それに大兎は思わず笑いそうになるが、そこでヒメアが、


「……もう、大兎はほんと馬ば鹿かなんだから」


　と、言う。


「それで大兎がまた死んでたりしたら、私、どうしたらいいのよ……？」


　と、か細い声で言う。


　それから彼女はその、自分で言った言葉に震ふるえ、泣きそうな顔のまま、


「……私のために、そんなことをしたの？」


　しかし大兎は首を振ふった。


「ううん。自分のためだよ。ヒメアを守れなくて、何度も情けない思いをしたくないからさ」


「大兎は情けなくないよ」


「情けないよ」


　が、彼女は大兎の胸に顔をうずめ、


「情けなくなんかない。いっつも……私がどんなに不安なときも、大兎は救ってくれるもん」


　なんてことを、彼女は言う。さらに強く、抱き着いてくる。


　そしてその間ずっと、


「…………」


　ずっと、月光がこちらをにらんでいる。ケータイの向こうにいる《軍》との会話があまりうまくいってないのか、怒いかりの矛ほこ先さきがあきらかに関係のないこちらに向こうとしていて。


　まあ確かにうざいのもわかるけど、と、大兎は苦く笑しようする。そして、


「あ～、ヒメア」


「ん？」


「生徒会室、出よか？」


「なんで？」


「なんか、月光が生理みたいだから」


　それに、
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　と、月光が言う。続いて電話の向こう側へ、


「おまえに怒鳴ったんじゃない。いいから上に話を通せ。これ以上のろのろ動くつもりなら、おまえらの決裁を待たずに勝手に動くぞ？」


　という言葉に大兎は、


「いっつもそうしてるじゃん」


　と、言う。もちろん月光には聞こえないくらいの、小声でだが。


　しかし今回ばかりはその勝手放題の月光ですら、《軍》にお伺うかがいを立てる必要があるほどに難しい問題のようだった。


　エルフと人間。


　その間にいったい、いままでどんな確かく執しつがあったのかはわからないが、しかしまあ、きっといまさら他人がどうこう言っても修復できないような、深い溝みぞがあるのだろう。


　大兎を見るなり突とつ然ぜん襲おそってきた、あのエルフの少女の怒った顔や、怯おびえた顔を思いだして、彼はそう思った。


　だからそれを大兎はどうこうしようとは思わない。それよりも、


「で、さっきの話、できる？」


　と、ヒメアに聞く。


　するとヒメアが顔を上げて、小声で答える。


「月光に内緒で、ここの《聖地》の力を使うってこと？」


「うん」


　それに彼女は少しだけ難しげな顔になって、言った。


「どうかな。ここは私が知ってる《聖地》とはまたちょっと違う、妙みようなところみたいだから」


「妙なとこ？」


「うん。なんかこいつ、月光の言うことしか聞かないのよねぇ。普ふ通つうなら使い方さえわかれば誰でも使えるはずなんだけど……おまけにあんまり強ごう情じようだから一度術じゆつ式しきに侵しん入にゆうしたら、逆に私が殺……」


　が、しかし、彼女はそこで言葉を止める。


　それに大兎は首をかしげ、


「ころ？」


「ううん。なんでもな～い。とにかくちょっと難しいかな。でも別に、ここじゃなくていいなら私、《聖地》の場所知ってるよ？」


「え？　そうなの？」


「うん。ここほど強大で、どの次元にでも繫つなげられる、なんてほどの力は持ってないけど……でも近い距きよ離りを飛べる小さいのなら一つ、私が管理してるところがある」


「んじゃそこにいけば」


　その大兎の言葉に、しかしヒメアは曖あい昧まいにうなずいた。


「うん。大兎が手に入れた情報の場所に、いけるかもしれない。でもいけないかもしれない。ほんとに、この《聖地》が生みだす《道み程ち》ほど、どこにでもいけるわけじゃないから……もしその大兎がいきたいところがあまりに遠いと、厳しいかも」


「でも、可能性があるわけだ」


「うん」


「なら、よかった。別に全部の力が欲しいわけじゃないんだ。少しでもいまより強くなることができれば……」


　ヒメアを守ることができるし、それに、遥を連れ戻もどすのにも、役立つかもしれない。


　だから大兎は聞いた。


「で、そのヒメアが管理してるって《聖地》には、すぐにいけるの？」


　すると彼女はうなずく。


「その《聖地》に繫がる転送用の穴を私、あの公園に設置してあるから」


　と、言う。


　あの公園というのはたぶん、あれだ。昔、まだ子供のころに、二人で一いつ緒しよに遊んだ、想おもい出の公園のことだ。


「じゃあすぐいけんじゃん」


　と大兎が言うと、彼女はうんっとうなずく。


「なら、いますぐでも大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫だよ」


「そか」


　そしてそこでまた、大兎は月光のほうへと目をやり、


「なぁ月光」


　と、言う。


　すると月光はこちらをにらみ、一言。


「電話中だ」


「見りゃわかるよ」


「わかるなら話しかけるな。それに目め障ざわりだ。さっさと消えろ」


「いや消えるけどさ、でもその前にちょっと教えてくれ」


「なんだ」


「あと、どれくらいかかりそう？　俺、しばらく用事でここ出ようと思っ……」


「だから早く消えろと言っているだろうが。まだしばらくかかる」


「どれくらい？」


「数日だ」


「は？　そんなにかかんの？　馬ば鹿かじゃねーの？」


　という言葉に月光は顔をしかめ、再びケータイに向かって、


「と、この状じよう況きようで数日も時間を空ける馬鹿さ加減を本物の馬鹿ですら把は握あくしているというのに、おまえらはいったいどこまで無能なんだ？」


　なんて罵ののしる。そのままケータイの向こうにいる何者かと言いあいを始める。


　それを大兎はしばらく見つめてから、言った。


「ヒメア」


　すると彼女はうなずく。


「公園にいく？」


「うん」


「二人でまた、あの公園にいくなんて、なんか、なんかデートみたいだね～」


　と、ちょっとわくわくしたような顔になるヒメアに、しかし大兎は首を振って、


「いや、ヒメアはこの学校を出ちゃだめだよ。何度も言ってるけどヒメアはいろんな奴らから狙ねらわれてんだから、学校を出ちゃだめ」


　するとそれに、彼女はものすごく不満そうな顔で、えええええ～、と、言う。


　しかし大兎は気にせず、


「おまけにさっきのヒメアの言葉だと、普ふ通つうの《聖地》は使い方がわかれば、誰でも使えるんだよね？　なら、ヒメアはこの学校を出る必要ないじゃん？」


　が、彼女はこちらを見上げて必死に、


「あるよ！」


　と、言う。


　それに大兎は困ったように笑って、


「いや、ヒメアがこの学校をずっと出てなくて、息が詰つまってるのはわかってるけどさ」


「でしょう？　なら、いいじゃん？　ほら、さっきもエルフの世界に出ていったしさ」


「あ、そういやそうだね」


「うんうん。だから公園も一緒に……」


　しかし大兎は、首を振る。


「でもやっぱ、だめ。さっきは月光も美雷もいたけど、俺一人のときにヒメアが襲おそわれたら、守る自信ないし」


「私が大兎を守るよ！」


「いやそれじゃ意味ないから」


　そう言って、大兎は笑う。


「でもほら、今回のこれでなんか俺がハルクばりにパワーアップしてさ、この筋肉でヒメアを守っちゃうぞ～、みたいになったら、デートでもどこでも連れてくからさ」


　なんて言うと、彼女はやはり不満そうに頰ほおを膨ふくらませて、


「ハルクって、なに？」


「アメコミの筋肉凄すごいヒーローなんだけど、ま、知らないよね」


「知らな～い。それに全然おもしろくな～い」


「ってそれはデートにいけないことが？」


「そう」


「でも今回だけは勘かん弁べんしてよ。俺、今度こそちゃんと強くなってくるから」


　そう言ってから、


「んじゃ、もういこう。月光がいつまたエルフの世界にいこうって言いだすかわかんないから、早いとこいってこないと」


　と言うと、やはりヒメアはつまらなそうな顔で、


「じゃあいけばいいじゃ～ん」


　と、言う。


「いやあの、すねるのはいいけど、《聖地》の使い方を教……」


　が、そこでヒメアが手をあげる。ぽんっと、大兎の胸をたたく。そして、


「この者を私の代理人として承しよう認にんする」


　なんて言うと、彼女の手がかすかに光る。その光が大兎に入る。


「はい、これでもう《聖地》と繫がったよ。私をこの学校に放ほうりっぱなしで寂さびしい思いをさせてても、大兎一人で《聖地》が使えちゃいます」


「いやだからさ～」


「いいもんいいもん。もう私も他ほかの男の子とかと遊ぶも～ん」


　とか言いながら、彼女は大兎から離はなれる。頰を膨らませたまま部屋を出ていこうとする。


　それをしかし、大兎は引き留めない。すねて去っていく彼女の後ろ姿を見て。ちょっとずつ、昔のようにワガママを言ってくれるようになってきた彼女の姿を見て、微笑ほほえむ。


　それからまだ電話をし続けている月光のほうを見て、続いて部屋にかかっている時計が、まだ昼前なのを確認して。


「とりあえず夕方までに帰ってくるわ」


　と言うと、月光がそれにケータイの口の部分を押さえ、


「用があれば電話する。それまで戻ってくるな」


「いやまあそれでもさ。なにかあるかもしんないから、戻ってくるよ」


　そう言ってから大兎も、ヒメアの後について、生徒会室を出ていった。





　　　　　　◆





　そしてその、大兎の後ろ姿を確認してから、月光は言った。


「……管理官を寄よこすだと？　ふざけるな。今回も俺たちだけで解決できる」


　するとケータイの向こうで月光の対応をしている女の担当者が言った。


『ですがこれは上層部ですでに決まっ……』


「その上層部と、話をさせろと言っている」


『それは無理です。上層部は常に、生徒会室とは距きよ離りをおくことになっています。それに今回の問題についてはあなたの処理能力を超こえると、《軍》は判断しました。なので管理官が派は遣けんされます』


「必要ない」


『それはあなたが決めることではありません』


「馬ば鹿かな。だいたい十八を超えたロートルを寄こして、どうする？　《聖地》の力はジジイどもには使えないぞ？」


『私は上層部の判断をお伝えしているだけで、どういった考えで管理官が派遣されることになったのかは、直接管理官に聞いてください』


「はっ。どうせ無能な奴やつがくるんだろう？　そいつを俺おれが殴なぐって半殺しにし、それからまた、上層部と話しあいか？　まったく馬鹿どもと話していても埒らちが明かないな。いっそ俺が直接そっちへ出向……」


　が、しかし、その言葉を遮さえぎるようにケータイの向こう側にいる奴が、答えた。


『出向く必要はありませんよ。僕はもう、すぐそばまできていますから』


　さっきまでの女の担当者ではなく、男の声。


　それに月光は目を鋭するどく細め、


「誰だれだ？」


　と、言った。


　すると男は答える。


『《軍》から派遣された、管理官です。もういま、あなたの背後にいますので、ケータイを切ってよろしいでしょうか？』


　なんてことを、言う。


　それに月光は振ふり返る。振り返りざまにケータイを持っている手で、後ろにいるであろう何者かを、殴りつけようとする。


　しかしあっさりその手は止められる。


　するとそこには一人の男が立っている。年のころは二十四、五歳さいくらいだろうか？　黒いスーツに、赤いタイ。60年代のマフィア映画でしか見たことがないような、フォーマルな帽ぼう子しに、丸まる眼鏡めがね。白い手て袋ぶくろ。その手袋をした手で、殴りかかった月光の腕うでを、防いでいる。


　その男の顔をにらみつけ、月光は言った。


「趣しゆ味みが悪いな」


「はは、いつも言われます。こそこそと人の背後に立つなって」


　が、月光は笑い、


「違ちがう。服装の趣味の話を言っている」


「スーツは嫌きらいですか？　でも君もいずれ着ることになる。大人はみんな着るんですから」


　なんてことを言いながら、さらにぐぐっと、白い手袋をした腕を、こちらに押してくる。


　それに月光は、顔をしかめる。かなり強い力で彼も応戦しているのだが、まるで力でかなう気がしない。
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　もちろん単純な力くらべの勝敗などどうでもいいが、しかし、こう安々と背後を取られてしまったあとでは、なにかしらでこちらの優位を見せて、主導権イニシアテイブを取る必要があった。


　だから月光は腕を一度引くと見せかけて、相手の腕をすり抜けて男の顔面を狙ねらう。


　するとそれに男がにやりと笑う。その、月光の攻こう撃げきの、倍の速さで拳こぶしを放ってくる。


　それに月光は驚く。あきらかに、自分では対応できないほど巧たくみに、男の拳が迫せまってきてしまって、


「くそ」


　と、うめく。一発くらうことを覚かく悟ごする。その攻撃を耐たえて、なんとかこいつの顔面に一撃をおみまいしてやる、と、そう思う。


　しかし男の拳は、月光の顔にあたる前になぜか柔やわらかく開いてしまう。そのままその平手は、まるで大人が子供を教育するかのように、月光の頰ほおをはたく。


　ぱんっという、ちょっとだけ間抜けな音が自分の頰から鳴って、それに月光は、


「…………」


　彼は、動けなくなる。


　そのまま男の顔を見る。


　やはり楽しげに笑うその男の顔を見つめ、


「…………」


　こいつを、絶対に殺してやる、と、思う。


　すると男がそれに、


「そんな怒おこるなって。君はまだ高一の子ガ供キなんだから、僕に勝てなくたってそんな恥はずかしがることはない。それに、あれだ。君は僕が生徒会長だったときより全然優ゆう秀しゆうだと、《軍》は評価してるんだから、むしろ胸を張はっちゃっていいよ？」


　なんてことを、言う。


　それに月光はますます目を鋭するどく細める。


「……おまえが生徒会長だった……？　つまりおまえは……」


　すると男はうなずく。


「君から数えたら、七代前の会長」


「ふぅん。で、その過去の遺物がいったい、なにをしにここにきた？」


「なにをっていうか、まあ、君に挨あい拶さつをしにきたんだけど」


「挨拶？」


「そう。というか、まあ、いまの状じよう況きようを説明するとだね、え～と、どこから説明しようかね～」


　そう言って、男は腕うで組ぐみをする。それから指を立てて帽子の位置を直し、眼鏡の位置も直す。


　その眼鏡の真ん中に蹴けりをたたきこんでやりたい、と月光は思うが、しかし、体が動かなかった。


　自分がどう動けばこの男の虚きよを突つくことができるのか、それがまるでわからないのだ。


　それほどこの男には、隙すきがなかった。


　自分とそれほど変わらない背せ恰かつ好こうで、筋肉や身体能力もそれほど変わらなそうに見えるのに、なにか得え体たいの知れないものが、この男の中にはあった。


　とそこで、男が続ける。


「まあとにかく、君は《軍》からとても期待されてるんだ。なんせ十数年ぶりに、僕を越えるほどの才能を持った子供が現れたんだからね。もうこの十数年の間に出た会長の無能さは、ひどくてねぇ。たいしたことのない魔ま物ものを相手に、あっさり死んじゃって死んじゃって、《軍》の幹部もうんざりしていたんだ。でもやっと期待してもよさそうな、利用価値がありそうな奴やつが現れた。でもそいつがちょっと、力がありあまってるせいか我わが儘ままでねぇ……」


　と言って、丸眼鏡をこちらに向けて、男は笑う。


　それに月光は男の視線をにらみ返して、


「で、俺のわがままを矯きよう正せいしにきたって？」


「そう」


「余計なお世話だ」


「それは君が決めることじゃない」


「そうか？」


「うん」


「だが俺は、おまえの言うことなど……」


　しかしそれに、男はまた笑う。


「聞くよ。この世界は……」


　と、そこでまた、男が動く。拳を動かす。その拳を月光へと向けて放ってくる。


　それを月光は左手で払う。そうそう何度も殴なぐられるわけには、


「…………」


　が、次の瞬しゆん間かん、視界に光が溢あふれた。


　その光が、自分が殴られたせいで見えたものだと気づくのに、しばらくかかった。


　間違いなく男の拳を払ったはずなのに、なぜか顔を殴られ、自分は背後に吹ふっ飛んでいた。背中が会議用の机にあたり、それでも止まらず、机を巻き込んでそのまま床ゆかに倒たおれる。


　そしてその、月光を見下ろすように、男が言葉を続ける。


「この世界は、弱い奴が強い奴に従うようになってるからね。あと、子供は大人の言うことを聞くもんだ」


　それに、


「…………ぬ、吐ぬかせ」


　と、床に倒れたまま、月光は言う。しかしその言葉はやっと吐はきだしたものだった。脳を揺ゆらされてしまい、すぐには立ちあがれない。いまここで、さらに攻こう撃げきされればあっさり殺されてしまうだろう。


　とても。


「…………」


　とてもこいつの高校時代より、自分のほうが優秀だとは、思えない。そしてそんなことを考えてしまうこと自体が、ひどい屈くつ辱じよくだった。


　だがそんな月光の気持ちなど気にせずに、男は続ける。


「まあ、この学校の会長になる奴なんてどうせまともなはずないから、多少の我が儘については《軍》も気にしないけどね。だから、僕がきた理由は、もう少し他ほかにある」


「…………」


「《軍》はこう言ってた。君はこの《聖地》を完全に操あやつることができる可能性を持った、ダイアの原石だ。とても大切に、大切に扱あつかう必要がある。だからいまの弱い状じよう況きようで間違って死んだりしないよう、教育してこいって」


「…………」


「で、僕が言われたのは、君を今年中に、僕より強くすること。くだらないことで死んだりしないよう、君を僕のレベルまで引きあげること。僕はそのための君の管理官ブリーダーとして、ここに派は遣けんされた」


「…………」


「だからまあ、これからは僕が君を教育していく予定なんだけど、でも今日はそのご挨拶ってとこかな」


　そう言って、男は帽ぼう子しを取る。胸にあて、まるでこちらを馬鹿にしているかのように頭を下げる。


　それに月光は顔を上げる。やっと少しずつ、脳の揺れが取れ始め、体を動かす。そして、


「おまえを、殺してやる」


　とそう、言う。


　すると男は笑って、


「そこまでいければきっと、《軍》は喜ぶよ。あ、そんなことより自己紹介がまだだったね。僕の名前は黒くろ守す。黒守・フィリエル・優ゆう一いち。ハーフの美男子です」


　なんて言って、一人笑う。


「でもって少女漫まん画がなんかだと保健の先生として派遣されてきたりする役割っぽいんだけどねぇ、でも生あい憎にく、英語の教師でした。英語の授業でわからないことがあったら、なんでも聞いてよ」


　なんて、言う。


　その、後半の少女漫画がどうのこうのの言葉の意味が月光にはまるでわからないが、その黒守とか名乗った男は、さっさと踵きびすを返す。


「さてじゃあ挨拶が終わったところで、僕はもういこうかな。あ、今回の時雨遥の問題については、もう君たちは手を出すな。エルフの件は大人の事情がけっこう絡からんでてややこしいからね。ここは僕らで対処する」


　という言葉に月光は、


「勝手に俺のことを決め……」


　しかしその言葉の途と中ちゆうで、黒守が足を振ふり上げた。その足の爪つま先さきが、月光の腹に突つき刺ささる。


「ぐあっ」


　と、彼はうめき声をあげる。さらに顔を蹴けり飛ばされる。そのまま吹っ飛んで、彼は床を転がる。


　それに黒守はまた笑って、


「じゃあ大人からの最初の助言を君にあげよう。自分は世界で一番不幸だとか、強いとか、賢かしこいだとか思っちゃうのは、高校生ぐらいにはありがちな勘かん違ちがいだよ。もとからこの国には絶望が足りないから、そんなふうに思っちゃうんだと思うけど……でもそれは、勘違い。君流の言葉を借りれば、君はまだ、雑ざ魚こだ。力のないうちは部屋の隅すみで震ふるえていなさい。じゃないと簡単に死んじゃうよ？」


　と、言う。


　そしてそのまま、黒守は歩きだす。生徒会室を出ていこうとする。するとそれとすれ違うようにして、美雷が戻もどってくる。


　その美雷に黒守が、


「はいはい、廊ろう下かは走らない」


　なんてことを言って。


　それに月光は、そいつと話すな、と、美雷に言おうとする。だが、言葉がでない。顔を蹴られたダメージがひどくて、動くことができない。


　美雷が黒守を見上げ、


「……ん～？　おまえ、誰だれ？」


　と、言う。


　すると黒守は微笑ほほえみ、


「僕は先生だよ」


「ここでなにしてるの？」


「先生がやることは、いつだって教育さ」


「教育？」


「そう。青少年を健全な世界へ導くための、熱血指導ね。そんなわけだから君も、廊下は走っちゃ、ダメ」


「え～、なんで？」


「転んだら危ないだろ？」


「あ、そうか！」


「そう。わかってくれた？」


「うん」


「そうか。君は紅くれない君とは違って、いい子だね」


「おおおお、褒ほめられた！　ゲッコー聞いた？　聞いた？　あたしいい子だって！」


　と言って、美雷は生徒会室に入ってくる。


　それに黒守は笑い、そのまま、去っていく。


　美雷が周囲を見回し、月光を捜す。


　さらに引っ繰くり返った机を見て、その向こう側に月光が倒れているのを見て、彼女は驚いたような顔になる。


「な、なにがあったの？」


　それに月光は、


「…………」


　答えない。


　美雷が心配そうな顔でこちらに近づいてくる。


　しかしそれに、


「……コーラは？」


　と、月光は聞く。すると美雷は急に怯おびえたような顔になり、


「あ、あの」


　震えだす。


　その美雷の姿を、月光は見つめる。


　悪あく魔まのくせに、セーラー服を着て女子高生のフリをしている彼女の姿を見る。


　するとその右手にはドクターペッパーが握にぎられていて。


　さらに左手にもドクターペッパーが握られていて。


　それに月光は、


「この、使えない馬ば鹿か悪魔が」


　と、言う。


　すると美雷は怯えたような顔のまま、


「で、でもこれ、ほんと美お味いしいんだよ？　月光にも飲んでもらおうと思って」


　なんてことを言って。


　それに月光は、上半身を起こす。よりかかる場所を探して、壁かべに体をあずける。そして小さくため息をつくと、手を伸のばす。


「……まあいい。じゃあそれをよこせ」


　と言うと、美雷の顔がぱっと明るくなる。


「お～、飲んでくれるの？　飲んでくれるの？」


　と、ドクターペッパーを渡わたしてくる。


　月光はそれを受けとり、プルタブを開けて、口をつける。どうやら口の中が切れているようで、その傷に炭酸が染しみる。だがそんなことは気にせずに、一気にごくごくと飲む。


　それに美雷が、


「ねねね、美味しいでしょ！」


　と、もう、不ま味ずいという反応なんてありえないという顔で言ってくるので、それに月光は、


「……ああ」


　と、適当に答えた。


　そのまま彼女から目をそらす。天てん井じようを見上げる。だんだん、体中に痛みを感じ始めて、うんざりする。


　完全に、手も足も出なかった。いままで月光のやることに文もん句くは言っても、どうにもできない、というふうに装よそおっていた《軍》の奴やつらが、本気で動き始めたのだ。


　もちろん自分が世界で一番強くて、どんな敵でも雑ざ魚こだと笑って倒たおせるだなんて、一度も思ったことはない。


　生まれたときからずっと横に、自分より優秀な双ふた子ごの弟がいたんだから、そんなことを思うはずがない。


　だがそれでも、あれほど一方的に殴なぐられてしまうと。


「…………」


　と、そこで、


「月光」


　美雷が言った。


　少し遠えん慮りよがちな、それでいて心配するような声で、


「……その、んと、だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。次に勝てばさ、殺されなければ負けたことにならないって、ママ言ってたし……」


　なんてことを、言った。


　まだガキの、それも人間の常識などまるでわかってない馬鹿悪魔が、こちらを気き遣づかうような声こわ音ねで、そう言った。


「…………」


　それに月光はさらに、イライラする。こんなガキに心配されてしまうほどに不ふ甲が斐いない、自分の姿にイライラする。いや、契けい約やくした主あるじがこんなにも不様な姿をさらしていたら、悪魔もさぞ不満だろうと、思う。


　月光が黙だまっていると、美雷がさらに困ったように、言う。


「あ、月光もしかしていまの言葉で、怒おこった？　あの、じゃあ、んと……」


　が、それを遮さえぎって、彼は言う。


「いや、おまえの言うとおりだ。俺は負けてない。死んでないからな」


　すると美雷は安心したように、


「そうだよ！」


　と、両手をあげた。


「次勝てばいいんだもんねー！」


　と、ノー天気な顔で嬉うれしそうに言う。


　その、鬱うつ陶とうしいことこのうえない少女の顔を見て、月光は疲つかれたような笑えみを浮うかべる。そのまま手を伸のばし、


「美雷」


「ん～？」


「手を貸せ。立てない」


「おっけ～！」


　と、彼女が彼の体を持ちあげてくれる。それに支えられて立ちあがり、言った。


「今日はもう終わりだ。帰る。帰って寝ねて、今後の対策を立てる」


「ほうほう」


「馬鹿どもが、この世界は弱い奴が、強い奴に従うようになってるだと？　吐ぬかせ。なら……」


　それならとっくに、俺は殺されてる、と、月光は小さく呟つぶやく。


　こんなにみっともなく足あ搔がいたりせずに、とっくにあの弟てんさいに殺されて、自分は消えている、と、彼は思う。


　だから彼は笑みを浮かべ、


「……見てろ。おまえらの思うとおりにはさせない。この生徒会室の主は……俺だ」


　そう言ってから、彼は自分の部屋へと《道み程ち》を繫つなぎ、帰宅した。

















　　　第三章　深く絡み付く呪じゆ咬こう










　学校の裏門から出て、住宅街を抜ぬけて北側に少しいったところに、その公園はあった。


　ヒメアと毎日のように遊んだ公園。


　あのとき大たい兎とはまだ小学校の低学年で。そして、


「……ヒメアはいったい、何歳さいだったんだろう？」


　なんてことを、彼は呟つぶやく。


　彼女は実は、とんでもなく永い時間を生きているらしいから、二人が初めて出会ったあのときのことなんて、彼女にとってはもう、ほんのついこの間のことのように感じられるかもしれないが。


　しかし彼にとってはもう、もの凄すごく遠い昔に感じられる。


　この九年間、ヒメアのことを忘れていた、というせいもあるかもしれないが、当時の記き憶おくがどこか、映画で見た知識のような、自分のものじゃないようなそんな、気がしてしまうのだ。


　だからこの公園で遊んだ想おもい出というと、小六のときにブランコから落ちて怪け我がして遥はるかに病院に連つれていってもらっただとか、中一のときに遥と花火をしようとして怒おこられたとか、なんかそんな、ごく普ふ通つうの記憶ばかりがあって。


「まさかここに、ヒメアが作った《聖地》に繫つながる《道み程ち》が設置されてるだなんて、まったく考えもしなかったなぁ」


　と、呟く。


　というか、自分の人生がこんな非ひ凡ぼんな、どこぞの漫まん画がみたいなものになるなんてのも、まったく想像もしていなかったけれど。


　そのまま彼は、公園を見回す。


　公園にあるのは、ブランコ、砂場、鉄棒。


　少し前まではジャングルジムもあったのだが、しかし、いまはもうない。


　月げつ光こうの双ふた子ごの弟の、ヒナタとかいうのがここで暴れたときに、消えてしまったのだ。だがここで遊ぶ子供もいないので、ジャングルジムが消えたところで誰だれも気にしていないようだった。


「いやまあ、誰も気にしてないってこたないだろうけど」


　でもおそらくは月光や、もしくは《軍》が、誰にも気にされないように、対処したのだと思う。どうせ対処するなら、ジャングルジムも建て直しちゃえばいいと思うのだが。


　まあでも、いまはそんなことはどうでもいい。


　とりあえず、


「ヒメアの隠かくしてる《聖地》は、どこかな」


　と、一歩公園に入る。


　いつも思うが、近くにもっと大きな公園があるせいで、ここは本当に人ひと気けがない。子供も遊んでないし、カップルも、ホームレスもいない。


　これほど誰にも使われない、忘れ去られた場所はこの街でも珍めずらしいと思う。


　なにか大切な、特別なものを隠すには、実はけっこういい場所なんじゃないかとそう、彼は思う。


　で、その、


「隠されたものは、どこだ？」


　と、言う。


　しかしもう、そう言ったときにはだいたいの場所が、彼にはわかっていた。胸の奥おくで、こちらにこいと、引っ張られるような感覚がある。


　おそらくはさっき、ヒメアがくれたなにかが反応しているのだと思う。


　その、引っ張られる感じに身を任せて、彼は歩いていく。砂場を越こえ、公衆トイレの横を通り抜け、ブランコがある、向こう側。


　彼がそこまでやってくると、


【扉とびらを開きますか？】


　という声が、頭の中に響ひびく。音ではなく、直接頭の中に響いてくるような、声。


　それに大兎はうなずいて、開いて、と、言おうとする。すると突とつ然ぜん、脳の中にあるよくわからない神経が勝手に動いたような感覚があり、そして口が、


【・・・・・・・・・】


　自分ですら聞きとれないような、よくわからない声をあげる。


　その自分があげた声に、彼は驚おどろく。なんか、なんか魔ま法ほうっぽい言葉を勝手に自分が呟いていることに彼は、


「……もう、俺おれってば全身ヒメアに改造されてってるような気がする……」


　と、苦く笑しようしながらそう言った。


　それから目の前を見る。


　すると目の前には、生徒会室の壁かべに空あくような次元の裂さけ目が宙空に開き始める。


　開いた先にあるのは、小さな白い、部屋だ。人間が二人も入れば一いつ杯ぱいになってしまいそうなほどに狭せまい部屋。


　部屋の中にはなにもない。そのなにもない部屋に大兎は入る。


　それから背後の、公園の景け色しきが広がっている次元の裂け目を見て、


「これ閉じたら、もう戻もどれなくなる？」


　と、聞く。


　すると頭の中で、


【この《道み程ち》はあなたより上位の権利者により保持されています。あなたに位置情報を改変することはできません】


「っていうと……あ～、閉じてもまた、あの公園への《道み程ち》は開けるってことね？」


【開けます】


「じゃあいいや。他ほかの子供とかが間ま違ちがってここにこないように、《道み程ち》を……」


　閉じて、と、言おうとすると、また頭の中がぐらぐらする。なにか無理矢理特別な力を脳のう味み噌そが使おうとするような感覚があったあと、


【・・・・・・】


　大兎の口が、そんな呪じゆ文もんを唱える。


　すると穴が閉じる。公園の景色が消える。彼を囲むすべての視界が、真っ白に覆おおわれる。それに、


「うわ、なんか白すぎてくらくらする」


　と、彼はうめくように言う。それから、


「でもってあれなのね。命令を下すときだけ、なんか魔法っぽい言葉を言わなきゃいけないわけね？」


　と、言ってみるが、そういう雑談には別に、この部屋は応こたえてくれないらしい。それに大兎は肩かたをすくめる。それから月光も、頭の中であの生徒会室にある《聖地》と喋しやべったりしてんのかな？　なんてことを、想像する。


　そういやさっき、ヒメアが生徒会室にある《聖地》のことを月光の言うことしか聞かないとか、強ごう情じようだとか言ってたから、それぞれに性格とかもあるのかもしれない。


「魔法のこととかは俺にはよくわかんないけど……」


　でも、これから先はそういうわけにもいかないと、彼は思う。


　これからずっとヒメアの側そばで彼女を守っていくのなら、そういうわけにはいかないと、思う。


　おまけに遥がエルフに拉ら致ちされたり、学校が化け物に襲おそわれて壊かい滅めつしかけたりというここのところの状じよう況きようを考えるともう、このままでいるわけにはいかなかった。


　少なくともいますぐに、月光と同じくらいの知識はつけるべきだ。あいつだって同じ人間で、同じ高一のガキなのだ。


　なら、自分にだって。


　俺にだって……


「……いや、まあ、とりあえず学校のテストですらあいつの半分の点数も取れてないから、同じ知識になるってのは無理だとしても……」


　と、早くも挫ざ折せつしそうになるが、しかし、なにもしないままでいいはずがないのだ。


　なのでとりあえず、


「いま、一番必要な力を、手に入れよう」


　と、思う。


　そして頭の中に、エデルカとかいうところの化け物にもらった情報を思い浮うかべる。


　するとやはりその情報もちょっとおかしくて、自分の頭の中の情報のはずなのに、その情報自体が、


【どの情報にアクセスしますか？】


　なんて、聞いてくる。


　勝手に地図の映像が浮かぶ。だがそれは、普ふ通つうの地図じゃない。まるで星の位置を記した天体図のようなものが横に、縦に、グングンと際限なく広がろうとして、しかしその途と中ちゆうで突とつ然ぜん、ブチンっという血管が切れたような音が頭で鳴る。


　目の前が真っ暗になり、倒たおれそうになる。もちろんヒメアの力でその脳内のダメージはすぐに回復するが、しかし、あきらかにいま、一度自分が死んだことがわかる。


　それに大兎は、


「おいおいふざけん……」


　という言葉を遮って、頭の声が言う。


【情報を一割展開したところでリソース・エラー。過負荷により、術者の脳の融ゆう解かいが発生。次回からは一割以下での展開に変へん更こう】


「って、はぁ!?　融解って、理科で習う、あれか!?　脳が溶とけたのか？　冗じよう談だんだろ？　まじなんかもう、俺の体、全然俺のじゃないみたいになってるから！」


　と、彼は愚ぐ痴ちる。


　そしてこの間いった、エデルカとかいう場所の怖おそろしさを、あらためて思い知る。


　いまのだって、大兎が不死の能力を持っていなかったら、それであっさりすべてが終わっていたのだ。文もん句くを言う暇ひまもない。情報を全部見ようとすると、死ぬよ？　とか、全然説明してくれなくて、ひょいっと簡単に死んでしまう。


　こんな馬ば鹿かな話があるだろうか？


「って、あるからいま俺おれ、死んだんだけど……」


　そんなふうに呟つぶやいてから、とりあえず頭の中に展開したその、一割にも満たない情報を、見る。


　するとまた声がする。


【どの情報にアクセスしますか？】


「って言われても、どんな情報があって、どうアクセスすりゃいいのかの説明書を寄よこせっての」


　という質問にはしかし、


【…………】


　声は答えない。


「だあもう不親切だな！　魔ま法ほうって全部こうなの？　そんなら俺、全然魔法使えるようになる気しないぞ？」


　と、文句を言ってもやはり誰だれも答えてくれない。なので彼は一度小さくため息をついてから、


「あ～、とにかくなんだ。貂魔テンマの力ほど威い力りよくがありすぎなくて、んでもって使うときのリスクがもうちょい少ない技わざか魔法か武器が欲しいんだけど」


　というと、突然脳内に浮うかんだ地図が動き始める。その間どんどん頭が熱く、痛くなってくる。それに大兎は、


「うおおおやべぇ、なんか、なんかほんとに脳が溶ける感じが……」


　とそこで、地図の動きが止まる。


「お、止まった」


【検けん索さく終しゆう了りよう。条件に合う候補地を表示します】


「ほう！　意外と便利だなおまえ！」


　と、彼が言ったのも束つかの間ま、地図の上に数えきれないくらいの光がぴかぴか輝かがやき始めて、


【貂魔テンマの炎ほのお＞の条件で検索した封ふう印いん地ちは二十七万八千三百……】


「いやそんなにあったら選べないから」


　が、無視で声は続ける。


【四十二か所です。各所の詳くわしい情報については、それぞれ選せん択たくしてください】


「いや、あの、だからさ～」


【…………】


「あーと、んじゃ、なんだ。まあなんか、便利そうなの一つ選んでくれない？」


【リソース・エラー】


「だからこんないっぱいの中から選べないって！　ええとじゃあ、近いやつ。一番近……」


【リソース・エラー】


「おまえぶっ殺……」


【リソース・エラー】


「うわいまのはなんかおかしくねぇ？　あきらかに俺馬ば鹿かにされてねぇ？」


【…………】


　しかしもう、その言葉には応こたえてくれない。それに大兎はため息をつき、


「あ～、じゃあまあ、いいや。適当に選ぶよ。適当に選んで、全然使えない能力しか手に入らなくても俺知らないからな？　いいんだな？　っていいに決まってるよな！　おまえ俺じゃないしな！」


　とか一人で馬鹿なこと言いながら、適当に頭の中の一つを、


「あれこれ、どうやって選ぶの？　ええと、真ん中のこれって俺が思えば……」


　とそこで、真ん中あたりにあった封印地とかなんとかいう場所が、光る。


　するとその詳くわしい場所の説明やらなにやらがずらーっと脳の中になだれこんでくるような感覚があって、


【これで術じゆつ式しきを閉じます】


　と、声がする。地図が消える。そしてそこで初めて、自分が外の景け色しきをまるで見られていなかったということに気づく。


　意識がすべて情報を見ることだけに集中してしまっていて、ずっと自分がどんな顔をしていたかすら、わからない。


　まあ脳が溶けるほど必死に脳味噌を使っていたのなら、きっとずっと、凄すごいアホ面づらだったろうとは思うけど。


　と、彼は再び真っ白な部屋の中に意識を戻もどして、


「…………なんか俺、もうほんと魔ま法ほうとか嫌きらいになってきたなぁ……」


　と、言った。


　それから白い部屋を見回す。


「ええと、この《聖地》はまだ、動いてる？」


　と、聞くと、


【この場所はあなたより上位の権利者により機能しています。あなたの意志で止めることは……】


「ああもう、それはわかっ……」


【できません】


「はぁそうですか」


【…………】


「んじゃまあ、あ～、あれだ」


　と、彼は頭の中に入ってきた情報の、最初の部分を言う。


「座標はケラルノ・ケラ・ウルド・クレイズ・エルオーロってとこ。これがなにをあらわしてるのかは俺にはまったくわかんないんだけど、そこ。いける？」


　すると声が答える。


【範はん囲い内です。《道み程ち》を開きますか？】


「ああ」


　開け、と大兎が言おうとすると、また、例のが起きる。自分がよく知らないような言語で、《聖地》に対して開けと命じる。


　だが今回は少し、様子が違った。頭の中のその魔法のようなものを動かすのに慣れてきたのか、それともさっき頭が一度溶とけてしまったせいか、あきらかに普ふ段だん使ってる、日本語ではない言葉を言っているのにそれが、


【開け】


　と、聞こえた。


　すると目の前の白い壁かべに、裂さけ目ができて、開き始める。


　その裂け目が開いていく間に、大兎はさっき頭に突つっこまれた情報について、考える。


　いや、考える、っていうのもおかしな話だが、自分の記き憶おくではないので、思いだすというのともちょっと違ちがうので、なんだろ、ええと、頭が混乱してきた。


　とにかく、考える。


　座標の次に出てくる情報。


　いまからいく場所にはなにがあって、それがどんな能力を持っていて、どんなリスクがあって、そしてなによりそれを、どうやったら手に入れられるのか？


　それを確かく認にんしようとする。


　するとそこには、もう、大量に情報があっていまいち理解しきれないのだが、とりあえず最初の数行を読んでみると、こんなようなことが記録されていた。





　座標ケラルノ・ケラ・ウルド・クレイズ・エルオーロ。





　術者フェーノルズの使つかい魔まとして、七つのアルガを滅めつ亡ぼうさせた罪により、ブランスの迷めい獄ごくに封ふう印いんされた魔ま獣じゆうヴィショウブ・エレランカが契けい約やく者しやを待っている。


　ヴィショウブ・エレランカと契約するためには……


　と、そこまで読んだところで、


「……あの、なんかカタカナばっかでよくわかんないんだけど……でも、ちょっと待てよ。なんか魔獣とか書いてない？」


　と、大兎は言った。


「あの、魔法とか、武器とかじゃなくて、魔獣？　魔獣と契約、って……」


　とそこで、次元の裂け目が開く。


　その裂け目の向こう側は、真っ暗でよく見えない。


　ただその暗くら闇やみから、声がする。またも頭の中に響ひびく、声。その声が、


【ははははは、馬ば鹿かめ。間ま抜ぬけが我が封印を解きにきおった。ついでに貴き様さまの体も、餌えさとしていただくことにしように】


　なんてことを言う。


　それから実際の声で、


「グガァアアアアアアアアアウウウゥゥ!!」


　巨きよ大だいな猛もう獣じゆうがあげるような、咆ほう哮こうが放たれる。


　もうそれだけで草食動物たちは震ふるえて動けなくなってしまいそうなほどの、圧力のある声。


　そして暗闇の中に、二つの光が灯ともる。


　金色の、まるで猫ネコ科かの生き物のような、鋭するどい瞳ひとみ。その瞳がこちらを見る。あきらかに獲え物ものを見るような目で、こちらを見る。


　それに大兎は、


「いやだから、ちょっと待てって。いきなり魔獣登場？　俺、まだ心の準備が……」


　とそこで、獣けものの目がにぃっと細まる。


【準備などいらん。餌は喰くわれるだけでいいに】


　そう言って、そいつは動きだす。暗闇の中から、もの凄い勢いでこちらの、白い部屋に入ってくる。


　そしてそこで、その獣の姿が見えた。


　その姿に大兎は、


「…………」


　大兎は思わず、言った。


「普ふ通つうの、猫ねこじゃねぇか！」


　しかしそんな言葉は無視して、がおーとばかりにその猫は口を開いて襲おそいかかってくる。それもただの猫じゃない。子猫だ。いや子猫よりも小さいかもしれない。


　艶つややかな、綺き麗れいな黒い毛並みを持った、子猫。


　その黒猫が嚙かみついてこようとするので、大兎は手をあげて、


「おりゃ」


　と顔面にチョップしてみた。
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　するとそのチョップを猫はあっさりくらい、


「フギャ」


　と言う。落下する。猫特有の俊しゆん敏びんさは見せず、床ゆかにボテっと落ちて、動かなくなる。


　それに思わず、


「うそ～ん。ま、まさか死んだのか!?」


　と、大兎が心配してしまうほどに、そいつは大きなダメージを受けていて。


　しかし猫は顔をあげる。そして悔くやしそうに、


【く、くそう……主あるじさえ……主さえいればおまえなど一いち撃げきの下もとに殺してくれるに】


　なんて言うので、大兎は猫を見下ろして、


「……ふむ。主ってのは、あ～、なんだっけ。カタカナ覚えるの苦手なんだけど……術者フェーノルズとかいう奴やつのこと？」


　が、猫は首を振る。


【そいつは《教会》とかいう組織に捕つかまるような、間抜けだ。歴代の契約者の中でも、断トツの間抜けだったに……そいつと契約してなければわしは、いまでも世間でブイブイ言わせていたはずなのに】


　なんて言うので、それに大兎は、


「あの、いろいろなんかあるみたいだけど、その前に俺、ちょっとすごく気になることがあるから、聞いていい？」


【なんだに？】


「いやあのさ、なんでおまえ、語ご尾びに『に』って、つけるの？　名な古ご屋や人？」


【名古屋？　なんのことだに？】


「いや別に、いいんだけどさ……まああの、じゃああれか。間抜けじゃない契約者と組めれば、おまえはけっこう便利な奴なのか？」


　と、聞こうとして、しかしやめる。


　別に聞かなくても、こいつについての情報は、頭の中にあるはずなのだ。だからそれを、読み進める。


　するとどうやらこいつは、魔ま獣じゆうといってもこいつ自身が強いんじゃなく、契約した主の体の中に寄生して、魔力を供給してくれる生き物らしい。


　それによって使えるようになる魔法は、二つ。


　イーズと、スカールズ。


　イーズは光のない場所でも世界を見み透とおす魔法。


「ってこれはまあ、便利といえば便利そうね。でも全然攻撃の魔法じゃないんだけど。貂魔テンマの代わりに、敵を殺さずに攻撃できるような魔法はないのか？」


　と、大兎は言いながら、続きの情報を読む。


　二つ目の魔法――スカールズ。


　その、能力の説明には、こう書かれている。





『猫の深い呪のろい』





「いやだからそれ、役に立つのかよ！」


　と、大兎は思わずうめくように言った。


　それから床に突つっ伏ぷしている、もう、ほんとに役に立たなそうな猫を見下ろす。


「ええと、おまえヴィショウブだっけ？」


　と聞くと、突っ伏したままの猫が言う。


【初対面で気安く名前で呼よぶんじゃないに】


「あ、こっちが名前なのね。じゃあエレランカ？」


【呼び捨すてにするに】


「するに？　って、それはどっち？　するなってこと？　しろってこと？」


【お腹なかが減ったに】


「……腹減ってんの？　キャットフード買ってやろか？」


　が、猫は馬ば鹿かじゃないのかと言いたそうな顔でこちらを見上げ、


【血を寄こすに。毎日10リットル血を寄こすなら、おまえと契けい約やくしてやるに】


「それ絶対死ぬだろ？」


　と言うと、猫は急にがっかりした顔になり、


【ああ、よく見てなかったに。おまえ、人間かに。じゃあわしとの契約は無理だに】


　そう言ってから、うなだれる。


　そのがっくりとうなだれる子こ猫ねこ、なんていう珍めずらしい光景を見下ろしながら、大兎はさらに頭の中の情報を見た。


　ヴィショウブ・エレランカと契約する方法。毎日魔力のこもった体液を３リットル提供する約束をする。


　というのを読んで、大兎は半眼になる。


　なにこいつ10リットルとか吹ふっかけてきてんの？　３リットルで契約するんじゃねぇかよ、とちょっと不ふ審しん気げな目で子猫を見下ろして、


「……あの、３リットルなら、やってもいいよ？」


　と言ってみるが、しかしそれに、子猫は顔をあげもしない。


【それでも人間は耐たえられ……】


「いや、俺は特とく殊しゆだから、いけると思うよ。殺す勢いでやってくれていい。俺、不死者だから」


　と、言う。


　それに子猫が、ちょっとだけ驚おどろいたように、もう一度顔をあげる。


【不死者？】


「ああ」


【だがそんな高位の魔法を使えるような顔には、見えないに】


「馬鹿そうで悪かったね」


【じゃ、じゃあおまえ、わしが血を吸っても、死なないのかにゃ？】


「っておまえいま！　いまニャって言わなかったか!?」


　が、子猫はその言葉を聞いていない。


【それなら……】


「絶対言った！　言った！　それ名古屋弁じゃなくて、猫語じゃ……」


【おまえがそんなおもしろ人間なら、話は別に！】


　そう言って、子猫はくるっと床ゆかをはねる。さっきまでとはまるで違ちがう元気さで床をはねる。口をシャーっと開けて、大兎の首に喰くらいつこうとしてくる。


　それに大兎はとっさにもう一度チョップしかけて、


「…………」


　しかし、やめる。


　本当に、毎日血液を３リットルもやって、こんなひ弱そうな子猫と契約する意味があるのか？　という疑問はあったが、まあ、なんの能力もないよりはいいだろうと、あげかけた手刀を、下ろす。


　すると猫がフニャ！　と叫さけんで、首の、ど真ん中に突とつ入にゆうする。


「え、嚙かむんじゃなくて、入んの？」


　と言う間にも、猫は体の中に入ってしまう。そういや寄生する生き物って、情報に書いてあったのを思いだす。


　そのまま、


【おまえの血をもらうに】


　と、猫が言った。


　瞬しゆん間かん、ドクンっと、心臓じゃない場所が脈動したのが、わかる。体の中から、生きるために大切な機能が一つ、失われたのがわかる。それに大兎は、


「…………」


　もう、なにも言えなかった。


　たぶん、即そく死しだったのだろう。そのままがくんと膝ひざが床に落ちる。しかし落ちたところで、失われた血液が再構築し始める。その血液が心臓のポンプによって全身に戻もどされ、


「ふぃ～、一回死んだ～」


　言いながら、大兎は立ち上がる。


　すると頭の中でまた、声がする。


【本当に不死者だったのかに】


「だからそう言ってんじゃん」


【おもしろい奴やつだに】


「おまえの猫語もおもしろいけどな」


【いいに。主として認めてやるに。今後おまえが毎日、わしに血をくれるなら、わしを名前で呼んでいいに】


　と言うので、大兎は言った。


「んじゃニャン吉きちって呼ぶわ」


【わしはそんな名前ではないに】


「でもおまえの名前、カタカナばっかで呼びにくいしさぁ。おまけに語尾がニャだし……ってまあ、そんなのはいいんだよ。とりあえずおまえと契けい約やくすっと、どんな力が使えるのか試ためさないと。ええと、練習とか……」


　が、そこまで言ったところで、そのニャン吉が大兎の胸のあたりから、ふわーっと出てくる。さっきよりもあきらかにお腹なかを膨ふくらませて、ちょっと太っている。


　顔も満腹というような表情で、床に落ち、転がり、そのまま次元の裂さけ目を通って元の自分の世界へと帰ろうとしていて。


「あの、おまえなに帰ろうとしてんの？」


　と、大兎は言う。


　するとニャン吉は振ふり返らないまま、


【もうわしはおまえの血と契約しているに。おまえが力を使うときは、おまえの血の中に召しよう喚かんされて、どこにでも現れるに】


「へぇ。そういうもんなの？」


【そういうもんだに】


「そか。じゃあ、帰っていいよ。契約ありがと」


【うむ。さらばだに】


　そう言って、ニャン吉は裂け目を抜けて、暗くら闇やみの中へと帰っていく。


　それに大兎はちょっとだけ、いま契約したニャン吉の力を使ってみようと思う。


　イーズとかなんとかいう、暗闇の中を見透す力だ。


　使い方は、ええと、なんだろ。イーズ、とか、叫べばいいのかね？


　と、その言葉を口に出してみようとする。


　すると彼の口が、妙みような音を漏もらす。


【イーズ】


　と、普ふ段だんとは違う、奇妙な響ひびきを持った呪じゆ文もんが放たれて。


　瞬間、彼の頭上に、黒い光が生まれる。そしてニャン吉が召喚されて、頭にぽんっと乗っかる。


　ニャン吉が、


「ニャ！」


　と言うと突然、次元の裂け目の向こう側に広がっていた暗くら闇やみが、まるで昼間のように明るく見えて。


　するとそこは墓場だった。どんな生き物の墓なのかはわからないが、巨大な墓石がいくつも並んでいる。


　ハッキリ言って、ニャン吉が頭に乗っかっている、という間抜けな姿を自分がしていなかったら、暗闇に明かりが点ついたら墓場でした、みたいな展開には少しびびったかもしれない。


　しかしその墓場に棲すんでるのが、


「……これじゃあなぁ……」


　と、彼は自分の頭の上に呼びだされたニャン吉の姿を見る。


　するとニャン吉は少し怒おこったような顔でこちらを見下ろして、


【無む駄だ呼びするんじゃないに！】


　と、言う。


　それに大兎は肩かたをすくめ、


「いやでも、おまえの能力、使ってみないと便利かどうかわかんねーじゃん？」


　するとニャン吉はめんどくさそうな顔になり、


【じゃあ早く試すに。スカールズも使うのかに？】


「うん」


【じゃあ早くやるにゃ】


「あ、またニャって」


【早ぁああああああく！】


「ああはいはい。んじゃ……すかー」


【手を前にあげるに！】


「え？　そうなの？」


【手から呪のろいが出るのに、下向けてたら足にあたるに！】


「それ聞いてないからさ～。だから練習いるん……」


【もうお昼ひる寝ねの時間だから、早くするに！】


「……なんか、なんかもっとうるさくない能力がよかったなぁ……」


　と、ちょっとだけ後こう悔かいしながら、彼は右手を前に向ける。


「これでいい？」


【やるに】


「んじゃ……」


　とそこで、彼は呪文を唱える。


【スカールズ】


　と、呟つぶやく。


　するとニャン吉の全身の毛が逆立つ。瞳ひとみに宿る金色の光が、その輝かがやきを増す。


　そして大兎の手から、紫むらさき色いろのもやもや～っとしたものが前へと飛んでいって。


「…………」


　次元の裂け目の向こう側へと、ふわーっと飛んでいって、それで、終しゆう了りよう。


「あの、いまのなんの効果があったの？」


　と聞くと、ニャン吉が答える。


【怖おそろしい呪いだに】


「……いや呪いはわかったけど、なんかこう、どかーんとか、ごおおおんとか、そういう感じじゃないのね」


【そういうのは他ほかをあたるに】


「う～ん」


【じゃあそういうわけだから、わしは消えるに】


　そう言ってまた、床ゆかに降りる。そして今度は次元の裂け目とは別のほうへ向かって歩きだし、突然、消える。


「あれ？　どこいったんだ？」


　と、大兎は聞くが、もう答えはない。別の場所へと、消えてしまったらしい。


　それに。


「…………」


　それに彼は、


「……もう一か所、別の能力探しにいかないとこりゃ、だめそうだな……」


　と、ちょっとだけがっかりしたような顔で、言う。


　そしてそれから彼はいま、何時かを確かく認にんしようとポケットからケータイを取り出す。それを開く。そしてそのディスプレイに映ったアンテナマークを見て、


「あ、ここ圏けん外がいだ」


　と、呟く。


　まあ、地球かどうかもわからない場所に彼はいまいるので、圏外なのはあたりまえなのだが。


　だから、


「こりゃ一回、戻もどったほうがいいかな」


　と、彼は思う。


　時間は学校を出てから二時間ほど経過していて、まだ昼前くらいなのだが、もしかしたら学校のほうでなにか進展があったかもしれない。


　月光が《軍》と話して、エルフの国へいくことが決まったとか。


「それで俺が圏外だと、月光怒おこるよな～」


　と、言いながら、彼は《聖地》に対して命令を出す。


「さっきの公園に戻るわ」


【では命令を】


【開け】


　するとそれで、彼の背後の壁かべに、裂さけ目が生まれる。それを確かく認にんしてから、


「んじゃまたくるね」


【…………】


「いやま、答えないとは思ったけどさ」


　そう言ってから、彼は公園に戻った。


　すると陽ひの光は高く、眩まぶしい。


　公園には珍めずらしく四、五歳くらいの子供が三人、遊んでいて、裂け目から突とつ然ぜん現れた大兎に、驚おどろいたような顔をしている。


　それに大兎は一いつ瞬しゆん、まずい、と思うが、しかし、子供たちはぼんやりこちらを見たあと、再びわーわーと公園を駆かけ回り始めたので、それに彼はほっと安あん堵どの息を漏もらす。


　さらにその向こうにその子供たちの母親っぽい女が三人いるが、そちらは会話に忙いそがしいようで、こちらのほうを見ていない。


　もう、いま大兎がその気になれば、子供たちを誘ゆう拐かいするのなんて、簡単そうで。


　それに彼は、


「……日本は、平和だよなぁ」


　なんて呟きながら、再びケータイを見る。そしてメールを操作する画面を出し、『メールを受信』のボタンを押す。


　するとメールが三通きている。


　一通は母親。


　一通は妹。


　そして最後の一通は月光からだった。


　それに大兎は、慌てて月光のメールを開く。もし、いますぐに遥の救出へいく、ということになっていたらどうしようと思い、操作キーを連打する。


　すると開かれたメールには、こうあった。





　送信者――


　ムカツクバカ紅くれない月光。





　タイトル――


　俺おれだ。





　本文――


　今夜十二時。


　俺の自宅に集合。


　七月頭にある期末テストに備えて勉強会を開く。ここのところ授業を受けていなかったおまえら馬ば鹿かどもが落第しないよう、俺が教えてやる。必ず集まるように。





　なんてことが書いてあって。


　それに大兎は、不審気な顔になる。他ほかの生徒が落第したところでまったく気にしない、どころかもの凄すごく嬉うれしそうに馬鹿にしてきそうな月光が、


「……勉強会を開く？」


　って、もしかしてなんかあったのか？


　と思う。


　それと同時に、


「それに俺、期末のこととか全然考えてなかったんだけど……あれなの？　生徒会委員も、落第すんの？　それだと凄く、凄く……」


　が、そこで彼は首を振る。胸の中に突然膨ふくらんできた不安をかき消して、


「ま、まあいいや。とりあえずそのへんは、遥を取り戻すまでは考えないようにしよう」


　と、うめくように言う。


　そしてとりあえず月光のケータイに電話をかけてみると、


『俺だ』


「あ、月光？」


『そうだ』


「あの、さっきメールくれたじゃん？　そのことについて……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


『メールに書いたとおりだ。今夜勉強会を開く。だがそれに備えて俺はいま家で睡すい眠みん中だ。邪じや魔まをするな』


「いやだからそのことだよ。なんでおまえがいきなり勉強会なん……」


『プツ！』


「ってあいつ切りやがった！」


　と怒ど鳴なって、大兎は再びケータイの発信履り歴れきから、ムカツクバカ紅月光の名前を押す。


　すると、


『現在電波の届かないところにいるか……』


「ざっけんな」


　と、彼はケータイを閉じる。


　その乱暴にケータイを閉じた大兎を、公園の子供たちが見ている。


　さすがにいまでは、その母親たちも怪け訝げんそうな顔でこちらを見て、ひそひそ話しあい、そして子供たちのところへこようとしていて。


「ああもう」


　と、彼は言った。それから少し考えるように黙だまりこんでから、


「とりあえず、あれか。なにがあったのかはわかんないけど、月光ん家ち、いってみっか」


　そう言ってから、公園をあとにした。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　廊ろう下かの向こうから、妙みようなのが歩いてくる。


　黒いスーツに、細身の赤いネクタイ。マフィア映画の登場人物がかぶってそうな帽ぼう子しに、ちょっとだけ知的そうな丸まる眼鏡めがね、という恰かつ好こうの男。


　年のころは二十四、五ぐらいに見えるから、生徒じゃないだろう。といって、教師にも見えない。


　というかこんな前時代的な恰好をした教師がいたら、そりゃもうとっくに学校中の話題になってるだろうから、おそらくは教師じゃないだろう。


　なら、何者だろう？


「…………」


　と、碧あお水み泉いずみは思った。


　するとその男がこちらに気づき、微笑ほほえんだ。よく見るとけっこういい男だ。ハーフかなにかなのか、瞳ひとみは灰アツシユっぽい色をしている。


　その男が泉を見つめ、


「それ、美お味いしい？」


　なんて、聞いてくる。


　それに泉はいま、自分がくわえていた棒つきのアメ玉を、口から出す。さすがの彼女も学校の中で堂々と煙草たばこを吸うわけにはいかないので、ニコチンが切れたときの口くち寂さみしさを紛まぎらわすために、このアメをくわえているのだが。


　それに泉は言った。


「それナンパ？」


　すると男は笑う。


「あはは。新任の教師が、学校に着いて早そう々そう教え子をナンパなんかしたら、すぐ捕つかまっちゃうよ」


　そう言って、両手をあわせ、手て錠じようをされているようなポーズを取る。


　その彼の姿を見て、


「あんたその恰好で、まじで教師なわけ？」


「おかしいかな？」


「いや、それすらわかってないあんたの感覚に驚きよう愕がくしちゃうんだけど？」


　という言葉に、男が言う。


「なんてね。ほんとはおかしいの、わかってるよ。実はマフィア映画に憧あこがれててね、で、授業に参加しない最初の日くらいは、夢のクラシックスーツで登場したいなーって」


「へー。その気持ち――全然わかんないけど……じゃあ選ぶ仕事間ま違ちがえたんだね」


　そう言うと、男はまた笑った。


「あはは。そうかもね。まあ、僕も突とつ然ぜん教師をやらされるなんて思ってなかったから……」


　などと言う。


　それに泉は微笑む。この人はけっこう、おもしろい人なのかもしれないと、そう思う。


　なぜなら言ってることがあきらかに、おかしいからだ。


　高校の教師になるには大学で教師になるための資格をとって、さらに教育実習をして、と、それなりに踏ふんでくる手順があるはずで、突然、自分でも驚おどろくほど突然教師になっちゃった、なんてことが起きるはずがないからだ。


　となるといくつか、疑問が出てくる。


　いま目の前にいるこの馬ば鹿かげた服装の男は、本当に教師なのか？


　もしそうだとしたら、突然教師になることになったという言葉の意味は、なんだろう？


　とまあ、考えてみても聞かなきゃ答えがでないような疑問が頭に浮うかんでくるが、しかし、


「……んじゃ、私忙いそがしいからもういくね」


　と、泉は質問しない。


　質問してもちゃんとした答えが返ってくるとは思えないし、なにより、この学校はたぶん、そういう場所だから。


　よくわからない、奇き妙みような、ちょっとおかしいものが徘はい徊かいしているような、異常な場所だから。


　最初に彼女がそれに気づいたのは、校舎の裏で授業をサボっていたときだった。木こ陰かげで座すわっていると、校庭のほうからこの学校の生徒会長――紅月光が走ってきた。


　珍めずらしく焦あせっているような顔をしていて、で、なにかを追っていたように、思う。


　彼女はなにしてるんだろうと思い、顔をあげた。


　するとそれに、紅のほうも気づいたようだった。こちらを見て、勝手に俺を見るんじゃない、とか、理り不ふ尽じんなことを言ってきた。


　そしてそのあと。


「…………」


　そのあと数分間の記き憶おくが、なかった。


　気づいたら紅がこちらを見下ろして、突とつ然ぜん気を失ったぞ、とか、言っていた。


　彼女はそれにぼんやりと紅のほうを見上げる。彼はまるで、あらかじめ言おうと決めていたことを言うように、棒読みの口調で言った。


　おそらくは貧ひん血けつだろう。倒たおれたときに頭を打ったかもしれないから、保健室へいくといい。そしていまは授業中だ。サボるんじゃない。


　そんなことを言って、彼は去っていった。


　最初はあんなに焦っていたように見えたのに、去っていくときの彼は、もうなにもかもを終えたような顔で、帰っていった。


　それ以来、泉は彼の姿に注目するようになった。すると彼の周りではどうも、ちょっと妙なことが起きているのが、わかった。


　紅の周りにいる生徒の話を聞くと、彼らの中の時間が消えているのがわかったのだ。


　時間が消える、というのも妙な話なのだが、たとえばお昼の話をしていたのに、突然それから学校が終わるまでの記憶がなくなってしまっていて、あれ、俺いったいなにやってたんだろう？　と、首をかしげたりと、そんなことがとても多い。


　それでどうも、紅たち生徒会委員たちは、私たちの記憶を消して回っているらしい……ということに、気づいた。


　どうやってそんなことをしているのかはわからないが、しかし、彼らにはそれができるらしい。


　そして、この間の事件が起きた。


　この学校の中に、通り魔まが侵しん入にゆうしたのだ。


　いや、ほとんどの生徒は、抜ぬき打ちの避ひ難なん訓練だと聞かされて家に帰らされたのだが、しかし、彼女は隠かくれて学校に残っていた。


　なにかがあると、そう思ったのだ。


　抜き打ちの避難訓練だなんて、いかにも怪あやしすぎる。


　なので掃除道具の用具入れに隠れ、生徒がいなくなるのを待った。しばらくそのまま隠れていたあと、学校の中の探索を始めた。


　しかし運悪く教師に見つかってしまい、おまえなにやってるんだ！　なんて怒鳴られて、彼女は逃にげようとした。


　すると教師が言ったのだ。


『馬鹿。これはほんとは、避難訓練じゃないんだ！　学校の中にいま、通り魔がいるんだよ！』


　とそう、教師が言った。そして彼女はその教師に外へと連れだされてしまった。


　だが、学校の中に通り魔が入っただなんて大事件は、避難訓練なんていう噓うそで隠しておけるはずがないから、きっと警察がくると思って校門の外で彼女は学校を眺ながめていた。


　だが、そんな様子はまるでない。


　おまけにその後学校へいき、自分を外へ連れだした教師に通り魔のことを聞くと、なんの話かまるでわからないと言う。それも噓をついているふうではなく、本気でその教師はわからないという顔をしていて。


　それで彼女はますます、確信を強くした。


　この学校はなにかおかしな仕組みで動いていて、なにかあるごとに、教師や、生徒の記憶を消している。


　そしてたまたま今回はその、おかしな仕組みを操あやつってる奴やつらが彼女の存在を見落としたのだ。通り魔が侵入したという情報を与あたえたのは教師だけで、生徒にはそれは知らされなかったはずだから、記憶を消す必要はないとそう考えて。


「…………」


　そして、泉の記憶は消されずに残った。


　この学校には妙な事件が頻ひん発ぱつしていて、それが外部には漏もれないようになっていること。


　生徒も、教師も、記憶を消されているだけで、なにかとんでもない状じよう況きように巻き込まれていること。


　さらにはそれに、この学校の生徒会が中心になって関かかわっているらしいということ。


　もうそのすべてのことが、あまりに怪しすぎて彼女は思わず、


「…………」


　笑いだしてしまいそうになる。彼女が入ったクラスは勉強ができる子が多い、まじめちゃんたちばかりのクラスだったので、毎日、本当に退たい屈くつしていたのだ。


　もう、一年のうちからどこの大学にいく？　とか、どこの塾じゆくで、模試が何番だった、とか、昨日私全然勉強してないんだよね～とか、ほんと、馬ば鹿かじゃないの？


　と、思う。


　人生にはもっと大切なことがたくさんあって。


　この、十五とか十六とかいう年ねん齢れいは一生のうちに、たった一度しかなくて。


　ならもっとおもしろおかしく、全開に笑って過ごすべきなのに、なにが将来が心配だ、と、彼女は思う。


　そして彼女は発見したのだ。


　自分の人生が。


　自分の高校生活が、他ほかの誰だれよりもおもしろくなりそうな、とんでもない秘密を発見してしまったのだ。


　だから、


「…………」


　彼女はうふふと、笑いそうになる。


　目の前の男を見つめて。


　この、得え体たいの知れない、きっとこないだの、通り魔と同じくらい危なそうな男を見つめて、そのあまりのスリルに、体中がゾクゾクするのを感じる。


　一歩間ま違ちがえれば死ぬ可能性だってあるのだ。ここは普ふ通つうの高校のはずなのに、本当に一言、発言を間違えただけで死ぬ可能性があるのだ。


　そんなスリリングなことって、他にあるだろうか？


「…………」


　そんなことを思って、彼女は微笑ほほえみそうになる。しかしその笑みをこらえて、まったくなにも気づいてませんよ、と言わんばかりの顔で、


「んじゃね～、新人さん」


　なんて言って、彼の横を通りすぎようとする。


　するとそこで、男が言った。


「あ、ところで君さ」


「…………」


　それに彼女は、おっとまずい？　と、思う。これは、全力で走って逃にげたほうがいいかな？　と、思う。


　ほんとは僕は教師じゃなくて、殺し屋なんだよとか、言いだしちゃう？　と、彼女は思う。


　それに男が続ける。


「いまたぶん、五時間目の授業の真っ最中なはずだけど、なんで君は廊ろう下かをふらふらしてるんだい？」


　泉は答える。


「不良だから」


「あはは、不良だから授業は受けないって？」


「そうそ」


「でもサボりはだめだよ」


「あとお腹なかも痛いんだ～。わたくし女の子の日なので」


「そうなんだ」


「そうなのです」


「でもこの廊下、保健室には繫つながってないよ？」


　それに泉はにやりと笑う。


「……保健室じゃ煙草たばこが吸えないんで」


「うわ、ほんとに不良だな～」


「そーだよ――。新人は知らないだろけど、私の所属してる不良グループには、校長先生だって近寄らないくらいなんだから」


　噓うそだった。この学校に入ってから彼女はまだ、ほとんど友達を作っていないのだ。


　だがこの新任の教師、と名乗った変人はその噓を信じてくれたようで、


「そういうドラマ見たことあるな。誰も手を出せない不良グループがいる学校、とか。んじゃ、僕がそんな荒あれた学校を、熱血指導でまとめあげるか」


「できるもんならね。でもその熱血ぶりを発揮するのは、明日からにしてくれない？　不良たちにも心の準備ってもんがあるから」


　すると男はなぜか納なつ得とくしたような顔で、


「まあ、そりゃそうだ」


「あは、先生意外と話がわかるね～」


　と、彼女はごまをする。


　しかしそれに男はやはり優やさしげに微笑ほほえんで、


「でも面めん倒どうだから、熱血ぶりを発揮するのは、来年くらいにするよ。今年はゆったり、学校に慣れる」


「じゃ、煙草は？」


「僕も吸うから」


「あはは」


「ははは」


「じゃ、もういくね」


「どうぞ。今度煙草吸ってても誰だれにも見つからない場所、僕にも教えてよ」


　という言葉に、彼女はべーっと舌を出す。


「それ、私だけの秘密だから」


　そのまま彼女は、再び男に背中を向ける。歩きだす。それでもしばらくは、体が緊きん張ちようしているのが、わかる。


　それは相手にも伝わるかもしれない。だが伝わってもいい。煙草を吸っていることを教師に告白して、緊張しない学生もいないだろう。だからそれを伝えたのだ。自分の妙な緊張が相手に伝わっても、警けい戒かいされないように。


　そのまま彼女は、歩いていく。何げない足どりを装よそおって、歩いていく。しばらく歩いたところで、後ろを振ふり返る。


　するともう、廊下には誰もいない。


　それを確かく認にんしてから、


「……ああ」


　と、小さく息をつく。


「ああ、おもしろかった」


　と、彼女はそう言って、笑え顔がおになる。


　それからいまの緊張に少し疲つかれてしまったので、口からアメを取り出し、紙に包んでポケットにしまう。同じポケットの中にある、さらに隠しポケットから煙草を一本取りだし、火を点つける。


　そして煙草を堂々と吸いながら、彼女は学校の、廊ろう下かのど真ん中を歩いていく。


　見つかったらきっと、即そく停学だろう。でもそんなことはやっぱり、いま経験したスリルに比べたらたいしたことじゃない。


　ぷかぷか煙草をふかしながら、彼女は歩く。


　場所は中央校舎の五階。


　いまからいこうとしてるのは、


「……おっとラッキ。誰もいないでやんの」





　いこうとしているのは、宮みや阪さか高こう校こうの、生徒会室だった。

















　　　第四章　夜よ逃にげする生徒会室御一行










　俺おれさま生徒会長の家についたのは、昼も過ぎてだいぶたったころだった。


　学校の北側にある公園から南側にある月げつ光こうの家にいくにはそれなりに時間がかかるし、今け朝さは朝飯も食べずに突とつ然ぜんエルフの世界とかなんとかいう場所に連れていかれたので、途と中ちゆうにあったコンビニで弁当を買って、食べたりしていたら思っていたより時間がかかってしまった。


　とにかくひとしきり寄り道したあと、大たい兎とは月光の家にたどりつき、そしてインターフォンを押す。


　するとインターフォンの向こう側から、


『誰だれだ？』


　といういつもの無愛想な声がして、


「俺だけど？」


　と、大兎は答えた。


　すると月光が言った。


『くると思った』


　それに大兎は少しだけ驚おどろいて、


「あら、そうなの？」


『ああ』


「じゃあ俺がここにきたのは、間ま違ちがってなかった？」


『珍めずらしくな』


「ふむ。じゃあよかった。おまえが俺らのために勉強会開くなんて、ありえないと思ったんだよね～。んで、なにがあったのよ？」


　と聞くが、しかし、それには答えてくれずに、インターフォンが切れる。大兎は肩かたをすくめる。どうやら誰かが扉とびらを開けにきてくれているらしい。


　それに彼は、無言のまましばらく待つ。


「…………」


　月光の家は、あの化け物ばっかりで溢あふれている宮みや阪さか高こう校こうの生徒会長にして、スポーツ万ばん能のう、学業優ゆう秀しゆう、女の子にはモテモテなんていうスーパーマンのわりには、なんというか、普ふ通つうの、地味な一戸建てだった。


　庭も小さく、築年数もそう新しいわけではない。ごく普通の、二階建ての家。


　しかしこの家にいま住んでいるのは月光と、そしてこの人間の世界では住む場所を持っていない悪あく魔まの美み雷らいだけだという。


　なんでも彼の両親は、まだ彼が子供だったころに殺されてしまっていないらしい。殺したのは彼の双ふた子ごの弟。あの、ヒメアを狙ねらって化け物を使って襲おそってきた、ヒナタとかいうのが、月光の弟らしいのだが。


　ま、いまはそのへんのことはどうでもいい。


　とにかく。


「…………」


　と、そこで、家の扉が開く。


　出てきたのは、美雷だ。


　悪魔の力を月光に封ふう印いんされて、本当に童顔の、ただの女子中学生に見える美雷が扉を開き、


「おー不死身君。ようこそ～！　入って入って」


　と、言った。


　それに大兎はうなずいて、


「お邪じや魔まします」


　家の中に入る。玄げん関かんで靴くつを脱ぬいで、揃そろえようかどうしようか、なんて馬ば鹿かなことを考えている横で、美雷が靴を脱ぎちらかして家の中にバタバタと戻もどっていったので、


「…………」


　とりあえずその美雷の靴と一いつ緒しよに、自分の靴も綺き麗れいに整える。そしてそんなことをしてしまう自分の小市民っぷりに、ちょっと苦く笑しようする。


　それからもう一度、


「んじゃ、お邪魔しま～す」


　と言って、玄関に上がった。


　前にここを訪おとずれたときはもっと、全体的に暗い印象があったのだが、しかし、今日はまた違ちがう雰ふん囲い気きだった。


　前回と違い、廊ろう下かの灯あかりがついているせいか、全体的に明るい印象を受ける。


　それに大兎は、美雷がいるせいだろうか？　なんてことを、ちょっと思った。


　それならいつもしかめっ面つらで、他人と仲良くする気が生まれる前からなさそうな月光には、美雷の存在はけっこう重要だなぁ、なんてことを思う。


　そうじゃなくても彼のプロフィールは、聞いてるだけだとあまり明るいものじゃないのだ。


　親を殺されたのも、この家でだろうし。


「…………」


　と、そんなことを考えて彼は、廊下を見回す。しかしやはり、暗い印象はあまり受けない。なぜなら廊下の向こうで、


「不死身君きたよー！」


　なんて嬉うれしそうに美雷が言っていて、それに月光が、


「声がでかい」


　と、うるさげにうめいているのが、聞こえてくるから。


　それに大兎は笑って、廊下を進む。するとそこはダイニングキッチンになっている。


　食しよく卓たくテーブルには椅い子すが四つあって、かつてこの家の人間は、四人家族だったんだなと、わかる。


　その二つに月光と、美雷が座すわっている。


　それに大兎は、美雷の不死身君きたよーをまねして、


「きたよ」


　と、言ってみる。


　もちろん誰にも受けないが。


　それから月光のほうを見ると、彼は左ひだり眼めを覆おおうように、顔に包帯を巻いていて。


　大兎は言う。


「それ、どした？」


　すると月光は答えた。


「ものもらいだ」


「またまた。青たんが包帯の外にまで広がってんだけど。誰かに喧けん嘩かで負けたか？」


　という言葉に、美雷が、


「月光は誰にも負けないよ！」


　なんて言うので、大兎は美雷のほうを見て、


「……まあ、性格の悪さじゃ誰にも負けねーだろけどさぁ」


　と言ってから、それ以上そのことを突つっこんで聞くのはやめる。どうせこいつは、自分が話したいこと以外はなにも話さないような奴やつなのだ。
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　なので椅子を指差して、言った。


「座っていい？」


　すると月光が答える。


「ああ。冷蔵庫に飲みものも入ってる」


「勝手に開けていいの？」


　と聞きながら、答えを待たずに大兎は冷蔵庫を開ける。すると中にはペットボトルや缶かんのミネラルウォーター、烏龍ウーロン茶、コーラ、ドクターペッパーと、飲みものだけがぎっしりと入っていて。


「生活感ねー」


　と、大兎は笑った。


　その中から烏龍茶の缶を取り出し、


「おまえらは？」


　と聞く。が、月光は首を振ふる。


　美雷は両手をあげて、


「あたしはドクター……」


　が、そこで、


「一日三本までの約束だ」


　と、月光が言う。


　それに美雷は、


「う……さ、三本目だよ？」


「噓うそをつけ」


「ほ、ほんとだよ」


「へぇ。なら、飲めよ。おまえが約束を守らないのなら……」


　なんていう月光の言葉の途と中ちゆうで、美雷が言った。


「あ、あたしもウーロン茶で……」


「よし」


「えらい子？」


「黙だまれ雑ざ魚こ」


「褒ほめろ～」


　と、美雷が月光の服をつかんで左右に揺ゆらすが、もうそれに慣れきっているのか、彼は完全に無視している。


　なんていう光景に大兎は苦笑し、烏龍茶を二本取って、一本を美雷に渡わたす。それから食卓テーブルの椅子に座る。烏龍茶を一口飲み、


「んで？」


　と、聞く。


「いったい、なにがあった？」


　その質問でもう、いま、なぜ月光が顔を包帯で巻いているのか？　それも全部聞けるはずだった。


　なにかが起きたはずなのだ。


　だから月光はあんな、大兎たちの期末テストのことを心配しているような、心にもないようなメールを送ってきた。


　で、いったいそれがなんだったのか？　と大兎がここにやってきてみると、それは月光が意図したとおりなのだと言う。


　つまり月光は大兎をこの家に遠回しに呼んでいたのだ。


　だが、


「なんで家にきて欲しいんなら、きて欲しいって言わないのよ？」


　と大兎が聞くと、月光はポケットからケータイを取り出し、机の上に放ほうる。


「このケータイはメールも通話も、盗とう聴ちようされてる」


「盗聴？」


「ああ」


「誰に？」


「《軍》だ」


　という言葉で、大兎はあきらかに誰だれかに殴なぐられたような青アザができてしまっている月光の顔を見る。


「ありゃ、もしかして《軍》との話しあい、うまくいかなかった？」


「奴らは無能だからな。日本語が通じないらしい」


「で、殴られたわけ？」


「ものもらいだと言ったろう？」


「……いやまあ、言いたくないなら言わなくていいけどさぁ……んで、結局のところどーなったのよ？　遥はるかの救出は？」


「するさ」


「でも《軍》との話しあいは……」


　しかしそれに、月光は笑えみを浮うかべる。


「生徒会の会長は、俺だ。誰にも口出しさせない」


「って、おまえが《軍》にお伺うかがいを立てるって言ったんだぜ？」


「そうだったか？」


「うん」


「覚えてないな」


「そーですか」


「ああ、そうだ」


　と、月光はうなずく。それからさらにポケットから新しいケータイを取り出し、それをこちらに放ってくる。


　大兎はそれを受けとり、


「なにこれ？」


　と聞くと、月光が答える。


「七式の真しん魔まで、電波にコーティングした携けい帯たいだ」


「……ええと、日本語でお願い」


「馬鹿語のことか？　つまり《軍》に盗聴されないってことだ。これからは《軍》に知られるわけにはいかない事こと柄がらについての連れん絡らくは、そっちで取る。持っとけ」


　なんて言うので、大兎はそのケータイを見る。しかしそれはごく普通の、ちょっと型かた遅おくれぐらいの普通のケータイで。


　それに、


「これの料金、誰が支し払はらってるの？」


　という言葉にはしかし、月光は答えてくれなかった。話す必要もないことなのだろう。大兎はうなずき、そのケータイをポケットに入れる。さすがに二個もケータイを持っていると、ポケットがパンパンでちょっと動き辛づらい。


　そしてその、《軍》から盗聴されることのないケータイをポケットに収めてから、大兎は言う。


「《軍》に盗聴されないケータイを持って、で、《軍》に見つからないようにこれから、遥の救出をする？」


　すると月光はうなずく。


「そうだ」


「つまりそれって、超ちようやべーことになるってことだよな？」


　と、大兎は言った。


　それに月光は、肩かたをすくめるだけで、応こたえる。


　しかし実際にはそれは、やばいどころの騒さわぎじゃないはずだった。あの宮阪高校を裏で操あやつっている《軍》とかいう組織がいったいどんなものなのか、大兎はまだよく知らないが、それでもかなり大きな力を持っている、ということはなんとなくわかっていた。


　とりあえずはこの街の警察は、ほぼ《軍》の言いなりのようだった。


　マスコミもそうだ。この宮阪高校を中心にして、本当にとんでもない事件が頻ひん発ぱつしているのに、そのすべてが揉もみ消されている。もしかしたら政府も関かかわっているような組織なのかもしれない。


　とにかくそんな、途と方ほうもないほど大きな力を持った組織なのは間違いなくて。


　それに月光が、


「たぶん命いのち懸がけになるな。《軍》の命令に背そむいて時雨しぐれ遥の救出に成功したとしても……もう、学校には戻れないかもしれない」


　なんてとんでもないことをあっさり、言う。


　それに大兎は、


「で、俺に聞いてくれてるわけ？　それでもやるか？　それともやめとくか？　って」


　が、月光は笑う。


「なぜそんなことを聞く？　おまえはどうせ、やるだろう？」


「いやそーだけど」


「むしろそれを聞かれる立場なのは、俺だ。おまえの浮うわ気き相手のために、俺が命を賭かける必要がどこにある？」


「って浮気相手なんかじゃ……」


　しかしそんな言葉は無視して、月光は続ける。


「さあ土ど下げ座ざして頼たのめ。いつもいつも迷めい惑わくばかりかけてごめんなさいと言ってみろ」


「……って、おまえ……あ～、でも、そうだな。うん。迷惑かけて、ごめ……」


「と、そういうわけで」


「おおい！　おまえ、俺に謝あやまれって言っといて、聞きもしないのかよ」


　が、その言葉を月光は鼻で笑う。


「別におまえのためにやるわけじゃないからな。俺を舐なめるとどうなるか、《軍》どもに思いしらせてやる」


「全然話が変わってるじゃねぇかよ」


「そうか？」


「そうだよ」


　すると月光はまた、笑う。そしてそれから、


「…………」


　なにも言わないまま、立ちあがる。さらにそのままダイニングキッチンを出ていこうとしてしまって、


「んぁ？　どこいくの？　トイレか？」


　と大兎が聞くと、月光は振ふり返り、めんどくさそうな顔で、


「疲つかれたから、寝ねる」


「ああん？　なんでいきなりそんな展開に……」


　が、月光は続ける。


「おまえも寝ておけ。夜九時には向こうの世界へ出発する。その後はしばらく寝れない可能性もある」


　という言葉に大兎は、


「ああ」


　と、言った。


「夜十二時にここに集まって勉強会するってのは、ケータイを盗聴している《軍》の奴やつらを騙だますための……」


「そうだ。まあどれほどの効果があるかはわからんが……とにかく九時から十二時の間に、《軍》の追つい跡せきの目から俺たちは姿をくらます。おそらく追っ手がかかるだろう。だが《道み程ち》を使って移動していれば、捕つかまったりはしない」


「学校に戻もどってこないかぎり？」


　するとそれに、月光はうなずく。


「そうだ。つまりエルフと問題を起こさずに時雨遥を救出する、というタスクをこなすまでは、元の世界には戻ってこられない」


　とそう、言う。


「だからいまは寝ておけ。向こうへいったらもう、休む時間はないぞ」


　そして再び、月光はこちらに背を向ける。そのままダイニングキッチンを出て、二階の、自分の部屋へいってしまおうとする。


　その後ろ姿に、


「俺はどこで寝ればいい？」


「好きな部屋を使え。それとサイトヒメアにも連れん絡らくしておけ。あの魔女にもすでに、盗とう聴ちよう防止用のケータイを渡してある」


「なんて伝えればいい？」


「今夜九時出発。それまでは学校から出るな。しかしそれ以降はおそらく、《軍》は守ってくれない。俺たちは反逆者になる。だから一いつ緒しよについてこい――そう伝えろ」


　と、月光は言いたいことだけ言って、そのまま二階へと上がってしまう。


　それに大兎は、


「…………」


　月光が消えたほうをしばらく見つめ、それから烏龍茶を飲んでいる美雷のほうを向いて、


「だってさ」


　と、言ってみた。


　すると美雷はうんうんうなずいて。


「やっぱウーロン茶じゃ物足りないよね」


「いやそんな話じゃないんだけど。俺ら、《軍》に逆らうんだって」


「《軍》ってなに？」


「そっからか～」


　と、彼は笑う。


　雷いかずちの大悪魔だと名乗る美雷にとっては、なんかもう、《軍》がどうこうとか、まるで関係なさそうだった。


　それはきっと、《最古の魔術師ヴアンパイア》のヒメアにとっても、そうだろう。


　二人とも別に、《軍》の保護が欲しくてここにいるわけじゃないのだ。


　美雷は月光の契けい約やく者しやとしてここにいて。


　ヒメアは。


「…………」


　彼女は、大兎のことが好きだから、側そばにいてくれているのだ。


　そう思うとなんか別に、《軍》を裏切ったところでなにも怖こわくないような、そんな気もしてくる。


《軍》に逆らったらもう、二度とこの日常生活に戻ってこられない可能性がある、なんていきなり言われるとちょっとびっくりしちゃうけど、でも、もうとっくに日常生活はおかしくなってしまっているという話もある。


　なんせトラックに轢ひかれても、火に焼かれても、彼は死ぬことができないのだから。


　だからまあ、


「どーせやるなら、心配してもしょうがねぇか」


　と言った。


　すると美雷がごくごくごく～っと烏龍茶を飲み干して、


「さーってあたしも、歯～磨みがいて漫まん画が読んでねよーっと」


　と、楽しそうに言う。パタパタとキッチンから出ていく。


　そして他人の家で一人にされてしまった大兎は、ちょっとだけ心細い気持ちになって、ポケットから月光にもらったケータイを取り出す。アドレス帳を開く。するとそこには、生徒会委員全員の名前が入っている。


　おまえらの主あるじ様。


　馬ば鹿か悪魔。


　馬鹿魔女。


　馬鹿。


「月光以外、全員バ行かよ！」


　という突つっこみのあと、編集でちゃんとした名前を打ちこむ。


　ムカツクバカ紅月光。


　ドクターペッパ子。


　沙さ糸いとヒメア。


　そして沙糸ヒメアと打ちこんだところにカーソルを持っていき、通話ボタンを押す。数回コールが鳴ったあと、


『んーと、この馬鹿って名前、誰だっけ？』


　と、ヒメアの声がする。


　それに大兎は、


「俺だけどー」


　と言うと、


『大兎！』


　ヒメアが嬉しそうな声を出す。


『すごいねこれ！　大兎としゃべれるんだね！』


「うん。俺もいま、月光からもらった。でもって伝言なんだけど……」


『それよりそれより、いま大兎どこにいるのー？　学校じゃないでしょ？』


「違うけど」


『寂しいからこっちきてよ～。つまんないよ～』


　なんて言うヒメアに大兎は、


「いや、あの、その前に話聞いて。ちょっといろいろあって」


『いろいろ？』


「うん。いろいろ。ええと、なにから話そうかな」


『うん』


「んと、なんか月光と《軍》がもめたらしくてね」


『うん』


「今日の夜、《軍》の命令を無視して、エルフの世界にいくらしいんだ」


『うん』


「で、やっぱ《軍》に逆らっちゃうとさ、ヒメアを他ほかの組織から見えなくするために張ってもらってる結界とか、解かれちゃうだろうし」


『うん』


「それにものすごく危険なことになると思うんだ。エルフの世界にいったまま、もう、戻ってこれない可能性もあるし」


　とそれに、


『でも……でも大兎は、私のそばにいてくれるんだよね？』


　ヒメアが少しだけ心配げな声で、聞いてくる。


　それに大兎はうなずく。うなずいたところでそれはヒメアには見えてないのだが、とりあえずうなずいて、


「そのつもりだけど」


　と、言うと、ヒメアはそれに、


『じゃあいいじゃん！』


　と、全然、なんの問題もなさそうな嬉うれしそうな声で言った。


　本当は問題だらけのはずなのだが、彼女は本当になんの問題も感じてないっぽくて、それに大兎は笑った。


「だよね～」


『うん！』


「まあ、あの、そんなわけで、今夜九時に迎むかえにいくから。そしたらエルフの国に出発」


『なんか旅行みたいだね～。月光たちがいなかったらもっといいのに』


「そうかもね」


『旅行仕じ度たくしとくね～』


「ええと、そうだね。そうしといて。あ、俺も仕度しないとまずいか。じゃあ……」


　するとヒメアが答える。


『じゃあ夜九時に待ち合わせだね！』


「うん。あ、くれぐれも《軍》には……」


『内ない緒しよね？　なんかそういうのいいね。お忍しのびの旅？』


　なんて言って、うふふと彼女は笑う。どこでそんな言葉覚えたのよと思うが、どうも彼女は暇ひまなとき、学校の図書室で本を読んでいるようなので、どっかしらで知識を仕入れてきたのだろう。


　それに大兎も笑って、


「じゃあ夜に」


『夜に』


　それで、ケータイを切った。


　それから彼はキッチンの壁かべにかかっている時計を見る。


　時刻は二時過ぎぐらい。


　一度家に戻って、旅行の用意とかする必要があるかもしれないとそう、思う。だがいまこの家を出て旅行の準備をして、さらにその鞄かばんを持って戻ってくると、《軍》に怪あやしまれるんじゃないかとか、そんなことを考えて、


「…………」


　彼は再び盗聴が防止されたケータイで、『ムカツクバカ紅月光』にかける。


　すると月光が電話に出て、


『殺すぞおまえ』


「あ～、寝てるとこごめん」


『まったくだ』


「あの、聞きたいことがあってさ」


『なんだ』


「もしかして長いこと帰ってこれない可能性、ある？　それなら旅行の準備とか……」


　が、月光はそれに、


『馬鹿が。向こうの世界には、それにあわせた生活様式や服装がある。だから現地調達だ』


「あ、そか」


『だが』


「うん」


『最後にもう一度家族に会いたいというのなら、帰れ。夜九時に《道み程ち》を繫つないで迎えにいく』


「…………」


　というその、月光の言葉で。


　最後にもう一度家族に会いたいというのなら――というその言葉で初めて、ちょっと本気で今回のことに怖こわさを感じた。


　そうなのだ。


　もう二度と、家族に会えない可能性だって、あるのだ。


　それは母親に。父親に。妹に。クラスメイトのみんなにだってもう、会えない可能性がある。絶対に教室に戻ってくると噓うそをついてしまったあの、クラスの連中に。


　それに、大兎は、


「……そうだな。一度、帰ってくるよ」


『そうか』


「うん」


『だが別れの挨あい拶さつは……』


「大丈夫。しないよ。《軍》に気づかれるもんな」


『そうだ』


「んじゃ、寝てるとこ悪かったな。俺も帰って、家で寝て、夜九時にいけるようにしとく」


『ああ。じゃあまた夜に』


「夜に」


　そこでケータイは切れた。


　大兎はそのケータイをしばらく見つめ、残った烏龍茶を飲み干してから、立ちあがる。


　そして月光の家を出て、家に帰る。


　家はそう遠くない。高校に入るまでは紅月光なんて、名前すら知らなかったのに、家は五分ちょっと歩いた場所にある。


　見慣れた風景の住宅街を歩き、遥の家の前を通りすぎて、自宅に帰る。


「…………」


　しかし誰もいない。


　父親は仕事で、いつも帰ってくるのはそれほど早くない。妹はこの時間はまだ学校だし、自分とは違って頭がいいあいつは、週三で塾じゆくに通っているので、今日はわりと遅おそくまで帰ってこない。


　おまけに母親まで買いものにでも出ているのかいなくて。


　それに彼は、


「…………」


　無言のまま、居い間まのテレビの上においてある、写真立ての前にいく。


　その写真立ての中には、家族全員が笑え顔がおで写った写真が入っていて。


　大兎がまだ中学生で、妹なんか小五のときの写真だ。その写真を彼は、写真立てから外す。折りまげて、自分の財さい布ふの中にしまう。それから部屋に戻り、レポート用紙に、しばらく家をあけるけど、生徒会の仕事だから心配しないでくださいと書いて、机の引き出しの中にしまう。


　ポケットに入っていたケータイ二個と、財布を机の上におく。


　月光はいらないと言ったが、一応旅りよ行こう鞄かばんに着きがえやなんかを入れる。


　そしてこの、学生服じゃなくて、もう少し動きやすい服装に着がえておこうかな、なんて思ったが、しかし、


「…………」


　彼はその、学生服のまま、ベッドに横になった。


　なぜかそれを脱いでしまったらもう、二度とこの現実の世界に戻ってこられないような、そんな気がしたから。


　あくまで宮阪高校の生徒会委員として、異世界へ出向く。


　そしてちゃんと戻ってくる。


　そのためにはこの、制服を着ていなければならないような、そんな気がしたのだ。


　そのまま彼はしばらく、天てん井じようを見上げる。子供のころからずっと見ている、白い壁かべ紙がみの天井。それをしばらく眺ながめていると、だんだん、目が開けられなくなってくる。そういえば今朝もほとんど寝ないままに、学校へいったのだ。気を張っていたが、もうだいぶ、疲つかれている。だから彼はそのまま、目を閉じる。するとあっさり、夢の中へと沈しずんでしまう。


　あまりに深く、深く、その夢の中へと沈みすぎてしまったために、自分がどんな夢を見ているのか、まるでわからない。


　ただそれは、楽しい夢だったような気がする。


　みんな笑っていて。


　別に事件も、誘ゆう拐かいも、なにも起きない、平和な夢。


　平へい凡ぼんが一番だよ、と誰かが言った。嬉うれしそうにその娘こは笑っていた、そうかもな、なんて大兎は思う。


　そんな楽しい夢を大兎はひとしきり見て、少し幸せな気分になったあと、目を開く。


　するともう、いつの間にか陽ひは完全に落ちていて、部屋の中は真っ暗だった。


　時刻は九時少し前。


　そして壁に、穴が空いている。


　その向こう側には生徒会室があって、月光がこちらを見下ろして、言う。


「いくぞ」


　それに大兎は起き上がる。


　下の階の居間のほうでは、テレビをつけている音がする。母親が買いものから帰ったのだろう。それに彼は少しだけ寂さみしげに微笑ほほえんで、


「ああ」


　と、言った。


「いこう」


　ベッドの横の、旅行鞄を手に取る。月光がそれを見て、


「おいていけ」


「やっぱそう？」


「ああ。邪じや魔まだ」


「んじゃ、そーすっか」


　そう言ってから、机の上のケータイ二個と、そして、家族の写真が入った財布を手にとって、ポケットに入れる。


　そして、もう一度振り返る。暗い、部屋のほうを振り返る。


　もう戻ってこられないかもしれない自分の部屋を見つめる。


　それから、


「おっけ。じゃあいこう」


　と、大兎は言って、壁に空いた次元の穴を、くぐった。

















　　　第五章　闇の中を潜行










　仕事を始めたのはまだ、ほんの数年前のことだ。


　一つ一つを大切にこなして、小さな仕事から、次し第だいに大きな仕事へと、少しずつステップアップしてきた。


　なんの後ろ盾だてもなくこの手の【世界】で力をつけていくのはとても大変なことだと知っていたし、そうじゃなくても自分たちは差別を受けるような対象なのだ。


　その存在を見ただけで、たいていの奴やつらは、顔をしかめる。


　許されない者。


　許されるべきじゃない者。


　そう呼ばれた。


　だから本当に慎しん重ちように、一つ一つ、大切に積みあげていった。


　正しい手順で、正しい道を進む。


　そうやって頑がん張ばったところで差別はなくならないし、それなりに嫌いやな思いもしてきたが、しかし、少しずつ成功し始めてもいた。


　自分たちの仕事ぶりが噂うわさで広がり、それなりの名前としてこの【世界】に認められつつあった。


　一度受けた依い頼らいは必ず成功させる。


　出来ない依頼は最初に出来ないと言い、きちんと断る。


　この仕事は信頼が一番大事なのだ。


　頑張ったけれど、失敗しました、では、お話にならない。


　だから初め、この人間の女からの依頼を受けるかどうか、正直なところ迷った。


「…………」


　と、ハスガ・エントリオは、暗くら闇やみの中に横たわる、時雨しぐれ遥はるかという名前の女を見つめ、少し目を細めた。


　濃のう紺こんの髪かみに、金の、狼おおかみのように鋭するどい瞳ひとみ。整った顔だちに、鍛きたえられた体。年のころは十七、八くらいだろうか。


　一見彼の見た目は、エルフに見える。当然だ。彼の中にはエルフの血が入っているのだ。だが、彼の中にあるのはその、エルフの血だけではない。


　彼は混血だった。


　父親の種族はわからない。下等な人間なのか？　それとも汚けがらわしい悪あく魔まか？


　どちらにせよ、母親は淫いん売ばいと呼ばれていた。


　怖おそろしい、種族を裏切った淫売。


　ハスガが物心ついたころには、彼は集団の中には、いられなくなっていた。二つしか違ちがわない兄が、必死にゴミを漁あさって、彼を育ててくれていた。


　兄が六つ、自分が四つのころの話。


　母親はすでにいなかった。禁きん忌きに触ふれた罪により、どこか遠くに幽ゆう閉へいされてしまったのだという。その母親の顔を、いまさら見たいとは思わないが、とにかく、


「……この仕事はやっぱ、受けるべきじゃなかったんじゃないか？」


　と、ハスガは言った。


　そして隣となりに立っている、兄の姿を見る。


　セルジュ・エントリオ。


　ハスガとは髪の色と瞳の色が逆で、柔やわらかそうな金の髪に、穏おだやかな濃紺の瞳をしている。そのセルジュがこちらを向き、微笑ほほえむ。


「やっぱそうかな～？　私はほんと、女の子に弱いからね～」


　という言葉に、ハスガも笑う。


「兄貴が弱いのは、可哀かわい相そうな奴にだよ」


「さて、どうかね～。そんなこともないと思うけど」


「そうだよ」


「そう？」


「ああ。じゃなきゃ俺のこととっくに捨てて、独りで生きてたろう？　兄貴は金きん髪ぱつで、一見エルフどもと見わけがつかないから、俺を捨てりゃ仲間外れにされなかった」


　という言葉にセルジュは、なぜかなるほど、という顔になって、


「なんと。そんな頭のいい方法があったか」


「気づいてたくせに」


「でもまあ、かわいい弟を捨てたら、一生後こう悔かいするだろうしねぇ。で……」


　とそこで、セルジュが目の前で眠ねむっている、時雨遥を見つめる。


　その顔を見て、ハスガが続けた。


「で、この娘こを見捨ててもやっぱり、後悔するって？」


「ま、それもあるけど、この娘こには利用価値があるだろう？」


「いやそれ、後づけで思いついたことだろ？　純じゆん粋すいに救いたいと思ったくせに」


「だめかな？」


「甘すぎるよ。そんなことばっかやってたら、いくら命があっても足りない」


　するとそれに、セルジュがこちらを向いて、


「んじゃそんときは、頭のいいハスガちゃんが私を守ってよ」


「限界があります」


「頼たのむって～」


　と言いながら、セルジュは手を伸のばす。時雨遥のほうへと向けて、手を伸ばす。そして小さく、なにかを呟つぶやく。
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　すると彼の、金色の髪の中から、小さな角が一本だけ生えてくる。


　通常二本あるはずの角が、一本しかない、というのを見ても、やはり自分たちは、純粋なエルフとは違うのだ。


　おまけにエルフの角の色は、白い。


　だが自分たちのは歪ゆがんでいて、黒い。禍まが々まがしい、悪魔の子だと、エルフたちが叫さけび、怒ど鳴なり、殺そうとしてくるほどにその色は深い、闇やみの色をしていて。


　その角の先に、光が生まれる。それがセルジュの手の平に移る。


　それはなにもかもを封ふうじる力だ。


　やはりエルフたちとは違う、精せい霊れいの力とは別の、出所のわからない異常な力。


　このセルジュのなにもかもを封じてしまう力と、そして、ハスガの持っている、なにもかもを壊こわしてしまう力を使って、彼らは仕事をしていた。


　封・解呪師スペルブレイカー。


　それが彼らの職業だった。


　ありとあらゆる呪のろいや魔術を封じ、そして解かい呪じゆする。


　そしてまた、依頼があった。


　人間からの依頼だった。


　彼女はこう言った。


『私の中の、記き憶おくを封じて欲しい』


　そういう依頼は、別に珍めずらしくない。忌いまわしい過去。忘れてしまいたい過去。覚えていては、邪じや魔まになる過去を、封じて欲しい。


　もっとも簡単な部類の依頼だ。


　だが簡単な依頼ほど、裏がある。慎しん重ちようになる必要がある。


　簡単な依頼だと舐なめてかかって痛い目にあった経験は、この【世界】に入ってからそれこそ、何度もあるのだ。


　そして今回の依頼もやはり、ひどく面めん倒どうなものだった。


　彼女の頭の中を走査してみると、彼女の記憶は彼女自身が創つくったものではなかった。何重にも強力な結界プロテクトがかかっており、いくつかの条件が重なりあったときにのみその――《最古の魔術師ヴアンパイア》の犠ぎ者しやである、鉄くろがね大たい兎とを監かん視しするために生まれた――という彼女の記憶は戻ってくるようだった。


　その条件がいったいなんなのか、すぐにはわからなかったが、彼女の話によると、彼女自身も名前を知らない、強大な力を持った何者かに、彼女は生みだされ、そして操あやつられているのだという。


　だがそれがもう、嫌いやなのだという。


　鉄大兎という少年に恋こいをしてしまい、彼を裏切るのがもう、嫌なのだという。


　だからこの記憶を消して。


　そして後ろめたさのない、純粋な気持ちで彼の前に立ちたいのだという。


　もしかしたらそのことによって、主あるじの怒いかりを買って自分は殺されてしまうかもしれないけれど。


　いやそもそも、鉄大兎を監視するためだけに生まれたのだから、その記憶を失った段階で存在が消えてしまうかもしれないけれど、彼女はそれでもいいのだという。


　恋している彼の前に、純粋な気持ちで一度でも立つことができるのなら、それで幸せなのだという。


　それは。


「…………」


　それはなんて馬ば鹿かな願いだろう、と、初めに聞いたときハスガは思った。


　自分から命を捨てるような奴は、嫌きらいなのだ。そうじゃなくてもこの世界は、死にたくないと叫びながら死んでいく者で溢あふれているのだ。


　にもかかわらず他人のために死を選ぶだなんて、馬鹿らしいにもほどがある、と、彼はそう思う。


　純粋な気持ちで彼の前に立ちたいだとか。


　何度も死にかけながら、殺されかけながら、それでも弟を見捨てないだとか。


　本当にちょっと、世の中あまりにお人ひと好よしが多すぎて、


「俺は心配になるぜちょっと……」


　と、苦く笑しようするようにハスガは言う。


　しかしその心配などまるで気にしていないように、セルジュが眠っている時雨遥へと近づく。


　もうこの数日で、封印は最終段階にきていた。いや、セルジュの強力な封印の力でさえ、二週間以上彼女を封ふうじるのに、かかったのだ。


　それほど大きな力で、彼女の記き憶おくは拘こう束そくされていた。


　だがそれも、もうすぐ終わる。


　時雨遥の記憶と、主とやらとの繫つながりは、断たち切られる。そうなったときにいったい、彼女の中でなにが起こるのかはわからないが、しかしとにかく、彼女の願いはもうすぐ一つ叶かなう。


　報ほう酬しゆうは、情報だ。


　ずっと秘密にされていたはずの、ある隠かくされた魔術体系についての情報。《最古の魔術師ヴアンパイア》が使う魔法についての、情報だった。


　もしその情報をしかるべきところに売りにだせば、もう一生、生きていくことに困らないだけの金が手に入るのは、間違いなかった。それほどにそれは貴重な情報で。


　しかしその価値を、彼女は知らないようだった。心もとなげな顔で、


『こんなんじゃ、足りないかな？』


　なんて言って。


　しかしそれでもハスガは、断ろうとした。あまりに報酬が大きすぎる仕事にも、危険があることを彼は知っていたから。


　いや、今回の仕事はやはり、なにもかもがよくない感じだった。


　仕事が成功したところで、依い頼らい者しやは死ぬ可能性がある。


　おまけに報酬は、手に入れただけでありとあらゆる組織に追われる可能性がある、危険な情報だという。


　そしてなによりそんな情報を持っているこの、時雨遥を操あやつっているのはいったい何者なのか？　それがわからないのが、まずい。もしこの時雨遥の記憶を封じて、そいつの怒いかりを買ったら、彼女だけじゃなく、彼らも殺されかねないのだ。


　この【世界】には、命が惜おしいのなら決して触ふれてはならないものがある。


　それは神と名前がつくものや、いまではない、古い世界の支配者たちだ。


《最古の魔術師ヴアンパイア》もそう。


　あれはいまを生きる者たちが触れていいものではないのだ。


　なら、この仕事は断るべきだ。


　命が惜しいのなら、断るべきだ。


　なのにセルジュの馬鹿は、受けると言った。当然ハスガは猛もう反対した。こんな依頼を受ける必要はないと。金ならもうあるじゃないかと。もう、俺たちは誰にも脅おびやかされないほどに、誰にも馬鹿にされないほどに、力をつけたじゃないかと、ハスガは反対した。


　だがセルジュはそれを受け入れてくれない。彼女を助けたいと、そう言って。


　おまけに少し、考えがあるのだという。


　確かに彼女を救うためだけに、この依頼を受けるのは危険すぎるけど、その危険を冒おかしてもいいと思えるだけの見返りを生みだす考えがあるのだと、セルジュは言った。


　そんなものあるはずがないとハスガは怒おこったのだが、しかし、セルジュの考えは、馬鹿げているほど本当に、意味のあることだった。


　だからいま、ここで、時雨遥の依頼を実行している。


　危険を承知で、受けている。


　だがやはり、


「……無茶だよなぁ」


　ハスガはうめくように独り、言う。


　だがその間にも、セルジュは彼女の封印を進める。


　つい昨日までは、記憶を残している人格と、記憶を失っている人格が交こう互ごに起きあがってきていたが、今朝からはもう、どちらも起きることはなかった。


　あと少し。


　もう本当にあと少しすれば、封印は完かん了りようするだろう。


　そうしたら駆かけ引きが始まる。


　一度でもミスしたら、死ぬかもしれない駆け引きが始まる。


　それに彼は背後を振り返った。


　結界を施ほどこしたこの地下室の、外を見る。


　その部屋の扉を、エルフどもが破ろうとしている。だがそれにハスガは笑って言った。


「ば～か。その扉は兄貴が封じてんだ。おまえらに破れるかよ」


　その扉にかけられた封印を解かい呪じゆできるのは、自分の破壊の力だけのはずだった。


　とそこで、彼は自分の手の平を見る。破壊しか生みださない、自分の手の平を見る。


　その手は、放ほうっておけば自分の体すら破壊してしまう。兄が側そばにいて、定期的に封じてくれなければ彼は、その姿を保っていられないほどに大きな、破壊の力をその身に宿している。


　兄なしでは生きていけない、独りでは生きていけない、中ちゆう途と半はん端ぱな生き物。


　それが彼だった。


　なぜこんなものを生もうと思ったのか、母親に問いただしたくなるほどに出で来き損そこないな、混血。


　だがその答えはきっと、もうすぐ出る。


　今回のこの仕事で。


　いや、命を懸かけたこの駆け引きで、その答えは出る。


　だから。


「……兄貴」


　と、ハスガは言った。


　するとセルジュが応こたえる。


「なんだ～い？」


　それにハスガは後ろを向いて、兄のほうを見て、


「なんでもない」


　小さく微笑んでそう、言った。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　七階級の精霊師でも、その扉は開けないと言う。


　それほどその扉には強力な封印が施ほどこされており、下へ手たに触さわれば死人が出ると、精霊師は言った。


　それに彼は顔をしかめ、


「では専門の解呪屋カースブレイカーではどうだ？」


　と聞くが、精霊師たちは一様に首を振ふる。


「我々が知る解呪屋カースブレイカーで、このレベルの封印を解けるのは、エントリオ兄弟だけかと」


「あの忌いまわしい、混血ハーフブリードどもか」


「はい」


「だがいまは一刻を争う。混血ハーフブリードだろうがなんだろうが気にしていられない。エントリオ兄弟を呼べ」


　と、彼は命じるが、しかし精霊師たちはそれにうろたえた顔になり、


「それがどうも、他の世界へ仕事に出ているようで、まるで連れん絡らくがつかないのです」


「なら……」


　と、そう言いかけて彼は――この、フォーハイムキングダムに集つどうエルフたちの王、スレイドルは顔を歪ゆがめた。


「なら、いったいどうする？」


　やはりエルフ特有の膝ひざまで伸のびた長い髪かみに、綺き麗れいに整えられた髭ひげ。高貴さを象しよう徴ちようするフェリンで紡つむがれたローブを身に纏まとった彼は、しかし、その身分の高さにそぐわないほどに、狼狽うろたえていた。


　彼がいるのは玉座の間だ。


　この部屋に入ることができるのは、エルフの中でも限られた階級にある者たちのみ。


　貴族の血筋に連なる者か、もしくは精霊遣いの中でも、最高位に達した、七階級のハイエレメントだけだ。


　だからいま、ここで起きていることはあきらかに、異常事態だった。


　ほとんどのエルフでさえ立ち入ることのできないはずのこの玉座の間に、いま、


「…………」


　汚けがらわしい人間が、きているのだ。


　その人間の姿を、スレイドルは見た。


　黒いスーツに、赤いタイ。帽ぼう子しに、丸まる眼鏡めがね。白い手て袋ぶくろというその姿は、エルフであるスレイドルからすればひどく珍ちん妙みように見えるのだが、人間はこういう服装を好むのかもしれない。


　おそらく性別は男だろうと、思う。


　その男は名を、クロスと名乗った。


　クロス・フィリエル・ユウイチ。


　ずいぶんと長たらしい名前だ。人間はエルフよりも名前に意味を見み出いだすのだろうか？


　とにかくこの、クロスと名乗る人間が、《軍》からの特使としてこの城にやってきて、言うのだ。


『この城にいま、我々の仲間が幽ゆう閉へいされているという情報があるのですが、これはいったい、どういうことでしょうか？　ことと次し第だいによっては大きな問題に発展しかねませんが……まあ、とりあえず王に謁えつ見けんを願えませんかね？』


　こういった使いがくるのは、わかっていた。人間がこの城に幽閉されているらしい、という情報は、今朝の段階で、コガンの湖を管理させているベストロから、報告があったのだ。


　そしてそれを、魔神ヴアンパイアが捜さがしにきている、などという、耳を疑うような話も。


　初めはそれを、質たちの悪い冗じよう談だんかと思っていた。そうじゃなくてもベストロはもう、この百年の間はコガンの湖に棲すむ精せい魔まを鎮しずめるために、眠ねむりについていたはずなのだ。


　それがいまさら起きだしてきて、さらにエルフの世界に人間が捕とらえられている。おまけにそれを、《最古の魔術師ヴアンパイア》が捜しているなどと、そう簡単に信じられる話では、なかった。


　しかし調べさせてみるとそれは本当で。


　この城の地下にある牢ろう獄ごくの一つが何者かに占せん拠きよされ、扉とびらが開かなくなってしまっていた。いつからそんなことになっていたのかそれはわからない。この城の警戒は厳重で、そう簡単に部外者の侵しん入にゆうを許したりするはずがないのだが、どうもその認にん識しきは、間違っていたようだ。


　おまけにその牢獄の中に、人間がいる、というのもすぐに調べがついた。人間の波長はエルフとは違うので、すぐにわかる。ひどく耳みみ障ざわりな、波長。


　さらにその場所を見つけてくれといわんばかりに目印アンカーが落ちている。エルフにだけわかるような信号で、そこらじゅうに目印アンカーが落ちている。


　人間がエルフの牢獄の中に捕らわれていて、それを見つけてくれといわんばかりに信号を発している。


　それに、あきらかになにか、陰いん謀ぼうめいたものを感じた。それにベストロも気づいたのだろう。そして慌あわててこの件を報告してきた。


　人間どもがやってくる前に、対処しろ、と言ってきた。


　当然スレイドルはすぐに動いた。まず撒まき散らされている目印アンカーを消した。それからすぐに扉を開き、その人間を解放するよう、部下に命じた。


　だが扉はまるで開かなかった。なにやら強力な封ふう印いんが施ほどこされているようで、どうやってもそれを開くことができない。


　だがこれは、封印が強力すぎて開けなかった、で済む話ではない。


　エルフという種族全体の存亡がかかった、外交問題なのだ。


　いま、人間どもと争うわけにはいかない。


　ほとんどのエルフたちは知らないが、もう、エルフには人間と戦えるほどの力はないのだ。


　いや。


「…………」


　とそこで、スレイドルは目の前に、悠ゆう然ぜんとした顔で立っている、人間の男を見て、思う。


「…………」


　悔くやしい話だが、人間はもう、エルフよりも遥はるかに強大な種族へと進化してしまっているのだ。


　伝統を重んじ、精霊たちとの共存を誓ちかって、エルフたちは永遠に変わることがない。


　だがその間に人間どもは、ありとあらゆる魔術体系を呑のみ込こんでいく。狂くるったように呑み込んでいく。


　神だろうが、悪魔だろうが、精霊だろうが、魔神だろうが、まるで気にしない。


　そこに力があるのなら、そのすべてを手に入れようと貪どん欲よくに、前に進み続ける。


　やがて人間どもは、エルフの手が届かないほどの高みへと進んでしまった。


　化け物と、そう呼んでいいほどの高みへと進んでしまった。


　そしていま、目の前にいる人間ばけものが言う。


「……さて、明確な答えをもらえないのなら、そのように僕は《軍》へ報告しましょう。その結果この国に対して、僕らがどのような権利を行使するか、それは理解していますよね？」


　と、クロスが言う。


　顔は穏おだやかに、嬉しそうに笑っている。


　いや、もしかしたらこれはすべて、《軍》によって行われた罠わななんじゃないか？　とすら、スレイドルは思う。


　それならもう、打つ手は……


　が、そこで、部下から報告があった。


　精霊の力を使って、頭の中に直接声が響ひびく。


『陛下……いま、牢ろう獄ごくから、取り引きをしたいというメッセージがきました』


　と、言う。


　それにスレイドルはクロスへと微笑みかけて、


「いましばらく、時間をくれないだろうか？　さきほどから申しているように、我々が人間を幽閉している、などということには身に覚えがないのだが、それでもあなたの顔を立てて、調べさせている。そしてどうやらその調査に、進展があったようだ」


　と言うと、クロスは少しだけ目を大きく見開いて、


「ほう。なら、少しだけ待ちましょうか」


「そうしてくれるか？」


「はい。僕たちも、いたずらにあなたがたを潰つぶしたいと思っているわけではありませんから」


　そう、クロスは言う。


　本当に潰すのは簡単なんだぞと言わんばかりに、余よ裕ゆうの顔で言う。


　それにスレイドルはまた、顔をしかめそうになる。だがそれをこらえて、


「……ありがたい。なら、別の部屋を用意させましょう。そこで少し、お待ちください」


　と、言う。


　クロスはそれにうなずいて、


「では少し、休みますか。でも……」


「ええ。それほどお時間はとらせないつもりです。ではクロスさんを、お部屋へ。あ、クロスさんも他の人間たちと同様、エルフの女がお好みでしたら……」


　という言葉に、部屋を出ていきかけていたクロスが、こちらを振り向く。


　そしてまるで貶さげすむような灰色の瞳ひとみで、スレイドルを、見つめた。


　この、エルフの国の王を、貶むような瞳で見つめ、


「あまり、卑ひ屈くつにならないでくださいよ。《軍》は本当に、この場所に興味を示していない。その気があったらこのような遠回しなことはせずに、潰しますから。ですからいらぬお気づかいはなさらぬように」


　そう言ってから、微笑む。こちらに頭を下げてくる。


「しかしそのお気持ちだけは、受けとっておきましょう。そしてスレイドル王は《軍》に対して友好的だったと、そう、上に伝えておきます」


「そ、そうしてくれるか」


「ええ。今回の問題がうまく片づけば、ですが」


　そう言ってからまた、踵きびすを返す。そして部下の案内で、玉座の間からクロスが出ていく。


　それを見つめて。


　エルフの王はそれを見つめて、


「……くそ」


　と、小さく呟つぶやく。


　だがそのうめき声は、もう遅おそい。


　数百年遅い。


　エルフは自分たちの力の大きさにあぐらをかいて、進化を止めてしまったのだから。


　それどころか本当に卑屈に、卑小に、誇ほこりさえ捨てて、生き残る道を選んだのだから。


　自分たちを率いてくれる可能性がある、大きな力がある者が生まれた場合、それを人間に引き渡わたして、かわりに庇ひ護ごを求めていたのだ。


　で、その結果がこれだ。


　もう、脅威の対象としてすら、見られていない。


　これではまるで、道ばたを這はう蟻ありじゃないかと、そう思うが、もうどうにもできない。


　もちろん戦争になればそれなりに犠ぎ牲せい者しやも出るだろうが、しかし結局勝つのは人間だろう。だから敬意を表ひようする必要もない。


　笑って、踏まれないように気をつけろよと、脅おどしてくるだけ。


　それに。


「…………」


　スレイドルは立ち上がる。それから頭の中に声をかけてきた部下に対して、言う。


「……取り引きを、受けよう。なんと言ってきている？」


　すると声が答える。


「おまえらが売った、東のエラの居場所を教えろと。居場所を教えれば、人間は解放するとそう、言ってきています」


　という言葉で、いまここで、いったい何が起こっているのかが、わかった。


　東のエラ。


　それは禁きん忌きの魔と交わった、裏切り者の淫いん売ばいの名前だ。


　彼女は東の、フレネルドキングダムの王の妻になるはずの女だった。生まれたときからそれは決まっていた。彼女は大きな力を持っており、王族の仲間になることが決まっていた。


　にもかかわらずあの女はその、すべてを裏切った。忌まわしい化け物と交わって、醜みにくい子を産んだ。


　当然エルフの王族たちは怒いかり狂った。子供を殺し、彼女も殺そうとした。


　が、彼女の力はそれを、笑った。


　あの淫売は、笑った。


　なぜ私が彼ヽとヽ交わったのかわかるかと。おまえらの姿があまりに卑屈で、醜みにくいからだと、そう嘲わ笑らった。


　人間の前に膝ひざをつく、憐あわれなエルフどもが、私をどうにかできると思っているのかと。


　そして実際に、どうにもできなかった。


　すべての精霊たちは彼女を愛していて、エルフでは手に負えなかった。


　そしてエルフたちは、彼女を売ったのだ。


　人間に。


　自分たちの手に負えないからなんとかしてくれと。彼女の力はすべてやるから、なんとかしてくれと、そう人間に頼たのんだ。


　人間は喜々としてやってきた。


　化け物の身を裂さいて、研究するのが奴やつらは好きなのだ。


　彼女はそれでもひどく暴れて、人間を殺した。何十人も殺した。


　だがやがて、その力も尽つきた。


　人間は化け物を扱あつかうのがとてもうまかった。東のエラの四し肢しをもぎとり、封ふうじ、そして、言うのだ。


『我々の研究に協力すれば、君の子供は見み逃のがしてやってもいいが、どうする？』


　と、人間どもは彼女に言った。


　そしてそれに、彼女はあっさり屈くつした。


　子供を守るために、彼女は人間に捕らえられた。


　さらに子供たちにも呪のろいがかけられた。決して自分たちに手を出せないよう、呪いがかけられた。


　彼女の息子むすこ、セルジュとハスガという名前の下に、エントリオという姓せいがつけられる。それが呪いだとは、本人たちは気づかない。決して彼ら人間の組織に逆らうことができないようにかけられた呪いだとは、気づかない。


　確かあのとき東のエラを連れ去った人間どもは、《教会》という名の組織の者たちだったと思う。実際に接せつ触しよくしたのは東の王族たちだったのでスレイドルは詳しいことは知らないが、なんでも《教会》は《軍》とはまた性格の違う、奇き妙みような組織なのだという。


　しかし結局のところは、やることはあまり変わらない。


　常に人間どもはえげつなく、世界中の魔術体系を呑のみ込んでいくだけだ。


　人間の世界には十二の大きな組織があるらしいが、そのすべてが同じだ。


　力を得るためなら、なんでもする。


　十二の組織が覇は権けんを争い、その火の粉を周囲の世界に撒まき散らすだけ。


　今回もその火の粉に巻き込まれる可能性がある、と、スレイドルは思った。


《教会》と、《軍》。


　二つの組織の名前が出てきてしまった。下へ手たに動けばこの国のエルフ、すべてが殺されかねない。


　それに、


「…………」


　スレイドルは言う。


「なら牢獄の中にいるのは、エントリオ兄弟か？」


　すると声が答える。


「そのようです」


「母に会わせろと？」


「いいえ。居場所だけを教えろと、そう言っています。おまえらが人間に売ったのはわかっているから、どの組織に売ったのか、それを教えろと」


「そうか」


「いかがいたしましょうか？」


「私が、直接話す。術式を繫つなげ」


「はい」


　そう、部下が言ってから、少しの間がある。


　そして薄うすく一本、天てん井じように光が灯ともる。この王の間にはありとあらゆる場所と声を繫げるための魔術が施ほどこされているのだ。


　その中の一つが繫がる。


　繫がったのを確かく認にんし、スレイドルは言った。


「エントリオ兄弟か？」


「ああ」


「どちらだ？　セルジュか、ハスガか」


「おまえに名乗る名はない」


「そうか」


「さっさと本題へ入ろう。おまえも忌まわしい混血ハーフブリードと長なが々ながと話したくはないだろう？」


「……ああ」


「じゃあ言え。東のエラを、おまえらはどの組織に売った」


「それを言って、どうなる。救いにいくか？」


「それはおまえが気にすることじゃない」


「だがおまえらには無理だ。おまえらにはその組織に手を出せないよう、呪いが……」


　が、その言葉を遮さえぎって、エントリオ兄弟が言う。


「そんなのは知ってる。だがおまえらの知ったことじゃないだろう？　いいから組織の名前を言え。王族は彼女がどこに売られたのか、知ってるはずだ。その組織の名前を言え」


「……言えば我々は裏切り者として、人間に狙ねらわれる」


「そうだな。だが言わなきゃ今度は《軍》に狙われる。どっちも人間だ。エルフの王も大変だな」


「わかってるなら」


「おまえの事情なんか知らねぇよ。だが、俺たちはうまくやる。東のエラの居場所を聞いても、おまえが裏切ったとわからないように、動くつもりだ。だから俺に居場所を教えたほうが、得だぜ？」


「……信用、できないな」


「しなくてもいい。でもそのときは、おまえらは《軍》に潰つぶされる。結局のところ選せん択たくの余地はないんだ。おまえらがこの扉とびらを破って俺たちを殺せるなら話は別だが、できないだろう？」


「……ああ。東のエラ同様、おまえらの力にはかなわない。我々は間違っていたな。エラやおまえたちを、仲間にすべきだった。それを人間に売るなんて……」


「はいはい、そこまでにしろよ。おまえらの気持ちなんてどうでもいいんだ。いいから早く、東のエラの居場所を言え。どの組織に売った。早く言わないと、おまえら《軍》に潰されちまうぞ？」


　という言葉に、スレイドルは小さく、ため息をつく。


　そう。


　時間がないのは、自分たちなのだ。


《教会》を裏切るか、それとも《軍》を裏切るか。


　それを選択する必要がある。


　しかしそれは、自分一人で選択するにはあまりに大きすぎる決断だった。四方に散らばる、四つの王国の王が集つどって決めるような、大きな決断だった。


　だが、その時間はない。


　それを待つ時間はない。


　なら、決断しなければならない。


「……おまえらを信じていいのか？」


　と、スレイドルは言った。


「……おまえらに組織の名前を言って、それでも我々には害がないようにすると、誓ちかえるのか？」


　と、エルフの王は言った。


　するとエントリオ兄弟は答える。少しだけ楽しげに、


「信じられないほど俺たちにひどいことしてるから、怖こわくて仕方ねーだろ？」


「…………」


「でも、信じていいよ。俺らの仕事は、信しん頼らいが命いのち綱づなだからな。その信頼には、応こたえよう」


「…………」


「さあ言え。東のエラは、どの組織に売り渡わたされた？」


　そう問われ、スレイドルは応えた。





《教会》の名前を、売った。





　するとエントリオ兄弟が言う。


「わかった。じゃあここから《軍》に対して十時間、時間を稼かせげ。その間に、すべてに対処する」


「馬鹿な。そんなに長くは……」


「無理なら勝手に《軍》に潰つぶされればいい。だがきちんと時間を稼げたなら、俺たちは約束を守る。俺たちが拉ら致ちしている、人間を解放してやる。話は以上だ」


「待っ……」


　しかし、それですべては終わりだった。


　一方的に魔法が切られる。


　声はもう、向こうには通じていない。


　それに、スレイドルは絶望したような蒼そう白はくな顔になり、それから部下に命じる。


「……もう一度クロスに会う。時間を貰もらう。そしてもし、クロスがその時間をくれないのなら……」


　くれないのなら、クロスを殺す必要がある、と、彼は思う。


　クロスを殺し、そして《教会》にクロスの死体とエントリオ兄弟を売るのだ。


　その代わりに《教会》に、このエルフの世界を《軍》から守ってもらう。


　人間から守ってもらうために、人間にへりくだるのだ。


　それに、


「……くそ。綱つな渡わたりだな」


　と、スレイドルはうめくように言ってから、歩きだす。クロスとの話しあいがうまくいくことを、願って。

















　　　第六章　世界のひどさを消し去る機構










　放課後。


　チャイム。


　教室。


　机。


　黒板。


　夜の学校にはいつも、違い和わ感かんを感じる。特にこの宮みや阪さか高こう校こうの夜はいつもそうだ。


　異世界からやってきた化け物や、《軍》の研究所から逃にげだしてきた魔ま物ものなどが夜の間に学校内を徘はい徊かいしていたりして、ちょっとしたお化け屋や敷しきのような雰ふん囲い気きすらある。


　でもそれでも。


「…………」


　もう二度と、この世界に戻もどることができないかもしれない、と思うと、そんな不気味な夜の学校でさえ、なぜかちょっと離はなれがたいものがあった。


　大たい兎とがいるのはいまだ、生徒会室だ。


　夜九時に月げつ光こうが家に迎むかえにきて、《道み程ち》を通ってこの部屋にきたのがたぶん、九時三分くらい。


　生徒会室にはすでに、月光、美み雷らい、そしてヒメアの三人が揃そろっていて、すぐにエルフが棲すむ世界へと出発するのかとそう思っていたのだが。


　その前に月光は、《軍》が自分たちを追ってこられないように、あらかじめ学校中に仕し掛かけておいた罠わなを、作動する必要があるのだという。そのためのなにやら、大兎にはよくわからない呪じゆ文もんを唱えて、ホワイトボードにマジックで奇き妙みような文字を書いていっている。


「それで罠が発動すんの？」


　と大兎が聞くと、それに横からヒメアが、


「ワーフ文字ね。もう失われた魔術体系だと思ってたけど」


　なんてことを言った。


　それに月光が応こたえる。


「《軍》が復元した。他ほかの組織と殺しあいをする時に、相手が知らない魔術体系を使えると有利だからな。失われた魔法を蘇よみがえらすのは、《軍》にとっては重要な仕事だ」


　という言葉に、大兎は聞く。


「でもその《軍》が復元した魔術体系の罠で、《軍》が止まるか？」


　しかし月光はこちらを振ふり返らないまま、楽しげに言う。


「その魔術体系の資料は全部燃やしてやった。原本はどこかに残ってるだろうが、下っ端ぱには閲えつ覧らん権限がないからな。つまり、一度上層部まで俺おれたちがいなくなった情報があがらないと、この罠は解除できない」


　との、ことだった。


　まあ、よくはわからないが、一応《軍》に対しても効果のある罠らしい。


「で、その罠を張るのにどれくらいかかんの？」


「五分」


「それ、俺らがくる前に……」


　が、その言葉を遮さえぎって、月光は言う。


「事前に張って、おまえがくるのが遅おくれたら《軍》に罠がバレるのが早まるだろうが」


「ああ、そうか」


「そうだ馬ば鹿かが」


「どーせ馬鹿ですよ」


　すると月光が笑う。


「そうだ。間ま違ちがいなくおまえは馬鹿だ。《軍》に逆らおうだなんて、正気の沙さ汰たじゃないからな」


「じゃあおまえも馬鹿じゃん」


「ああ。そうだな。だが天才だ」


「へぇ～」


　と、大兎は半眼で言う。そのまま月光のほうから、別のほうへと目を移す。


　すると部屋には嬉うれしそうにこちらを見つめている綺き麗れいな顔と、まるで緊きん張ちよう感かんのない顔で、ドクターペッパーを手に持っている雷かみなり娘むすめの顔がある。


　その二つを見てから大兎は、そのまま背後の、窓へと目を向ける。


　すると窓ガラスに、薄うすく自分の姿が映うつる。


　やはり平へい凡ぼんな、どこにでもいるような高校一年のガキがそこには映っていて。


　それを見て、大兎は思う。


「…………」


　確かに俺は、馬鹿かもなぁと、そう思う。


　こんな普ふ通つうっぽいガキが、国とも繫つながっているような巨きよ大だいな組織に逆らおうとしているだなんて、とても正気の沙汰とは思えない。


　おまけにいま、この窓ガラスに映っている彼の仲間は、ほとんどが人間じゃないのだ。


　性格の悪い俺さま生徒会長。


　悪あく魔まの安あん藤どう美雷。


《最古の魔術師ヴアンパイア》のサイトヒメア。


　そして平凡な、ごく普通の高校一年生。


　それを見ると、思う。


　あきらかに、自分だけが見み劣おとりしてると、そう思う。


　自分はここにいちゃいけない人間なのかもしれないと、そんなことを思う。本当はこんなこと、自分とは違う、特別な奴やつらだけに任せて、自分は家で震ふるえていたほうが、似に合あっているんじゃないかって、そんなことを思ってしまう。


　もちろんそんなことをしたら後こう悔かいするだろうし、自分を一生許せないだろうけど、でも、自分を許せる人間なんてきっと、ほとんどいない。


　いつだってなにかに後悔して。頑がん張ばりきれない自分を責めて、みんなが生きているのだ。


　それを、誰だれも責めたりはしないだろう。


　だからもし、後あと戻もどりするのならここが最後だな、と、思う。


　なんか勢いでここまできてしまったけれど、逃にげだすのなら、ここが最後だ、と、そんなことを思いながら、


「早くしろよ月光」


　と、大兎は言った。


「じゃないといくのが怖こわくなる」


　と、彼は正直な言葉を吐はいた。


　すると月光が言う。こちらを振り返らないまま。


「当然だ。俺だって怖い」


　なんてことを言う。


　あの月光が、あっさり、怖いと言った。


　それに大兎は目を丸くして、


「うそーん。おまえまで怖がってるんじゃ、まじでやばいじゃん」


「だから初めからそう言っている。この国で《軍》に逆らうのは、馬鹿だけだ」


「俺ら死ぬかね？」


「さぁな」


「そりゃ、困ったね」


「だが後悔してももう遅おそい。罠わなが完成する」


「ああそう。なら」


　と、大兎は言った。


「なら、仕方ねぇな」


　とそう、言った。


　本当はそれじゃすまないはずなのに、最近はめっきり感覚が麻ま痺ひしてしまっていて、そしてそんな自分がわりと、嫌いじゃなかった。


「…………」


　もう一度窓ガラスに映った自分の顔を見る。ガキのわりにはそれなりに、こう、決意を固めたような、そんな顔をしている気がする。それはけっこう悪くないんじゃないかと、そう思う。


　少なくとも足の筋を痛めて、空手ができなくなってしまってから脱ぬけ殻がらのようになにも頑張っていなかったころの自分と比べれば、全然毎日が充じゆう実じつしているような気がする。


　これであとは遥はるかを救って、そして、ヒメアを襲おそってくる敵から守ることができたなら、前よりは自分を褒ほめられるようになるだろう。


　もう二度と、この世界に戻ってこられない可能性があったとしても。


　もう二度と、家族に会えなくなってしまったとしても。


「…………」


　とそこで、窓ガラスに映った自分の顔が、歪ゆがんだ。初めはそれが、自分の表情が歪んだのかと、大兎は思った。


　だが、違った。あきらかに窓ガラスの中央に映った景け色しきが、ぐにゃりと、光をねじ曲げたように歪み始めて。


　それに大兎が、


「月光」


　と、言う。


　すると彼は鬱うつ陶とうしげに、


「もう完成する。黙だまってろ」


　そう言ってくるが、大兎は黙らない。


「いや、ちょっとやばそうなんだけど。窓が歪んで、なんかこっちにこようとしてる……これ、《軍》が俺らに気づいたんじゃ……」


　が、そこで、


「問題ない。いま、罠が完成した」


　と、月光が言った瞬しゆん間かん、部屋中が光ったように見えた。あきらかになんらかの魔術がこの部屋に、いや、学校全体に発動したのだ。


　それに月光が、続ける。


「これでもう、しばらくの間は《軍》の奴やつらも俺おれたちを追ってはこられない」


　とそう言う。


　しかしそれに大兎は、


「……そうなの？」


　と、聞く。


　そして目の前を見る。どんどん、歪んでいく窓ガラスを見る。まるでこちら側へとなにかが侵しん入にゆうしてこようとしているような、そんな雰ふん囲い気きの窓ガラスを見つめ、


「あの、俺、魔ま法ほうのこととか全然わかんないけど、なんかちょっとこれ、やばい雰囲気じゃ……」


　とそこで、横にいたヒメアが、


「あら」


　と、少しだけ驚おどろいたような声を出す。


「すごい……ワーフ文字の呪じゆ回かいがどんどんかき消されてる」


「なっ」


　それに月光も、こちらを振り向く。窓ガラスを見る。そのときにはもう、窓ガラスに穴が空き始めている。


　そしてその穴の向こうには、光があった。


　学校の外は夜で、もう暗いはずなのに、穴の向こうは明るい光に満ちていて。


　月光が、顔をしかめる。


「クソ。もう《軍》の奴らはワーフの全文を解明してたのか？」


　なんてことを言うが、しかしそれにヒメアが首を振ふる。


「ううん。これ、たぶん違ちがう。ワーフのことなんて知らない奴が、無理矢理外側から入ってこようとしてる」


「馬ば鹿かな。そんなことをしたら、罠わなが……」


「動いてない。罠ごと消されてる。大兎っ！」


　と、ヒメアが言う。そして彼女が、彼の肩かたをつかむ。そのまま彼のことを後ろに引っ張り、そして自分は一歩前に出ると、


「たぶん、ちょっとヤバそうなのがくる。後ろに下がって」


　なんてことを言ってくる。


　しかしその言葉に大兎は苦く笑しようして、


「いやそれ、俺のセリフだから。ヒメアのことは俺が守るよ。そのための不死身なんだし」


　そう言って、前に出ようとしたヒメアの、さらに前に、彼は体を出す。


「でも」


「でもじゃな～い。ってか、少しは俺のことも頼たよってよ。恰好悪いじゃないの」


　と言うと、彼女は一いつ瞬しゆん困ったような顔になり、それから微笑ほほえんで、


「うん」


　と、言った。


「じゃあ、一いつ緒しよにがんばろ」


「ああ」


「で、どんな奴がくんの？」


　しかしそれに、ヒメアは首を振る。そしてまた、でも、と、言う。


「でも私もあんな速さでワーフ文字の呪回は紐ひも解とけないから……私よりも魔法に長たけてる奴かも」


　などと、彼女は言った。


　あらゆる魔法を使いこなす、《最古の魔術師ヴアンパイア》よりも魔法に長けている奴――ってそれ、化け物じゃねぇか！　と、言いかけて、大兎はやめる。それだとヒメアのことを化け物と言っているようで、なんとなく、あとあとまずいような気がしたので、とりあえず、


「そりゃすげぇやべぇな」


　と言って、全身に力を込こめる。なにが起きてもとりあえずはヒメアの盾たてになれるようにと、体中を緊張させる。


　その横で、月光も腰こしの剣けんを引き抜いている。細く、鋭するどく、長い剣。漆しつ黒こくの刀身に、月の形イメージが装そう飾しよくされた、柄守カツプガード。


　それは凶剣スペル・エラーとかいう名前の、魔を祓はらうために造られた剣らしいのだが、しかしまあ、大兎は詳しいことは知らない。


　とにかくその剣がかなり優ゆう秀しゆうで、悪魔の美雷や、そして《最古の魔術師ヴアンパイア》のヒメアですらそれを脅きよう威いに思っている、ということだけはわかっている。


　そしてさらに、月光は横にある、もう一つの武器を手にする。


　相変わらずドクターペッパーを片手に、


「なーんか、やばそーな雰囲気！」


　なんてことを言っている美雷の髪かみの毛をむんずとつかむ。


「わわわ！」


　と、美雷は月光のほうへと引き寄せられ、さらに無理矢理、


「うあ～、もう、いっつもゲッコーは無理矢理そんなふうに……そんな……」
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　無理矢理、美雷の額にキスをする。するとその瞬間、彼女にかけられていた封ふう印いんが解かれる。


　月光の剣によって力を封じられていた美雷が、その体に悪あく魔まの力を取り戻す。


　ポニーテールを作っていたウサギのマスコットつきの髪留めがパチンっと弾はじけ、髪が金色に輝き始める。おまけにその髪はまるで稲いな妻ずまのように宙を舞まい始めて、美雷が言う。


「力が戻ったぁあああああけど、このゴムお気に入りだったのにぃいいいい！」


　と、ウサギのマスコットがついた髪留めを大事そうに拾う。スカートのポケットにしまう。おっとりたれ目を必死に怖こわそうに細めて月光をにらみ上げ、


「新しいの絶対買ってもらうからね！」


　と、言った。


　だがもちろん、いまはそんな場合じゃない。月光は美雷などまるで無視して、窓ガラスに空いた穴をにらむ。そして、


「これは、《道み程ち》か？　サイトヒメア」


　と、言う。


　するとヒメアはうなずく。


「たぶん」


「しかしなぜ、《道み程ち》がここに開く？　この《聖地》は、他ほかの《道み程ち》が繫つながらないよう、結界が……」


　しかしそこで、穴の向こう側から何者かが言った。


「その結界も、俺らが解かい呪じゆしてんだよ、紅くれない月光生徒会長」


　若い、男の声だった。


　聞き覚えはない。


　だが向こうは、うちの生徒会長の名前を知ってるようで。


　大兎は聞いた。


「おまえの知りあいか？」


　が、月光は首を振る。


「いいや。俺の知りあいに、勝手に人の縄なわ張ばりに入り込んでくるような失礼な奴はいない。弟ヒナタを除いては……」


　なんて言葉に、大兎はさらに緊張する。


　ヒナタ。


　紅日向ひなた。


　それは悪魔を使し役えきする、月光の弟の名前だった。


　そして大兎たちはそのヒナタに襲おそわれ、もう何度も大変な目にあっているのだ。


　大兎は七度殺され復活できなくなってしまい、ヒメアは九年間も幽ゆう閉へいされ、月光は大きなコンプレックスを植えつけられてしまっている。


　だがそのヒナタは、死んだはずだった。大兎とヒメア、月光と美雷の四人で力を合わせて、なんとか倒たおしたはずだった。


　なのに、


「ヒナタっておまえ、あいつまだ生きてんのかよ？」


　という問いに、しかしやはり、月光は答えない。


「……くるぞ」


　そう言って、剣を構える。体を低く沈しずめる。剣をつかんだ右手を、胸の前で交差させて首の横近くまで引く。


　それは大兎が次に月光と喧けん嘩かしたとき用に勉強した、フェンシングの本に載のっていた構えとは、だいぶ違った。サーブルを使ったときの構えに一番近いとは思うのだが、こいつのそれは、すべてが大おお袈げ裟さで、そして速いのだ。


　月光が言う。


「……ここに無断で侵しん入にゆうしてくる奴は全員、敵だ。会話の必要はない。姿を現し次し第だい、殺せ」


　と、命じてくる。


　それに美雷が、


「おー！」


　と、両手をあげる。その両手に稲いな妻ずまの塊かたまりが宿る。


　ヒメアはこちらを見て、


「じゃあ大兎、私ちょっとだけ時間のかかる魔法を使うから、守ってくれる？」


　と、言ってくる。


　それに大兎はうなずく。


「もちろん」


「でも」


「うん」


「二度死んだら、後退して。敵がどんな奴らかまだわかんないから、状じよう況きようがわかるまでは……」


「死ねる回数を減らすなってことね。おっけ。なるべく頑がん張ばってみる」


　そう言って、大兎はヒメアの前に立つ。構える。基本は空手の構えだが、しかしもう、昔習った構えとはだいぶ変わってしまっている。なんせ防ぼう御ぎよの必要がないのだ。一度や二度、死んだところで問題はないのだから、おのずとその構えは、攻こう撃げき重視の構えにシフトしている。


　そして、見る。


　窓に空いた穴が、もうすぐ、人一人が通れるくらいの大きさになっていくのを。そしてその穴の向こうから、なにかが出てこようとしている。


　それに月光が、言った。


「鉄くろがね」


「ん？」


「いけ」


「ああ、そりゃ俺が先せん鋒ぽうがいいよね。んじゃ一回死んでくっから、おまえら目ぇ見開いて、敵の姿ちゃんと見とけよ」


　そう言ってから、彼は走りだした。拳こぶしを構え、その、穴の向こうから出てくるなにかに向けて、放とうとする。


　全力で放とうとする。


　だがその途と中ちゆうで、


「……って」


　途中で、彼はその拳を、止める。体の動きを止める。というか全身が、動かなくなってしまう。


　なぜなら目の前に。


　目の前に、


「…………」


　彼が一番よく知っている女の子の、姿があったから。


　遥だ。


　時雨しぐれ遥。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、優やさしげな顔。


　それを大兎は見つめる。目を大きく見開いて、見つめる。


　彼女の細身の体を包んでいるのは、宮阪高校のセーラー服で、その服が少しだけ、汚よごれているのを見つめる。


　両手を鎖くさりで繫つながれ、ぐったりと意識を失っているのを、見つめる。


　そして。


「…………」


　なにかを、言おうとした。


　だが、言葉が出ない。


　いろいろな感情がないまぜになってしまって、言葉が出ない。


　しかし自分の胸の奥にうずまいている感情がなんなのかは、わかる。


　怒いかりだ。


　もう、自分でも制せい御ぎよできそうにないほどに大きく膨ふくれあがった怒り。


　いったい遥をこんな目にあわせたのは、誰だ？　そいつを見つけて、殺してやる。


　とそう、大兎は思った。


　するとその気持ちに応こたえるかのように、あっさりその誘ゆう拐かい犯はんが姿を現した。


　遥の後ろから、ひょいっと顔を出す。


　そいつは男だった。妙みように整った、まるでエルフのように綺麗な顔を持った男。だがそいつが持っている雰ふん囲い気きは、エルフたちとは違ちがう。


　エルフほどは長くない、濃のう紺こんの髪かみに、金の鋭するどい瞳。年のころは大兎たちと同じくらいか、上だとしても一、二歳だろう。


　その、若い見た目の男が言う。


「……攻撃をするのは、まずいと思うぜ？　こっちには人ひと質じちがいる」


　というその言葉に、大兎は言った。


　もう、意識しないと震ふるえてしまいそうなほど怒りがこもった声で言った。


「……てめぇら、遥にいったい、なにをした？」


　そう言いながら、しかし、彼が見ているのは遥だけだった。


　服が汚れているのだ。両手を繫がれて、意識を失っているのだ。それももう、二週間以上も、彼女は囚とらえられていたのだ。


　その間にいったい、なにがあったのか。


　それを思うと、思うと――


　するとそこで、男が答える。


「おまえがなにもしなければ、なにもしねぇよ。大事な人質だからな」


「……大事な人質を鎖で繫ぐのか？」


「……ん？　ああ、これか」


「これかじゃねぇよ」


「っていう、その反応だと、君が遥が言っていた、鉄大兎か」


「……ああ？　いまなんてった？」


「だから、おまえが鉄……」


　が、それを遮って、言う。


「遥だ？　人質を呼び捨てにして、いったいおまえら、なにしてた？　絶対許さねぇからな。絶対に、絶対にてめぇらを……」


　殺してやる、と、そう言いかけて、その口を後ろから塞ふさがれる。


　いつの間にか月光が前に出てきていて、


「落ちつけ鉄。おまえの気持ちはわかるが、いまは怒りにまかせた行動で状況が好転する場面じゃない」


　と、言う。その、後ろから口を塞いでくる月光の腕うでを大兎は払はらい除のけようとするが、月光は本気でこちらを押さえにかかってきていて、なかなか払えない。


　その間に、会話が進んでしまう。


　男が言った。


「……会話ができる相手がいて、よかったよ。人語をそれほど流りゆう暢ちように扱あつかえるわけじゃないから、鉄大兎の説得には失敗するかもしれないと少し、ひやひやした」


　という言葉に、月光が言う。


「説得するつもりがある、ということは、おまえらは俺たちとなんらかの交こう渉しようをしにきたということだな？」


　すると男はうなずく。


「じゃなきゃ危険を冒おかして、《軍》の領域テリトリーに侵しん入にゆうするかよ」


「はっ。ここは《軍》の領域テリトリーなんかじゃないがな」


「あ？　そうなのか？　じゃあ誰の縄なわ張ばりだ？」


「俺のだ」


「ははは」


「……ん？　いまおまえが嘲ちよう笑しようした相手は、俺か？　それならもう交渉は決けつ裂れつだ。いますぐ、殺し……」


　と、剣を上げかけた月光の口を、今度は後ろからヒメアが押さえて、


「ちょっと！　なんであんたたちはそんなに血の気が多いのよ！」


　と、言った。それからヒメアが男を見つめ、


「交渉内容を早く言いなさいよ。内容によっては受けてあげるから。あと言葉に気をつけなさい、混血ハーフブリード」


　と、言う。


　それに男がヒメアのほうを見て、笑えみを浮うかべた。


「で、そっちが《最古の魔術師ヴアンパイア》サイトヒメア、か。本当に聞いていたとおり、ここにはおもしろい奴らが揃そろってるみた……」


「いいから早く言えって言ってるの。あんたたちがだらだら会話してくれてたから、もう魔ま法ほうは完成してるのよ。あんたを殺すのは簡単。でも、使わないであげてる。この意味が、わかる？」


　という言葉に、しかし男はさらに楽しげに、


「わかるさ。でもたぶん、その魔法は俺には効かないだろうが」


　そう、言う。


　それにヒメアが、


「うん？」


　と、言った。


　そして、さっきまでとは違ちがう、妖よう艶えんな笑みを口くち許もとに浮かべ、


「それって、《最古の魔術師ヴアンパイア》の魔法を、試ためしてみたいってこと？」


　なんて言いだし、手をあげる。その手を中心になんだかよくわからない紫むらさき色いろの渦うずがぐるぐると回り始めて。


　それに今度は美雷が言った。


「おっしゃ、やっと戦せん闘とう開始か～!?」


　という言葉に、月光と大兎が同時に、


『そこは止めるとこだろ！』


　と、怒ど鳴なる。


　すると美雷は目を白黒させて、


「へ？　へ？　そうなの？　そうなの？　ええと、ヒメちゃん、止めるとこだって」


　するとヒメアがうなずく。


「私は悪魔ごときの命令は受けない」


　そう言って、さらに魔法は大きく、強くなっていく。


　それに月光が、


「いいから止ま……」


「黙だまれ人間」


　魔法はさらに大きく、大きくなっていき、最後に大兎が、


「ちょ、ヒメア、頼たのむよ」


　と、言った瞬しゆん間かん。


「うん[image: ]」


　と、いうことになった。


　そしてあっさりヒメアは魔法を中止し、嬉うれしそうに大兎に抱だき着いてくる。気絶している遥の目の前で、ヒメアが彼の胸に抱き着いてくる。


　それに大兎は慌あわてて、


「ちょ、ヒメア、そんな状況でもないから。あの、戦闘中。なんかすごい奴と戦闘中！」


　が、ヒメアが言う。


「魔法の詠えい唱しようはもうすんでるから、大だい丈じよう夫ぶ。あとは大兎が、遥ちゃんは気にしなくていいからあいつ殺せ～って言ってくれれば、いつでも遥ちゃんもろとも消しよう滅めつできるよ！」


「っていや、それはさすがに……気にするよ」


「じゃあもう離はなれない！」


「それも意味わかんないから……ああ、もう、ええと……」


　と、大兎は顔を再び、男のほうへと向ける。にらみつける。胸にヒメアが抱き着いているからいまいち緊きん張ちよう感かんはないが、しかし、ヒメアのほうに緊張感がなくなってしまっているということは、本当に相手に、交こう渉しようしようという気持ちがある、と、彼女にもわかったからだと、思う。


　だから大兎は男を見つめて、聞いた。


「……一つだけ、聞かせろ。そしたら話しあいをしてやる」


　という言葉に、男が言った。


「人ひと質じちを持ってるのはこっちだから、そんな偉えらそうな態度に出られる筋合いはないんだけどな。でも、いいよ。そっちにはこの人質が効かない化け物が揃ってるから、仕方ない。で、なにが聞きたい？」


　それに、大兎は言った。


「おまえら遥に……」


　が、男はそれを遮さえぎって、


「おまえが怖おそれているようなことは、なにもないよ。おまえが想像できるようなレベルの不幸は、彼女にはなにも起こっていない」


　と、言った。


　しかしその言い方が、少しだけ気になった。想像できるレベルの不幸はなにも起こっていない――というのは、どういうことだ？


　想像できないほどの大きな不幸は、遥に降りかかったってことか？


　なんてことを、思う。


　それに大兎が口を開こうとしたが、しかし男は続けた。


「少なくとも俺らはなにもしてない。彼女の不幸は、生まれつきのものだ。でもそれを俺らがおまえに言う権利はない。それについては実際に本人から聞けよ」


「って、いったいおまえはなんの話を……」


　しかしそれも遮って、男は言った。


「それにあまり、時間がないんだよ。《軍》の目をかいくぐって、俺らはおまえらと接せつ触しよくしてる。バレるまであと十分ってとこか。俺たちと接触してることがバレるのは、おまえらにとってもまずいはずだが？」


　それに、月光が言った。


「そのとおりだな」


「なら話を聞けよ」


「おまえが口の利きき方を知らないのが悪い」


　という言葉に、男はまた笑った。


「俺のせいかよ」


「当然だ」


「ははは、ほんとにおもしろい奴らだ。こいつらに任せて大丈夫なのか、心配になるほどにね。そうか。口の利き方か。なら、脅おどすんじゃなくて、喋しやべり方が綺き麗れいなセルジュに交渉を任せたほうがよかったかな……」


　そう言って、男は後ろを振ふり返る。そして遥を後ろへ下げる。すると誰だれかが彼女の体を受けとる。それでどうやら、向こうには仲間がいるということが、わかる。


　いや、こちらには仲間がいるぞと、見せつけるためにわざとそういう動きをしたんだろう。


　それに大兎は顔をしかめる。


　先制攻こう撃げきをして相手に抵てい抗こうの隙すきを与あたえずに遥を奪だつ還かんする、なんていう局面は、もう終わってしまったのだ。


　その、遥を後ろに渡している間に、月光が小声で言った。


「サイトヒメア」


「うん？」


「さっきおまえは、あいつのことを混血ハーフブリードと言ったな」


「うん」


「どういうことだ？　知りあいか？」


　が、彼女は首を振る。


「ううん。でも、あきらかにエルフとなにかの混血だとわかる、力の流れが見えたから」


「力の流れ？」


「ええ。不完全な、でも、大きな力の流れ。エルフとの混血はたいてい、ああなるのよねぇ。純血だけを大切にしてきたから、混血になったとき、それを制せい御ぎよできる因子がなくて暴走する。たいていは生まれてすぐ自分の力に呑のみ込まれて死ぬんだけど、生き残った混血ハーフブリードは、強いわよ」


「そうか」


「そう」


「なら俺たちでは勝てないか？」


　という問いかけに、ヒメアはどうかな、と首をかしげる。


「一人が相手なら別に……」


「仲間がいたら？」


「人数による。あとそいつの能力の種類にも。魔法戦は相あい性しようが大切だから」


「……あいつ、あきらかに仲間がいるふうだったな」


「ええ」


「それなら」


　と、言って、月光は鞘さやに剣を収めた。そして、


「それならつまらない展開になる」


　と、言った。


　すると男が再びこちらを見る。それから月光が剣を収めているのに気づき、


「そんなつまんなそうな顔するなよ」


　と、笑った。


　それに月光は、


「さっさと本題に入れ」


「俺は最初から入りたかったけどね」


「いいから早くしろ」


　と、月光は言う。


　それに男はまた笑う。そして説明を始める。


「時雨遥を返して欲しかったら、交こう換かん条件にやって欲しいことがある」


「ふむ」


「東のエラという名の、魔女を知ってるか？」


　が、それに月光は首をかしげ、再びヒメアのほうを向く。すると彼女は少しだけ思いだすような顔になり、


「……ああ、エルフの、元王おう妃ひ候補でしょう？　気が狂くるって抹まつ殺さつされたって話は……」


　するとそれに男はうなずく。


「実際は狂ってなんかいない。それどころか死んですらいない」


　という言葉に、月光は聞く。


「それで？」


「その東のエラを、おまえらに救って欲しいんだ」


「誰から？」


「《教会》」


　と、男は言った。


《教会》――その名前は、大兎も知っている。


　これまた《軍》と並ぶような、大きな組織のことだった。どこの国にあるとか、どういった組織なのか、とかはいまいちわからないのだが、とにかく《軍》からヒメアのことを買いとって、九年間幽ゆう閉へいしていたのは、その《教会》という組織だった。


　男が続ける。


「《教会》が持っている牢ろう獄ごくに、彼女は幽閉されている。それを救い出して欲しい」


　しかしそれに月光が、答える。


「無理だな。一口に《教会》といっても、その規模は世界中に広がっている。この日本にすら、その支部がいくつあるか……」


「場所はわかってる。というよりも、彼女の力を封ふうじられるようなレベルの封ふう地ちがあるのは、中央だけだ」


「イタリアか」


「ああ」


「だが、それならより無理があるだろう。俺たちの力で《教会》の本ほん拠きよ地ちに乗りこんで、魔女を救いだす、なんてのは、エルフの城に乗りこむのより、無む謀ぼうだ」


　と言うが、男は笑う。


「ここの《聖地》の力を使えば、可能だろう？　この学校にある《聖地》の力は、特とく殊しゆだ。どんな封印も、結界も、まるで気にせずに一瞬でどこにでも《道み程ち》を繫つなげられる。きっと座標さえわかれば、東のエラが捕とらえられている牢獄の中にさえ……」


「ああ、そうだな。《道み程ち》は繫げるだろう。だがきっと、侵しん入にゆう者しやに《教会》は気づく。《教会》と敵対してまで俺は、時雨遥を助けたいとは思わな……」


「っておい！」


　と、横から大兎は言った。


　が、黙ってろとばかりに月光が手で制してくる。そして続けた。


「だがまるで手を貸せない、というわけでもない。《道み程ち》は繫いでやる。あとはおまえが直接《教会》にいって……」


　しかしそれを遮って、男が言った。


「《教会》にはいけない。そういう呪のろいを俺たちはかけられている」


「吐ぬかすな。この生徒会室にかけられた結界を解けるような奴が、いまさら低レベルな呪いを解けないはずがないだろう？」


　という言葉に、しかし、男はなぜか少し、悲しげな顔になる。


「……名前に塗ぬりこまれた呪いだから、ほんとに無理なんだよ。だがそれはいい。エルフとは違う、名字がある自分の名前は気に入ってるしな」


　と、いまいちわけのわからないことを呟つぶやいてから、彼はこちらを見る。


「だが、とりあえずはおまえらに東のエラの救出にいってもらう。できないというのなら、それでもいい。時雨遥が死ぬだけだ。さて、どうする？　あとはおまえらに任す。勝手に決めてくれ」


　そう言われて。


「…………」


　月光は、黙ってしまった。


　美雷はもう、少し退たい屈くつそうな顔になっていて。


　ヒメアは、こちらを見ている。心配そうな顔で、こちらを見ている。


　この中の、誰だれ一人ひとりとしてたぶん、遥のことを心の底から、命を懸かけてまで真しん剣けんに心配している者はいないと、思う。


　たぶん遥を救いたいと思っているのは、自分だけだ。


《軍》に逆らって、そしてさらに《教会》にまで潜せん入にゆうして遥を救う。


　それは、馬ば鹿からしいほどに大変なことだった。


《軍》と《教会》、その二つの大きな組織に目をつけられて、この世界で生きていられるとはちょっと、思えない。


　当然、全員躊ちゆう躇ちよするだろう。


　自分にはまるでメリットのないことを、命を懸けてやれ、なんて言われても、出来るはずがなかった。


　だからそれに、大兎は言おうとした。


　じゃあ俺だけでいくと、そう言おうとした。たぶんそう言おうとしていることがわかるから、ヒメアが心配そうな顔をしているのだ。


　ヒメアとは約束があるのに。彼女をずっと守ると、そう約束したはずなのに、他ほかの女の命を救うためにいなくなろうとしている大兎を見つめて、不安そうな顔をしているのだ。


　それはわかっている。


　わかっているが、でも、だからといってこのまま、なにもしないでいるわけにはいかなかった。


「…………」


　だから大兎は、言おうとした。


　俺だけで《教会》にいくと、そう言おうとした。


　しかしその前に、ヒメアが言う。


「いいよ。私がいく。私もずっと《教会》に幽ゆう閉へいされてた恨うらみがあるから……《教会》の奴らにひと泡あわ吹ふかせてあげたくなっちゃった」


　なんてことを言う。


　それに大兎は驚おどろいたような顔でヒメアを見る。すると彼女は、


「…………」


　彼女は、悲しそうに微笑む。


　それに大兎がなにか言おうとして、しかしそれも、遮られる。


　なぜなら月光が、


「いいだろう」


　と、言ったから。


「馬鹿げた話だが、つきあってやる」


　なんてことを、言った。


「《軍》も《教会》も、俺のあまりの力の大きさに、怖おそれおののくがいい」


　なんて馬鹿なことを、言った。


　すると男がまた笑い、


「じゃあ交渉成立だな。東のエラを《教会》から解放してくれたら、その段階で時雨遥は解放する」


　とかなんとか勝手に進んでいく会話を遮って、大兎は言った。


「ってちょっと待てよ。ほんとにいいのか？　この話、大変だぞ？　《軍》だけじゃなく、《教会》も敵に回すって、大変なことなんだろ？」


　すると月光は、いまさらなにを言ってると言わんばかりの顔で、


「あたりまえだろうが」


　と、言った。


　なら、


「ならなんで受けるんだよ。そりゃ俺は遥を助けたいけど、おまえは……おまえらはそんな頑がん張ばる必要……」


　ないじゃないかと、そう言おうとした。


　言おうとしたのに、なぜか月光が拳こぶしを振ふりあげ、その拳を大兎の顔面にたたきつける。


　当然大兎はそれに、なにも言えなくなる。その強きよう烈れつな痛みに顔をしかめ、てめ、なにしやがると言おうとした。


　しかしそれを言う前に、


「雑ざ魚こが勝手に指揮をとろうとするな。生徒会の決定は、すべて俺がする」


　なんてことを言う。


　そしてその横からなぜか、美雷が嬉うれしそうに、


「あのね不死身君、ゲッコーね、前にね、俺は二流な弟と違って、仲間は裏切らない主義だ～ってね……」


　という言葉の途と中ちゆうで、月光が美雷の顔面を蹴けり飛ばす。


「きゃああああ♪」


　と、やはり嬉しそうなまま美雷は吹っ飛んでいく。


　それを大兎は呆ぼう然ぜんと見つめ、それから月光を見て、


「……おまえ、まじで言っ……」


「黙れ」


「あの」


「黙れ」


「おまえ、ほんと実は、いい奴……ぐあ」


　また、殴られた。今度は本当に真しん剣けんに殴ってきたようで、鼻が折れる音がする。もちろんすぐに元に戻るが、痛みはすごい。


　あまりにすごいので、


「ぶっ殺すぞてめぇ！」


　と、大兎は怒ど鳴なった。


　すると月光は笑みを浮かべる。


「それでいい。話を進めるぞ」


　と、勝手にこちらから目をそらし、男を見る。


　それに男が言った。


「おままごとは終しゆう了りようか？」


「ああ」


「なら《教会》に潜入する決意はできたか？」


　すると月光はさらに笑う。


「いずれするつもりだった。遅おそいか早いかだけの違ちがいだ」


「へぇ」


「おまえも覚えておけ。今回俺をこけにしたつけの支し払はらいは、必ず回してやるからな。俺はこの生徒会を《軍》にも、《教会》にも屈くつしない、大きな組織にするつもりだ」


「……それはずいぶんと大きな夢だな」


「夢じゃない。事実そうなる」


「ははは、弱い犬は、よく吠ほえるね」


「弱いのはいまだけだ。いつかおまえらは、俺を馬ば鹿かにしたことを後こう悔かいする」


「そうか」


「そうだ」


　するとそれに、男はうなずいた。


「なら、そうなるといいな。だがいま、おまえらがやることは東のエラの救出だ。猶ゆう与よは十時間。それを超こえるとたぶん、《軍》がエルフへの攻こう撃げきを始める。まあ、エルフどもがどうなろうと俺の知ったこっちゃないがな」


　とそこで、窓に空いた穴が、閉じ始める。


「まあ、とりあえず頑張ってくれよ。座標はバチカン・エミローズ・フルア。いい結果を期待してる」


　そのまま、男は消えようとする。


　遥を連れたまま、消えようとする。


　それに大兎は、なにもできない。


　再び遥は捕とらえられ、状じよう況きようだけが悪化してしまった。


　それに大兎は言う。


「……んじゃ、いまから俺らは、《教会》にいくのか？」


　すると月光がうなずく。


「そうなるな」


「エルフんとこは？」


「いく必要がなくなった」


「でも、エルフんとこいくより、あきらかにまずいことになったよな？」


　と、大兎が言うと、


「計画どおりだ」


「うそつけよ」


　するとそれに、月光は笑う。


「俺の壮そう大だいな目的の一部を、さっき聞いたろう？」


「んぁ？　あれか？　この生徒会を、《軍》とか《教会》よりでかくするとかいう、あの馬ば鹿かなやつ？」


「そうだ。最終目標は世界征せい服ふくだ」


「は？」


「その壮大さに比べれば、これくらいは計画の範はん囲い内だ」


「いやいやいやあの、ちょっと、ちょっといま本物の馬鹿発言が聞こえた気が……」


　が、そんなのは完全に無視で、月光はあっさり、


「開け」


　と、言う。


　すると生徒会室の白い壁かべに、次元の裂さけ目が開く。おそらくそれは、《教会》に繫つながっている。続いて、


「サイトヒメア」


「ん？」


「生徒会室に張られた、ワーフ文字の罠わなを解け」


「解除コードは？」


「二重パズルを右に二つ」


「なにそれ。全然ひねりがないのね」


　と、大兎にはまるで理解できない会話がされるが、とにかくもう、すぐに《教会》へいくらしい。


「あの、作戦とかないの？」


　と聞くと、月光はまた、こちらを馬鹿にしたような顔で見て、


「《教会》にいったこともないのに？」


「ないのかよ」


「イタリアは遠いからな。それに、俺は毎日ピザで平気なほど、ピザ好きじゃない」


　という横で、美雷が言う。


「あたしはドミノピザ好きだけどね！」


　と、まるで価値のない情報がまた一つ、増える。そんなんじゃ《教会》にいくにはちょっと情報が足りなすぎるような気がしないでもないが、まあ、仕方がない。


「俺が先頭でいくよ」


「当然だ」


「だよね～、んじゃ」


　と、大兎は今度こそ、壁に空いた穴を見る。その穴は《教会》に繫がっているという。


　それも、イタリアの、バチカンに。


　バチカンってのは、あれだ。なんか漫まん画がとか、あと新聞とかにたまに出てくる、教皇とかがいる、バチカン市国ってやつだと思う。たぶん。


　つまりこの《道み程ち》はいま、あっさりイタリアに繫がっていて。


　それを思うとなんか、実はこの《道み程ち》って、旅行にいき放題なんじゃねーの？　とか、馬鹿なことを考えてしまう。


　いつもイタリアとかハワイとかグァムとかじゃなくて、化け物ばっかりの異世界にいっていたから気づかなかったけど、これ、実はすげぇ便利穴なんじゃないの？　とか、そんなことを一いつ瞬しゆん思う。


　しかしそんなお気楽な考えは、すぐになくなる。


　いま、目の前の穴の、向こう側に広がっている光景には、イタリアの、パスタな雰ふん囲い気きはまるで感じられなかったから。


　とにかく暗い。


　真しん闇やと思えるほどに、暗い。


　窓の外の、夜の闇が明るく見えるほどに、そこは暗い。


　それに大兎は、


「これ」


　と言うと、月光がうなずく。


「さっきの男が言ったとおりの座標に繫いだ」


「ってことは、牢ろう獄ごくか」


「だろうな。サイトヒメアが捕とらえられていたのと同じものか？」


　と月光が聞くと、彼女は首を振ふる。


「私は他の次元に閉じ込められてたから」


「ふむ。なら、こことは別だな。座標は地球上の座標だった。地下だが」


「地下」


　と、大兎は呟つぶやく。


　そしてまるで光のない、その牢獄をもう一度見る。ヒメアが監かん禁きんされていた場所とはまた違うというが、しかし、きっとヒメアも九年間、似たような場所にいたんだと思う。いや、もっとひどいところにいたのかもしれない。それをヒメアは言わないが。どんな思いをしていたかを彼女は言わないが、しかし、再会したときの彼女の表情を見れば、それはわかった。


　そして今回も、監禁だ。


　どれくらいの期間、その東のエラとかいう魔ま女じよが監禁されて、なにをされていたのか？　それはわからないけど、


「俺は、《教会》ってとこ、嫌きらいだな」


　なんて言いながら、大兎は一歩前に出る。暗闇の中をのぞきこみ、さらに穴をくぐって、入る。


　たった一歩でイタリアに――


「…………」


　なんて思って、そのあまりの馬ば鹿か馬鹿しさにちょっとだけ笑えみを浮うかべる。


　すると後ろから月光が、


「どうだ？」


　と聞いてくるが、それに手をあげ、待て、と合図する。


　やはり穴をくぐると、なにも見えない。


　光が完全にないのだ。


　ここがどれくらいの広さなのか？


　どんな場所なのか？


　どういう構造になっているのか？


　まるでわからない。ただこれだけなんの光もないとおそらく、見み張はりやなんかもいないだろうと、思う。


「その点は、暗くてよかったかもね。俺は暗くても見える魔法、使えるし」


　と、呟く。それから今日の昼に覚えた、例の魔法を使ってみようと思う。


　子こ猫ねこを呼ぶ魔法。頭の中にあの猫のことを思い浮かべて、言う。


【イーズ】


　すると彼の口から、奇き妙みような響ひびきを持った呪じゆ文もんが放たれる。


　刹せつ那な、彼の頭の上に黒い光が生まれ、そこから子猫が召しよう喚かんされて出てくる。頭の上にぽふっと乗ったのがわかる。それに大兎は、


「きたかニャン吉きち」


　と言うと、ニャン吉が、


「ニャ！」


　と言った。


　すると突とつ然ぜん、周囲が明るくなる。光源がまるでないのに、そこにあるすべての状じよう況きようが把は握あくできるようになる。


　どうもこれは、目がよくなって暗くても見える、なんていうレベルの魔法ではないらしかった。


　まるで光がなくても昼間のようにすべてが見えてしまうのだから。


　その、すべてを見ることができるようになった目で、大兎は周囲を見回す。


　その間にもニャン吉が頭の中に、


【なんだにここは】


　と聞いてくるので、大兎は答える。


「イタリア」


【イタリア？】


「ああ。で、ちょっといま仕事中で忙いそがしいから帰っていいよ」


【呼んだのはおまえだに！】


「そうなんだけど……ええと、今度キャットフード買ってやるから……あ、でもちょっと待って。おまえ帰ると、この暗闇が見える目は……」


【見えなくなるに】


「やっぱ帰んな」


【どっちだに】


「ちょ、頭の上でゆっくりしてて。この目使ってここ、調べる必要あるからさ」


　そう言ってから大兎は、ニャン吉から意識を周囲へと向ける。


　するとそこは、別になにもない場所だった。


　あるのは床ゆかと天てん井じようとその天井を支える柱だけ。壁はない。いや、あるのかもしれないが、少なくとも大兎の周りにはない。壁が見えないほどにそこは、広いのだ。それに大兎は、


「牢ろう獄ごくがこんな広くていいのかね？」


　と、呟つぶやく。


　もしくは、それだけ東のエラとかいうのが、でかいのか？


　とそこで、背後からまた声がする。


　月光が、


「なんだその猫は？」


　と聞いてきて。


　それに大兎は振り返る。実はおまえに内ない緒しよで他ほかの《聖地》使って魔ま法ほうを手に入れてんだよ、とは、言えなかった。月光にバレるとやはり、この、頭の中にあるエデルカでもらった情報を、利用されてしまうだろうから。


　だからそれに、大兎はなにか言い訳しようとしたところで、ヒメアが横から、


「私が新しくあげた能力」


　と、言ってくれる。


　それに月光がヒメアのほうを向いて、


「新しい能力？」


「そう」


「いったいどんな能力だ？」


　そう聞かれ、ヒメアは少しだけ困ったような顔になる。こちらを見て、せっかく助け船出したんだから、こっからはうまく話を運んで、というような顔をする。


　それに大兎は、


「暗闇でも見える能力だよ。この猫召喚してるときは、暗いとこもよく見える」


　するとそれに月光は、ほうっと、言った。


「それはずいぶんと便利そうな力だな。雑ざ魚こが屑くずに格上げか？」


「ってそれ、どっちが下なのかわかんねーよ」


　なんて言いながら、大兎は再び前を向く。大理石のようなもので造られた広大な部屋を見る。


　すると月光がさらに聞いてくる。


「で、なにが見える？」


　それに大兎は肩かたをすくめて、答えた。


「なんも。ただすげぇ広い部屋があるだけ。壁が見えないくらい広い」


「見張りは？」


「いないみたい。ってか、こんだけ暗いと見張りがいても……」


　意味ねーだろ、と、そう言おうとしたところで、遠くに、なにか小さな点のようなものが、見えたような気がした。


　本当にそれは小さくて、最初は見間違いかなにかかな、と思った。


　しかしその点が、少しずつ、少しずつ、大きくなっていく。どうやらそれは近づいてきているようで。


　それに大兎は、目をこらす。いったいなにが近づいてきているのか？　それを確かく認にんしようと、目をこらす。


　するとすぐにそれがなんなのかが、わかる。


　手だ。


　それも女の手。


　青白い、女の手が伸のびて、ぐいぐいと伸びて、こっちへ近づいてくる。


　それを見て大兎は、やばい、と思う。あきらかにその手は自分を狙ねらっているようで。おまけに近づいてくるスピードが、信じられないぐらいに速い。


　手だとわかったときにはもう、もの凄すごい勢いでこちらに迫せまってきていて。


　そこで、月光が続けた。


「魔女の姿はどうだ？　いそうか？」


　と、言った。


　それに大兎は慌あわてて、その魔女の手が近づいてきてる!!　と、叫さけぼうとした。


　だが叫ぼうとしたときにはもう、その手は、


「……がぁ」


　大兎の首をつかんでいた。


　首が千切れそうなほど強く、その手は大兎を絞しめつける。


　声が出ない。振ふり解ほどこうとしても、びくともしない。いやそれどころか、


「……うおわ」


　思いっきり、引っ張られた。それはもう体が宙に浮うきあがるほどの勢いで、引っ張られた。


　背後で月光が、


「んな」


　とか、ヒメアが、


「大兎！」


　とか、そんな声をあげたような気がしたが、その声も一気に遠ざかる。いま彼は、風圧で息ができなくなってしまっているほどの速さで引っ張られていた。子供のころに高速道路で窓の外に顔をだして父親に怒おこられたときよりも、さらに速い。思わず涙なみだがでるほどに速い。


　そのままどんどん、どんどん、生徒会室と繫つながった次元の裂さけ目から遠ざかってしまって。


　それに、頭の上のニャン吉が言う。


【な、なにが起きてるに？　目が開かないに】


　とか言うので、大兎は答えた。


「…………」


　いや、やはり首を絞めつけられて、声は出ない。


　するとニャン吉が、


【頭で喋しやべるに】


【ってそんなことできんの？】


【わしはおまえの中にいるに。おまえが伝えたいと思うことは伝わるに】


【お～、すげぇ、まじで会話できてる！】


【で、なにが起きてるに？】


【わかんない。でもたぶん、やばい】


【首をつかんでる腕うでが問題かに？】


【そうだね】


【呪のろうに！】


【お、あ、そうか。俺おれにも攻こう撃げき方法があったんだった……】


　そう思って、自分をつかんでいる、何度殴なぐってもまるで振り解けない青白い腕を見た。そして猫の呪いで攻撃するか、それとも貂魔テンマで攻撃するかと、少し悩なやむ。


　貂魔テンマならきっと、一発でこの腕を吹ふっ飛ばすことができるだろう。いや、吹っ飛ばせなくても、大兎の上半身も吹っ飛ぶので、腕からは外れる。


　じゃあ猫の呪いはどうだろう？


　と、考えて、あれはな～とか、思う。いったいどんな効果があるのか？　そもそも効果なんかないんじゃないのか？　とかいう不安もあったので、とりあえず彼は、右みぎ拳こぶしを握にぎった。するとその手に、白い炎ほのおが宿り始める。


　それに頭の中で、


【なんで呪いを使わないに！】


【え～だって～】


【いいから早く使うに！】


【ってか、ニャン吉。いまからおまえの呪いより、もっとすげぇヤバイ技わざ使うから、一回消えてくんない。使ったら俺の上半身、吹っ飛ぶから】


【はぁ!?】


【んじゃいくぜ？】


【ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待つニャ】


　とそこで、大兎は拳を振り上げる。


　だが振り上げたところで突とつ然ぜん、彼を引っ張っている手の動きが、止まった。伸びていた腕が、元に戻り終わったのだ。腕の、根もとが見える。女の肩かたが。その肩には長い髪かみがかかっている。元は金色だったのだろうが、いまはひどく汚よごれてしまっている、長い髪。膝ひざの下まで伸びるその髪は、エルフの世界で見た女に、そっくりだった。


　だがそこにいる女は、エルフとはまた違った見た目をしていた。腕が六本ある。目が潰つぶされ、そこに護ご符ふのようなものが張られている。それでも彼女が美しく見えるのは、元の姿がよっぽど綺き麗れいだったのだろう。


　その女が、こちらを見る。護符で封ふうじられた目で、こちらを見つめ、


「……人間の臭においがする……人の臭いがする……また、また私で実験しにきたのか？」


　と、言った。


　実験。


　と、彼女はそう言った。


　この姿は、そういうことなのだ。彼女は《教会》に投とう獄ごくされ、実験されていたのだ。


　ヒメアと同じように。


「…………」


　それに大兎は口を開こうとするが、しかし、やはり首を絞めつけられていて、動けない。


　ただ、女が続ける。


「《教会》どもが、人間どもが、いつまでも私を弄もてあそべると思っているのなら、大まち……、まち、あ、あはははははははあはああぁ」


　突然、声のトーンが変わった。口が裂さける。狂くるったような叫さけび声がその口からあがる。


「……なんだ、わからない……なぜ私はここに……ああ、出ないと……彼が待っている……」


　そのまま女は立ち上がる。


　周囲を見回す。


「暗い、なにも見えない、暗いのは嫌きらいだ」


　そう言って、背中から生えだした腕数本を、振りあげる。天てん井じように向かって振りあげる。しかしその天井にはなにか特別な力があるようで、彼女の腕はその天井に届かない。


　それに彼女は首をかしげる。


「魔法か」


　と、言う。


「私に魔法、魔法、あは、はははは……」


　そう言ってから、彼女はまた、こちらを見る。たぶん向こうには、こちらの姿は見えていない。


　光がまるでないのだ。普ふ通つうの目では、なにも見えないだろう。いやそもそもあの潰されて、護符が張られている目では、光があったとしてもこちらが見えるかどうか、わからないが。


　しかし、まるで見えているかのように、彼女はこちらを見下ろす。


　それに頭の上のニャン吉が、


【おい、主あるじ】


　と、大兎のことを呼んだ。それに大兎は、女に首をつかまれたままの状態で言った。


【なんだ？】


【この女を、ぶっ飛ばさないのかに？】


【実は救いにきたんだよ】


【救いに？】


【ああ】


【でもこの女、完全に……】


【……ああ】


【おまえ、殺されるに……あきらかにこの女の中の魔力は、主よりも大きい】


【見りゃわかるよ】


【わし、消えていいかに？】


【薄はく情じようだなぁ】


【戦う気がない奴やつと心中はごめんだに】


　という言葉に、大兎は見えていないはずなのにこちらを見下ろしている女の顔を見上げる。楽しそうな、それでいて悲しそうな、そんな顔を。


　こんな顔になるまでに、いったい彼女はどれほど辛つらい、嫌いやな思いをしたんだろう？　と、想像する。そしてそんなことを想像してしまうと、


【これ、攻撃できねぇだろ】


　と、彼はうめくように心で思う。拳こぶしに宿した貂魔テンマの炎ほのおを、消す。


　するとニャン吉が、


【ならわしは消え……】


　しかし猫ねこがそう言いかけたところで、


「……私を防ぐ魔法、魔法、魔法、でもなら、これならどうだ？」


　女が言った。そのまま大兎をつかんだ腕を、そのまま思いっきり振り上げる。


　おわ！　と、大兎は叫びたかったがやはり首をつかまれていて声が出ないので、


【わわわわわ】


　ニャン吉が代わりに叫んでくれた。


　そのまま大兎の体が、天井にぶつかる。天井にめり込こむ。背骨が折れたのがわかるが、女はさらに大兎を引きずり落とし、もう一度天井にぶつける。たぶんそれだけで、二度死んだ。内臓が破れ、口から血が出る。もちろんその傷はすぐに修復されるが。


　その、内臓に向かって今度は女が、手を突っこんでくる。


　天井にめりこんだ大兎の体を貫き、女の青白い、細い手が天井の上へと突つき刺ささる。


　そして、言う。


「……防壁コーテイングを抜ぬけた……これで精せい霊れいを呼べる……」


　彼女が笑う。


　そのときには彼女は大兎の首を放していたので、やっと喋れるようになる。


「あの、あなた、東のエラさん？」


　とそう聞くが、彼女はまるでなにも聞いていないようだった。なにかを小さくぶつぶつ呟いている。


「ちょ、あの、魔法を使うのはいいんだけど、俺の話も聞いてくんないかな？　俺、頼たのまれてあんたを助けにきたんだ。こんなことしなくても、逃にげ道は俺たちが用意……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、彼女が口を開いた。


「＋×/・・・＊＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」


　やはりエルフが使っていたのと同じ、聞きとれない甲かん高だかい声で、魔法を唱え始める。すると彼女の頭に、角が生えてくる。めりめりと音を立てて、六本の角が。その角の先、すべてに赤い蜥蜴とかげが生まれる。それも前にエルフが生みだした小さなものじゃない。


　大兎よりも大きな蜥蜴が六匹ぴき生まれ、ギィイイイイイイイイというような、咆ほう哮こうをあげる。口から炎の塊かたまりが生まれる。


　それに大兎は、


「……あの、もしかしてこれ、天てん井じよう吹ふっ飛ばそうとしてる？　それも俺ご……」


　と言ってる途中にも、女が生みだす炎が、大兎の体を焼き始め、


「うわ熱あちぃいいいいい」


【じゃ、じゃあそういうわけで、わしは消えるに】


「ちょ、おまえ……」


　が、さっさとニャン吉は消えてしまう。すると闇やみを見み透とおす瞳ひとみの能力がなくなってしまうので、周囲の景け色しきが見えなくなってしまう――かと思ったが、もう、いま周囲は、女が生みだした巨大な六つの炎によって、まるで昼間のように明るかった。


　女の魔法は続く。甲高い声が、やがて人間の耳では聞こえなくなるほどに高く、高く、高く、なっていく。


　炎が大きくなる。


　炎が大きくなる。


　その火に焼かれて、大兎の体が徐じよ々じよに、炭化していく。意識が飛んで、再び戻る。


「……一度死んだ……」


　と、大兎はうめくように言う。


　天井にぶつかって、二度。


　炎で、一度。


　これでもう三回死んでいる。


　死んでいい回数はあと、三回しか残っていない。


「こりゃちょっと、まずいか……」


　と、呟つぶやく。その間にも炎が大兎の体を再び焼き始める。ほんの数秒でまた、死ぬ可能性がある。それに大兎は再び拳を握った。この女を殺してしまうと遥も助からないのだ。


　この女をここから外に出す。


　それが大兎の仕事なわけで、なら、攻撃するわけにはいかない。


　いかないが、


「…………」


　と、大兎は自分がめり込んでいる天井の、上のほうを見る。この天井の上がいったいどうなってるのか、それはわからないが、


「これに穴を空あけりゃ、こいつは納なつ得とくすんだろ？　なら」


　そこで、彼の拳こぶしに白い炎ほのおが宿り始める。強く、大きく、女が生みだす蜥蜴の炎よりも明るく輝かがやくように、拳を握にぎりしめる。


　そして言った。


「なら俺が穴を空けてやるよ」


　そのまま腕うでを引く。天井に向けて貂魔テンマを放つために、思いっきり腕を下げる。


　そこで、


「いったいおまえは、なにをやっている！」


　という声がした。


　その声のほうを見る。


　すると全力で走ってくる美雷と、その美雷の顔を足あし蹴げにしてこちらへ跳とんでくる月光の姿があった。


　月光は跳びざまに腰こしの剣けんを抜ぬく。それをエルフの女の胸に刺そうとする。だが女の手のうちの一本がそれを防ぐように対応する。その手を剣が貫つらぬく。


　女が笑う。その手に、蜥蜴の吐はきだした炎が宿る。そのまま炎が月光のほうへと爆ばく裂れつしようとする。


　が。


「禁呪スペルを、消去エラーしろ、凶剣スペル・エラー！」


　月光が叫ぶ。すると凶剣スペル・エラーの漆しつ黒こくの刀身が、より黒く、輝く。と同時に、女の生みだした炎がその剣へと吸いこまれていく。


　だが、そこで終わりだった。


　女が剣を、つかむ。手の平を貫かれたまま、強くつかむ。そして他の三本の腕を月光のほうへと向ける。蜥蜴が炎を吐き出し、その三本の腕に炎が宿る。


　しかし月光はそれを、防げない。凶剣スペル・エラーは女につかまれてしまい、びくともしないようで、彼は顔をしかめる。


　それに大兎が言った。


「ピンチ？　ピンチ？」


「俺にピンチなどない」


「でも助けたほうがいいだろ？　おまえ、死んだら生き返れないんだし。俺、もう貂魔テンマの用意が……」


「それ撃うったらこの魔女ごと死ぬだろうが」


「いや、俺これ、天井に撃とうと思って。こいつ上に出たいみたいだし」


　それに月光は上を見あげる。それから大兎の顔を見て、


「それが一番まずい。上は《教会》の本ほん拠きよ地ちだぞ。そんなところに顔を出して、生きてられると思うか？」


「じゃ、どうすん……」


　が、そんな会話をのろのろしてる時間は、なかった。


　女が悲鳴のような声をあげる。


　同時に炎が腕から放たれようとする。


　しかしそれに月光は、別になにもしようとしない。ただ、


「美雷！」


　と、部下の名前を呼ぶだけ。


　すると背後から追いついてきた雷かみなり娘むすめが、


「ほいほい」


　両手に稲いな妻ずまの塊かたまりを生みだす。


「ビリ、ビリ、ビリビリ～！」


　と叫ぶ。ビリと一度言うごとに彼女の手から次々と稲妻が放たれる。


　三発は月光を襲おそおうとしていた三本の腕へ。


　もう一発は、女の、顔に向かって。


　稲妻が三本の腕に当たる。するとその稲妻は思っていたよりもはるかに強力だったようで、腕が根元から吹っ飛んでしまう。


「っておい！」


　と、大兎が思わず叫んだときにはもう遅おそかった。


　女の顔に向かって稲妻が飛んでいて。


　それを女が、顔をそむけてかわす。それでも間に合わずに、頰ほおの肉が焼けて飛んでしまう。


「があ」


　といううめき声がして、彼女は一歩下がる。


　それで大兎の腹を貫いていた彼女の手が、抜ける。そのまま彼は床ゆかに落下し、


「うあ～、超ちよう苦しかった」


　と、ひと息つく。


　すると背後からヒメアも追いついてくる。例の引っ張ってくれる人がいれば同じ速さで走れる、という魔法でここまできたのか、美雷が止まったと同時に彼女の後ろで止まっていて。


　ひょいっと顔だけ横にずらして、ヒメアがこちらを見る。


「大兎、大丈夫？」


　それに大兎は手を振ふる。


「問題ない、けど、三回死んだ。あと死ねるの三回だけ」


　と、わりと大きめな声で言って、いまの自分の状況を周囲に伝える。


　それから再び、女のほうを見る。


　部屋は少し、暗い。


　月光と美雷が、女に炎ほのおを四つ使わせたので、炎が二つにまで減ってしまったからだ。


　だが腕は、元に戻っている。美雷の稲妻で吹っ飛ばしたはずの腕は、生えてきたのか元に戻っている。


　それを見つめ、月光が顔をしかめて言う。


「なぜこんな化け物と揉もめている？　ちゃんと救出にきたと、説明したのか？」


「いや、どうも言葉が通じてないみたいで……」


　するとすぐに月光が後ろを振り返り、


「サイトヒメア。エルフ語を……」


　しかし大兎は、首を振る。


「そうじゃないんだ。たぶん、あんまりにも独りでここにいたから……」


　という言葉に、月光がこちらを見る。ヒメアが悲しそうな顔をする。美雷は別に、なにもわかっていないようだった。


　女が言う。


「……稲妻か……」


　そう言ってから、生みだしていた巨きよ大だいな赤い蜥蜴を、消す。


　すると周囲に暗くら闇やみが広がる。まるでなにも見えなくなってしまって、大兎はすぐにまた、ニャン吉を呼び出そうとする。


　が、それよりも早く、


「パトレア」


　と、ヒメアが言った。


　その言葉の意味はわからなかったが、緑色の強い光を放つ無数の粒つぶが、ヒメアを中心にして周囲に広がっていく。


　視界が一気に、明るくなる。


　そしてヒメアが、


「……これ、私が承しよう認にんした人にしか見えない光だから、たぶん彼女はまだ暗闇の中にいるはずなんだけど……」


　そう言ってから女のほうを見て、


「でも彼女、目で私たちのことを認識してるのかしら？」


　と言う。


　すると女がこちらを見る。護ご符ふで塞ふさがれた目で、こちらを見て、楽しそうに笑う。そして、


「稲いな妻ずま、稲妻、稲妻、稲妻」


　そう何度か呟いてから、両手を前に出す。口を大きく開く。
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　呪じゆ文もんを唱える。するとさらに六本の角が長く生え出す。その長く生えた角の先に、全身を帯電させている鳥のような生き物が呼びだされる。やはり大兎と同じぐらいの大きさの、かなり大きい鳥。


　それにヒメアが少し驚おどろいたような顔で、


「これはまた、ずいぶんと大きい雷鳥フエーズ……こんなのどこに棲すんでるの？」


　という言葉に、月光が言う。


「防ぐ魔法はあるか？」


「ううん。無理。攻撃していいんなら向こうより先に魔法は発動できるけど……こんな大きさの稲妻だと、さすがの私も……」


　というような横で、美雷が月光のほうを見上げている。自分のほうを指差している。月光はそれに気づいていないが、


「ねねねねね」


　と、美雷が言った。


「ねねねねねねね、月光、あたしのすごいとこ、見せたげよっか？」


　と、雷いかずちを司つかさどる悪魔が言った。


　それに月光がそちらを見下ろす。ひどく得意気な僕しもべの顔を見て、うんざりしたような顔になり、


「やれるのか？」


「やれるよー」


「あの量の稲妻を防げる？」


「あたしを誰だれだと思ってんの!?」


「ガキ」


「ぶっ飛ば～す！」


「まあいい。やれるなら、やってみろ。だがあの魔女には……」


「怪け我がさせなきゃいいんでしょ～？　大丈夫大丈夫。あたしの前で稲妻使うだなんてどれほどアンポンタンなことなのか、あの娘こに教えてあげなくちゃ」


　と、言う。


　それから少しだけ、目を鋭するどく細める。笑えみを浮うかべる。あまり彼女が真しん剣けんな顔をしているのを見たことがないので、ちょっとだけ驚く。


　いつも十三、四の、お子様に見えていた美雷の顔が、ちょっとだけ妖よう艶えんな雰ふん囲い気きをたたえる。


　そして彼女は言った。


　右手を前に出し、美雷にしては少しだけ低い声こわ音ねで、


「……おい雷鳥ども、いったい誰に矛ほこ先さきを向けようとしている？」


　と、言った。


　瞬しゆん間かん、意思があるようには見えなかった雷鳥たちが、一いつ斉せいに美雷のほうを見る。いったい誰が声をかけてきているのか、それを確認しようと美雷を見つめる。


　そしてその目が、大きく見開く。恐きよう怖ふの色を浮かべて、大きく見開く。


　それを確認して、美雷が言う。


「見た？　あたしのこと、見ちゃった？　じゃあ、もう一度聞く。下位種のあんたたちが、雷の眷けん族ぞくの王にいったい、なにしようとしてる？」


　その言葉だけでなんと、二羽の鳥が消えてしまった。


　それに女が驚いたような顔になり、


「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」


　さらに大きな声で、呪文を唱える。その呪文に拘こう束そくされるように、雷鳥たちが震ふるえる。クチバシの先に稲妻の力が集中し始める。


　それに美雷が、


「お～、フェーズたちの意識を呪文で乗っ取った。すごい力。でもどっちにしろ稲妻使ってる段階で……」


　とそこで、女が美雷のほうを指差す。なにかを叫ぶ。すると二羽の鳥の口から、稲妻がほとばしり、美雷を直ちよく撃げき――


「…………」


　しない。


　稲妻は彼女の体の周囲をぐるりと回る。そのときの衝しよう撃げきで起きたのは、彼女のセーラー服のスカートがふわっと少し浮うきあがっただけ。
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　稲妻は彼女に帯電するように、ビリビリと宙を舞まっていて。


　美雷は、笑った。女を見つめ、


「倍にして返しちゃうぞ？」


　と、右手をあげる。そこに雷いかずちが集まる。それも、女が放った雷の、数倍の大きさの稲いな妻ずまの塊かたまりがそこにはあって。


　女の顔が歪む。


　残った二羽の雷鳥ではとても、その美雷が生みだした稲妻に対たい抗こうできるようには、見えなかった。


　美雷が終わったよとばかりに月光のほうを見て、


「どうどうどうよ？」


　と、言う。


　それに月光が、うなずく。


「よくやった。雑ざ魚こにしては上出来だ」


「お小こ遣づかい？」


「二百円」


「もうひと声！」


「二百五十円」


「やったぁあああああああ！」


　というやりとりに、大兎は笑う。


「安いなぁ」


　すると横でヒメアが驚おどろいたような顔になり、


「え、安いの？　ジュース二本分だよ？」


　と、こちらもいまいちお金の感覚がないようだった。まあ二人とも人間じゃないので仕方ないのだが。


「もしかして、月光に騙だまされて二百五十円とかでこき使われてた？」


　と、大兎が聞くと、ヒメアが答える。


「一回百円で魔法使ってあげてたんだけど……最高級ジュースを買えるほどの高給だって、月光が……」


「あ、その金で俺にジュースおごってくれてたんだ」


「うん」


「でも百円って」


「うん」


「子供の小遣……」


「あいつ殺す」


　と、ヒメアが手をあげて、本気で月光のほうへと向けようとするので、大兎は慌あわててそれを制す。


「いや、いまそんなことやってる場合じゃないから」


　なんて馬ば鹿かなことをヒメアとやりあっている間にも、月光が交こう渉しようを始める。


「で、状じよう況きようはもうわかっているな、東のエラ」


　その問いかけに、女は答えない。なにかを考えるように上を向いたり、周囲を見回していたりする。


　月光の言葉が届いているのか、それはわからない。いやそもそも、声が聞こえるのだろうか。美雷と、女が生みだしている稲妻によって周囲は明るいので、目が見えているのならこちらの姿は見えているだろうが、しかしその目も護ご符ふで塞ふさがれているし、それなら耳も、聞こえていない可能性がある。


　だが月光は、続けた。


「いま、すぐにでも俺たちはおまえを殺すことができる。だがしない。俺たちはおまえを救いにきたんだ。おとなしく俺たちと一いつ緒しよに……」


　とそこで、女が上を向いた。そのままなにかを叫さけぶ。それがなんなのかは、わからない。


　しかしそれにヒメアが、


「まずい」


　と、言った。


　それから美雷が、


「やばい月光、あの娘こ、フェーズに天てん井じようを突つき破れって命令……」


　そこまで言ったところで、雷鳥のクチバシから稲いな妻ずまが放たれてしまった。大兎の体によってへこんだ場所に、稲妻が当たる。轟ごう音おんが響き、天井が、


「崩くずれる!!」


　大兎は叫ぶ。横にいたヒメアを抱だいて、後ろに下がる。


　月光は月光で美雷に、


「稲妻を消せ」


「ほい」


「退さがるぞ」


「ほ……って、え？　え？　なんで月光、あたしに抱き着いてく……へ？　あ、むあ～！　あたしを盾たてにするなああああ！」


　と、叫ばれながら、月光は美雷を抱かかえあげ、降ってくる石が頭にあたらないよう盾にしながら後方へと退く。


　砂すな煙けむりがあがり、一いつ瞬しゆん、周囲がなにも見えなくなる。その視界がまったくない中で、


「逃にがすな！」


　と、月光が怒ど鳴なった。


　それに大兎は、


「そんな、この状況で逃がすなって言われ……」


　しかしまた、言葉がそこで出なくなる。首を、何者かが絞めつけてきている。


　へ？


　と、大兎は言おうとした。口から出た声は、


「…………があ」


　だったが。


　そして自分の首を見る。


　すると長く伸びてきた、例の女の腕うでがまた、大兎の首をつかんでいる。なぜ彼女が大兎の首を再びつかもうと思ったのかはわからないが、とにかくまた、強く首をつかまれてしまって、引っ張ろうとする。


　それに、大兎は自分が抱だき締しめていたヒメアと、顔を見あわす。彼女の綺き麗れいな顔がこちらを見上げ、それから首をつかんだ手を見て、


「また！」


　と、言った。


　それに大兎はごめんっという顔をつくる。それからこのままだと一いつ緒しよに連れていかれちゃうから、一度放すね、と、顔で伝えようとするが、まあ、当然伝わらない。


　なので彼女を強く押して、自分から引き離はなそうとする。


　しかし彼女はそれに、にやりと笑う。ぎゅっと強く抱き着いてくる。そして、


「離れない[image: ]」


　なんて、馬鹿なことを言う。


「ああ、うあ、があ」


　と、大兎は怒おこる。潰つぶれるほどの強さで首をつかまれていて、声は出ないが。


　するとヒメアは笑って、


「デートデート～。月光たちがいないとこで、イタリアデート」


「がああああああああああああ」


　と、叫んだときにはもう、もの凄すごい勢いで引っ張られ始めていた。ヒメアに抱き着かれたまま、魔女に引っ張られて、天井に空いた穴に引きずり込こまれていく。


　途中また、轟音が響く。さらに穴を深くした音だと思う。そのままぐいぐい、ぐいぐいと穴の中を登っていって。


　突然、周囲がとんでもなく明るくなる。まるで太陽の光に直接照らされているような、そんな勢いの明るさに周囲が包まれて、大兎は顔をしかめる。暗いところからいきなりそんな明るい場所に出てしまったので、頭がくらくらする。あまりの眩まぶしさに目が開かない。それでもずっと目を閉じているわけにはいかないので、薄うすくまぶたを開ける。少しずつ瞳どう孔こうが閉じて、目が慣れてくる。


　するといま、彼がいるのは本当に太陽の真下だった。ついさっき生徒会室にいたときは夜だったのに、いま、彼がいる場所は、昼間だった。


　だから初め、また異世界のどっかに飛ばされちゃったのか？　なんてことを思ったが、しかしすぐに気づく。


　ここはイタリアで。


　ってことは時差があるわけで。


　ってことは、


「がががうががあが」


　大兎は、まじでイタリアかよ！　と、叫さけんだ。そのまま顔をあげる。すると見えたのは、陳ちん腐ぷな表現だが、青い空と、白い雲。ＣＭとかで見るローマっぽい、古くて白い教会。


　そしてその教会の中の、中庭のような場所の地面に、大きな穴を空けて、大兎は引きずり出されてきていた。


　当然大兎を引きずり出したのは、さっきまで戦っていた六本の腕うでを持った魔ま女じよで。


　その、目が潰れ、腕が六本ある魔女――という姿は、太陽や教会という普通の景色の中では、ひどく奇き妙みような感じがした。


　普通の世界から、彼女だけが切り取られて追いだされてしまったかのような、そんな雰ふん囲い気き。


　その魔女が再び、周囲を見回す。


　すると当然、周囲にいた人たちもその彼女の存在に気づく。牧師のような、神父のような、そんな恰好をした人間たち。


　あれ、バチカンにいるのって、牧師だっけ？　神父だっけ？　まあ、そのへんは忘れたけれど、とにかく、そんなような恰好をした人たちが東のエラの姿を見て、


「……なんだ、ありゃ」


　イタリア顔の人たちが言う。その言葉がすんなり理解できるので、ヒメアが魔法で翻訳してくれている、というのがわかる。


　その神父っぽい奴やつらが、


「エラだ。東のエラが、契けい約やくを破って牢ろうから出た！」


「人ひと質じちを取ってるぞ！　攻撃するな！」


　なんて声をあげていて、自分がなぜ、再び引っ張られたのかがわかった。


　人質なのだ。


　東のエラを救いにきたのに、なぜか彼女の人質になってしまっていて。


　その、神父っぽい恰好をした男たちが言う。


「君たち、どこの所属だ！」


　という問いかけに、大兎は答えようとするが、やはり答えられない。


　するとヒメアが、


「《教会》です！」


　突とつ然ぜん、大おお噓うそをついた。


　それに大兎は驚おどろいて彼女の顔を見ると、彼女は悪戯いたずらっぽくあははと笑う。


「そー言ったほうがよさそうじゃない？」


　と、また笑う。


　まあそりゃ、《軍》の支配下にある宮阪高校の生徒会室からきました～って、言うのもまずいとは思うけれど。


　とそこで、神父が、


「いま助け……」


　そう言いかけたところで、その後方からやってきた何者かが、言った。


「助けない。人質ごと、殺せ。こいつを外の世界に出すわけにはいかない！」


　その言葉に、大兎はそちらを向く。するとそこには、全身を青い鎧よろいで武装し、剣けんを持った女の集団がいた。


　そいつらがいったい何者なのか、それはわからないが、大兎は再びヒメアのほうを見る。


　そして顔で、人質ごと殺せだってさ、というような顔をする。


　すると彼女はまた笑う。


「顔で表現されても、わかんないよ～」


　そりゃそうだ。


「でも、どっちにしろ助けられても困るのよね～。私の素す性じようバレたら、《教会》はほっとかないだろうし」


　それもそうだ。


「ってなわけで、私たちは東のエラを助けて《教会》の奴らをぶっ飛ばすってことに、なるよね？」


　それに、大兎は顔をしかめる。なんかものすげぇ、もう、ほんとに最悪な展開になってない？


　が、ヒメアはそれに笑い、


「ま、人間ごときが何人いたところで、私の敵じゃないけどね」


　そう言って、彼女は手をあげる。細く、しなやかな指を青い鎧を着た女たちのほうへと向ける。ピンク色の唇くちびるを開き、


「アス・アエルド・イーズィリードリィ・……………………」


　徐じよ々じよに、徐々に早口になっていってしまって、途と中ちゆうから聞きとれない。


　だがその途中で彼女の手の先が小さく光る。光ったかと思った直後、青い鎧を着た女たちが数十人、一いつ斉せいに倒たおれてしまって。


　神父たちがそれに、驚く。


「な、なにをした!?」


　と、叫ぶ。


　しかしヒメアはそれを無視して、ぽんぽんっと、東のエラの肩かたをたたく。そして自分がやったことを、見せる。


「さて、私たちはあんたの仲間だから、もう大兎のこと、放してくれる？　こっから逃げるとなると、力を合わせる必要があるし」


　と、言う。


　その言葉はやはり、通じているとは思えない。


　しかし東のエラは首をかしげ、それから見えていない目を倒れた青い鎧を着た女たちのほうへと向けて、


「………………《教会》……《教会》……そうか、おまえも人間どものおもちゃに……」


　と、ヒメアを見る。


　大兎を放す。


　なにやら、ヒメアと女の間で、伝わるものがあったらしい。


　だがそれに、ヒメアはまた笑う。悪戯っぽい、しかしどこか妖あやしい微笑ほほえみを浮かべ、


「おまえも？　馬ば鹿かにしないで。私はあなたのような二流の魔ま女じよじゃない」


　そう言って振り返る。《教会》の、兵たちのほうへと顔を向ける。そのときにはさっきの数倍の人間が、ここに集まってこようとしている。


　青い鎧を着た女たちに、神父。


　それに銃じゆう器きで武装した奴やつらまでが続々とここへ集まってきていて。


　それに大兎は、自分の潰つぶされた喉のどが復活したのを確かく認にんしてから、言った。


「ちょっとまずくない？」


　するとヒメアがあっさり言う。


「私といると、この手の状じよう況きようはよくあるよ？」


「あれ、そうなの？」


「うん。だから慣れて」


「慣れるかなぁ」


「大丈夫。ほとんどの人間は、すっごく脆もろいから。だから大兎、あなたに不死を与あたえたのよ」


　と、彼女は言う。それからまた、手をあげる。楽しそうに手をあげる。


　それに大兎は彼女のほうを見て、


「あ、でもヒメア、殺すのはなしね？」


「え？」


「いや、そこに驚おどろいた顔されると困るんだけど……」


　なんて言いあってる間にも、《教会》の兵たちはこちらに迫せまってくる。


　銃が構えられ、一いつ斉せいに放たれるのを、


「制止アルト！」


　と、ヒメアが唱える。


　するとすべての銃じゆう弾だんと、それを放った兵たちの動きが止まる。


　そして、


「じゃ、大兎。あいつら貂魔テンマでなぎ払はらって～」


「だからそれじゃ殺しちゃうから！」


「殺さなきゃ殺されるよ？」


「えーと」


「ま、いいや。そこらへんは、おいおい教育しましょう。エラ、あなたがやって……」


　と、命じるまでもなく、東のエラが魔法を使い始めている。六本の角を輝かせ、再びあの、火の蜥蜴とかげを生みだす。


　さっきよりもさらに巨きよ大だいな六匹ぴきの蜥蜴。その蜥蜴の口に、炎の塊かたまりが生まれ、それを《教会》の兵士たちは見つめて、震える。


「……無理だ……東のエラを相手に俺おれたちじゃ……」


「殺される」


「オフィウスに連れん絡らくは……」


「もうした！」


「ならなぜこない！」


「と、とにかく一度撤てつ退たいだ。本部が出てくるまではどうにも……」


　と、そのときにはもう、炎が放たれている。兵士たちはそれをうまいことよけるが、東のエラの目的は、別にそいつらじゃなかった。


　教会だ。


　目の前にそびえ立つ、巨大な建物に向かって六つの炎が放たれ、爆ばく裂れつする。


　するとあっさりその教会は、姿を消してしまって。


　それは本当に、とんでもない威い力りよくだった。


　威力はともかく、炎が起こした破は壊かいの規模だけでいえば貂魔テンマの火よりも遥はるかに大きかった。


　あんなのをくらったら、命がいくらあっても足りない。


　当然それを見て《教会》の兵たちは、恐きよう慌こう状態になる。


　恐きよう怖ふに震え、蜘く蛛もの子を散らすように一いつ斉せいに逃にげ始める。


　それにヒメアが、


「あら残念……戦せん闘とうにすらならなかった」


　と、言うが、大兎はそれに、


「俺は戦いたくなかったからよかったけどね……ってか、あの建物の中に人、いたんじゃねーの？」


「そりゃいるでしょう」


「ううう……ええと、礼らい拝はいしてなかったからいなかった、とかだといいな」


　という彼の言葉に、やはりヒメアは不思議そうな顔をする。


「人間は毎日死んでるのに、会ったことのない人の心配まで、大兎はするの？」


「そりゃ、ええと、するでしょ？」


「そうなんだ。なんか、なんか、大兎ってすごい優やさしいね」


「普ふ通つうだぜ？」


「普通じゃないよ」


「普通だよ。あれ、普通じゃないのか？　日本人はみんなそうだと思うけど」


　が、それでも彼女は納なつ得とくしていないようだった。本当に理解できない、といった顔でしばらく考えこんでから、再びこちらを見て、


「でもやっぱ私以外の心配しちゃだめぇ[image: ]」


「え～」


「なんてね～。優しい大兎も好きだよ」


「と、いきなり告白されても、困るだけだけど……」


　そう彼が言ったところで、東のエラが走り始める。教会がなくなり、なにもなくなってしまった場所へと、駆かけだす。どうもここは、どこかの山の中腹に建つ教会の中だったようで、教会がなくなるとその向こうには、背の高い木々が生おい繁しげっている。


　それを見て大兎は思う。


　市街地じゃなくて、よかった、と。こんな化け物がイタリアの市街地を走りだしたら、それこそ警察沙ざ汰たじゃすまないだろう。


　いや、まあ、いまさら警察が出てきたところでどうにかできる問題とも思えないが。


　その、走り始めた東のエラの背中を見つめ、


「俺らも、逃げたほうがいいよね？」


　と聞くと、ヒメアがうなずく。


「当然。きっとすぐにもっと強力な《教会》の追っ手がくるよ」


「それやっぱ強い？」


「魔ま女じよ対策の兵ならまあ大だい丈じよう夫ぶ。《最古の魔術師ヴアンパイア》対策の兵は……」


「やばい？」


「うん。見たら私、すぐ逃にげる」


「じゃあ俺らも逃げるか。《教会》から東のエラを脱だつ獄ごくさせりゃ、もう仕事も終わりだしな。俺らは穴あなに戻って生徒会室に……」


　と、大兎は振り返る。そして自分たちがやってきた穴を、のぞきこむ。


　そして、言う。


「埋うまってる!?」


「まああれだけ派手に魔法で崩くずせばねぇ」


「って、そんな悠ゆう長ちように構えてる場合じゃなくない？　と、自分で言ってから、貂魔テンマでもう一回穴空ければいいかと気づいた」


「そうそう。大兎かしこーい」


「いまちょっと馬ば鹿かにした？」


「あはは」


　と、ヒメアが笑う。本当に綺き麗れいな顔で笑う。そしてその微び笑しようが、急に顔から消える。空を見上げ、


「あ～、やっぱだめ」


　と、言う。


「もうきちゃった」


「って、なにが？」


「《最古の魔術師ヴアンパイア》対策の兵士」


「うそーん。どこ？」


　と聞くと、彼女は空を指差す。


「さすが本拠地イタリア。動きが速い」


　それに大兎も空を見上げると、上空にヘリコプターが飛んでいるのが見える。


　それも、十機以上。


　普通ヘリが近くを飛んでいたらテレビの音が聞こえなくなってしまってうるせぇよ！　と怒ど鳴なりたくなるほどうるさいはずなのに、どういう仕組みなのか、音がまるでしない。


　だが、間違いなく十機以上のヘリがこちらに向けて飛んできている。


　そのうちの一機が、あろうことかミサイルっぽいなにかを発射する。


　ってかあれ、たぶん、ミサイルっぽいなにかじゃなくて、


「ミサイルだよな？」


　と、大兎が言ったときにはそれがこちらに向かって突つき進んでくる。


「おまけにこっちかよ！　うわうわ、どうしよ」


「逃げないと！」


「だよね！　ええと、じゃあエラのほうに……」


　と言いかけたところで、エラが逃げていったほうで、爆ばく音おんが響ひびいた。ヘリが一機落ち、他ほかのヘリがそちらへ向けて銃じゆう撃げきを始める。戦争映画でしか見たことのないような、ガガガガガガガガという、ガトリングガンが火を吹ふく音がする。


　それに大兎は、


「やっぱエラとは別のほうへ逃げよう！」


　と、言う。それからヒメアの手を握にぎる。引っ張って、走り始める。


　するとヒメアが、


「あ、なんか」


　と、言った。


　それに大兎が振り返らないまま、


「なに？」


　と聞くと、彼女は言う。


「なんかこういうの、すごく嬉うれしい」


「いやそんな場合じゃな……」


　そう言いかけたところで、さっきまで大兎たちがいたところにミサイルが炸さく裂れつして、その衝しよう撃げき波はが周囲の木々をなぎ倒たおす。もちろん大兎も吹っ飛ばされ、ヒメアはそれを追いかけるように爆風に乗ってふわーっと彼の近くまでやってきて、着地。


　そして倒れている大兎を助け起こして、


「でも大丈夫。私が監かん禁きんされてた九年でどれくらい技術が上がったのかはわからないけれど、現代兵器が使われてる間は私も、それにエラも捕つかまったりしないから」


「いや、いまので俺、一回死んだけどね……」


「死んでいい回数、あとどれくらい？」


「たぶん二回」


「そか。じゃあ、ちょっと急いだほうがいいかも。ゆっくりしてるとスイスから『前世紀の傭兵オフイウス』がきちゃうし」


「スイス？」


「うん」


「でもここ、イタリアだぜ？　なんでスイスから？」


「細かいことはいいから、とりあえず逃げないと。たぶん向こうは私たちの存在にまだ気づいてないから、エラが暴れてくれれば逃げきれる」


　という言葉に、大兎は振り返る。相変わらず離れたところでは爆撃の音や、銃の音、そしてヘリが爆発する音が響いている。


　エラが、戦っているのだ。


　それに大兎は心配げな顔になって、


「大丈夫かな？」


　と言った。


　すると彼女はこちらを見て、


「それ、今度はどっちの心配？　人間？　それとも魔女？」


　なんてことを言われたので、それで大兎自身も不思議な気分になる。


　さっきは人間の心配をしていて、いまは、東のエラの心配をしていたから。


　その、いまいち優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、どっちつかずの自分の考えに大兎は、苦く笑しようだけして答えなかった。どっちも心配とか言ったら、今度こそヒメアにあきれられそうだったから。


　だから大兎は、


「とりあえず、逃げ……」


　と、そう言いかけたところで、また、異変が起こった。大地のすべてを揺ゆるがしそうなほどの轟ごう音おんが響いてきて、空が、赤く染まる。


　それに大兎は走りながら振り向く。


　エラが逃げたほうへと目を向ける。


　すると空を覆おおいつくすように飛んでいたヘリの群が、次々に爆発していく。破は片へんが散らばり、その破片が隣のヘリにあたり、再び爆発して。


「おっと」


　と、大兎は足を止めた。


「もしかしてエラが、やったのか？」


　と、呟いた。


　しかしそれに、ヒメアが首を振る。


「違う」


「違う？」


「うん。もう……エラの魔力を感じない」


　という言葉に、


「へ？」


　と、大兎は思わずそんな間ま抜ぬけな声をあげてしまう。


「魔力を感じないって、どういう……」


　が、言葉をすべて言わさずに、ヒメアが再び走り始める。彼女の細い手が、大兎を引っ張る。


「思ってたより、全然くるのが早かった……逃げよう、大兎。きっともう、『前世紀の傭兵オフイウス』が到とう着ちやくしてる」


　という言葉に、大兎はさっき彼女が言った言葉を思いだす。


『ゆっくりしてると、スイスからオフィウスがきちゃうし』


　と、彼女は言った。


　そのオフィウスというのがいったいなんで、なんでここはイタリアなのにスイスからそいつらがやってくるのかはまるでわからないが、《最古の魔術師ヴアンパイア》のヒメアが怯おびえるほどの相手ならそれは相当、まずい。


　だが、疑問もある。その、オフィウスというのが到着したんだとして、なんで仲間のヘリを破壊する？


　それがわからない。


　わからないが、とにかくいろいろとまずそうなのは間違いないので、彼も走り始める。そして走りながら、聞いた。


「んじゃエラはもう捕つかまったのか？」


　という問いに、しかし彼女は少し眉まゆをひそめて言う。


「もしくはもう、死んだか」


「ちょ、冗じよう談だんだろ？」


「ううん」


「でもそれじゃ遥が……」


　と、言いかけて、大兎は一いつ瞬しゆん、言葉を止める。ヒメアの前で遥、という言葉を言っていいものかどうか、一瞬迷う。しかしそんなことを迷っている場合でもないので、続ける。


「エラに死なれたら、遥が解放されなくなっちゃうんじゃねぇのか？」


　という問いに、


「…………」


　ヒメアは答えない。


　だが、大兎は続ける。


「じゃ、じゃあ、俺たちがエラを助け……」


「それはだめ」


「でも」


「いったら絶対殺される。いまの私たちの力じゃ、『前世紀の傭兵オフイウス』の部隊には太た刀ち打うちできない。私たちも殺されちゃう。とにかくいまは逃にげなきゃ。逃げて、生徒会室に戻って月光たちと対策を考えよ」


　と、ヒメアが言う。


　それに大兎は顔をしかめる。


　状況は、最悪だった。


　本当は東のエラを救出して、こっそり生徒会室に戻る、という作戦だったはずなのだ。なのにその作戦のさの字も出ないうちに、すべてが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまった。


　東のエラは再び《教会》に捕まったか、殺されたかして。


　そのエラの心配どころか、今度は自分たちの命が危ないと言う。


　ヒメアがこんなにも怯えるほどの《教会》の兵がここにはいて。


　そしてここは、イタリアの山の中なのだ。


《教会》の本ほん拠きよ地ちに彼らは二人だけでいるのだ。


　それは非常に、まずい。


　きっとここで襲われたら、大兎は彼女のことを守れない。また、彼女は捕まるのだ。いや今度は大兎も一いつ緒しよに捕まる。そして、さっき見た東のエラのように、吐はき気がするほどひどい実験を延々と繰くり返されるのだ。


　逃げたら遥を救うことができない。


　しかし逃げなきゃ一生実験動物。


　どちらにしたところで、結果は最悪だった。


　それに大兎は、


「くそ」


　と、うめく。


　そして走りだす。


　遥は救えない。


　でもだからといって、逃げないわけにもいかない。死んだら、そこで終わりなのだ。もしかしたら遥を救う方法が他ほかにあったとしても、死んだらそこで、すべては終わりなのだ。なら、生き残る必要がある。死ぬ気で生き残る必要がある。だから、


「ヒメア」


　と、大兎は言った。


「うん？」


「ヒメアはいま、ここがどこなのか、わかってるの？」


「ううん。でもたぶん、《教会》の持ってる敷しき地ち内だと思う。いろんなところから魔力を感じるし」


「ふむ。つまり周りは敵だらけってこと？」


「うん。でも、エラを殺せるような兵はそうそういない。怖こわいのはたぶん『前世紀の傭兵オフイウス』だけだと思う」


「じゃあ、エラがいるほうと反対に逃げれば大だい丈じよう夫ぶ？」


「と、思う。エラの反応が消えた瞬間から私、魔力を消してるから、まだ感知されてないと思うし。いまのうちになんとか遠くまで離れられれば……」


　が、言葉はそこまでだった。


　背後から赤い光が放たれ、大兎の右みぎ腕うでが吹っ飛ぶ。くるくると宙を舞まい、どさっと地面に落ちる。


　それを大兎は見て。


　それからヒメアの手を握にぎっていた、左手を、放す。地面に落ちた腕を拾う。自分の体につける。するとすぐに腕は体に接合する。


　そして、


「……見つかってる!?」


　と、大兎が言ったときにはもう、ヒメアは後ろを振り返り、なにか呪じゆ文もんのようなものを唱え始めている。両手を前に突つき出し、


「亞あ簾す禍か、日ひの三み重え、円まるく、円く」


　なんてことを言う。日本語のような、違うような、よくわからない呪文を唱える。


　すると彼女の紅あかい、妖よう艶えんな瞳が輝く。手の前に、半はん透とう明めいのカーテンのようなものが生まれる。


「これで、しばらく時間が稼かせげると思う」


　と、言う。


　それなに？　とは、もう聞かない。おそらくは敵を足あし留どめするような魔法を、彼女は使ったのだ。


　もう見つかっているのなら、魔力を隠す必要はない。


　そして彼女は大兎のほうを向いて、


「逃にげよ！」


　と、言った。


「逃げるだけならきっと、なんとかなる」


　そう言って、走りだそうとしたところで、突然大兎のポケットの中のケータイが、震え始めた。


　それに大兎は下を向き、ケータイをポケットから取り出す。するとそのケータイは盗とう聴ちよう防止機能がついている月光からもらったもので。


「月光からだ」


　と、大兎が言うと、ヒメアが足を止める。こちらを見る。


「《道み程ち》、繫つないでくれるの？」


　という言葉に、大兎は答えずにケータイに出る。その大兎の肩かたを、ヒメアがつかむ。


「話しながら……」


「あ、逃げんのね」


「うん」


　それに、二人は走り始める。


　そして走りながら、大兎はケータイを耳にあて、


「ほい」


　と、言う。


　するとケータイの向こうから、


『俺だ』


　という、相変わらずの声がする。


「わかってるよ」


『状じよう況きようを言え。天井の穴が埋まって、そっちにいけない』


「状況つっても、《教会》の奴らに襲われてるよ。ヒメアが言うには、オフィウスだって」


『……『前世紀の傭兵オフイウス』か。おまえら死んだな』


「助けろよ！」


『そのつもりだ。だが、生徒会室から《道み程ち》を繫いだところを、《教会》の連中に見られるわけにはいかない。敵の目から隠れろ。そして座標を言え』


　という言葉に、大兎は振り返る。敵がまだ、姿を現していないことを確かく認にんし、


「いま！　いま繫げ！　いま誰だれも見てないから！」


『なら座標を言え』


「座標？　座標って……どうやって確認すんの？」


『使えないクズが』


「って言われても、やり方知らねーもんは、仕方ねーだろうが！」


　と、叫んでる間にもヒメアが足を止める。地面に右手をあてる。そして顔をあげ、


「座標は……」


　と、そう言いかけたところで、ケータイの向こう側で、


『んなっ!?』


　という、驚いたような声があがった。


　続いて、


『待っ……』


　とかいう声のあと、


『ツー、ツー、ツー』


　通話が、切れた。


　それに大兎はケータイを耳から離し、それを見つめて、


「え？　なんで？　なんで切れんの？」


　と、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　それからアドレス帳の、む行にあるムカツクバカ紅月光という文字を押す。すると通話が始まろうとして、


『この電話は現在、電波の届かないところにあるか、電源が入っていないため……』


「ってだからなんでだぁああああああああああ！」


　と、大兎は思わず叫んだ。


　それにヒメアがこちらを見上げ、


「どうしたの？」


「電話が切れた。おまけにかけ直しても通じない」


「うそ」


「ほんと」


「じゃあ」


　じゃあどうしよう、と、二人が顔を見あわせたところで。


　声が、かかった。


「やぁ～っと、追いつきました」


　それは男の声。


　おそらくはオフィウスとかいう、ヒメアすら怯おびえる化け物集団の、声。


　それに大兎は。


「…………」


　大兎は、顔をしかめて振り返った。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　少し時間は戻もどる。


　そこは東のエラが監かん禁きんされていた、牢ろう獄ごくの中。


　エラが脱だつ獄ごくに利用した天てん井じようの穴が塞ふさがれてしまって、月光と美雷は途と方ほうに暮れてしまっていた。


　美雷がもう一個穴空けて追いかけようか？　と言いだしたが、その案は却きやつ下かする。


《教会》の本ほん拠きよ地ちに、なんの手続きもなく宮阪高校の生徒会委員が侵しん入にゆうする、などというのは、殺してくれと叫さけんでいるようなものだ。


　なら一度生徒会室に戻って、鉄たちの状況に合わせて《道み程ち》を繫ぎ直したほうがいいと、彼は判断した。


　なので月光は美雷に、


「……生徒会室に戻るぞ」


　と、言った。


　ちなみにいま、なんの光もないこの暗くら闇やみを照らしているのは、美雷の雷いかずちだった。


　彼女は髪かみの毛の一束の先に稲いな妻ずまを集め、まるで松たい明まつのように光を灯ともしている。


　その姿がまるで提ちよう灯ちんアンコウのようで、少しだけ月光は笑えみを浮うかべそうになる。


　まあ、どうでもいい話だが。


　それに美雷が言った。


「でもヒメちゃんたちは？」


「生徒会室から《道み程ち》を繫つないで救出する」


「ほうほう」


「いまから追いかけても、上にいるとは限らないしな」


「ふむふむ」


「それに、サイトヒメアがいるんだ。そう簡単に死んだりはしないだろう。とにかく、戻るぞ。馬をやれ」


「え～、また～？」


「四しの五ごの言うな」


「う～」


　と、嫌いやそうな顔をする美雷の髪の毛を引っ張り、その背中に乗る。その姿はあまりかっこいいものではないので好きではないのだが、まあ、仕方がない。


「さあ走れシルバー」


「シルバーってなに？」


「俺も知らん。昔そんな馬がいたらしい」


「へぇ。なんかすごそうな馬だね」


「ああ。すごそうだ。だからおまえも負けずに走れ」


「ほ～い」


　と、彼女は走り始める。人間とは比べものにならない速さで。いや、馬よりも速く、彼女は走る。


　その彼女の走りっぷりと、そしてさっきの、東のエラが放った大量の稲妻をすべて手て懐なずけてしまった力を見て、少しだけ彼女に対して持っていた評価を、変える。思っていたよりずっと、この馬ば鹿かは優ゆう秀しゆうだったようだ。


「…………」


　もちろんそんなことは本人には言わないが。


　月光は一生懸けん命めい走る美雷を少しだけ見つめ、それからまた、別のことを考える。


　今回のことについて。


　東のエラの解放はすんだが、あんなふうな脱獄のされかたをしてしまったらおそらく、彼女は助からないだろうと、思う。


　おそらくこの上は、《教会》の本拠地のど真ん中だ。そんなところに魔ま女じよが一匹ぴき飛びだしていって、どうにかできるとは思えない。


　いかに東のエラが大きな力を持っていたとしても、どうにもできないだろう。


　なら時雨遥は、


「……殺されるか？」


　と、彼は小さく呟つぶやく。


　目を細め、思考を進める。


　殺されたところでたいした被ひ害がいはないはずだった。鉄大兎の心理状況は相当悪化するだろうが、まあ、それは月光には関係ない。


　どこの世界でだって、人は死んでいる。鉄大兎も、この生徒会室にいるかぎりは、これから人の死を何度も、何度も、何度も経験するだろう。


　ただその一人目が、幼おさな馴な染じみだった、というだけの話だ。


　別に目新しい話でもなんでもない。


　だがそれでも。


「…………」


　それでも助けてやりたいと、少しだけ、思う。なぜそんなことを自分が思うのか、それはわからない。少し前までは日向を殺すことだけしか考えていなかったのに、最近は余計なことをよく考えてしまう。


　その一つが、これだ。


　別に時雨遥を救ったところでなんのメリットもないというのに、なぜ自分はこんなにも必死に、彼女の救出に力を割さいてるのか。


「……まったく、馬鹿らしいな」


　と、そう呟く。


　それからケータイを取り出す。《教会》のど真ん中へ飛びだしていってしまった馬鹿どもに、電話をかけるのだ。


　あの無能どもは、彼が手を貸してやらなければすぐに死んでしまうような、赤子以下の雑ざ魚こなのだ。


　それに彼はうんざりしたように顔をしかめ、ケータイのアドレスにある、は行の馬鹿という文字を、押す。四回ほどコールが鳴ったあと、その馬鹿が電話に出る。


「ほい」


『俺だ』


「わかってるよ」


『状じよう況きようを言え。天てん井じようの穴が埋うまって、そっちにいけない』


「状況つっても、《教会》の奴らに襲おそわれてるよ。ヒメアが言うには、オフィウスだって」


　と、馬鹿が思ったとおりの発言をしてくる。《教会》の本拠地に飛びだしていったけど、俺ら優秀だから誰にも見つからず帰れそうだよ！　とか、そういう発言には絶対にならない。


　無能な奴は、一番最悪の展開を引きよせるのだ。


　それもよりにもよって、『前世紀の傭兵オフイウス』に見つかったとは。


「おまえら死んだな」


　と、月光は言った。


　すると馬鹿が叫ぶ。


『助けろよ！』


「そのつもりだ。だが、生徒会室から《道み程ち》を繫いだところを、《教会》の連中に見られるわけにはいかない。敵の目から隠れろ。そして座標を言え」


　するとそれに、鉄が周囲を確認するような、ごそごという音がする。


　それと同時に彼を乗せている馬が、


「もう生徒会室につくよ～」


　と言ってくるので、指で次元の裂さけ目へ入れと命じる。


「ほいほい」


　そう言って、美雷はさらに加速する。


　続いて電話の向こうから、


『いま！　いま繫げ！　いま誰も見てないから！』


　なんて馬鹿な叫び声があがるので、《道み程ち》を繫ぐには座標を言う必要がある、ということを馬鹿に教えてやる。


　すると鉄が答える。


『座標？　座標って……どうやって確認すんの？』


「使えないクズが」


『って言われても、やり方知らねーもんは、仕方ねーだろうが！』


　と、鉄が叫ぶ。


　まあ、サイトヒメアは方法を知っているだろうから、すぐに座標はわかるだろう。


　そんなことをしている間にも、生徒会室に続く次元の穴が、どんどんと近づいてくる。


　もう、目の前だ。


　戻ったらすぐに、《教会》に《道み程ち》を繫ぐ。そして馬鹿どもを救出したあと、考えるのだ。


　再び東のエラの救出をするのか。


　もしくは東のエラを牢ろう獄ごくから出した段階で、時雨遥を誘ゆう拐かいした連中との約束は果たしたことになるのか。


　後者だといいが、前者だとひどく面めん倒どうだな、と、月光は思う。


　世界中の組織から法皇を守っている『前世紀の傭兵オフイウス』まで出てきたとなると、今後は《教会》との全面対決にまで発展する可能性がある。


　まあどちらにせよ、いまできることは――


　とそこで、案の定馬鹿の代わりに、サイトヒメアの声が聞こえた。


『座標は……』


　という、声がする。


　そのときには美雷が、生徒会室へと飛び込こもうとしている。


　しかしその、生徒会室の中に、人ひと影かげがあるのが、見える。


　それも二人。


　一人は今日の昼に会ったばかりの、あの男だった。


　黒いスーツに赤いタイ。帽ぼう子しに、丸まる眼鏡めがねに、手て袋ぶくろ。


　黒くろ守す・フィリエル・優ゆう一いちとかいう名前の、《軍》から派は遣けんされてきた管理官だ。


　だが、その姿には別に、月光は驚かない。黒守はこの生徒会を管理するために派遣されてきたわけだし、生徒会室の結界は、解いてきたのだ。


　なら、あいつが生徒会室の中にいても、問題ない。


　おまけにあの管理官がこちらに命じてきたのは、時雨遥とエルフの問題については手を引け、という命令だけで、《教会》が幽ゆう閉へいしている東のエラの件に手を出すな、なんてことは言われていないのだ。


　もちろん、《軍》の許可を得ず真っ向から《教会》と対立する、なんてのはタブー中のタブーなのだが、しかし、それでも命令は破ってないと、言い張れる。


　だからそこに、黒守がいることには別に、月光は驚かなかった。


　しかしもう一人の姿に。


　黒守と一いつ緒しよにいる、もう一人の女の姿に思わず月光は、


「んなっ!?」


　などという、雑ざ魚こしかあげないような間ま抜ぬけな声をあげてしまう。


　そしてその女のほうを見る。


　彼女は意識を失い、黒守に抱かかえられている。


　綺き麗れいな黒髪のミディアムに、優やさしげな顔。華きや奢しやな体に、宮阪高校のセーラー服を着ている。


　そこにいたのは、時雨遥だった。


　いま、月光たちが必死になって救おうとしている時雨遥の姿がそこにはあって。


　それに月光は、なにかを言おうとした。口を開き、なにかを言おうとしたが、しかし、黒守がそれに、


「……まずはその、《教会》と繫がっている携けい帯たいを潰つぶそうかな」


　と、言った。


　そして医者が手術で使うような、メスのような大きさの細いナイフを一本、取り出す。それを投げる。月光はそれに反応できない。言えたのは、


「待っ……」


　という言葉だけ。


　ナイフが彼が持っている携帯に突つき刺ささる。そのナイフが、小さな爆発を起こす。


「ぐあ」


　と、月光の体が横に吹っ飛んで、美雷から落ちる。


「月光!?」


　と、美雷が叫ぶが、その声は左耳からしか聞こえない。いまの爆発で、右耳が馬鹿になってしまったのだ。回復するにはしばらくかかるだろう。


　だがそんなことは気にしていられない。彼はすぐに体勢を立てなおし、次元の裂さけ目の向こうをにらむ。


　すると黒守がこちらを見下ろし、楽しそうに笑っている。


「ずいぶんと、勝手な真ま似ねばかりしてくれてるようですが」


　なんてことを言うので、月光はそれに虚きよ勢せいの笑えみを浮うかべ、


「命令は破ってない」


「ははは」


「だから文句はないだろう？」


「ありませんよ」


「ならなぜ笑う」


「君が、あまりに滑こつ稽けいだから」


「なんだと」


「いま壊こわれた携帯。それ、普ふ通つうに盗とう聴ちようできます」


　と、黒守が言う。


　それに月光は表情を変える。この携帯が盗聴されていたとなると、いま、自分たちがなにをしようとしていたのか、すべてがバレていることになる。


　命令を破り、エルフの世界へ勝手にいこうとしていたこと。


　鉄とサイトヒメアが《教会》の敷しき地ち内にいて、『前世紀の傭兵オフイウス』に追われているということ。


「…………」


　いや、携帯を盗聴していただけでは、わかるのはそこまでか。実際にはエルフの世界にいかず、突然現れた混血ハーフブリードどもの依い頼らいを受けて《教会》へいったのだが、なぜ、《教会》へいったのか、それは知らないはずだ。


　が、時雨遥の身み柄がらを黒守が確保しているのを見ると、


「…………」


　あの混血ハーフブリードどもは、黒守に殺やられたか？


　それだけの力をこいつが持っていることは、もう知っていた。昼に会ったときに、月光はまるでなにもできずにこいつに殴なぐられまくったのだ。


　体たい術じゆつだけであれほどの差があり、さらにこの生徒会室の元会長を名乗っているのなら、魔法にもそれなりに長たけているだろう。


　魔法は知識の量がその力を左右する。


　だからこそ永ながい年月を生きる《最古の魔術師ヴアンパイア》はありとあらゆる組織に怖おそれられるし、そして自分より年上のこの黒守も、自分と同じだけの才能があるのなら、自分よりも大きな魔力を持っているだろう。


　とにかくいま起きている出来事の状況が、まるで見えてこなかった。


　黒守はなんの目的でこの生徒会室にやってきて、そしてどうやって、時雨遥を助けたのか？


　するとそれに、黒守が言う。まるでその、月光の疑問に答えるかのように、


「彼女は突然、解放されたんだ。君たちが《教会》の領域テリトリーに侵しん入にゆうしてすぐに、フォーハイムキングダムの中に、時雨遥が現れた」


　という言葉に、月光は黒守を見つめ、


「その口くち振ぶりだと、おまえが……」


「そう。フォーハイムキングダムにいった」


「時雨遥を取り戻すためにいったのか？」


　それに、黒守は笑って、


「まさか。エルフどもが増長しないように、少しいじめにいったんだよ。で、王の首を刈かってやった」


　と、言う。


　エルフの国で、エルフの王の首を刈ったと、この男はあっさり言う。それから懐ふところに手を入れ、赤く染まった手袋を取り出す。ひらひらとそれをこちらに向けて広げて見せ、ぽいっと捨てる。


　そして、続ける。


「あいつ僕に噓うそばっかりつくからさぁ。見せしめに殺しておいた。で、紅君。君も僕にたくさん噓をついてるだろ？」


「…………」


「今回の黒幕はエルフじゃなかった。あいつらは利用されただけだ。そして君らも利用された。君らが《教会》の、東のエラを救出に向かった瞬間に今回の犯人の見当がついたよ。東のエラの、子供たちだろう？　最近売り出し中の封解呪師スペルブレイカー。あんな雑ざ魚こに、君は利用されたわけだ」


「…………」


「まったくあきれるね。あまり宮阪高校の生徒会長の名を汚けがさないでくれるかな？　あんな程度の低い混血ハーフブリードどもにいいように弄もてあそばれるなんて、恥はずかしいにもほどがある。《軍》が《教会》に借りを作るのが嫌いなのも、知ってるくせに」


「…………」


「で、教育はこのへんから始めようと思ったわけだ。君はどうも、僕が思っていたよりもずいぶんと優しい。無む駄だに優しい。きっと生なま温ぬるい、平和な世界で育ったんだろうね。大切なものが多すぎて物事の大局を見み誤あやまる。だからそのへんを教育するために、とりあえず君から仲間を奪うばってみることにしたよ」


「…………」


「つまりどういうことかと言うと、鉄大兎とサイトヒメアは、とりあえず《教会》にくれてやることにした」


　なんてことを、黒守は言う。眼鏡の下の優しそうな目が、にやりと笑う。


「《教会》は喜ぶぞ。昔からあいつらは、サイトヒメアにご執しゆう心しんだからね」


　その、言葉に、しかし月光は小声で、


「……美雷」


　と、言った。


　それに彼女がこちらを向く。


「なにあのむかつく奴？」


　なんて聞いてくるが、それも無視して、彼は続ける。


「俺が渡した携帯は持ってるか？」


　するとそれに。


　あきらかに黒守には聞こえないほどの小さな声のはずなのに、目の前の、スーツの男が答える。


「その娘この携帯なら、生徒会室にあるよ。忘れていったみたいだね」


「…………」


「あと、さっきから言ってるけど、もうちょっと情報の漏ろう洩えいに気をつけたほうがいい。小声にしただけで敵に聞こえないと思ってるなら、君は本当に、使えない阿あ呆ほだ。僕は魔法を使う。君も使う。ここはそういう世界だろう？」


「…………」


「さて、じゃあ始めるかい？　君が僕の後ろの携帯を使って、鉄君と沙さ糸いと君がいる座標を聞くのが先か……」


「…………」


「もしくは君は僕を突とつ破ぱできずに、《教会》に仲間を奪われるか。まあ、結果は後者だろうけれど」


「…………」


「どちらにせよすべて君の責任だ。君の選せん択たくでありとあらゆる物事が決まる。生徒会長ってのは、そういうもんだ」


　その、言葉に、月光は黒守をにらみつけて言った。腰こしの剣けんに手を伸のばし、


「今度こそ殺す」


　すると黒守はうなずく。


「それができたら《軍》から百点がもらえる。ただ魔法を使うってことになると、君の勝ち目は今日の昼より低いけど」


「殺してやる」


「じゃあやろう。生徒の実力ほんきを見られるなんて、先生楽しみだよ」


　そう言って、黒守が床ゆかに、時雨遥を横たえる。手袋の皺しわを伸ばすように、両方引っ張る。


「さあ、ここを突破してごらんなさい」


　と、言うので、月光は剣を引き抜く。そして美雷に、命じた。


「美雷、こいつは俺より強い。殺す気でいくぞ」


　そのときの声はもう、小声ではない。というか、この黒守という男から音を隠かくすことができる魔法を、彼は知らなかった。


　サイトヒメアがいればもう少し状況も違ちがったかもしれないが、自分の采さい配はいミスで、東のエラに連れ去られてしまった。


　確かに黒守の言うとおり、俺は、ただの阿呆かもしれない、


「…………」


　と、月光は思う。


　すべての責任と、すべての結果は会長である自分にかかっているのだ。なら、鉄とサイトヒメアがいま、《教会》で危機に陥おちいっているのも、黒守を騙だましきれなかったのも、いやそれどころか、時雨遥を拉ら致ちされたのも、自分の責任だといえる。


　他の人間どもはみな無能なのだ。


　なら天才である自分がきちんと管理してやらなければならないのに、それを怠おこたった。


　だから今回は認めよう。


　自分は、ただの阿呆だ。


　そしてこれからは違う。


　これからは。


「…………」


　と、月光は目の前の、《軍》から派は遣けんされてきた管理官をにらみすえ、


「俺が逆に、管理してやる！」


　そのまま、剣先を振ふり上げる。前へと走り出す。


　黒守がそれを笑う。手袋をこちらへ向け、一歩前へと踏みだしてくる。


　それに月光は少しだけ驚く。この特殊な《道み程ち》をくぐれるのは十八歳までのガキだけのはずなのに、この黒守という男はあっさりそこをくぐって見せたから。


　だが、いまはそれを気にしている場合じゃない。そんな疑問はこいつを殴って、たたき潰してからゆっくり聞きだせばいいことだ。


　だから月光は剣を放つ。真っ直ぐ放つ。


　するとそれを見た黒守が、


「……なにか魔法を使おうと思ったけれど、君の動きがあまりに遅おそいから、やめた」


　なんてことを言って、拳を振りあげる。剣をくぐるようにして放とうとしてくる。


　だがそれに、月光は笑みを浮かべる。


「馬鹿が。遅く、見せただけだ」


　そう言って、剣先を返す。そのままいま放った剣けん撃げきの、倍の速度で黒守の首を薙なごうとする。


　が。


「……でもやはり、馬鹿はいつだって君だよ。君には悪魔の味方もいるのに、僕が魔法を使わないわけないじゃない」


　そう言って、拳が広がる。その中に小さな光が入っている。それがパチンと弾はじける。すると奇き妙みような臭においがして、それが月光の鼻に入る。すると一瞬だけ、彼の感覚がおかしくなる。目の前が暗くなり、両手両足が動かなくなる。


　もちろんただの人間には、《最古の魔術師ヴアンパイア》なんかとは違って呪じゆ文もんや予備動作もなしで生み出せるような魔法はたかがしれているから、本当に一瞬しか、月光の体をむしばむことはできない。


　しかしそれで、十分だった。


　黒守が懐ふところからナイフを出す。月光の首にひょいっとあてる。切らずに、刀身だけをあてる。ヒヤリとした、冷たい感かん触しよくだけが喉にあたって、


「一回死んだ」


　続いて脇わきを押す。


「二回死んだ」


　次に剣を持っている手首。


「三回」


　と、何度も、何度も、疑ぎ似じ的に殺される。本当に、黒守がその気なら月光はとっくの昔に死んでいるのだ。体は動かないが、意識はもう戻っている。戻った意識で、自分がなんどもコケにされているのを見続けるのは、それも部下の美雷の前で負け続けるのは、耐たえがたいほどの屈くつ辱じよくだった。


　最後に黒守が鳩みぞ尾おちを刺す真ま似ねをしようとしたところで、横からその手を、美雷がつかむ。


「ゲッコーをいじめるなぁあああああ！」


　と、思いっきり強くつかむ。するとボキボキと、黒守の腕が折れる音がする。


　それに月光も体の感覚を取り戻し、剣を構え直す。黒守をにらみ上げ、剣を放とうとする。


　黒守はといえば腕が折られているというのに、どこまでも涼すずしげな顔でこちらを見下ろしていて。


　そして、言う。


「……これでもまだ、力の差が理解できないかな？　なら少しだけ本気を出しちゃうよ？　そうしたら、君は目の前で仲間を失うかもしれない。遠くじゃなくて、いま、この場で仲間を失うのを見ることになる。まあ、それも教育だから、いいとは思うけど……」


　そのまま、黒守がこちらから目をそらす。まるで月光の存在など気にしていないかのように、目をそらす。


　そして目を、美雷へと向ける。優しげな目に、楽しそうな色が浮かぶ。にやりと笑って、


「じゃあ死ぬか、悪魔」


　そう、黒守が言いかけたところで。


「待て」


　と、月光は言った。


「待ってくれ」


　と、彼は言った。


　それに黒守が、再びこちらを向く。にやにやと楽しそうに笑いながら、黒守が言った。


「……待て？　なにを？」


　というその問いに、月光は顔をしかめる。全身が、震えそうになるほど、歯を食いしばる。


　だが言わなければ、取り返しがつかないことになると、もうわかっていた。あまりに力の差がありすぎる。とても運やツキでは埋うまらないほどに、力の差がありすぎる。


　だから彼は、言った。


「……わかった……俺の、負けだ……だから美雷を……」


「うん」


「こいつを……殺さないでくれ」


　とそう、彼は言った。


　それに美雷が、


「うそ、うそうそうそ、げ、ゲッコー!?」


　と、叫さけぶ。


「か、勝てるよ！　こいつの腕、もうボキボキだし、一緒にやればきっと勝てるって！」


　なんてことを、言う。


　だがそれを、月光は聞かない。いや、彼女がいま、どんな顔をしているのか、それを見ることさえできない。


　ただわかっているのは、ここで自分が引かなければ、こいつは見せしめに、美雷を殺す、ということだ。


　自分に敗北感を味わわせるために。


　無能さを教育するために。


　こいつは、美雷をあっさり殺してみせるということだ。


　そしてそれだけは、防ぐ必要があった。


　だから月光は、言う。


「どうすればいい？　この戦せん闘とうを終えるには、どうすれば……？」


　すると黒守が言う。


「剣を捨てて、土ど下げ座ざを」


　それに美雷が、


「ちょ、おまえ、ふざけんなよ！　ゲッコー、そんなことする必要ないよ！　あたしがこんな奴、ぼかーんてぶっ飛ばして……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、月光は剣を床に投げた。そしてそのまま膝ひざを、折り曲げていく。


　それに美雷が、


「嫌やだ!?」


　と、言う。


「あ、あたしのために……あたしのためにそんなの嫌だよ!?」


　と叫ぶ。


　だが、月光は聞かない。膝を床に着き、言う。


「……これでいいか？」


「うん。いいよ。これで君も、少しは強くなるかな」


「……なら」


　と、月光は言った。


「ならもう、終わりにしろ。鉄とサイトヒメアも」


「ああ、そっちはだめ。《教会》からお金もらっちゃったから」


「貴き様さま!?」


「顔をあげるなよ、ガキ。この娘こを殺しちゃうよ？」


「…………」


「いや～、力がないっていうのは、悲しいことだねぇ。悔くやしかったら僕を殺せるだけの力をつけるといい。それがとりあえず、君の目標ね」


「…………」


「じゃ、今日の授業は終わりだ。携けい帯たいは没ぼつ収しゆう。鉄大兎君とサイトヒメアちゃんのことは忘れる。時雨遥は僕らが教室に返す、と。あ、そうそう言い忘れてたけど、時雨遥はサイトヒメアの敵の仲間だよ？　それ、知ってた？」


「…………」


「きっと君はなにも知らないでぼやぼや会長をやってるだろうから教えとこう。命を懸かけて裏切り者を救いにいくなんて、愚おろかにもほどがある。もう少し頭を使って、状じよう況きようをつかんでから動きなさい。いい？」


「…………」


「では今度こそ授業は終わり。君も家に帰って、今日は寝ねなさい。ちゃんと寝ない子は、背が伸のびないよ？」


　なんて言いながら、黒守はくるりと踵きびすを返す。そして次元の裂さけ目を通って、生徒会室へと戻り、さらに部屋から出ていく。


　その間、月光はずっと、下を向いたまま動けなかった。


　あまりの自分の間ま抜ぬけさと、力のなさに腹が立って、立ち上がる気力さえない。


　それに、


「……ゲッコー」


　と、美雷が言った。その声が震ふるえている。あきらかに震えている。馬ば鹿かが、泣いているらしい。


　それに彼は顔をあげる。すると美雷が顔をくしゃくしゃにして、涙なみだまみれになっている。


　その泣き虫の美雷が、彼の胸に抱だき着いてきて、ごめんねと言う。あたしが弱いばっかりにごめんね、と、何度も言う。


　それに月光は、だからこいつは馬鹿なんだ、と、思う。


　弱いのは、俺だろうが。おまえが謝あやまる必要はないだろうがとそう、思う。


　だがそれに、


「…………」


　彼はなにも言わないまま、しばらく生徒会室を見ている。


《軍》という、彼にもよくわかっていない組織が管理している、奇き妙みような場所。


　それを見つめ。


「…………」


　彼は頭の中で、今度こそ思考を巡めぐらせる。


《軍》と黒守を出し抜いて、鉄とサイトヒメアを救出する方法を。


　なんとかあの馬鹿どもを救出する方法を。


「…………」





　だがどれだけ考えてみても、彼はその方法を見つけだすことができなかった。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　死神はあっさり追いついてきた。





　木々が鬱うつ蒼そうと茂しげる、森の中。


　ヒメアが張ったはずの足留めの魔法を潜くぐり抜ぬけ、背後から声がかけられてしまう。


「やぁ～っと、追いつきました」


　それは男の声。


　一見あたりが柔やわらかそうな、丁てい寧ねいな声だった。


　だがいま、後ろから追いかけてきているのはオフィウスとかいう、ヒメアすら怯おびえる化け物集団のはずで。そいつらはたぶん、ヒメアと大兎を捕とらえにきているのだ。


　捕らえて、実験して、最後には殺す。


　たぶん普ふ通つうの高校生が考えつく最悪なこと、以上の最悪がそこには待っていて。


　つまりいまの状況は、


「……すげぇ最悪」


　と、大兎はうめくように呟つぶやく。


　それから彼は、振り返る。


　背後を見る。


　するとそこには、二人の男が立っている。


　それにちょっと、大兎は驚く。オフィウスというのはスイスからきた強力な部隊だと、ヒメアが言っていたので、ものすごい数の武装した兵隊が後ろに迫せまっているのだと、思っていたのだ。


　魔法を使う、怖おそろしい武装集団だと。


　だがそこにいたのは、綺き麗れいな顔をした二人の男だった。


　一人は金色の髪かみと穏おだやかな濃のう紺こんの瞳ひとみ。まるでエルフのように整った顔だちで、こちらをにこにこと優しげな顔で見つめてきている。


　そしてもう一人は……


　と、そこで、


「……ってあれ、おまえ……おまえ遥を誘ゆう拐かいした奴やつじゃね？」


　そう、彼は言った。


　そしてまじまじとそいつの顔を見る。紺こん色いろの髪に、金の瞳。やはり隣となりに立っている男と同じく、エルフのように整っている目鼻立ちに、鋭するどい眼光。


　それはさっき、生徒会室に侵しん入にゆうしてきて、東のエラを救出したら遥を解放すると言ってきた、混血ハーフブリードの男だった。


　だがなぜ、そいつがそこにいるかが、わからない。


　いや、こいつらが、


「おまえらが、オフィウスなのか？」


　と、大兎が聞くと、横でヒメアが首を振る。


「混血ハーフブリードは、『前世紀の傭兵オフイウス』にはなれない」


　その言葉に、金色の髪の優しげなほうが言った。


「そうなんですよ～。子供のころの夢は『前世紀の傭兵オフイウス』になることだったんですが、混血はだめと言われて途と方ほうにくれちゃいました～」


　という言葉に、横の、紺色の髪の気の強そうな男のほうが、


「はぁ？　なにいきなり噓うそついてんだよ」


「え？　話を合わせたほうが打ち解けてくれるかと思って」


「打ち解ける必要ねーだろ」


「でも綺麗な女の子の話にはうんうんうなずいとくもんですよ？」


「黙だまれ馬ば鹿か兄貴」


「あはは。そんなこと言いながら僕のこと好きなくせに」


「ちょ、いいから黙れって。セルジュが喋しやべると緊きん迫ぱく感かんがなくなるから」


「そう？　じゃあまあ、黙ってようかな。あんまり喋るとハスガ怒おこるし」


　そう言って、セルジュと呼ばれた金髪の男が肩かたをすくめ、黙ってますとばかりに口に手をあてる。


　それにハスガと呼ばれた気の強そうな弟がうなずき、


「ま、そんなわけで俺ら、『前世紀の傭兵オフイウス』じゃないから安心しろ」


　なんてことを言われるが、しかし大兎は二人をにらみつけ、


「誘拐犯に安心しろって言われてもね」


「信用できねー？」


「できるかよ」


「だよな。でも、俺らはおまえらに感謝してる。ちゃんと東のエラを解放してくれたし」


　すると横でセルジュがうんうんうなずく。


「私たち、《教会》の中ちゆう枢すうには近づけないですからねぇ。外に出してくれて、助かりました」


　という言葉に、ヒメアが言う。


「で、あなたたちが東のエラを殺したの？」


　すると二人の混血が、彼女のほうを見る。一人は鋭くヒメアをにらみつけ、もう一人は優しく笑う。


　顔は似ているが、その性格は本当に、まるで正反対のようだった。


　そして、兄のほうが言った。


「……殺してませ……」


　が、それをヒメアが遮さえぎる。


「噓よ。彼女の魔力は、完全に消えたもん。あなたたち、殺したん……」


　しかしそこまで言ったところで、彼女は言葉を止めた。それからなにかを確かく認にんするように、二人の、混血の男たちを見つめる。


　そして、


「ああ、そうか」


　と、言った。


「なんで気がつかなかったんだろう。あなたたち、東のエラの、子供なのか。かすかだけど、彼女と同じ魔力においを感じるもんね」


「…………」


　しかしその言葉に、二人は答えない。


「だとすると東のエラが狂くるって抹まつ殺さつされたっていうあの情報は……狂って混血の子供を産んだってことだったのね」


「…………」


「で、東のエラは《教会》に売られた。捕とらえられたときに自殺しなかったのは、子供を人ひと質じちにでも取られてたのかしら？」


「…………」


「きっとそうね。あなたたち、名前に《教会》に近づけない呪のろいを塗ぬりこまれてるって、言ってたし。東のエラはあなたたちを守るために《教会》に……」


　とそこで、ハスガが言った。


「黙れよ」


　それに、ヒメアは素す直なおに黙る。うなずく。そのまま二人を見つめ、


「なら、今回の話は納なつ得とくできたわ。あなたたちは母親を救いたかった。だけど自分たちじゃ《教会》の中央に近づけない。だから《教会》と対立してる組織の力を利用して、救出させた。でもなら、もう遥ちゃんのことを返してもいいんじゃないの？」


　という言葉に、セルジュが微笑ほほえんで、


「時雨遥さんは、もう解放しましたよ」


　と、答えた。


　遥を解放したと、そう言った。


　それに大兎は思わず、


「ほ、ほんとか」


　と聞く。


　するとセルジュはあっさりうなずく。


「ええ」


「でも、どこに」


「ここに連れてくるわけにもいかないでしょう？　学校に返しました。いまごろは自宅に帰ってるころじゃないですか？」


「え、え、じゃあ」


「ええ。あなたがたも帰っていただいて、けっこうです。というか、助けにきました。あなたがたは僕らが思っていた以上に迅じん速そくに、東のエラを救出してくれた。お礼に、僕らはあなたがたを助けにきました」


　そう言って、セルジュが指をぱちんっと鳴らす。すると彼の指の先に、次元の穴が現れる。


「さあ、帰りましょう。《最古の魔術師ヴアンパイア》ほどの力があれば問題ないのかもしれませんが、それでも『前世紀の傭兵オフイウス』は怖こわいですからね。早いところここから逃にげたほうがいい」


　なんて言葉に大兎は、


「じゃあ、じゃあ俺ら、助かったのか？」


　そう言って、ヒメアの顔を見る。だが彼女はいまだに警けい戒かいするような表情を崩くずしてなくて、


「でも、もう一つ疑問がある」


　するとハスガのほうがうんざりしたような顔で言った。


「まだあんのかよ」


「そりゃ、あるでしょう。あなたたち、さっき大兎の腕を吹ふっ飛ばしたじゃない。助けにきたにしては、強ごう引いんすぎない？」


　が、それにハスガは笑って、


「おまえらが逃げるからだろう？　こっちは『前世紀の傭兵オフイウス』が出てくる前におまえら助けて《教会》から脱だつ出しゆつしなきゃいけねーのに、おまえら全然立ち止まらねーから」


「…………」


「ま、信じなくてもいいけどな。そしたらおまえらここで、《教会》の餌え食じきになるだけだ」


「…………」


「で、どうすんだ。もう俺ら、このクソみてーな場所にいたくねーんだけど？」


　その言葉に、ヒメアがそれでもしばらく考えるような顔をしてから、こちらを向く。


「なんかどうも……ほんとに助かったみたいね」


　それに大兎は笑う。


「だな」


「死ななかった」


「うん」


「これで大兎ともっとたくさんいられるね」


「うん」


「おまけに大兎が大好きな浮うわ気き相手も学校に戻ったみたいだし、なんかいいこと尽ずくめだね！」


　なんて言葉に、


「う？」


　と、大兎は思わず言う。そして彼女の顔を見る。意地悪そうに微笑む彼女を見つめ、


「ヒメアはいじわるだなぁ」


　と言うと、


「そーだよ～。大兎のこと、永遠にいじめてやるんだから！」


　そう言って、彼女はまた笑う。抱き着いてくる。他人の前でこんなふうに抱き着かれると、なんか、その。


「…………」


　と、大兎がセルジュと、ハスガのほうを見ると、やはり二人はさっきまでと同じような顔をしていた。


　セルジュは微笑ほほえましいものでも見るような穏おだやかな顔をしていて。


　ハスガは、死んだほうがいいんじゃないかこの馬ば鹿かどもは、みたいな顔をしている。


　その、本当にまるで性格の違う二人の混血ハーフブリードを大兎は見て、


「……なんか、すみません」


　と、思わず謝ってしまった。


　というか、話を全部聞いてみると、彼らもずいぶんとひどい境きよう遇ぐうなのだ。


　エルフたちには混血だと嫌きらわれ、母親を《教会》に売り渡わたされ、それを救出するためには誰だれかに助けてもらう必要があったのだが、《教会》に侵しん入にゆうして魔女を救出してきてくれ、なんて願いをきいてくれるような奴やつはいるはずないから誰も助けてくれず、で、仕方なく遥を誘ゆう拐かいしたと……


　まあ遥を誘拐ってところは許せないほどひどいことなのだが、しかしこの様子だと本当に遥には手を出してなさそうだし。


　おまけに彼女は無事に、帰ってきたのだ。


　ならすべてがめでたしめでたしってことに、なるんじゃないか？


　なんてことを、大兎は思う。


　するとハスガが、


「あのさ、俺、あんま時間ないって言わなかったっけ？　いちゃいちゃすんのは、帰ってからにしてくれる？」


　と言ってきて。


　それに大兎は、そーですよね、と答える。


「ヒメア、とりあえず、帰ろ。ここにいるのはまずいし」


　すると彼女はうなずく。しかし胸からは離はなれない。それに大兎は困ったように笑ってから、その、くっつかれたままの状態で歩きだす。


「ここ入ればいいの？」


　と、イタリアの、森の中にぽっかり空いた次元の穴を指差し、言う。


　するとセルジュのほうが先にその穴に入り、


「どうぞこちらへ」


　と言う。


　それに大兎はうなずいて、ヒメアと二人で穴をくぐった。


　くぐった先は、学校の教室くらいの広さの、部屋だった。壁かべも天てん井じようも床ゆかも青い蛍けい光こう塗と料りようのようなもので塗ぬられた、部屋。


「ここは？」


　と大兎が聞くと、セルジュが答えてくれる。やはり穏やかそうな、優しい声こわ音ねで、


「私たちの仕事部屋の一つです」


「仕事部屋？」


「ええ。私たちは封解呪師スペルブレイカーをしてまして、まあ、強力な悪あく魔まや魔神、呪いやなんかを封ふう印いんしてくれと頼たのまれたときに、この部屋を使うんです。ここは私の封印の力を高めるための術じゆつ式しきが込められてまして」


「へぇ。って、言ってることの半分くらいしか意味わかんないけど……」


　するとまた、セルジュは笑う。


「ちょっとお見せしましょうか。いま、ちょうど封印中の化け物がいますから……」


「いや、別に見なくてもいいけど」


「いえいえ、今後鉄さんや、《軍》、生徒会室の方々にも僕ら封解呪師スペルブレイカーを使っていただきたいですから、ぜひ、私たちの仕事ぶりを見ていってください」


　なんてことを言う。


　そのときにはもう、ハスガも《教会》の領域テリトリーからこちらの世界へと戻ってきている。


　彼は《教会》との穴を閉じ、


「ふぅ。『前世紀の傭兵オフイウス』と出で会くわさずにすんで、よかった」


　なんてことを言う。


　それから顔を上げ、


「で、兄貴、営業は終わったのか？」


　という言葉に、セルジュは微笑む。


「これからです」


「ふぅん。早くしろよ」


「ええ。手て際ぎわのいいところも見せておきたいですからね」


　そう言ってから、セルジュがしゃがみこみ、手の平を床に押しつける。


　そして。


「動け、絶ぜつ真しんの蒼あお」


　と、言う。


　刹せつ那な、天井、壁、床に、魔ま方ほう陣じんのようなものが浮きあがり、そして、





　ギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?





　という、耳をつんざきそうなほどに大きい、化け物の悲鳴があがった。


　その声のほうを、大兎は見る。


「…………」


　すると部屋の奥おく。


　青い壁に浮きあがった魔方陣の中央で、化け物が絶ぜつ叫きようをあげていた。


　金色の異常なまでに長い髪に、護ご符ふで隠かくされた瞳。六本の腕うで。下半身は壁の魔方陣の中に溶とけ込こんでしまい、動けなくなっているが、しかしそれでも、その化け物がいったい何者なのか、わかる。


　そいつが何者なのか、わかる。


　東のエラだ。


　そのエラが、悲鳴をあげている。聞いている大兎が震ふるえそうになるほどに悲痛な声をあげている。


　それに大兎は目を見開き、そして、セルジュのほうを見る。やはり穏おだやかそうな、優しそうに笑っているセルジュを見つめ、


「な、なんであんなことしてる？　あいつは、東のエラは、おまえらの母親じゃ……」


　しかしそれを聞く前に、セルジュが動いている。一歩前に出て、そして手の平を大兎の胸に向かって突つきだしてくる。


　いや、彼の胸に抱き着いているヒメアに向かって突きだし、彼女の顔をつかむ。


　それにヒメアが、


「なっ」


　と、驚おどろきの声をあげるが、セルジュの動きは止まらない。そのまま大兎からヒメアを引き離はなし、床に押し倒す。そして、


「女性にこんなことをするのは嫌いやなのですが」


　それにヒメアが両手でセルジュの腕をつかむ。


「誰になにをやってるのか、わかってるの？　いますぐやめないと、あなたを殺……」


「無理ですよ。残念ながらあなたはもう、鉄大兎の命を救うために、力を失ってしまっているんでしょう？　あなたがたの情報はすべて収集済みです。おまけにここは私の領域テリトリーだ。ここでは神ですら、私の封ふう印いんの力には抵てい抗こうできない」


　そう言って、彼はヒメアの顔を、床ゆかに押しつける。するとその押し付けられた場所を中心にして、魔方陣が広がる。ヒメアの顔が床に沈しずみ、一体化していく。


　それに大兎は、


「てめぇ、いったいなにして……」


　という言葉を、


「邪じや魔ますんなよ」


　ハスガが遮さえぎる。拳こぶしを放ってくる。それほど速い動きじゃない。空手をやっていた大兎なら、よけられるような、動き。


　大兎はその拳を払はらおうとする。


　しかしハスガが、


「壊こわれろ」


　と、言う。するとハスガの拳の周りの空間が、赤くぐにゃりと歪ゆがんだように見える。その歪んだ空間に大兎の拳があたり、彼の腕が、壊れる。いや、腕ごと消しよう滅めつしてしまう。それに大兎は大きく目を見開き、一歩後ろに下がる。


　腕はすぐに再生を始めるが、しかし、いま、目の前の男が自分にたいしてなにをやったのか、それがわからない。


　なにかおそらくは、魔法のようなものを使ったのだと思うが。


　大兎はハスガをにらみつける。


　すると彼は肩かたをすくめ、


「そんなにらむなよ。俺らは仕事をこなしてるだけだ」


「仕事？」


「ああ」


「いったい、なんの仕事だよ。俺らはおまえらの言うとおり、東のエラを救った。だからおまえらは遥を解放した。それで終わりだろう？　なのにこりゃ、いったいなんだ？　どういうつもりだ？」


　と、言う。


　その間にもヒメアの体が、どんどん、どんどん床の中へと沈んでいってしまう。


　東のエラの体も同じだ。どんどん、壁の中へと溶けていってしまう。


　もう、東のエラは悲鳴をあげていない。


　ヒメアは最初に顔を沈められてしまったせいか、声はもう聞こえない。


　だが、まだ生きているのはわかる。手足をばたつかせて、抵抗しようとしているのが見えるから、生きているのはわかる。


　だからすぐにでも助ける必要があるのだが、大兎がヒメアのところへいけないように、ハスガが邪魔をしている。


　そのハスガを大兎はにらみつけ、


「どけよ」


　と、言った。


　しかしそれに、ハスガはめんどくさそうに肩をすくめる。


「嫌いやだね」


「どかなきゃ殺す」


「へぇ」


「俺は本気だ」


　と、大兎は拳を握にぎる、その拳に貂魔テンマの火を宿す。


　だがそれをハスガは見て、それから小さくため息をついてから、


「だいたい俺らは、おまえと戦う気はないんだ。俺らが依い頼らい人にんに頼たのまれたのは、サイトヒメアの封ふう印いんだけ。だからおまえはもう帰ってくんねーかな。《道み程ち》は開いてやるからさ」


　なんて言葉に、


「はぁ!?」


　と、大兎は怒ど鳴なる。


「言ってる意味がわかんねぇよ」


「いや、わかるだろう？　俺らは邪じや悪あくな魔女を封印する。人間は普ふ通つうの世界に帰る。どうせおまえも、しつこい魔女に取り憑つかれてほんとは困ってたんだろう？　いい機会じゃないか。俺らが封印してやる。おまえは平和な世界を再び取り戻し、全部がめでたしめでた……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、大兎は走りだした。拳を上げる。貂魔テンマの火を、ハスガに向かって放つ。


　すると自分の体すら吹っ飛ばしてしまうような強力な破は壊かいの力がハスガに向かって放たれる、


「…………」


　はずなのだが。


「解かい呪じゆ」


　と、ハスガが一言だけ言う。


　すると大兎の腕から突然、貂魔テンマの火が消えてしまう。まったくなんの力も放たずに、ただの拳だけがハスガに向かって放たれて。


　それをハスガがつかむ。ぎゅっと、強い力でつかむ。


　そして、


「……兄貴も……セルジュも言ったが、ここは俺らの領域テリトリーなんだ。ここじゃ俺たちの力だけが何倍にも増ぞう幅ふくされる。兄貴の力は封印。俺の力は破壊だ。で、いまおまえの腕に宿った魔法の術式を、破壊した。おまえが頼たよりにしてるその魔法は、俺には効かない」


　と、言う。そのままハスガは大兎の拳をさらに強くつかんで、破壊、と、言おうとする。ハスガの腕の周囲がまた、赤く歪ゆがもうとする。


　それに大兎は、慌あわてて拳を引く。一歩下がる。


　それにハスガが、うなずく。


「もうわかったろう？　おまえは俺たちには勝てない。魔女を救うこともできない」


「ふざけ……」


「ふざけてねぇよ。それにもう本音で話していいぜ？　魔女の目と耳はすでに封じた。おまえがほんとは、サイトヒメアにつきまとわれることにうんざりしてたって、言っちゃっていい」


「そんなこと……」


「あるだろう？　いきなり魔女に取り憑かれて、エルフだの《軍》だの《教会》だの、わけわかんねぇ化け物が飛び回るような世界に放りこまれて、ほんとは元の世界に戻りたいって、おまえは思ってたろう？」


「…………」


「あげくの果てには幼おさな馴な染じみまで誘ゆう拐かいされて」


「…………」


「少なくとも俺らの依頼人は、そんなおまえを救いたいと思ってた。魔女に振ふり回されるおまえのことを、救いたいんだとさ。だから俺らが救ってやる。《最古の魔術師ヴアンパイア》サイトヒメアから、おまえを救ってやる」


　なんてことを、言ってくる。


　それに大兎は、ハスガをにらみつけて、


「……いったいおまえは、なんの話をしてるんだ？」


　と、聞いた。


「……俺を救うように、依頼されただと？　いったいそんな依頼をしたのは、誰だ？」


「…………」


「答えろよ」


「依頼人の名前は言わない」


「ふざ……」


「ふざけてねぇって言ってんだろう？　いいからおまえは黙だまって人間の世界に帰りゃいいんだ。おまえだって心の底じゃそれを望んでる。普通の、人間に戻れ。こんなところで馬ば鹿かみたいに命を張るな」


　そう言ってハスガが手を振ふるう。すると振るった先に次元の穴が生まれる。穴の先がどこに繫つながっているのか、それは確かく認にんできなかったが、しかし、おそらく普通の、人間の世界に繫がっているのだろう。


　それを大兎は見る。それからハスガと、そしてセルジュを見る。


　そして、床に沈んでいくヒメアの姿を見る。


　彼女のことをまた、救うことができない。守ると約束したのに、彼女のことをまた、救うことができない。


　この二人の実力はあきらかに大兎よりも上で、はっきりいって、この二人を倒たおしてヒメアを救うことができるとは、とても思えなかった。


　だがそれでも、


「……なんか、あの、話を聞いてるとおまえら、俺のためにヒメアを封印するとか言ってるけど、それ勘かん違ちがいだぜ？　俺、ヒメアのせいで嫌な思いなんか……」


　が、それを遮ってハスガが言った。


「これからする。いや、もうとっくにしてる」


「だからおまえはなんの話をしてんだよ？　なんでおまえらが俺の気持ちを勝手に……」


　という言葉もさらに遮り、ハスガが言った。


「《教会》は俺たちの母親を監かん禁きんして、改造した。見たろ？　腕を六本にされて、目には魔ま方ほう陣じんを埋うめこまれてた。あれを見て、どう思う？　ひどいと思うか？　だが、サイトヒメアがやってることも同じだ。普ふ通つうの、平凡な、平和に生きていた人間を捕つかまえて、死ねなくした」


「…………」


「そして一いつ緒しよに生きようという。家族も、友達も、恋こい人びとも捨てて、私と一緒に生きようという。化け物だらけの狂くるった世界で、私のことを守れと言う。こんなエゴがどこにある？　おまえは利用され……」


「違……」


「違わない。でも別に、説得しようとも思わない。さあ帰れ。どちらにせよ俺らにはおまえは勝てない。救えないんだ。で、おまえは魔女から解放されて楽しく普通の人間として生きる。魔女は封印されておまえの前から姿を消すが、そのうち忘れるよ」


「そんなこと……」


「忘れるさ。いや実際に忘れてたはずだ。九年間、一度も思いださなかったんだろう？　で、その間不幸だったか？　サイトヒメアを忘れていて、不幸だったか？」


　それに、大兎は顔をしかめる。ヒメアのことを忘れていた間に、自分が不幸だったか？


　そう問われて、彼は顔を歪める。


　振り返ってみて、自分が不幸だったなんて、まるで思わないから。


　優やさしい両親と、妹がいて、隣となりにはいつも遥が笑ってくれていて、ヒメアに出会う前に学校でいじめられていたことをのぞけば、友達にもずっと恵めぐまれて。


　不幸だったなんて、まるで思えない。


　ヒメアが側そばにいなかったことを不幸だとはまるで思えない。


　するとそれにハスガが笑う。


「ほらみろ。おまえにサイトヒメアは必要ないんだ。それにおまえは恵まれてる。俺らと違って、同族なかまに愛されてる。なら、その愛情を裏切るんじゃねぇよ。平凡な人間が、無む駄だに命を張って仲間を悲しませるな」


　そう言って、次元の裂さけ目を指差す。


「さあ、帰れ」


「…………」


「踏ふん切りがつかないなら、あと一つだけ教えてやる。おまえを救いたいと俺らに依い頼らいしてきたのは、おまえのことを本気で心配している人間だ。そいつはおまえのことを本当に救いたいと思っている。このまま《最古の魔術師ヴアンパイア》と一緒にいたら、おまえの人生が滅め茶ちや苦く茶ちやになるから、それをなんとか止めて欲しいと、そう言ってた」


「…………」


「おまえには笑って、楽しく、幸せな人生を送って欲しいんだとさ」


「…………」


「そういう気持ちを無視して、馬鹿ばっかやってんじゃねぇよ」


　という、その言葉に。


　大兎はハスガのほうを見た。


　そして、


「……依頼人は、遥なのか……？」


　と、聞いた。


　しかし当然、ハスガは答えない。だが、彼は続けた。


「……なぜヒメアが《最古の魔術師ヴアンパイア》だってことや、俺らのことを遥が知ってる？　おまえらが教えたのか？」


「…………」


「答えろよ。おまえらが教えて、遥を利用したのか？」


「…………」


「答えなきゃ殺……」


　しかしそれを遮り、ハスガが言った。


　まるで別の、わけのわからないことを言ってきた。


「……時雨遥はおまえのことを愛してる」


　なんてことを突然、言う。


　その言葉の意味がわからなくて、大兎は思わず、


「いったいおまえはなにを……」


　と、うめくように呟つぶやくが、ハスガは無視して続ける。


「自分の命を捨ててもいいと思えるほど、あの娘こはおまえのことを愛してる。だから俺たちはこの依頼を受けた。彼女の純じゆん粋すいな気持ちに報むくいてやりたいと思ったから、この依頼を受けたんだ。なんの力もないくせに、おまえを守りたいんだそうだ。好きだから。おまえが好きだから、命を懸かけても守りたいんだそうだ。だがおまえがその気持ちに応こたえないなら、別にそれはそれでいい。俺たちには関係のない話だ。世の中、うまくいくことのほうが少ないからな」


　と、ハスガは言う。そして少しだけ悲しげな顔でセルジュのほうを見て、続いて母親を。壁かべに封ふう印いんされていく東のエラのほうを見る。


　それから再び、こちらを向き、


「いいぜ？　殴なぐってこいよ。俺は抵てい抗こうしない。おまえが俺を殴ったら、終わりだ。魔女を……サイトヒメアを解放しよう。時雨遥が命を懸けてしたことはすべて無駄になるが、まあ、それも仕方ない。それも依頼の一部だからな」


「…………」


「時雨遥はこう言ってた。おまえが命を捨ててもいいと思えるほどにサイトヒメアを愛してるのなら。すべてを失っていいと、家族や、友達や、人間としての平へい凡ぼんな時間のすべてを失っていいと思えるほどに彼女を愛しているのなら、そのときはサイトヒメアを解放してあげて欲しいと、彼女は言っていた。そのときはおまえの胸に空いた穴を、埋うめられないから。サイトヒメアを失ったことによって空いた穴を自分じゃ埋められないからって、彼女はそう言ってた。だから、それでもこの魔女を救いたいっていうなら、そうしろ」


「…………」


「おまえを愛してくれてる人間のすべてを裏切ってでも魔女を救いたいっていうんなら、それはおまえの決断だ。そうしろ」


　そんなことを、ハスガが言う。


　そしてその言葉の、すべてが理解できなかった。


　なぜ突然、ここで遥の名前が出るのか。


　なぜこんな狂くるった話に、遥が関かかわっているのか。


　それがまるで、わからなかった。


　普ふ通つうの人間で。平和な、安全な世界にいたはずの彼女がどうやって、こんな馬鹿みたいな話に関わってしまっているのか、それがわからなかった。


　だがわからなくても、どうしてこうなってしまったのかは、わかる。


「…………」


　俺の、せいだ。


　遥は俺を救うために異お常かしな世界に巻き込まれてしまったのだ。どこでどう、大兎が妙みような事件に巻き込まれてしまっていることを知ったのかはわからないが、しかし彼女は彼女なりに悩なやんで、必死に悩んで救おうとしてくれたのだ。


　それもそれは、命懸けだったのだという。


　遥は力のない、平凡な人間のはずなのに、こんな狂った話の中心で、命懸けで俺のことを救おうとしていたのだという。


　そんな馬鹿な話が、あるだろうか？


　自分は彼女のことを裏切って。


「…………」


　ヒメアとキスして、ヒメアのことを選ぼうとしていたのに。


　なのに。


　そんな奴のために、遥が命を懸かけていただなんてそんな、馬鹿な話が……


「…………」


　とそこで、ハスガが言う。


「状況が理解できたら、そろそろ帰れって。時雨遥だけじゃない。おまえにはおまえの仲間がいるはずだ。人間は人間同士、仲良くしてろ」


「…………」


「……ちっ。自分で選べないっていうなら、俺が無理矢理追いだしてやるよ。それなら良心も痛まないだろ？　いいぜ。やろう。殺しあいをして、おまえは負ける。で、ここから追いだされる。それなら」


　そのまま、ハスガが動きだす。拳こぶしを引き、数歩前に出てくる。その動きは、鋭するどい。この拳をまともに顔面に受ければ。よけずに受ければ、三半規管が揺ゆれて、立ちあがれなくなるだろう。そうしたらそのまま次元の穴の向こうに放ほうり出される。


　悩まなくても、すべてが終わる。


　ヒメアを選ぶとか、遥を選ぶとか、そんなめんどくさいことを悩まなくても、すべてが終わる。


　だから一瞬、このままなにもしないでいようかな、とか、大兎は思った。


「…………」


　だが、なぜか腕うでが勝手に動いてしまう。もういろいろなことに疲つかれてしまって、なにもしたくないのに、腕がハスガの拳を払おうと、動いてしまって。


　それにハスガが言う。


「心配するフリは、もうやめろよ。おまえはサイトヒメアを捨てたいはずだ」


　と、言いながら、再び拳の周囲に、破壊の力を発動させる。赤く空間が歪み、大兎の腕、肩かた、胸までが吹ふっ飛ぶ。心臓が一度止まり、意識が飛ぶ。


　そしてすぐさま、ヒメアの力によって体の再生が始まる。


　それにハスガが言う。


「……その再生能力ごと、俺らは消せる。サイトヒメアの力のすべてを封ふう印いんできる。おまえは人間に戻れる。そしておまえ自身がそれを望ん……」


　その言葉の途中で、大兎が拳を振り上げる。今度は拳に、貂魔テンマの力を宿している。


　するとハスガはまた、


「破壊」


　と、言う。ハスガの拳の周囲の、赤い空間の歪みが少し大きくなる。それで大兎の腕に宿った貂魔テンマがまた、消えてしまう。


　だが、ハスガの動きは止まらない。その破壊の力をそのまま、大兎の胸に押しつける。すると胸に大きな穴が空く。


　これであっさり二回殺されてしまった。そして東のエラにすでに三回。《教会》のヘリが放ったミサイルで一回死んでるので、これで計六回死んでしまっている。次死んだら、もう生き返ることはできない。


　なのにハスガはさらに腕を振りあげる。破壊、と呟く。それに大兎はまるで抵てい抗こうできない。力に、差がありすぎるのだ。いや、貂魔テンマの力が効かない段階で、大兎にはどうにもできなかった。おまけにその貂魔テンマすら、六回死んでしまっていては撃うつことができない。


　つまり、


「……死……」


　とそこで、ハスガが大兎の顔をつかむ。床に押しつける。


「はっ、顔色が変わったな。死ねる回数が尽つきたか？」


　それに大兎は答えない。だが、ハスガは気にせず続ける。


「もうおまえは死ねない。だからそろそろ、本音で話せよ。おまえはサイトヒメアのために命を懸けるのか？　時雨遥を裏切って。家族を裏切って。仲間を裏切って。それでも命を懸けて守りたいと思うほど、サイトヒメアを愛してるのか？」


　そう、言った。


　それに大兎は、ハスガを見あげる。自分の顔を床に押しつけてきている、ハスガの顔を見上げる。


　そして、


「俺は、誰も悲しませたく……」


　が、言い終わる前にハスガが、大兎の顔面を殴なぐる。かなり強く殴る。


「ぐぁ」


　と、大兎はうめく。口の端はしが切れ、血が流れる。しかしその傷は再生しない。もう、六回死んでしまっているのだ。十五分たたないともう、再生能力は発動しない。


　それを確かく認にんしてから、ハスガは続けた。


「もう、戯たわ言ごとはやめろよ。　誰も悲しませたくない？　力のないガキが、どうやってサイトヒメアを守る？　この魔女を狙ねらってる連中は、俺らより強いんだぞ？　俺らに勝てない段階で、おまえはいつか死ぬだろ」


「…………」


「でもって死ぬのは明日かもしれない。いや、今日かもな。どちらにせよサイトヒメアの側そばにいれば、おまえは死ぬ。だがそんなことにならないようにって、時雨遥は俺たちに助けを求めたんだ。おまえに死んで欲しくないとそう思って、時雨遥は命懸けで俺たちに助けを求めたんだ。なのにおまえは誰も悲しませたくないと言う。もう時雨遥は泣いてんのに、おまえは誰も悲しませたくないと言う。そりゃちょっと、ふざけすぎじゃねぇか？」


　その言葉に、大兎は黙だまってしまう。


　ハスガが言った、時雨遥はもう泣いている、という言葉に、彼はなにも言えなくなってしまう。


　それから頭の中に、遥の泣き顔が浮かぶ。もう何度も見たことがある、彼女の泣いた顔。でもいままでの泣き顔は全部、たわいのないことばかりだった。ちょっとしたことで喧けん嘩かしたり、友達が飼っていた犬が死んじゃったり。


　その度たびに遥は泣いて、でも、すぐ翌日には笑え顔がおに戻もどっていて。


　でも、大兎が最後に見た遥は、笑っていたはずなのだ。楽しそうに笑っていたはずなのだ。


　しかしハスガは、彼女が泣いていたという。


　大兎の知らないところで、泣いていたと言う。


　ちょっと、それは。


「…………」


　とそこで、ハスガが続けた。


「もういいだろ。いい加減、どっちを選ぶか、決めろよ。どっちも助けたいとか、なにもかも手に入れたいとか、そんな都合のいいことは世の中にはねーんだよ。もうガキじゃねぇんだから、それくらいわかれ」


「…………」


「時雨遥は泣いてる。サイトヒメアも、おまえを好きかもしれない。だがおまえが選べるのは一人だ。いつかは選ぶことになる。ならいま、選べよ」


「…………」


　しかしそれに、大兎は答えられなかった。だってそんな、すぐに答えがでるようなことでは、ないのだ。どっちがどうとか、どっちが好きとか、そんな感情だけで決めていいような話ではないのだ。


　だからそれに、大兎は答えられない。


　するとハスガが顔を歪ゆがめて、


「おまえが自分で決められないなら、俺が決めてやるよ」


　と、言う。拳こぶしを振りあげ、それを大兎の顔面にたたきつける。


「ぐぁ」


　と、大兎は悲鳴のような声をあげる。頭が床ゆかに強くぶつかり、世界がぐるぐる回る。


　それにハスガが言う。


「おまえが決めるまで、殴り続ける。ヒメアをおいて帰らせてくれと言うなら、すぐに解放してやる。だが言わないなら、時雨遥が怖おそれていたとおりのことが起きる。おまえは、ここで死ぬ」


　そう言って、再び拳を下ろす。その拳が目にあたる。それで右みぎ眼めが見えなくなってしまう。あっさり右の視界が真っ暗になってしまい、


「…………」


　全身に、痛みと恐きよう怖ふが走る。


　本当に、このままなにもしなければ、死ぬのだ。普ふ通つうの人間のように、死んでしまうのだ。


　その恐怖を、忘れていた。いくら死んでも再生してしまうから、その恐怖を忘れていた。


　だがいま、それが戻ってきている。


　ハスガが拳を振ふり下ろす。頰ほおにめり込み、強きよう烈れつな痛みを感じる。


「もういいから早く決めろ。ほんとに死ぬぞ？」


　と、言われる。


　それに大兎は、泣きそうになる。


　痛みと、絶望で、泣きそうになる。これ以上殴られるのは、嫌だった。あたりまえだ。誰だって殴られるのは嫌きらいに決まってる。


　おまけにこのまま殴られ続けたら、すぐに死んでしまうだろう。


　それを怖こわくないと言える奴やつが、いるだろうか？


「…………」


　ハスガが再び、拳を振り上げる。


　それを大兎は見上げ、震ふるえる。


　するとハスガが言った。


「さあ、もう帰れよ。おまえは六回死んでる。次は生き返れない」


　それに大兎は、答えた。


「知ってるよ」


「ならそろそろ虚きよ勢せいを張るのはやめろ。結局おまえは同族なかまを裏切れない。時雨遥を裏切れない。自分の命を捨てられ……」


　しかしそこで、大兎は拳を振りあげる。ハスガの顔面に向けて、拳をたたきつける。


　それをハスガはよけない。頰に大兎の拳を受けて、


「……ほら、これが答えだ。おまえは貂魔テンマも使えない。自分の命が惜おしかったんだ」


　と、言った。


　しかし大兎はあっさり、


「そうだよ。俺は命が惜しい」


　と言った。


　するとハスガがうなずく。


「なら、決まりだ。サイトヒメアは俺らが封印する。おまえは自分の世界に帰……」


　が、それを遮さえぎって、言う。


「帰らない」


「ああ？」


「ヒメアを救う」


　と、大兎は言う。


　するとハスガはこちらをにらみつけ、


「……じゃあ、おまえはここで死んで、時雨遥を泣か……」


「俺はここでは死なない。でもって遥たちも悲しませない」


　という言葉に、ハスガは目を丸くしてこちらを見下ろし、


「はぁ？」


　と言った。


「おまえ、なにふざけたこと吐ぬかし……」


　しかしそれを遮って、大兎は言う。片眼しか見えていない瞳で、ハスガを見上げ、


「全然ふざけてねぇよ。真しん剣けんに喋しやべってる。当然だろ？　何度も殴られて、殺されかけてて、なんで俺がふざけるんだよ。もう怖くて逃にげだしたいくらいだよ」


「なら」


「でも、逃げるわけにゃいかねーだろ？　ここで逃げたら俺、いったいこれからどうやって生きてくんだよ？　殺されかけたから、怖くなって逃げました？　ふざけんじゃねぇよ。ヒメアは命懸けで俺を生き返らせてくれてんだよ。おまけに遥まで命懸けで俺を助けようとしてんだってさ。で、なにか？　俺は死にそうになったら怖くて逃げるか？　んなこと、できるわけねーだろ。だから俺は……俺は、どっちも泣かせないように、全力を……」


　が、そこでまた、思いっきり殴られた。拳が耳にあたり、首が折れそうになる。右の耳が聞こえなくなって、回復しない。鼓こ膜まくが破れたのかもしれない。


　また死に一歩近づく。


　全身が震えるほどの恐怖が体中を巡めぐる。


　そして脳が命令する。


　逃げろ、逃げろ、逃げろ、逃げろ。


　もう他人のことなんてどうでもいいから、早く逃げろ。


　ハスガが言った。


「なにが全力を尽つくすだよ。まじでガキかおまえは？　全力尽くしたってどうにもなんねぇことは世の中いくらでも……」


　しかしその言葉を遮る。


　逃げろと命令してくる脳からの言葉も遮る。


　そして大兎は、言った。


「世の中いくらでもあるからって、なんだよ。ンなの知るかよ。ガキかおまえはって？　そうだよ。ガキだよ。だからなんだ？　全力尽くしてだめなら、もっと全力尽くすんだよ。頑がん張ばってだめなら、もっと頑張……」


　そこでまた、拳が振り下ろされる。顔の中央にあたり、頭が床ゆかに打ちつけられる。後頭部が少し温かくなる。たぶん、出血した。


　次に殴られたら、死ぬ。きっと死ぬ。それがわかった。


　ハスガが言う。少しだけ目を細め、


「……見み栄え張はるのも、そこまでだ。おまえはよく頑張ったよ。だが、もう死ぬ。次あたり死ぬ。だから逃げろよ。逃げても誰だれも責めない」


　しかしそれに大兎は、ハスガを見上げて言った。


「逃げない」


「ふざけ……」


「俺は逃げない。俺はおまえを殴り倒してヒメアを救い、そして遥んとこに帰る」


「無理だ」


「無理でもやる。やる前からあきらめるくらいなら、死んだほうがましだ」


「じゃあ死……」


「死なねぇって言ってんだろうが！」


「こいつは……おまえもう黙だまっ」


「黙んのはてめぇなんだよ！　てめぇの意見なんか聞いてねぇんだよ。おまえの世界じゃ無理なことあきらめるのがあたりまえでもな、俺の世界じゃ違ちげぇんだよ！」


「…………」


「無理だとわかってんのにヒメアは俺のこと生き返らすし、無理だとわかってて遥は俺のこと守ろうとすんだよ！　なら俺もそうする。俺も負けないように、そうする。おまえらは毎日なんかあきらめてろよ。でも俺はあきらめない。欲しいものは努力して、全部手に入れてやる！」


　とそう、大兎は怒ど鳴なった。


　思いっきり、喉のどが切れそうなほど大きく怒鳴った。おそらくは実際に喉が少し切れた。血がにじむような味が口にした。だがその傷も、再生しない。


　それにハスガは、


「…………」


　しばらく黙ったままこちらを見つめ、それからうんざりしたような、呆あきれたような顔になり、後ろを振り返る。


「……俺もう、この馬ば鹿かガキの相手嫌いやなんだけど」


　するとそれにセルジュが笑う。


「あはは。ま、もうちょい頑張ってよ。もうすぐサイトヒメアの封印が、すべて終わる。そしたらもう、彼がなにを言っても手て後おく……」


　が、大兎が言う。


「させない」


　するとハスガが、


「動けないおまえになにができる」


　と言う。


　それに大兎はハスガの頰ほおに押しつけた拳を、強く握にぎる。


　その拳をハスガは見て、


「貂魔テンマ使ったら、死ぬぞ？　あげく俺にはそれが効かない」


　と、言う。


　だがそんなことはわかっていた。


　だから貂魔テンマを撃うとうとは思ってない。


　大兎はその拳を開く。ハスガの髪かみをつかむ。


　それに、


「んぁ」


　とハスガはうざそうにうめき、


「もうあがくんじゃねーって」


　と、顔を殴なぐろうとする。だがそれを、顔をそむけてかわす。かわしきれずに頰の皮が切り裂さかれる。しかしそれでも大兎はハスガの髪を放さない。


「ちょ、痛いてーって。放せ！」


　と、ハスガがもう一度拳をあげたところで、思いっきりその髪を引く。全体重をかけてその髪を引く。するとそれで、大兎の上に乗っていたハスガの体勢が、崩くずれる。


　その隙すきを狙ねらって、左手をあげる。ヒメアを封ふうじようとしているセルジュに向かって左手をあげる。


　そして、叫ぶ。


【スカールズ】


　それは猫ねこの深い呪のろいがどうのこうのとかいう、役に立つかどうかもわからない魔法だった。


　だがそれでも、大兎は思いっきり大きな声で叫んだ。


　彼がやれることは、それだけだったから。なら、それをやればいい。


　自分の命は惜おしいし。


　ヒメアも救いたいし。


　遥たちも泣かせたくないのなら、最後まであがくべきだと、そう思うのだ。


　こんなことにはまるで意味がないかもしれないけれど。


　平へい凡ぼんで、馬鹿で、まるで力の足りない自分がこんなふうにあがいたとしてもなんの意味もないかもしれないけれど。


　それでも、なにもせずにすべてが終わるよりは、全力でやりきったほうがいいと、そう思うから。


　彼は、叫んだ。


　すると頭の上にぽふっと、例のニャン吉が召しよう喚かんされる。そのニャン吉の全身の毛が逆立つ。瞳ひとみに金色の光が宿る。そして、


「ニャ！」


　と、言う。もう、まるで緊きん迫ぱく感かんのない、かっこ悪い、弱そうな、雑ざ魚こな自分にぴったりな魔法が発動する。


　ニャン吉の力を借りて、大兎の左手に紫むらさき色いろのモヤモヤ～っとしたものが生まれ、セルジュのほうへと飛んでいく。


　そしてそれに、ハスガが反応する。大兎の上から飛びのいて、


「破壊」


　と、呟つぶやく。空間を赤く歪ゆがませる拳をその、紫色のモヤモヤに突つっこむ。


　しかしその紫のモヤモヤはそのハスガの拳のせいで、周囲に拡散してしまう。青く塗ぬり潰つぶされ、魔ま方ほう陣じんが浮うかびあがっている部屋の中に拡散していく。


　そしてその、壁かべの中に、煙けむりが染しみ込こむ。


　途と端たん、魔方陣の輝かがやきが鈍にぶくなる。煙が触ふれた場所から、みるみるうちに魔方陣の輝きが、鉄が錆さびていくかのように赤黒く濁にごり始める。


　それにハスガが言う。こちらをにらみ、


「なにをした!?」


　と、怒ど鳴なる。


　だが怒鳴られてもわからない。大兎自身、この魔法にいったいどんな能力があるのか、ちゃんとは聞いてないのだ。


　すると頭の中で、ニャン吉が言う。


【状じよう況きようはわかんないにが、呪のろってやったに！】


【って、なにをよ？】


　と大兎が頭の中で聞くと、ニャン吉が答える。


【魔法を】


　つまりこれは、そういう魔法らしい。


　魔法を呪う、呪い。


　それと同時に、だんだん動かなくなってきていたヒメアの指が突とつ然ぜん、ぴくんっと動く。床ゆかを数度、たたたん、たたんっとたたく。するとたたいた場所を中心に黒い穴が生まれ、そこからスライム状の化け物が飛びだしてきて。


　それにセルジュが顔を上げる。ヒメアを押さえていた手の、片方をあげ、


「封じる」


　と言う。


　するとスライム状の化け物の体を縛しばるように、鎖くさりが生まれる。その鎖が化け物の体を締しめつけ、無理矢理穴へと戻す。


　だがもう、ヒメアは止まらない。手をあげ、セルジュの腕をつかむ。もう片方の手の指で、宙空に光の文字を描いていく。


　それにセルジュが、


「ハスガ」


　と、言った。


「部屋の力が、落ちてる。《最古の魔術師ヴアンパイア》に私の封印の術式が解かい析せきされ……」


　が、そこで、


「もう、解析は終わったわ」


　そう言いながらヒメアが床から上半身を起こす。綺き麗れいな、悪戯いたずらっぽい、それでいて妖よう艶えんな赤い瞳でセルジュを見つめ、


「殺してあげる」


　言って、文字を描いていた指を振ふるう。


　それにセルジュは反応できない。


　だがハスガはもう動いている。


「死ぬのは、おまえだ化け物」


　そう言って拳をあげる。また、例の破は壊かいの力がそこに宿る。


　しかし大兎がそれを止める。ハスガの背後から、その足を払う。


　それでハスガは体勢を崩す。拳が、ヒメアからそれる。


　ヒメアの魔法が完成する。それがセルジュのほうへ向けて、放たれようとする。


　ハスガが叫ぶ。


「やめろ!?」


　と、叫ぶ。


　するとヒメアがにやりと笑って、


「なにを？」


　と、言った。


　魔法が。


　セルジュを殺すための魔法が発動する。


　それですべてが終わる。


　そのはずだった。


「…………」


　だが、大兎はさらに、動く。ハスガの足を払ったあと、跳とびおきて走る。そのまま魔法を放とうとしているヒメアのほうへと跳ぶ。


　それに彼女は気づき、こちらを見て、


「え？」


　と言うが、無視して彼女に飛びつき、抱だき着く。


　それでヒメアの魔法も、セルジュからそれる。指先から放たれた細い光が天てん井じようにあたり、穴を空ける。


　それで今度こそ、


「…………」


　今度こそ、すべて終わりだった。


　胸の中で、華きや奢しやな、ヒメアの体が周囲を見回すようにきょろきょろと動いて、それから大兎のほうを見上げる。


　そのときには大兎の顔の傷は消えている。どうも最初に死んだときから、十五分、たったようだった。


　その大兎を見上げ、ヒメアはなにがここで起こっているのかがわからないと言わんばかりの、不思議そうな顔になる。


「あ、あの、大兎、なんであいつを助け……」


　が、大兎はそれを遮さえぎるように、彼女を強く抱く。ぎゅっと強く、抱く。
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　するとそれにあっさり、ヒメアは黙だまる。


「……あ～まあ、気持ちいいから、いいや」


　なんてことを、言う。そのまま大兎に抱き着いてくる。


　するとそれに、ハスガが、


「なんでおまえ、兄貴を助……」


　しかしその言葉も遮って、大兎は、


「帰る」


　と、言った。


　だがそれにもハスガが、


「いやいやそーじゃなくて。なんでおまえ、俺らまで助けんの？　馬ば鹿かだろ？　普ふ通つう、普通そんな、本気で全員助けるとかガキみたいなこと言う奴やついな……」


「帰るって言ってんだろ！」


　それにハスガとセルジュが顔を見あわせる。それから次元の穴を指差して、


「どーぞ」


　と、言う。


　それに大兎はヒメアを見て、


「んじゃ、帰ろ」


　と言った。


　すると彼女は嬉うれしそうに笑って、


「なんか、なんか私が封ふう印いんされてたときになにがあったのかはわかんないけど、今日の大兎、すっごいたのもしいね」


　なんて言うから、大兎はそれに苦く笑しようする。


「いや、それが実は、いつにも増してふがいないことばっかでさぁ」


「え～、そんなことないよ～」


「それがそうなんだよなぁ。まあ、でも今日は疲つかれたからいいよ。帰ろ」


「うん」


　と、ヒメアがうなずく。


　そして二人で、部屋の隅すみに空いた穴に入る。するとそこはどこかの丘おかの上のようだった。


　だが、見知っている景け色しきだ。


　イタリアとかの海外じゃない、日本っぽい瓦かわら屋根の建物がいくつか見える。


　異世界とかじゃなく、《教会》とかでもなく、


「日本だ」


　と、大兎は言う。


　それから空を見上げる。まだ夜のようで、月や星で空が埋うめつくされている。


「ってか、こんな星が見えるの、まずくない？　ここ、すげぇ田舎いなかなんじゃねぇの？　俺家に帰るための金とか持ってねーんだけど」


　とか言う。持ってきた財さい布ふには千二百円しか入ってないはずだった。


　するとヒメアが腕うでにからみつくようにしてきて、


「でも二人っきりだね」


「いやそういう問題じゃ……」


「大好きだよ、大兎」


　と、彼女は言う。


「ほんとに大好き……大兎はいっつも私のこと守ってくれるね」


　とか、彼女は言う。


　それに大兎は微笑ほほえんで、それから再び空を見上げる。


　本当はなにも解決してなくて。


　遥がどうしてヒメアのことを知ってるのかとか。


　本当に遥は学校に戻ってきていて、この事件については終わったのかとか。


　それに自分はいったい、なにをどうやって、どういうふうに誰だれを選ぶのかとか、そんなもろもろは全然解決してないはずなのだが、しかし、それでも大兎は安あん堵どしたようなため息をついた。


　なぜならここは日本だから。


　イタリアでも、異世界でもなく、日本に戻ってきたのだから。


　だから、


「……ああ、ったくほんと……俺おれ弱いのに、ちゃんと守れてよかった……」


　そう疲れたように言って、大兎はとりあえず、抱き着いてきているヒメアの肩かたを抱いた。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　その、ちょっとありえないほどに馬鹿な人間と、妙みように《最古の魔術師ヴアンパイア》らしくない魔ま女じよが去ったあとの次元の穴を呆ぼう然ぜんと見つめてから。


「…………」


　ハスガ・エントリオは兄のほうへと、目を向けた。


「……どう思う、あれ」


　すると兄は微笑む。


「いいんじゃないの？」


「そうかぁ？」


「うん。あんなにも真まっ直すぐ、すべてを手に入れたいって言えるのは、ちょっとうらやましいよ」


　なんてことを、言う。それからセルジュは立ち上がり、部屋の隅へと向かう。


　そこには東のエラがいる。ぐったりと力を失って、静かになった彼らの母親がいる。


　それにセルジュがうなずき、


「うん。もう終わったよ、ハスガ」


　と、言った。


　それにハスガは、顔を歪ゆがめる。


　いままで。


　東のエラをこの部屋に移してから彼らがしていたことは、痛みの封印だった。


　東のエラの中を蝕むしばむ、呪のろいによる痛みの封印。


《教会》の奴らが東のエラの中に移植した、破は神がみの種が成長することによって起こる痛みを消すための処置。


　破神の種は寄生した相手に大きな力を与あたえるが、その代わりに寄生された者は壊こわれてしまうのだ。全身が永遠に痛み続け、理性がなくなる。そしてやがて、元の姿を留とどめない、破神と呼ばれる異い形ぎようの化け物に変へん貌ぼうする。


　東のエラはもう、破神になりかけていた。


　だが彼女に残ったかすかな理性が、それを抑おさえていた。


　痛みに屈くつすると、すぐにも破神に変貌してしまうだろう。だからその、痛みを封ふうじていたのだ。


　そしてその処置はもう、終わった。


　セルジュの力で、東のエラの痛みは消えたはずだ。


　するとそれに、彼女は顔をあげた。セルジュのほうを見上げる。ひどく、ひどく疲れた顔だった。目は護ご符ふで封じられているから、見えていないだろうが、それでもセルジュの存在は感じるようで、そちらを見上げる。


　そして言った。


「……こ」


　と、か細い声で、言う。


「……ころ、して……もう……もう、元には、戻れない……あなたが、誰かはわからないけど……助けてくれるなら……憐あわれん、で、くれてるなら、ころして……」


　とそう言った。


「こどもが、いるの……二人……こどもが…………こんな姿……みせられない……こどもに……私……こどもに……」


　と、言った。


　それにセルジュが、うなずく。優やさしく。本当に優しく微笑ほほえんで、東のエラの髪かみをなでると、


「……大だい丈じよう夫ぶです。あなたの願いは叶かなえましょう。痛みもありません。安心して休んでください」


「あ、あ、ありが、ありがとう」


「さあもう、眠ねむって」


「あ、ありが……」


　そこで、東のエラの顔の前に、セルジュが手をそっと掲かかげる。すると彼女の意識も、封じられる。だが彼の力では、東のエラを消すことはできない。


　だからセルジュは、こちらを振ふり返る。


　それにハスガはうなずく。


「ああ」


　数歩、前に出る。東のエラの疲れきった姿を見る。何年も、何年も夢みてきた、母親の姿を見つめる。


　ずっと会いたいと思っていて。会ったら文句を言ってやろうとか、甘えてやろうとか、いろいろ思っていて。そのためだけに頑がん張ばってきた。金を貯ため、情報を集め、必死にそのために頑張ってきた。


　そして結果は、これか。


「…………」


　彼女は殺してくれという。こんな姿を子供に見られたくないから、殺してくれと、そう言う。


　それを見つめ、彼は少し、思う。


「…………」


　こんなに世界はひどいのに。


　こんなにもなにもかもがひどいのに、それでもさっきのあの、鉄大兎とかいう馬ば鹿かが言った言葉が、頭の中に浮うかんできてしまう。


　彼は全部手に入れたいと言う。


　全力を尽つくして、すべてを手に入れたいのだという。


　その発言自体は、本当に馬鹿としか言いようがない。


　母の姿を見ればわかる。こんなにもひどい世界の中で、なんの意味もなく彼女は犠ぎ牲せいになった。彼女だって真しん剣けんに生きていたはずなのに。全力で生きていたはずなのに。


　大人になっていく途と中ちゆうでそれはわかることだ。いや、子供だって知っている。


　あきらめなきゃいけないことはいくらでもある。なにかを手に入れたいのなら、なにかを捨すてなきゃいけないように世の中はできている。


　しかしそんな子供でもわかるようなことを、あいつは嫌いやだと叫さけぶのだ。全力を尽くして、努力して、なにもかもを手に入れたいと、そう叫ぶのだ。


　もちろんそんなふうに叫んだだけで手に入るのなら、自分だってそうしたい、と、ハスガは思う。


　強く願えば、命いのち懸がけで祈いのればそれが叶うというのなら、いくらでも命を懸けるよ、と、そう思う。


　だが。


「…………」


　だがそれに、ハスガは目の前の、母の姿を見つめる。殺してくれと、息子むすこに懇こん願がんする母の姿を見つめる。


　そして彼は、それに顔を歪め、


「……俺おれだって、叫んでるのにな……手に入れたいって、そう叫んでるのに……俺がいくら叫んだってなにも……なにも手に入らないじゃないか……」


　と、震ふるえるような声で言う。


　するとセルジュが悲しそうに笑う。そして彼の髪をなでてくれる。自分だって辛つらいだろうに、いつだって兄貴は優しく、彼をなでてくれて、


「今回はそうだったけど……でも、ちょっと勇気づけられたね。今後は彼のように生きてみても、いいかもしれない」


「…………」


「いつか彼が困ったときは、助けてあげよう。呪のろわれた混血の僕ぼくらだって、なにもかもが手に入る世界を目指したって、罰ばちはあたらないだろう？」


「…………」


「でも今日は……違ちがう。残念だけど、違う。力が足りなかった僕らじゃ、やれるのはこれが限界だ。だから、母さんを楽にしてやろう……」


　と、言った。


　それにハスガは、


「……うん」


　と、小さくうなずいた。そして手を掲かかげる。


　東のエラの顔に。


　母親の顔に手を掲げ、破は壊かい、と、小さく言おうとする。


　それですべてが終わる。


　この数年、ずっと彼らが頑張ってきた物語の、すべてが終わる。


　金を稼かせいで、情報を買って、《教会》を出し抜ぬく方法を考えて。


　その、すべてが終わる、はずなのに。


「…………」


　手が、震える。体が震える。母さんを見つけたときにもう、こうなるとわかっていたから、ずっと心の準備をしていたのに。


　あの馬鹿が。


「…………」


　あの、鉄大兎とかいう馬鹿が、余計なことを言うから。


「……俺」


　と、ハスガは言った。顔が歪ゆがむのを感じる。涙なみだが出そうになって、実際に出る。


　そして彼は、言った。


「……俺も、あきらめたくない」


　と、か細い声でそう言った。


「……母さんを元に戻もどせる方法を……む、無理だとわかってても、その方法を……」


「無理だよ」


「…………」


「これ以上苦しませるのは、かわいそうだ」


「でも」


「ハスガ」


　と、セルジュが言う。相変わらず優やさしい声こわ音ねで、そう言う。


　しかしハスガはその、兄の顔を見て、言った。


「……無理だとわかってても、全力を尽くしてみたい」


　なんて、さっきの馬鹿が言ったのとまったく同じような馬鹿な言葉を吐はいてしまって。


　それに、セルジュは困ったような顔で、微笑ほほえむ。もう一度頭をなでてくれてから、その手を母親の頭にあてる。


「……彼女のすべてを一度封ふう印いんします」


　とそう、言う。


　それで母親の姿は、壁の中に完全に消える。


　それから兄はこちらを見て、


「じゃあ、頑張ってみようか」


　と言う。


　それにハスガはうなずく。


「ごめん兄さん」


「いいよ。ハスガはいっつもわがままだからねぇ。でもじゃあ、これからどうしますか」


　という問いかけに、ハスガは答えられない。


　本当に、母親を救出する、というところまでしか、人生の計画を決めていなかったのだ。だがそれを達成してしまって、おまけに不可能としか思えない課題が増えてしまって。


　いったい、どこへいったらいいのか？


　するとセルジュがこちらを見て微笑み、


「人間の世界にでもいってみる？」


　なんてことを言いだして。


　その言葉にハスガは、


「……はは」


　と、小さく笑った。

















　　　エピローグ　――《絶望》の学校










　世界で一番誰だれが嫌きらいかと問われたら、たぶんこう答えると思う。


　紅くれない月げつ光こう、と。


　もちろん前から性格が悪い、つきあいにくそうな最低な奴やつだなぁとは思っていたのだが、まさかここまでとは思っていなかった。


　その、最低っぷりの一例をあげてみようと思う。


　それは携けい帯たいでのやりとりだった。


『俺おれだ』


「あ、俺だけど」


『雑ざ魚この分際でしぶとく生きてたのか』


「ってかおまえ、なんで助けにこねーんだよ」


『天才には天才の事情が……』


「黙だまれタコ」


『誰がタコだと？』


「てめぇだよ」


『ふぅん。用件はそれだけか。それだけなら切……』


「ってそんなわけねぇだろ」


『じゃあなんだ。早く用件を言え』


「ってか、あの、生徒会の仲間が死地から生きて帰ってきたのに、言うことそれだけかよ？」


『生きてるのは知っていたからな。情報はもう入ってきていた』


「あ、そーなの？」


『そうだ』


「んじゃま、俺らがいまどこにいるのかも」


『それは知らん。イタリアから消えた、という情報は、《教会》から入っていた』


「そうなんだ。ええとね、いろいろあってまあ、説明はめんどうなんだけど、あ、遥はるかは……」


『もう戻もどった』


「そ、そうか……そうか、よかった」


『で、話はそれだけか？』


『だからそれだけなわけないでしょ』


「なら早く話せ」


「ええと、だから説明はめんどうなんだけど、とにかくいまなぜか、九州なんだわ」


『ほう』


「で、金もないし、飛行機代もないから《道み程ち》を開いて迎むかえに……」


『自力で帰ってこい』


「んと、いまいる街の名前は……って、え？　いまおまえ、なんつった？」


『だから自力で帰ってこいと言った』


「はぁああああ？　おまえ、なに馬ば鹿かなこと言っちゃってんの？　ンなの無理に決まってんだろうが！　俺、金もねーって言ってんのに。もういいから、そんなくだらない嫌いやがらせしないで、早く《道み程ち》を……」


『俺はタコじゃない。タコはおまえだ』


「へ？　あの、まさか本気でさっきのそれに、怒おこって……」


『話は以上か？　なら切るぞ』


「ちょ」


『ガチャ』


「おおおおおおおい！　あ、あいつまじで……」


『この電話は、電波の届かな……』


「殺おおおおおおおおおす！」





　という、最低男とのやりとりがあり、おまけにヒメアはヒメアで、


「大たい兎とと一いつ緒しよにこのままずっと旅行したい[image: ]」


　とかいう理由で帰るための魔ま法ほうだけは使ってくれなかったので、結局大兎が宮みや阪さか市しに戻もどってこれたのは、五日後のことだった。


　五日。


　五日無断で学校を欠席。


　そんなことをした日には遥と同じで失しつ踪そう扱あつかいになっちゃうだろとか思うが、しかし、どういうわけか生徒会の仕事でイタリアへ急きゆう遽きよ交こう換かん留学生として留学中、なんてことになっていた。


　だから家に帰ってもお疲つかれさま～、イタリアに留学なんてすごいねーなんて妹に言われて、ありもしないパスタ話をさせられたり、学校にいっても。


　学校にいっても――


「…………」


　と、大兎は本当に久し振ぶりに、一年三組の教室に戻ってきていた。


　朝。


　見慣れた廊ろう下かを進み、そして扉とびらを開く。すると見慣れたクラスメイトたちが一いつ斉せいにこちらを向いて。


「…………」


　最初、怒ど鳴なられるかと思った。今度勝手に遥を捜さがしにいったら、ぶん殴なぐるからなとか言われていたのに、また、勝手にいなくなっていたのだ。


　それも、五日も。さすがにもう、ぶん殴られるころかな、なんて思っていたのだが、クラスメイトたちは大兎を見るなり、


「イタリアさんのおかえりだぞ～」


　なんて、笑った。


　ゲーム好きの田た中なかも、斉さい藤とうも。大兎の隣となりの席の山やま下したさんも。ちょい不良の庭にわ野のも。みんな笑ってこちらを見ている。


　それどころか遥まで。


「…………」


　とそこで、大兎は彼女のほうを見る。普ふ通つうに、まるで何ごともなかったかのようにこちらを見て、


「ちゃんとお土産みやげあるんでしょうねー？」


　なんて笑う遥を見て、動けなくなってしまう。


　彼女はいつもどおり、本当に優やさしそうに笑っていた。昔と同じように優しそうに笑っていた。


　そして、気づく。


　ああ、月光がみんなの記き憶おくを消したのか、と、気づく。


　それは仕方のないことだと思う。今回のこの事件は、異世界の奴やつらが関かかわりすぎていた。なら、遥が誘ゆう拐かいされた、という事件そのものの記憶を消すのが、一番だろう。


　そうすれば誰の心にも傷は残らない。


　それは遥の心にも。


「…………」


　そこで一いつ瞬しゆん、混血のハスガとかいう奴が言った言葉が、頭をよぎりかける。遥が自分のことをどうだとか、言っていたのを思いだしかける。


　だがそのすべてが、なかったことになってしまった。


　ただ彼女は優しく、愛いとおしげにこちらを見つめていて。


　それに大兎は、笑う。


「ただいま」


　と、言う。


　すると教室中が、


「で、お土産は～？」


　なんて聞いてきて、それに大兎は、


「それが俺おれ、向こうで財さい布ふを落としちゃって」


『なにいいいいいい!?』


　と、叫さけぶ。


　それに大兎は笑う。みんなはなにもかもを忘れてしまったようだが、でも、自分だけはこいつらが、本当にいい奴ばかりだったことを覚えているから。


　彼は、笑う。ごめんよと言う。すると遥も楽しそうに笑う。少なくともなにか、心の奥に抱かかえているようには見えない。


　いや、見えないだけで本当はいろいろあるのかもしれないが、でもそれは誰だってそうだ。


　誰だってなにか楽しいことや、悲しいことを胸に抱えていて、それでもなるべく笑って過ごしたいとそう、思ってる。


　だから大兎も笑って、


「んじゃもっかいイタリアいって、お土産買ってくるよ」


　なんて冗じよう談だんを言う。


　するとそれに、教師の狩かり野やが後ろからやってきて、


「イタリアいくのはいいが、まあ、今日から始まる期末の間くらいはいろよ」


　という言葉に、大兎は、


「……え？　期末？」


　彼は、笑え顔がおを失う。それから黒板を見る。すると黒板の日付に、七月一日と書かれていて。


「七月入ってるじゃん」


「よぉしおまえら、今日から期末だから、しっかりやれ～」


「いやいやいや、俺それ、聞いてな……」


「早く入れ鉄くろがね。あ、テスト前に生徒会室に一度戻もどるのか？」


　と言われ、


「あ～、えーと、うん。じゃあそれで」


　と、うなずく。それから踵きびすを返す。


「ってか、月光の奴にテスト免めん除じよしてもらえないと、絶対全部赤点だぞ……」


　と、うめくように言う。


　そのまま廊ろう下かを歩きだそうとしたところで、気づく。廊下の向こうに背の高い、二人の男子生徒が楽しそうに笑いながら歩いているのに。


　一人は日本人ぽくない金きん髪ぱつ、紺瞳の爽さわやかな笑顔が印象的な男で。


　もう一人はちょっと性格がきつそうな、紺髪、金瞳の、まるでエルフのように整った顔だちの、


「ってなんでおまえらがここにいるんだぁああああああああああ!?」


　と、叫ぶ。


　しかしその叫び声を遮さえぎって、他ほかのクラスから、


「二年のハスガ先せん輩ぱいがいるううううう[image: ]」


「三年のお兄様と一いつ緒しよよ[image: ]」


「二人ともロシア人と日本人のハーフなんですって」


「セルジュ様、こっち向いて～」


　と、なんか月光が廊下を歩くときのような黄色い歓かん声せいが上がり、それにハスガが嫌いやそうに顔をしかめ、セルジュがやあやあみんな綺き麗れいどころがお揃そろいでどうしました？　とか笑う。









[image: ]










　それに大兎は、


「………………ああ、いいや。いったいどうなってんのか全然わかんねぇが、まあいい。全部月光に聞こう……」


　と、ハスガたちとは反対方向へと廊下を進む。そして中央校舎の五階にある生徒会室へと到着するが、しかし部屋に月光はいなかった。


　ヒメアも、美み雷らいもいない。


　代わりにいたのはなぜか、大兎のクラスの、隣となりの隣のクラスにいるはずの、碧あお水み泉いずみだった。彼女は棒つきキャンディーをくわえていて、こちらを見る。


「お～九州帰り君、おかえり」


　なんてことを言う。


　月光しか知らないはずのその、九州帰りという情報に、


「おまえ、生徒会に入れてもらえたの？」


　と聞くと、彼女は笑う。


「な～んかね、生徒会室漁あさってたら、《軍》への道を見つけちゃって、で、《軍》をこそこそ探索してたら黒くろ守す先生に見つかって、そんなに死にたいんなら生徒会に入れってさ～。でも煙草は禁止。飴あめ玉だまになっちゃった」


　とか、こちらに棒つきキャンディーを見せつけながら、なにやらよくわからないもの凄すごくワイルドな話を彼女はしてくる。


　もう、その話だけでは彼女がいったいどんな冒ぼう険けんをしたのかはわからないのだが、《軍》をこそこそ探索って、ちょと前に大兎が《教会》でやってきたことと、同じくらい危ないことのように聞こえる。


　それに大兎は泉の顔を見つめ、


「……おまえ、何者なの？」


　すると泉は笑う。


「ただの不良～」


「黒守先生ってのは？」


「《軍》の人」


「…………ってかなんかもう、俺よりおまえのほうがいろいろ詳くわしそうなんだけど」


「そうかな？　まあね。あたしぃ、すごく頭いいからぁん」


　と、わざと馬鹿そうな口調で言ってからけらけら笑う。


　それに大兎の後ろから、


「俺はおまえの入会を認めてないぞ」


　という月光の声がする。そして月光はそのまま部屋に入り、泉をにらみつける。


「おまえの記き憶おくを消してやる」


　と言うが、泉は肩かたをすくめ、


「まあまあ会長。私便利だから使っときなさいって」


「ただの人間などいらん」


「自分だって剣けんがなけりゃただの人間のくせに」


「俺は天才だ」


「へぇ。じゃあ今日から始まる期末勝負する？　たぶん私のほうが頭いいよ」


「はっ。馬鹿な」


「私本気でやったことないけど、大学の入試問題でも解けなかった問題ないよ？」


「…………」


「ま、生徒会長さまはお魔法の勉強とかもお忙いそがしいでしょうからお大変だろけど、学校の勉強だったら私が勝つと思うんだよね～」


「…………」


「で、先生から言われたわけ。赤点君たちが集まる生徒会委員の教育係をやってくれないかって」


　という言葉に、大兎は反応した。


「あ、それ、それをいま悩なやんでんだよ、俺、いまからテスト受けたら絶対赤点なんだけど」


　すると泉が笑って、


「お、一人こっちの仲間になった」


　なんて言うが、それに月光は顔をしかめ、


「……俺は認め……」


　が、それを遮さえぎり、


「あんたが認めなくても入るから、認めてよ。絶対便利だよ？　書類仕事とか超ちよう得意なんだから、私を書記にしときなさい」


　それに月光は非常に不満そうな顔になるが、しかし、泉を無理矢理追いだしたりはしない。


　なにやら知らない間にこの生徒会室の状じよう況きようが大きく変わったようで、黒守とかいう教師が一番大きな権力を持っているようだった。


　それについてもいろいろ聞く必要がありそうだったが、とりあえずいま、一番大きな問題は、


「なぁ月光。あの、俺、ずっと勉強してなかったんだけど、期末免めん除じよにならないかな」


　と聞くと、生徒会長はこちらをきっとにらみつけ、


「おまえが勉強してればこんなスカートの短い脳足りんを入れる必要はなかったんだ」


「というその脳足りんにテストで負ける生徒会長さま」


「絶対に負けん」


「じゃあ勝負ね。勝ったらジュースおごってもらうから」


「いいだろう。おまえが負けたら生徒会から出ていくどころか退学だ」


「ってうお～、ものすごい不平等条約。でもおっけ～。じゃ、教室いこ。もうすぐ数学のテストだし」


「目に物を見せてくれる」


「へっへっへ、ああ怖こわいですね～」


　と、二人はそのまま生徒会室を出ていく。


　その後ろ姿を見送りながら、


「だ、だからおまえら俺の期末テストは……」


　という言葉に後ろから、きゃあきゃあ嬉うれしそうな女の子の声があがる。振ふり返ってみると廊ろう下かを美雷とヒメアが走ってきていて。


「あ、大兎」


　と、ヒメアが言う。


　それから美雷が、


「おー不死身君久し振り。不死身君も鬼おにごっこする？」


　なんて言ってくるので、それに、


「おまえら期末は？」


　と聞くと、美雷は首をかしげる。


「期末ってなに？」


　続いてヒメアが、


「え、キマツっていう悪魔が飲む幻げん覚かく剤ざい、美雷ちゃん知らないの？」


「幻覚剤？　なになに？　おいしいの？」


　するとそれにヒメアが優やさしく微笑ほほえみ、


「美雷ちゃんは大切に育てられたんだね～。飲んじゃだめな薬だから、いまの話は忘れて」


「えええ～、気になるよ～」


　とか、もうまるで人間の事情とは関係のない話ばかりをする二人に、


「……期末で悩なやんでるのは、俺だけかよ」


　と、うめく。


　するとそこで学校中にチャイムが鳴る。一時間目が始まる合図だ。


　それに大兎は、


「うお、やべ。試験免めん除じよにならないんだったら、試験受けないと俺留年すんじゃん」


　と、慌あわてる。本当にまったく勉強してないどころか、この三週間ほどは授業すら受けてないのでまるで点数が取れる気がしないが、


「……な、名前くらいは書かないと」


　と、廊下を走る。


　すると途中で月光と泉に追い付いて、


「お、おまえら急がないの？　試験始まってんぞ？」


　という言葉に、二人が言う。


「雑ざ魚こどもが受ける試験など、五分で解ける」


「じゃ私は四分」


「三分！」


「〇・〇一秒！」


「んなっ!?　もう俺はおまえを殺すことを決定した」


「あはは～」


　なんて会話に、大兎が言った。


「俺がおまえらを殺したいよ！」


　そして走る。


　期末を受けるべく走る。


　なんかつい、ちょっと前までは。


　遥が誘ゆう拐かいされて、毎日が殺さつ伐ばつとしてしまったちょっと前まではそんな普ふ通つうのことで再び悩める日が戻もどってくるだなんて、思ってもみなかったけれど、なぜかあっさり普通の生活に戻ってしまった。


　それに彼は少しだけ笑いだしそうになる。留年の危機なのに、笑いだしそうになる。


　そして、思うのだ。


　また、同じようなことが起こるかもしれない。


　もう一度同じようなことが起こるかもしれない。


　でもそのときまでに、もっと強くなっておこうと。もっと賢かしこくなって、もっと強くなって、全部を手に入れたいと叫さけんでも、この間みたいにださく響ひびかないように、もうちょっと頑張ろうと、そう思う。


　そして、


「……学校の勉強もちょびちょびはしよう」


　と、彼は呟つぶやいた。


　学校は静まり返っている。


　生徒たちの鉛えん筆ぴつを走らせる音だけが響ひびく。


　教室に戻るとすでに試験は始まっている。


　遥が早く早くと合図してくる。それに手を振って、机に戻る。そして試験が始まる。当然、問題はまるで解けない。それに大兎はとりあえず名前だけ書き、そして、顔をあげる。


　教室の中を見回し、それから、遥のほうを見る。


　すると彼女もこちらを見ている。


　本当なら試験を頑張ってなきゃいけないのに、彼女はこちらを見ている。


　そして小さく、かすかに、もう、大兎にしか聞こえないような声こわ音ねで、言った。


「……ねえね、大兎」


「ん？」


「愛してる。私、大兎をあの魔ま女じよには渡わたさないからね」


　なんてことを彼女は突とつ然ぜん言ってきて。


　それに大兎は目を大きく見開く。


「ちょっ……おまえ記き憶おくが……」


　そう言いかけたところで、担任の狩野が言った。


「おい私語すんな。カンニング扱あつかいにするぞ」


　なんて言われて、大兎は黙る。


　すると遥が笑った。楽しそうに笑った。それはいつもの平和な、優やさしい顔で。それからまた、彼女は再び答案用紙にシャーペンを走らせ始める。


　それを見つめ、これはなんかちょっと、すげぇ大変なことになってきたぞ、と、思う。


　やはり問題は、なにも解決してなかったのだ。どうして彼女がヒメアのことを知っていて、なにから大兎を守ろうとしたのか、そのへんの問題はまるで解決していなかったのだ。


　だけどそれでも。


「…………」


　それでもとりあえずはまあいいか、と、大兎は思う。


　きっとまた、いろいろ大変なことは起きる。悪魔が出たり、《天てん魔ま》が出たり、お化けが出たり、そして最後には男女の修しゆ羅ら場ばとかね、なんかもう、高一にしてそんな大人なことも経験しちゃうかもしれないけれど、でも、まあ、


「…………」


　全員無事で、この学校に戻ってこられたならまあ、いいか。


　と、思う。試験の問題はまるで解けないので、顔をあげ、窓の外を見る。


　すると外はよく晴れている。


　明るい空。


　教室。


　机。


　黒板。


　気け怠だるいほどに平へい凡ぼんに見えても、結局高校は三年しかないのだ。ならその平和な、普通の時間を、


「…………」


　大兎はもう少し大切にしようと、そう思った。





　　　　　　◆


　　　　　　◆


　　　　　　◆





　場所は変わらない。


　時間もあまり変わらない。


　それは宮阪高校の、生徒会室。


　誰もいなくなったその部屋の中で、黒守は携けい帯たいで話している。


　かけてきている相手は《教会》の長老の一人。その長老が、言う。


『約束が違ちがう。我らは《軍》に金を払はらったはずだ。にもかかわらず、サイトヒメアは逃にげた』


「ですねぇ。でも僕らは手を貸してませんよ」


『ふざけるな。現におまえのところにあの魔女はいるではないか』


「勝手に戻ってきたんですよ」


『こちらに引き渡わたしてもらおうか。我ら《教会》との契けい約やくを守らない者がどうなるか、おまえらもわかっ……』


「よぉくわかってますよ。どうにもならないって」


『貴様……』


「ねぇ長老。あなたこそどこに電話をかけているか、わかってるんですか？　《軍》ですよ。《教会》とは昔から仲の悪い、《軍》です。約束を破ったから、怒おこる？　あはは。なら、さっさと攻せめてこいよ。攻める度胸がないなら、泣き寝ね入いりしろ。僕らはおままごとをしてるわけじゃない。金を払ったおまえらが馬ば鹿かなんだ」


『……この侮ぶ辱じよくは絶対に忘れんぞ』


「僕は最初から忘れてません。僕らとあなたがたは仲が悪い。ただそれだけです。用件がそれだけなら、電話を切り…………あ、もう切れましたか」


　そう言って、黒守は携帯を閉じる。


　そして微笑ほほえむ。昔と変わらないその部屋を見回して、


「戻ってきたよ、《聖地リイル》。新しい主と、そしておもしろい、新しい生徒会委員に恵めぐまれて、ずいぶんと楽しそうにしてるじゃないか。もう、月光君と契約してしまった君には……大人になってしまった僕の姿は見えないだろうけど……」


　そのまま彼は、歩を進める、愛いとおしげに壁をなでて、


「でも大だい丈じよう夫ぶ。僕がすべてをやってあげる。絶望をなくすんだ。そして僕が始めた《幸福》の魔法を、完成させる。そのための道具はもうほとんど揃そろってるしね」


　と、彼は微笑む。


　それは月と、魔ま女じよと、鴉からすと。


　あとは黒いウサギを呼べばいいだけなのだが、それはもう少し時間がかかりそうだった。


　だが、急ぐ必要はない。


　本当にすべてのことは、計画通りに進んでいるのだ。


　だから彼は壁を優しくなでて、微笑む。


「もうすぐだから、もう少しだけ……あともう少しだけ、僕じゃない生徒会長と遊んでてくれ」


　と、黒守は――








《軍フイリエル・クロス》は小さく、そう言った。














あとがき







　というわけで『いつ天』です。


　この巻でやっと、すごく学園リバースファンタジーというタイトルに相応ふさわしい話になってきたなーと思ってるのですが、いかがでしょうか？


　僕の中でもストーリーやキャラクターが消しよう化かされて、こう、かなりいい感じになってきたなーよかったなーと思っていたら、突とつ如じよどういうわけか噂うわさの不ふ死じ身み書しよ房ぼう内で会議が行われることになりました。


　会議の名前はこうです。


『鏡かがみの野や郎ろうがとんでもなく分ぶ厚あつい小説書いてきやがった！　大だい丈じよう夫ぶなのか！　こんな分厚いのみんな読んでくれるのか震ふるえるぞコラ！』会議です。


　で、みんなで読んでどーすんの分冊のほうがいいのか？　それともどかんと出しちゃったほうがいいのか？　どれが一番読者のみんなのお財さい布ふに優やさしいうえに喜ばれるのかというのを話しあったあげく、結論は「よしわかった。ここは勝負して、熱い魂たましいを放ほうり投げよう！」ということになりました。


　なので実はこの本、ほんとに二冊分くらいの原げん稿こう分量があります。これで人を殴なぐったらちょっと事件が起きそうなほどの分量があります。


　なのにこのお値ね段だん！


　超ちようお得だね！


「………………」


　ってね、あの、ええと、みんなで震えてるので、応おう援えんよろしくお願いします。


　まあその、冗じよう談だんはともかくとして（半分ぐらいは冗談じゃないのだけど）、今巻は本当にぎっちりな感じなので、僕としてはとてもよかったなと思ってます。分冊にしない、と編集部が勝負に出てくれたのも嬉うれしいです。あとはみなさんに楽しんでもらえたら最高です。


　でもってまあ、内容についてのこの本の解説は、読んでもらうということにして。





　実はこの本と同時に発売されてるドラゴンマガジンの巻頭＆表紙がなんと、早くも『いつ天』ですね！


　まじで早い！　スタートからまだ一年経たってないよ！


　おまけに、これは書いていいのかわかんないんだけど、


　月刊ドラゴンエイジでコミカライズ決定！（詳しよう細さいはドラマガで）


　ドラマＣＤ化決定！（詳細はドラマガで）


　とね。


　なんかね。


　展開速ぇええええええええええ！


　もうほんと、読んでくれているみなさんのおかげです。というか、前回のドラマガの表紙はまあ、ほら、伝勇伝を書いている鏡貴たか也やの新作～！　みたいな感じでプッシュしてもらえたのですが、あれは一回こっきりというか、『いつ天』を好きになってくれる方がいなければ、もう二度と表紙とかには戻もどってこれないわけで。全然売れなくて竜りゆう頭とう蛇だ尾びかよーってことになったらどうしようとか思ってたのですが、よかった。ほんとによかった。


　不死身の編集長や担当さんとも、


「いやー死ななくてよかったねー。売れなかったら三人でコンクリ抱だいて津つ軽がる海かい峡きよう冬ジャンプなところだったねー」


「って不死身は売れないと津軽海峡冬ジャンプなんですか!?」


「当然だよ。うちをどこだと思ってるんだい？」


「いや普ふ通つうの出版社でしょう？」


「…………」


「え？　違ちがうの？」


「…………」


「なにその沈ちん黙もく!?　ってかこれなんの会話になってんの!?」


　なんて馬ば鹿かな会話はまあ、交かわされてはないのですが、みんなでがくがく震えていたのは本当なのでした。


　でも、冬ジャンプという未知の単語が実行されなくて、よかった。これもひとえにみなさんの応援のおかげですとかそんなことを書き始めると僕は長いので、ありがとうございますで終わっときます。


　そんなわけで同時発売のドラマガが、巻頭特集＆表紙＆小説原稿用紙七十枚＆コミカライズ決定＆ドラマＣＤ化決定～みたいな、『いつ天』情報のオンパレードです。そちらもよろしくお願いします。


　おまけに例のあれもあります。


　僕が展開しているもう一つのシリーズ。


『伝説の勇者の伝説』がゲーム化しちゃうぞ企き画かく進行中！　とか、あるそうです。ゲーム化、ゲーム化ってなに!?


　なんか、『いつ天』が盛りあがったら『伝勇伝』までまた盛りあがってきちゃって、ええと、なんだろね。


　このお祭りっぷりは、あれかな。僕は死ぬのかな？　仕事量だけでいうと、死ぬらしいということはわかってるのですが、みんなに喜んでもらえそうな情報を書くことができるのがとにかく嬉しいです。これからも死ぬ気で頑がん張ばるので、みなさんよろしくお願いします！


　ってなことを書いていたらもうページが尽つきてきたので、次の本はええと、いつだっけ担当さん。


「はい！　すぐ来月の『大伝説の勇者の伝説６』ですね！」


「で、その次は？」


「再来月の『いつか天魔の黒ウサギ５』です」


「あれ、あれそれおかしくない？　この本が『いつ天』の４のはずなのに、もう５って……」


「そして再再来月が『堕おちた黒い勇者の……』」


「だからちょっと待てぇええ。それ、それまたなんか四か月連続刊行とかそういう……」


「シイイイイ！　鏡さん、それ、鏡さんには秘密なんですから、あんまり大きな声で言わないでください！　鏡さんに聞かれたらどうするんですかっ☆」


「…………………………」


　と、なにやら担当さんが不思議な言語で喋しやべっているので、とりあえずみなさんよろしくお願いしまーす。


　ではでは来月の新刊やらなにやらで会いましょう！


　あ、ドラマガは本当に情報が盛もり沢だく山さんなので、そちらもお願いします。プロジェクトレボリューションというカードゲームにも『いつ天』が参加させてもらうことになって、その付録とかもついちゃうそうなので、ぜひぜひ。


　って、あまりにも多すぎて僕もいま『いつ天』と『伝勇伝』にどんな展開があるのか全然把は握あくできてないので、ドラマガ買おっと。そしてアンケートに鏡貴也と書いて送ってみよう（笑）。


　ではではまた、ドラマガか来月の新刊で～。





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡貴也












いつか天てん魔まの黒くろウサギ４


夜逃げの生徒会室





鏡かがみ　貴たか也や








[image: ]


平成21年7月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2009 Takaya Kagami, Yuu Kamiya/Fujimishobo









[image: ]




item/image/HEART_WHITE.png





item/image/P341.jpg





item/image/P025.jpg





item/image/LOGO.png





item/image/cover.jpg





item/image/P213.jpg





item/image/K001.jpg
3 7
YT

\

ﬁ
RES

938

REES
T ShEESE Sl

2

G O¥

[N 2 BB T2 2H
B ITH S 2 IR OB D2 )





item/image/P451.jpg





item/image/GAI12102.png





item/image/K003.jpg
CEF W~ A
VT LY b YA s
NAT] ) b)Y AT s





item/image/DAINARI.png





item/image/P141.jpg





item/image/P004.jpg
\>\7

4 L)
| B DBIEDR N
18R UL F O T HIZT BT &R TEZR IO R H—Z a2 F S 5701 TS
NEERER LAL. ZOHEZA->TREDORPREZEM T % (F) & E/#E
DAVIN=FEF o7z F e —AERERE S 28k K RAE B2 FF 2 & HICHRE]
WCERRCAZSELNDEN AT, RIEF DT HR. e AT EH-TLS (REE) &
WVORDFEAEE B -7 ) LA ZNRVICHREL IBHE RS Tz, TALH,
WL ADZBHSRMROMEPITESDNTLE) . KBIZEREZDHIBMEY LA,
BRI OREH—






item/navigation-documents.xhtml



		プロローグ


		第一章


		第二章


		第三章


		第四章


		第五章


		第六章


		エピローグ


		あとがき








item/image/K002_1.jpg





item/image/P173.jpg





item/image/P478.jpg





item/image/WHITE.jpg





item/image/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/P241.jpg





item/image/P081.jpg





item/image/SABUN.png





item/image/P281.jpg





